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[本文] 

序章 

第１節 本研究の目的 

日本の百貨店では、英国フェアもしくは英国展と銘打って、長らく英国の商品を販売する

催事が行われている。全国の百貨店を見回すと単発で開催される英国フェアもあるが、東京

では日本橋の三越、新宿伊勢丹、ジェイアール名古屋タカシマヤ1、大阪と福岡では阪急百

貨店がそれぞれ英国フェア（英国展）2を行い、毎年恒例の催事として賑わいを見せている。 

この英国フェアがいつからどのような経緯で始まったのかを調べるために、百貨店各社

の社史を紐解くと、戦後、海外の百貨店との提携で行われた外国フェアがあり、西武池袋本

店が 1960 年に英国のジョン・ルイス店との提携によるイギリス展3、東京日本橋の高島屋が

1962 年に同じく英国のセルフリッジとの提携により英国展を行っている4ことが判明した。 

しかし、さらに文献5にあたると、現在の日本の百貨店で行われている英国フェアは、こ

の海外の百貨店との提携により始まったものではないことがわかる。1965 年、英国商務省

の強力なバックアップのもと、東京・晴海で英国博覧会が開催されているのだが、その協賛

百貨店が実施した英国フェアこそがそのルーツなのである。この時の英国フェアでは、英国

からの輸入品を販売するのみならず、英国の歴史や文化に関する展覧会が行われている。こ

の商品展と展覧会を併設するスタイルが、日本の百貨店において現在まで続く英国フェア

に多大な影響を与えたのである。 

1965 年、東京の日本橋三越本店が英国博覧会に協賛して、現在の百貨店の英国フェアに

つながる最初の英国展を開始し、その後はフランス展を挟んで隔年ごとに英国展を開催す

るようになった。その意味で三越は、英国フェアの草分け的存在として重要だといえる。 

 

1 正式名称はジェイアール名古屋タカシマヤ。JR 東海と高島屋の合弁企業であるジェイア

ール東海タカシマヤの経営するターミナル百貨店である。 

2 阪急は英国フェア、三越、伊勢丹、タカシマヤでは英国展という名称で開催している。 

3 『セゾンの歴史 上巻』由井常彦編、リブロポート、1991 年、209 頁。 

4 『高島屋百五十年史』高島屋 150 年史編纂委員会編、高島屋、1982 年、289 頁。『朝日

新聞』1962 年６月１日、夕刊１頁、「高島屋英国展広告」。見出しに日英商品交流とある 

5 志賀健二郎『百貨店の展覧会―昭和のみせもの 1945-1988―』筑摩書房、2018 年、109-

110 頁。 
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これに対して大阪の阪急百貨店のうめだ本店では、1970 年から第１回阪急英国フェアが

始まった。以来 50 年以上にわたって毎年開催され、今では関西一円はもとより全国からも

阪急英国フェアのファンが一年に一度の楽しみとしてやって来る催事に成長した。 

この東西ふたつの百貨店による 50 年以上の歴史を誇る英国フェア（英国展）は、日本の

百貨店における英国フェアの歴史的発展を語るうえで最も重要なものであるが、とりわけ 

阪急百貨店では、英国フェアを最重要催事と位置づけており、英国商品の紹介と販売だけで

なく、本稿において後述するように、英国に関する様々な情報を発信し続けている。その情

熱的ともいえる力のこもった取り組みは、三越を含む他の百貨店の英国フェアと一線を画

す。1965 年に始まる展覧会と商品展を併設する英国フェアを発展させていったのは、むし

ろ阪急百貨店の方なのである。 

 ところが、三越など東京の百貨店に比べると、大阪の阪急百貨店の重要性は軽視されてい

ると言わざるを得ず、学術研究そのものが少ない。ましてや、阪急百貨店の英国フェアに関

する学術研究となると、ほとんど存在しないのが現状である。これまでの阪急百貨店に関す

る研究の多くは、阪急電鉄、さらには阪急東宝グループの創始者であり、文化への造詣も深

い小林一三の発想や経営理念に偏る傾向がある。以上のことを鑑み、従来の日本の百貨店史、

および外国フェアに関わる学術研究上の問題を解決しつつ、阪急英国フェアの特色につい

て明らかにするのが本研究の第一義的な目的となる。特に、その特色が典型的に表れている

と考えられる紅茶をめぐる文化展示や英国イメージのあり方を重視しながら論証すること

としたい。 

  

第 2 節 先行研究から見た「百貨店と文化」 

百貨店研究の先行研究は多数あるが、ここでは本稿全体に関わる百貨店の原点と百貨店

と文化の関わりについて記されたものについて述べる。また、ここにあげたもの以外に各章

ごとに、それぞれの内容に関する先行研究について述べている。 

百貨店のはじまりについては、フランスで 1852 年にアリスティッドとマルグリットのブ

シコー夫妻が世界ではじめて作った百貨店ボン・マルシェ6について書かれた鹿島茂の『デ

 

6 谷田博幸『ヴィクトリア朝百貨事典』河出書房新社、2001 年、80-81 頁。「英国ではす

でに 19 世紀前半に、ブシコーの革新的といわれた経営法をやっていたデパートが存在し

ていた」マンチェスターで 1831 年に開業したケンダル・ミルン＆フォークナー、ニュー
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パートを発明した夫婦』（講談社現代新書、1991 年）がある。百貨店創成期のブシコーのさ

まざまなアイデアが現在の百貨店に生き続けていることを示している先行研究である。 

鹿島はブシコーが 1855 年と 1867 年のパリ万国博覧会から、商品と祝祭空間の結合によ

る潜在的消費願望の掘り起こしという手法を学び、万国博覧会と同じ機能をもつ「常設博物

館」としての百貨店を作ったと述べている7。実際、ブシコーは、百貨店でこの結合を活か

し、さまざまなイベントを展開し成功させたのである。 

さらに吉見俊哉は、『博物館の政治学―まなざしの近代―』（中公新書、1992 年）で、1798

年のパリ産業博覧会の内容から「博覧会は単なる商品の展示会でなく、様々なスペクタクル

によって商品を幻想化していく資本主義の文化装置8」と述べ、博覧会の基本的特性を示し

ている。鹿島と吉見の先行研究から、展覧会（または祝祭広場という大空間展示スペース9）

と商品展を併せ持つ英国フェアは、スペクタクルな万国博覧会と商品を販売する百貨店の

両方の機能をもつものであることがわかる。そのため、英国フェアにおいては、百貨店が展

覧会または展示での商品の幻想化をどのように行い、客の消費願望をどのように引き出し

たかに留意する必要があると考えられる。 

また、吉見は、博覧会での展示品は、優れた品質を見て、その存在を知ってもらうことに

重きをおくが、ボン・マルシェでの百貨店の大売り出しも同様に、「店内にどこか遠い国や

夢の世界の風景を現出させ、陳列された商品が醸し出すスペクタル的効果を極限にまで高

める絶好の機会だった」と博覧会と百貨店に明らかな同型性があったと述べている10。この

ことから本稿で論じた英国政府が日本で開催した 1969 年の英国週間という博覧会で、駐日

英国大使館が東京の百貨店の協賛を得ようとしたのは、同型性があったからだと理解でき

る。百貨店の英国フェアの本質を理解するためには、同型性の具体的な中身を知ることが不

可欠で、英国週間の詳細を明らかにする。 

次に神野由紀の『趣味の誕生』（勁草書房、1994 年）は、明治末期の日本で、「趣味」と

 

カッスルで 1838 年に開業したアルビオン・ハウスについての記載がある。いずれも 1852

年開業のブシコーのモン・マルシェより早いことになる。 

7 鹿島茂『デパートを発明した夫婦』講談社現代新書、1991 年、70-72 頁。 

8 吉見俊哉『博物館の政治学―まなざしの近代―』中公新書、1992 年、30 頁。 

9 2012 年に阪急百貨店の９階に設置された大空間展示スペースである。詳しくは第５章第

２節で述べる。 

10 吉見俊哉、同上、91 頁。 
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いう概念が、百貨店をはじめとする消費の世界を通して広く人々に浸透していったことを

三越の雑誌、広告、イベントなどの流行戦略に焦点をあて解明したもので、百貨店の文化へ

の影響を考察する上で重要な研究である。三越では、文明開化以降の日本社会の文化の複雑

な状況から、西洋のイメージと和のイメージの両方が必要だったことが、日本の趣味と西洋

の趣味を融合し「三越趣味」として昇華したと述べ、百貨店では、イメージが、商品の展示、

空間全体、広告、パンフレットにいたるまで大きく関係することを論じている11。このこと

から、阪急百貨店でも英国フェアを開催するには、「英国イメージ」が必要だったことを示

唆するものである。また、百貨店では、人々は大量の「もの」が展示される中でそれらを消

費するという経験を通して、新しい価値観、新しいものの見方が生まれ、それは、イメージ

の中で「もの」を見ることのはじまりであったと書かれている。英国フェアを考察するため

には、百貨店が発信するイメージと同様に、人々（顧客）のもつイメージも検討する必要が

ある。 

初田亨の『百貨店の誕生』（筑摩書房、1999 年）には、勧工場から始まった百貨店の成立

から、大正末期のターミナルデパートの誕生に至る百貨店史が描かれており、日本の百貨店

には、欧米のそれと違い、商品を売ることを直接的な目的としない催し物が多くみられると

書かれている12。ここからは文化への影響を及ぼす百貨店という存在が見えてくる。初田は

三越の例を中心に明治末期から昭和初期の例を挙げて説明している。筆者の研究では、百貨

店の文化催事として位置付けられた阪急英国フェアの文化的展示の影響を考察する必要が

ある。先に挙げた神野の研究も初田の研究も百貨店史において貴重な研究であるが、対象と

する時代の中心は、明治末期から大正期である。阪急英国フェアを研究することで、昭和か

ら平成といった新しい時代に百貨店が発信する文化の影響の一端を示したい。 

さらに初田は、世界初のターミナルデパートとしてスタートした阪急百貨店の独自の経

営スタイルについて述べている。阪急百貨店は、阪急沿線に住む新中間層と言われる都市文

化の中心をなす人々を顧客としており、彼らの求めるものが手の届く範囲での洋風文化と

いうことをつかんでいたことから、洋食だけを献立とした阪急食堂を設置し、阪急マーケッ

トでは安い洋菓子を販売していたというのだ13。阪急電鉄が沿線を開発し、阪急百貨店が沿

 

11 神野由紀『趣味の誕生』勁草書房、1994 年、59-60 頁。 

12 初田亨、『百貨店の誕生』三省堂、1993 年、136 頁。 

13 初田亨、同上、172 頁。 
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線に住む人々を顧客として、ライフスタイルの提案を行ったことは、小林一三の企業戦略と

して知られている。百貨店が、手の届く範囲の洋風文化を提供するという手法は、英国フェ

アにもあてはまると考えられることから、阪急英国フェアでは、人々（顧客）の持つ英国文

化へのあこがれに対して、どのような英国文化を提供し、ライフスタイルの提案を行ったか

という視点で分析することが必要である。 

阪急英国フェアを研究する上で、阪急百貨店の創始者小林一三の経営理念を念頭におく

必要がある。津金澤聰廣の『宝塚戦略―小林一三の生活文化論―』（講談社現代新書、1991

年）には小林一三が目指した情報・文化空間としての百貨店像が描かれ、現在の阪急うめだ

本店のストアコンセプトの「劇場型百貨店」につながると考えられる。また、阪急沿線の成

り立ちについても述べており、阪急英国フェアの顧客層を考える上でも重要である。 

また、日本の百貨店が文化を担うという意識を高く持ち、戦後、数々の展覧会を開催して

きたことは志賀健二郎の『百貨店の展覧会』（筑摩書房、2018 年）に詳しい。日本の百貨店

は、展覧会に多額の経費を使い、儲けを度外視して都市生活者に文化的な楽しみと刺激を提

供し続けてきた。こうした催しが多いのは日本の百貨店の特徴であったと述べられている14。 

ここから、日本の百貨店の展覧会が果たしてきた重要性が理解できる。阪急英国フェアでも

1970 年から 2000 年まで展覧会を開催してきた。志賀の研究は東京の百貨店の 1980 年代ま

でのさまざまな展覧会を検討しているが、本稿では大阪の阪急百貨店の英国フェアで開催

された展覧会の内容の詳細を調べることで、その重要性を明らかにしたい。 

 

第３節 本研究に用いる資料と研究方法 

ここでは、各章において鍵となる情報源について整理しておきたい。 

第 1 章で主な資料として用いたのは『朝日新聞縮刷版』、『毎日新聞縮刷版』、『読売新聞

縮刷版』である。1965 年の英国博覧会と 1969 年の英国週間の内容に関する記事と百貨店

の英国フェアの広告を探し出し、1965 年と 1969 年に分けてそれぞれの開催日時、主催

者、後援者、百貨店の展覧会など一覧表にまとめた。その一部は本稿の第１章に掲載して

いる。その他、「1969 年英国フェアの公式パンフレット」「わが外交の近況（第７号）昭和

38 年８月」も用いた。1967 年に駐日英国大使館の商務参事官、1969 年に商務部一等書記

官、その後、駐日英国大使（任 1980∼1984）に就任したヒュー・コータッツィが編集した

 

14 志賀健二郎、前掲書、9 頁。 
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1969 年当時のジョン・ピルチャー駐日英国大使と英国週間事務局長ベン・ソーンそれぞれ

の報告書も資料とした。 

Pilcher, John“ British Week, Tokyo, 1969”Cortazzi ,Hugh(editor), The Growing Power of  

Japan 1969-1972, Renaissance Books,2015. 

Thorne, Ben “British Week in Tokyo”,1969, Cortazzi, Hugh (editor)Britain and Japan  

Biographical Portraits volume IX (Renaissance Books,2015) 

第２章は、文献と主に阪急百貨店の社史、三越の社史、阪急百貨店元社員でロンドン駐在

員だった石井直樹のインタビューを中心にまとめた。 

第２章第４節では、『朝日新聞縮刷版』、『毎日新聞縮刷版』、『読売新聞縮刷版』から収 

集した東京の百貨店の英国フェア、阪急英国フェアの出展者である有限会社タワーエンタ

ープライゼスヴィクトリアンミニチュア「ハンテル」の北垣邦子から提供を受けた三越、

伊勢丹、東急、西武などの東京の百貨店の英国フェアのパンフレットから一覧表を作成し

て、阪急英国フェアとの比較を行った。三越の英国フェア（英国展）一覧表は、基本的に

新聞縮刷版の広告からの情報である。2000 年以降の不足分は、北垣からパンフレットの提

供を受け補った。三越が 2013 年以降は毎年開催していることも確認できた。三越英国フ

ェアと阪急英国フェアの比較が可能となり、阪急英国フェアの特徴が鮮明となった。 

第３章から第５章では、主に『朝日新聞』の大阪版の阪急英国フェアの広告（他に『読売

新聞』、『毎日新聞』の阪急英国フェアの広告も用いているが、いずれも大阪版である）、阪

急英国フェアのポスター、パンフレットから、1970 年から 2019 年までの阪急英国フェア

のテーマ、主催者および後援者、開催月日、キャッチコピー、販売された紅茶ブランド、陶

磁器などの商品、ティールームの名称、日本での紅茶関連の動き、英国での紅茶関連の動き

などを記載した年表を作成した。そこから、必要事項を抽出して、阪急英国フェアのテーマ

一覧をはじめ、さまざまな表を論文に掲載している。ここから、転換点となる英国フェアの

開催年やテーマを特定し、紅茶商品の数やブランドの変遷を分析した。 

 第３章では、1995 年の「英国紅茶物語」の企画者の阪口恵子にインタビューできたこと

により、英国フェアの企画内容、企画の進め方をはじめ当時の阪急百貨店の社長の考え、英

国フェアを起点とする阪急百貨店の経営戦略の情報も入手できた。阪口には、1988 年の「英

国の絵本と原画 ファンタジーランドの贈り物」と 1995 年の「英国紅茶物語」に関わる写

真、企画書、パネル、展覧会に出品した陶磁器すべての写真とデータなど貴重な資料の提供

を受け、本稿ではそれらから各々の英国フェアの内容を再現することを試みている。 
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 また、阪急百貨店ロンドン駐在員事務所の元駐在員の石井直樹にも電話インタビューを

行った。 

第４章は、阪急百貨店販売促進部で英国フェアを 2004 年から 2018 年まで担当した桑原

渉のインタビューを中心としている。第４章で、研究対象とする範囲（2000 年から 2014 年

まで）の英国フェアの新聞広告およびパンフレットから、桑原の仕事を大まかにつかみ、綿

密なインタビュー項目を作成してインタビューに臨み、そこから桑原の膨大な仕事の中で、

紅茶を核とした部分を中心に論文を構成した。さらに、2023 年５月に、阪急百貨店の現在、

スペシャリティコンテンツ部（旧販売促進部）のディビジョンマネージャーで、2002 年と

2003 年に英国フェアを担当した内海敏夫とのインタビューを実施し、紅茶の重要性と招聘

ティールームについての新たな情報を得て、第３章から４章へ、時代の切れ目なく論じてい

る。 

 2014 年の紅茶の聖地ベティーズティールームの阪急英国フェア導入に関して、日本で初

めてベティーズを紹介した雑誌『R.S.V.P.』の全 21 冊から、ベティーズが掲載されている

部分をピックアップした。その後、『R.S.V.P.』の編集長を務め、阪急英国フェアにも深く関

わった新宅久起に電話でインタビューを行い、導入のいきさつを聞いた。また、2023 年４

月の神戸阪急の英国フェア会場で、英国で桑原の仕事を支えてきた阪急阪神エクスプレス

UK の林啓司にも面会し、ベティーズ導入や現地コーディネーターとしての情報を得た。そ

のため本稿でのベティーズに関する記載は、導入に関わった桑原、新宅、林の３人からの聞

き書きが反映されている。 

第５章は、リントンズジャパン代表取締役の岡田奈奈恵のインタビューを中心としてい

る。リントンズに関しては、2017 年から収集した過去のブログから、阪急英国フェアに関

連する部分をチェックし、インタビュー項目を作成し、インタビューに臨んだ。 

第５章は、2015 年の阪急英国フェアパンフレット、リントンズジャパンのブログ、リン

トンズＵＫのホームページ、岡田のインタビュー、そして 2017 年以降毎年の阪急英国フェ

アでの筆者自身の観察をふまえた上で論文としてまとめている。また、新宅から紹介を受け

て、三越英国展の食品部門のバイヤーである山崎陽介と 2022 年９月にインタビューを実施

した。その中で語られた山崎のリントンズ観は、筆者の考えと共通しており、これも論文に

組み込んでいる。2023 年３月には、ジェイアール名古屋タカシマヤの食品催グループセク

ションチーフの大澤匠にリントンズに関するインタビューを実施した。 
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第４節 本研究の構成 

全体を５章で構成し第１章では 1965 年から 1969 年を、第２章では 1970 年から 1980 年

代、第３章では 1988 年から 1998 年まで、第４章では 1999 年から 2014 年まで、第５章で

は 2015 年というように概ね時代順に並べている。 

 

第１章 日本の百貨店における英国フェアのはじまり 

第１章では、1965 年の英国政府の強力なバックアップのもと開催された英国博覧会と

1969 年に東京で開催された英国週間について述べている。戦後、日英関係改善の兆しが見

え始めるのは、1960 年からの日本の高度経済成長と 1961 年に英国王室を代表してアレク

サンドラ王女が国賓として来日し歓迎されたことにあった。翌 1962 年、日英通商居住航海

条約の締結となり、新しい日英貿易関係の幕開けとなった。こうして、1965 年に東京・晴

海の博覧会場で開催費 20 億円をかけての英国博覧会が開かれることになった。このとき、

東京のいくつかの百貨店が英国博覧会に協賛するが、なかでも重要だったのが、三越と西武

だった。英国は 1969 年に、英国商務省や英国輸出振興会の主催で、英国週間を開くが、こ

の時は消費財の輸出拡大を目的としたことから、東京の全百貨店の協賛を目標とし達成し

た。協賛した百貨店の英国政府主催の展覧会は、英国の歴史や文化をテーマとするものから

最新の科学技術の紹介、写真展などが開かれた。この章では各展覧会や商品展の内容も述べ、

1969 年に百貨店で行われた展覧会と商品展を組み合わせた英国フェアが、その後の百貨店

の英国フェアの原型となったことを示している。 

 

第２章 阪急百貨店の概要と阪急英国フェアの特徴 

第２章では、阪急百貨店の概要を説明し、小林一三が経営上の文化戦略として作り出した

阪急沿線の特色と英国フェアの関係性を述べている。 

阪急百貨店の大きな特色となっている大空間展示スペースの祝祭広場については、本稿

の議論の展開上、第５章で説明している。 

次にうめだの阪急英国フェアが、第１章で 1969 年の英国週間に協賛した東京の数寄屋橋

阪急からのバトンを受け継ぎ、1970 年に第１回英国フェアを始める経緯を述べ、さらに野

田孝社長がマーガレット王女や駐日英国大使を重んじていたこと、英国にロンドン駐在員

事務所を設置したことで、英国フェアを実施するにあたって、英国での情報収集や交渉にお

いて駐在員が活躍したことを元駐在員石井の証言から述べている。また、阪急英国フェアの
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特色を明らかにするため、三越をはじめとする東京の百貨店と比較している。 

 

第３章 紅茶が主役となった阪急英国フェア―「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・

ブリテン」への転換― 

第３章では、先行研究から、阪急英国フェアでの「ジェントルマン・ブリテン」から「レ

ディ・ブリテン」への転換した英国フェアは 1988 年の「英国の絵本と原画 ファンタジー

ランドからの贈り物」であると仮定し、展覧会や商品展さらにアフタヌーンティーの内容か

ら検証をすすめている。1989 年から 1994 年の阪急英国フェアでは、他の百貨店では見ら

れない独自の英国フェアが行われたことを説明している。「レディ・ブリテン」の英国フェ

アを継続する中、1995 年にその後の英国フェアに大きな影響を与えることになる「英国紅

茶物語」が開催された。ティーカップが約 400 点展示された展覧会やヴィクトリア朝の英

国貴族により始められたアフタヌーンティーのティーセットの展示、アフタヌーンティー

についての講義と体験、英国一流講師陣による紅茶に関するレクチャーなど紅茶のプロモ

ーションの詳細を述べ、英国紅茶イメージが創出されたことを述べている。以上が 1 つ目

の英国フェアの転換点である。 

 

第４章 紅茶を核とする阪急英国フェアの新しい展開―英国フェア担当者の仕事を中心と

して― 

第４章では、2000 年の「アードマンスタジオ展」を最後に阪急英国フェアでの文化的支

柱であった展覧会がなくなり、2001 年からそれに代わってイートインスペースに、英国か

らのティールームが招聘されたことを述べている。これが２つ目の転換点となる。 

次に 2004 年に担当者となった桑原渉の仕事を中心に、桑原が紅茶を核とする英国フェア

を展開していく状況を、2005 年から 2007 年、2008 年から 2013 年、2014 年と順を追って

説明している。桑原が紅茶を核とした英国フェアをはじめるのが３つ目の転換点である。 

桑原は 1995 年の英国フェアでの「英国紅茶イメージ」を大切にしながら、紅茶を核とし

た独自の英国フェアを展開し、阪急英国フェアを全国からファンの集まる英国フェアへと

成長させた。 

 

第５章 新しい紅茶イメージの誕生―リーフティーからティーバッグへ― 

第５章では、阪急百貨店に 2012 年に祝祭広場という展示スペースが設置された構想を当
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時の椙岡俊一社長の考えを示しながら説明している。また「劇場型百貨店」をコンセプトと

する阪急うめだ本店の展示装飾を担当する部門を率いる亀山和廣の展示に関する考えと装

飾を担当するストアデザイン部が阪急英国フェアを支える役割を担ったことを述べている。 

 2015 年の英国フェアでは、祝祭広場に展示されたリントンズ紅茶の宅配馬車によって、

阪急英国フェアの紅茶シーンが大きく変化したことを述べている。これが紅茶の主流がリ

ーフティーからティーバッグへと転換するという４つ目の転換点である。この英国フェア

では馬車の展示に加え、祝祭広場で行われたリントンズ社長夫妻のティーバッグを使った

ティータイムもまた、その演出効果によって、大衆的なティーバッグが「本物の英国」とし

て多くの客に受け入れられ、行列ができるようになったことを述べている。それは、新しい

「英国紅茶イメージ」の誕生を意味するものだった。 

 

本研究では、日本の英国フェアの歴史を 1965 年の英国博覧会、1969 年の英国週間から

説き起こし、そのバトンを受け継いだ大阪うめだ阪急百貨店の英国フェアの歴史的過程を

1970 年の第１回阪急英国フェアから、2015 年の第 48 回阪急英国フェアまでを上記で説明

した４つの転換点に注視しながら述べている。結論は概ね次のようになる。 

阪急英国フェアは 50 年以上にわたって、人々（顧客）に、英国の歴史、文化、ライフス

タイルを伝えるという意図をもって、阪急独自の視点やリサーチによる展示を行ったとい

う歴史をもつ催事である。時代に応じて、そのコンセプトや内容を変化させながらも一貫し

て伝えた英国文化は多義にわたり、その文化的意義は大きい。英国フェアのコンセプトが

1980 年代後半に「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ブリテン」に変更されたこ

とで、1995 年の英国フェア「英国紅茶物語」での際立つ紅茶の展示から、英国貴族文化に

もとづく優雅で高級感のある「英国紅茶イメージ」の創出が行われた。以降、紅茶は重要商

品として位置付けられ、紅茶を核とする英国フェアが展開した。2001 年に展覧会がなくな

り、展覧会に代えて設置されたのが英国からの招聘ティールームである。このティールーム

は長期にわたり阪急英国フェアの看板となり、英国ティールーム文化が紹介されたことで、

カントリーサイドのティールームに基づく「英国紅茶イメージ」が創出された。2015 年の

リントンズ紅茶の馬車の展示から、ティーバッグ紅茶が注目され、新しい「英国紅茶イメー

ジ」が創出された。英国フェアでの紅茶の主力は、リーフティーからティーバッグへと転換

した。これらの「英国紅茶イメージ」は、阪急英国フェアが英国文化を伝えるという確固た

る意志をもって英国フェアを行ったことから生まれたイメージであった。 
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第１章 日本の百貨店における英国フェアのはじまり 

はじめに 

近年、百貨店の売上げが低迷する中、三越日本橋、ジェイアール名古屋タカシマヤ、阪急

うめだ本店では、英国フェア（英国展）が賑わっている。その展示には、ユニオンジャック

が使われ、紅茶がずらりと並ぶことが共通点であり特色である。日本の百貨店で英国フェア

が長く続いてきた理由や紅茶が重要商品となった理由を知るためには、まず、英国フェアの

原点に迫る必要がある。 

そこで、本章では日本の百貨店の英国フェアのはじまりに関係した 1965 年に東京・晴海

で開催された英国博覧会と 1969 年に東京で開催された英国週間に焦点をあて、開催の経緯、

目的、イベントの内容と特色、百貨店が協賛した理由、各百貨店の英国政府主催の展覧会の

内容を調べ、日本の百貨店史においてまだ解明されていない英国フェアの歴史的起源につ

いて明らかにしたい。 

 

第１節 先行研究 

検討すべき先行研究の１つ目は、志賀健二郎の『百貨店の展覧会』（筑摩書房、2018 年）

である。戦後から 1980 年代までの東京都心の百貨店の行った展覧会を、年代毎の社会背景

とともに分析し、百貨店が展覧会を開く意義について考察した貴重な文献である。 

「海外フェア」の項目で、1965 年、東京・晴海で開催された英国博覧会とそれに協賛した

三越の「英国展」および西武の「小泉八雲展」、さらに 1969 年、東京で開催された英国週間

に、東京の 13 の百貨店が協賛し、英国政府主催の展覧会とともに英国商品を販売する英国

フェアを行ったと述べられている。志賀作成の表「1969 年の英国フェア関連展覧会」15には

13 のうち 9 つの百貨店しか記載されていないものの、筆者は、これらから英国フェアのは

じまりについての示唆を与えられ、展覧会の概要を把握することができた。しかし、志賀は

1960 年代に日本が貿易・為替の自由化に踏み切り、海外の製品を販売する海外フェアが各

百貨店において活発に開催されるようになった例として、これらの展覧会を扱っており、英

国フェアのはじまりを論証しているわけではない。そのため、日本の百貨店の英国フェアの

はじまりを明らかにするためには、この文献から得た情報を整理した上で、1965 年と 1969

年の 2 つの博覧会の内容を吟味し、百貨店が博覧会に協賛した理由や英国政府が展覧会を

 

15 志賀健二郎、前掲書、114 頁。 
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主催することになった経緯を調査することが必要である。 

 ２つ目の重要な先行研究は、クリストファー・オルダス（Christopher Aldous ）の「第 15 

章 英国衰亡をかくす仮面かその刻印か―日本におけるブリティッシュ・カウンシルの文化 

外交（1952-1970 年）―」菅靖子訳、細谷千博、イアン・ニッシュ（Ian Nish）監修『日英 

交流史 1600-2000 ５．社会・文化』（東京大学出版会、2001 年）である。戦後日本でのブ 

リティッシュ・カウンシル立ち上げから、1965 年の英国博覧会、1969 年の英国週間でのブ 

リティッシュ・カウンシルの文化事業の成功までの経緯について書かれており、戦後の英国 

の日本観が文化交流や貿易をすすめていく上で障害となっていたことと、それがブリティ 

ッシュ・カウンシルや歴代の駐日英国大使の努力、さらに日本の経済発展で解消されていく 

ことが年代を追って述べられており、英国側の状況を理解するためのきわめて有用な研究 

である。1952 年に設置されたブリティッシュ・カウンシル日本支部は行き詰まった状況下 

に置かれていた。英国に反日感情が蔓延し、米国による日本の文化支配が進む一方、今後、 

共産主義国が主導力を持つかもしれないという危惧があり、日本における文化プロパガン 

ダは非生産的であったからだ。そのような状況下においても、初代支部長 R.A.クローズ（R.A.  

Crouse）は「日本における英国生産物の販売促進、および英日間の長期的かつ有益な政治関 

係の維持という二つの活動を平衡させようと努力した」16という記述があり、文化交流が経 

済や政治に良い影響を与えるというブリティッシュ・カウンシルの意図が読み取れる。この 

文献には、英国博覧会や英国週間での見本市や百貨店については記述されていない。しかし、 

戦後、ブリッティシュ・カウンシル日本代表や駐日英国大使が経済と文化の両方の側面から 

日英交流を促進することを訴え続けたことが明示されており、本研究では、特にこの点を重 

視し、1965 年の英国博覧会や 1969 年の英国週間と百貨店の英国フェアの開催に深くかか 

わったと考えられる駐日英国大使および駐日英国大使館の働きにも注目する。 

 

第２節 1965 年の英国博覧会 

第１項 日英貿易の拡大をめざして 

東京・晴海の国際見本市会場で、1965 年 9 月 17 日から 10 月 3 日の 17 日間、出品額 100

 

16 オルダス、クリストファー「英国衰亡をかくす仮面かその刻印か：日本におけるブリテ

ィッシュ・カウンシルの文化外交（1952－1970 年）」菅靖子訳、 細谷千博、ニッシュ、

イアン監修『日英交流史 1600－2000 5.社会・文化』東京大学出版会、2000 年、296 頁。 
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億円、出品数 2000 点、開催費 20 億円の英国博覧会が行われた。主催は英国の財団法人・

海外英国博覧会、後援は英国商務省、英国商業会議所連合会、英国工業連盟で、この英国博

覧会は英国を代表する一流企業が、日本での販路拡大を目指して、自社製品を紹介する見本

市の性格をもつものであった。1954 年にイラクのバグダッドで第 1 回が開催されて以来、

東京で 12 回目となる博覧会であった。これは前年の 1964 年にオーストラリアのシドニー

で開かれた過去最大規模の博覧会に匹敵するもので、西欧のひとつの国だけが日本で開く

博覧会としても過去最大のものとなった17。 

この博覧会の第 1 の目的は「日英貿易の拡大」であったことは、来日前のダグラス・ジェ

イ（Douglas Jay）商務大臣が朝日新聞のインタビューで「英国の対日輸出額は、総輸出額の

1％、日本の対英輸出額も 2％台にとどまっているため、高い工業水準をもつ両国はお互い

自由化に努力して、日英貿易の比重を高める必要がある。」18と述べたことからも明らかだ。

この頃の英国は、国際収支の赤字から「ポンド危機」と呼ばれる状況が続き、ようやく回復

の兆しがみられるようになったものの「ポンドを守り、輸出を拡大する」という課題が目の

前にぶら下がっていたのである。一方、日本は 1960 年からの高度成長の真っただ中にあっ

た。 

そうした背景から、この博覧会にかける期待は大きく、英国からの参加企業は 500 社以

上、商務大臣を筆頭に 350 人の英国の一流財界人が来日し、9 月 21、22 日には、英国工業

連盟首脳が日本の経団連と日英経済合同会議を開いたのだが、それこそが日英貿易拡大を

目指している証であった。この英国博覧会のキャッチフレーズは「原子力からウィスキーま

で」で、出品物は、英国が世界に誇る最新の工業機械から食品まで充実したラインナップで

あった19。 

では、商品を売り込むためだけの見本市をしたのかというとそうではない。英国博覧会専

務理事の W.P.エドワーズ（W.P. Edwards）は、「スコットランド・レジメンタル・バンド20

 

17 『毎日新聞』1965 年 9 月 21 日、朝刊 6 頁。 

18 『朝日新聞』1965 年 9 月 15 日、夕刊 6 頁。 

19 『朝日新聞』同上。 

20 スコットランド軍楽隊が初来日した。総勢 60 名が民族衣装タータンを身に着け、バグ

パイプを演奏しながら行進し人気を集めた。９月 12 日には皇居前広場、神宮外苑をパレ

ードし、15 日には日比谷公会堂、晴海の博覧会場では定期的に演奏した。 
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の華麗な演奏、新作映画21などのアトラクションや「英国民主政治史展」、「英国発明展」な

ども開きます。これらを全部みれば英国産業の最新の知識から“国王は君臨すれども統治せ

ず” という英国民主主義のもとにおける英国民の生活、文化がわかってもらえると思いま

す」22と強調している。この言葉が示す

ように英国博覧会の第 2 の目的は「英国

文化の理解」であった。エドワーズの発

言は、英国博覧会で日本人が英国の歴史

や文化を知ることで、日英相互理解をす

すめ、両国の貿易の進展につなげるとい

う英国の姿勢を代弁したものであった。 

 次の項では、こうした目的のもとに開

催された英国博覧会がどのようなもの   

 (図１) スコットランド軍楽隊の初公演     であったかを述べる。 

（９月 16 日、日本武道館） 

『朝日新聞』1969 年９月 17 日朝刊 15 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 産業映画やドキュメンタリー映画『素晴らしきパイロット』で、入場料は無料であっ

た。 

22 『朝日新聞』1965 年 9 月 15 日、夕刊 6 頁。 
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第２項 東京・晴海での英国博覧会 

英国博覧会には英国王室からの参加が恒例となっていたが、東京・晴海の見本市会場では、

1961 年の来日で人気のあったアレクサンドラ王女（Princess Alexandra）が開会宣言を行っ

た。入場料は大人 200 円、子ども・学生 150 円、当時の映画観賞券が大人 350 円だったこ

とから考えると、安い値段設定といえる。（表 1）には、晴海会場の主な展示物をまとめた。 

 

（表 1）英国博覧会・晴海会場の主な展示物 

 

出所）朝日新聞 1965 年 9 月 15 日夕刊 6-7 頁。読売新聞 9 月 16 日夕刊 3 頁より作成。 

 

1 号館、2 号館の展示物からは、この博覧会が生産財に力を入れていたことがわかる。展

示場では、英国企業が業種ごとに集められ、ブース毎に自社製品を展示するという見本市の

形をとっていた。 

出品業界、出品物 実物、模型などの展示物

１号館

自動車業界（乗用車ロールスロイス、オースティン、モーリスな

ど）、エンジン、石油、宇宙航空工業界８社、航空関連機器製造

業58社など重工業、サービス関係（保険、銀行、海運、航空）な

ど

YS11機使用のロールスロイスエンジン、ホー

バークラフト、超音速航空機コンコルドの模型

など模型各種、産業映画の上映

２号館

英国原子力産業関係29社、英国毛織物輸出協会、英国敷物輸出協

会100社（毛織物服地　カーペットなど）

産業機械（農業機械、工作機械、包装機械）スコッチウィスキー

紅茶、ジャム、菓子など食料品40社、パイプ、化粧品など

東海村原子炉の動く模型、新型炉の模型、

服地で塔を表現、たばこ自動包装機実演（記念

たばこ「TOKYO64」が１分間に2200本製作）

純英国風パブ（ギネスビール、ウィスキー）

３号館

「輝く英国の歩み展」として４つの展覧会

「チャーチル展」「英国王朝史展」「英国民主政治史展」「英国

発明展」

スコットランド軍楽隊バグパイプの演奏

その他

・アレクサンドラ王女夫妻来日

・スコットランド軍楽隊演奏（晴海会場で毎日一回パレード他）

・ロンドン２階建てバス（晴海ー池袋間１日２往復）

・特別親善展（百貨店などで各種展覧会）

・科学者講演（ノーベル化学賞受賞者他）

・ビンテージ・カー・ラリー（晴海会場）

・チャーチル肖像切手販売

・ミス・ワールド来日
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（図２）は毎日新聞に掲載された英国博覧会の見取り図である。博覧会は、晴海の見本市会

場の 1 号館から 3 号館を使って行われた。見取

り図を参考に会場を順に見ていくと、1 号館で

は、この博覧会開催中の 10 月 1 日から、日本

で乗用車の貿易自由化が行われることになった

ため、1,700 万円のロールスロイスから 140 万

円のミニ・クーパーS まで、高級車、大衆車、ス

ポーツ車約 20 種が会場を入って左側を占めた。

豪華なラインナップで、カーマニア、家族連れ

が多く集まり人気のコーナーとなった。航空宇

宙工業界とその関連機器会社からは、約 10 億

円をかけての出品となった23。航空機に使用さ

れるロールスロイスのエンジンの他、超音速旅 （図２）英国博覧会見取り図 

客機コンコルド、ホーバークラフトなど話題性 『毎日新聞』1965 年 9 月 15 日朝刊 

の高い模型が展示された。           23 頁より抜粋 

 2 号館では、英国が力をいれる原子力産業の紹介を中心に、英国伝統の毛織物生地やカー

ペット、英国の技術水準の高さを示す機械類が多く展示された。たばこの自動包装機のデモ

ンストレーションでは、その場で作り、即売するたばこが人気を集めたほか、紅茶、ジャム、

キャンディなど食料品の展示・即売も好評で、１日 200 万円の売上げを記録した日もあっ

たということだ24。この会場では、中央にロンドン名物のガス灯を表現した毛織物の服地で

装飾された塔が立てられ、ウェストミンスター寺院の大写真を背景に、ビッグベンの鐘の音

が時々鳴る中、ビールやウィスキーを楽しめる純英国風ギネスバーも開設された。主催者で

ある英国側が、当時日本ではまだ海外旅行に行ける人々が少なかったことを考慮して、各所

にロンドンの雰囲気を味わえるよう工夫していたことがわかる。    

3 号館では、「輝く英国の歩み展」と題して 4 つの展覧会が開かれた25。「英国王朝史展」、

「英国民主政治史展」、「英国発明展」は、英国王室の歴史と役割、英国民が民主主義を確立

 

23 『朝日新聞』同上。『読売新聞』1965 年 9 月 16 日、夕刊 3 頁。 

24 『毎日新聞』1965 年 9 月 20 日、朝刊 13 頁。 

25 『毎日新聞』1965 年 9 月 15 日、朝刊 24 頁。毎日新聞社主催 チャーチル展広告。 
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した歴史を紹介し、さらに学術と産業の面で英国がどのような成果を収めているかを説明

したものであった。4 つの展覧会の中心をなしたのは「チャーチル展」で、ウィンストン・

チャーチル（Winston Churchill）自筆の絵画26や愛用していた材料、往時をしのぶ写真など

多岐にわたって展示され、軍人、政治家、ジャーナリスト、芸術家として活躍したチャーチ

ルを知ることができた。チャーチルをテーマとしたのは、戦後、ノーベル文学賞を受賞し、

日本の皇太子や吉田茂元首相との交流でも知られる27など日本でも尊敬を集めていた人物

で、日英親善を目指す展覧会としてふさわしいものと考えられたからであろう28。この「チ

ャーチル展」は人気だったようで、1969 年の英国週間の時にも、新宿伊勢丹の英国フェア

で「絵筆をとる宰相：チャーチル展」として開催されることになる。3 号館ではこうした展

覧会のほかバグパイプの演奏もあり、専務理事エドワーズの言っていたとおり、入場者は 1

号館から 3 号館まで巡ることで、英国の文化を五感で楽しみ、英国の輝かしい歴史を見て

学ぶことができたのである。１日の入場者がこれまでの英国博覧会で最高の 10 万人を記録

したことや会場の入場制限を行ったという新聞記事29から、その人気ぶりをうかがい知るこ

とができる。 

 

第３項 英国博覧会に協賛した百貨店 

東京都内のいくつかの百貨店や専門店は、英国博覧会の協賛という形で、英国商品の販売

コーナーを設け、特別親善展（表２）として展覧会を開いていた。ここでは、協賛した百貨

店の展覧会の内容や商品について述べることにする。 

 

 

 

 

26 英国大使館広報誌『クオリティ・ブリテン別冊―ブリティシュライフスタイル A-Z―』

（英国大使館広報部、1998 年）、26-27 頁。「偉大なる指導者チャーチルを支え続けた絵画

と葉巻」チャーチルが画家としても卓越した才能の持ち主で、生涯に 500 点に及ぶ作品を

描いたことが紹介されている。 

27 関榮次『チャーチルが愛した日本』PHP 研究所、2008 年、193-195 頁。203-205 頁。 

28 朝日新聞』1965 年９月 18 日朝刊、11 頁。チャーチルの肖像の切手が英国博覧会事務

所で、原価の 65 円と 20 円程度で販売された。 

29 『朝日新聞』1965 年 9 月 20 日、朝刊 13 頁。 
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（表２）特別親善展 

 

出所）『朝日新聞』1965 年 9 月 14 日、朝刊 10 頁、9 月 15 日、夕刊 7 頁より作成。  

三越は「英国展」と銘打っての開催で30で、中心の展覧会

は、日英修好 100 年および英国博覧会協賛の「ザ・タイム

ズ（ロンドン）と日本展」（主催：朝日新聞・ザ・タイムズ、

後援：英国大使館・外務省・日英協会・BOAC）である。

日本に関するザ・タイムズの記事を 50 数枚のパネルで展

示、修好条約締結(1859 年)以来の日英関係の資料を 100 点

余り、18~19 世紀の家具、ウィリアム・シェークスピア

（William Shakespeare）とジョン・ラスキン（John Ruskin）

の原稿、ラフカディオ・ハーン（ Lafcadio Hearn)（小泉八

雲）の原稿と遺品、バッキンガム宮殿、ロンドン塔、トラ

ファルガー広場の模型などが展示された。三越劇場では英

国映画の上映、屋上ではスコットランド・レジメンタル・

バンドの演奏、英国自動車フェアも開かれた。日英修好 100

年の展覧会を 1965 年に開催したというのは、少しずれた

感が否めないが、多彩なイベントを用意し、英国文化の粋

を顧客に楽しんでもらえる工夫が随所になされたものだ

った。                          （図３）『朝日新聞』1965 年 9 月 14 日、朝刊 10 頁 

 

30 『朝日新聞』1965 年 9 月 14 日、朝刊 10 頁。 

店名 場所 開催日 展覧会テーマ

日本橋 丸善本店 ３階画廊 24日まで 英国のニュータウンとその生活展

三越 ７階 19日まで ザ・タイムズ（ロンドン）と日本展

三越 ７階 26日まで 中世近世宮廷衣裳特別出陳

そごう東京店 16～28日 英国工業地区写真展

日本橋 丸善本店 ３階売場 17～10月２日 英国政府刊行物および英国作家の作品と評論特別陳列

西武 ７階 17～29日 小泉八雲展

銀座 松屋 ７階画廊 17～29日 英国水彩画・素描展

銀座 松屋 ７階美術画廊 17～29日 英国陶芸展

銀座 松屋 デザインギャラリー 17～10月13日 英国デザインセンター・ショー・'65

銀座 和光 17～10月３日 英国金銀宝飾品特別展示

築地 都中央卸売市場 20～25日 東京ーロンドン 魚市場美術展
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商品は、服地、日曜雑貨から調理器具、食品、マークス＆スペンサー社31の服飾雑貨が販

売された。豊富な品揃えだが、三越らしい高級感はなく、催事ということで、いつもの顧客

に加えより多くの人に来てもらうことを狙ったのではないかと考える。 

次に、池袋西武は、「小泉八雲展」32（主催：日本経済新聞社、後援：財団法人日本近代文

学館）を開催した。出品内容は、書斎の復元とその遺品、『怪談』『神国日本』の原稿、書籍・

論文・講義集・翻訳文献など、小泉八雲の業績を広範囲にわたり紹介するものだった33。 

商品展は「霧の都ロンド

ンの格調を集めて 英国フ

ェア」というキャッチコピ

ーのとおり、百貨店各階

で、英国からの紳士・婦人

スーツからスコッチウィ

スキーまでが販売され、ロ

ンドン・バザーと称して安

い品を売る一方、ピサコー

ナーという英国の一流品を    （図４）『朝日新聞』1965 年 9 月 18 日、夕刊４頁 

集めたコーナーを７階会場に設けた。また、西武が独自で２階建てバスを百貨店のある池袋

と晴海の見本市会場の間を運行させたことは注目に値する。東京都心から交通の便が悪か

った晴海まで、客の便宜をはかり百貨店に客を運び入れる効果があった。２階建てバスが来

たのは日本で初めてのことで、チケットがすぐになくなるほどの大人気だった34。 

展覧会のテーマ「小泉八雲」は、英国フェアのテーマとして、どこか場違いな感がある。

ハーンの父親がイギリス人であることや多くの著作があり、没後 60 年記念出版として『全

 

31 1884 年ロンドンに創業した英国を代表する高級スーパーマーケットで、食品、衣料

品、電化製品などプライベートブランドの品が豊富に揃っている。紅茶のプライベートブ

ランドもある。 

32 『朝日新聞』1965 年 9 月 18 日、夕刊 4 頁。 

33 第 125 回「ラフカディオ・ハーンの会」ニュース。

http://att.ne.jp/sea/reiko/hearn.news.125.htm 出品点数も多くハーンを偲ぶ有意義な展覧

会であったと記載されている。アレクサンドラ王女が９月 24 日に会場を訪れている。 

34 『朝日新聞』1965 年 9 月 15 日、夕刊 7 頁。 

http://att.ne.jp/sea/reiko/hearn.news.125.htm


20 

 

訳小泉八雲作品集』35が出されるなど知名度が高かったことに加え『怪談』36は 1965 年 1 月

に映画が公開されるなど注目されていたからであろう。当時としては、このタイムリーな話

題の展覧会と人気の二階建てバスでの集客効果は十分あったと考えられる37。 

以上、三越と西武の「ザ・タイムズ（ロンドン）と日本展」と「小泉八雲展」を中心とし

た英国博覧会協賛の催しは、既に 1965 年段階で英国フェアの原型というべき型が出来上が

っていることがわかる。展覧会、全館での英国商品の販売、催事場での英国商品展、楽隊、

高級車の展示などがそれである。しかし、展覧会のテーマの選択は、新聞社の協力によって

英国博覧会協賛のために模索し、英国商品のラインナップもどこに照準を合わせるかが定

かでなく、試行錯誤の段階だったといえる。 

協賛した百貨店のうち、展覧会を開いたのは、有楽町そごう、銀座松屋であるが、そごう

は、英国製の紳士用服地だけではなく国産服地を宣伝し、松屋は、新聞広告には展覧会と英

国商品については何も掲載していない。一方、小田急百貨店38は英国商品を展示即売し、商

品を購入した顧客に晴海の英国博覧会の入場料を半額割引した。阪急数寄屋橋店の広告に

は、英国博覧会のチケットを持つ人に英国商品が当たると小さく書かれていた。京王百貨店

39は英国商品のみの協賛だった。日本橋高島屋40と新宿伊勢丹41は、英国ファッションの広告

を出しているが、英国博覧会協賛という文字はない。こうしたことから、東京の各百貨店は、

英国博覧会を意識しながらも、各店独自に、参加形態を選択していたことがわかる。協賛の

 

35 『読売新聞』1964 年 10 月 28 日、恒文社広告。 

36 『読売新聞』1964 年 11 月 24 日、夕刊 12 頁、広告。『読売新聞』1965 年 1 月 6 日、夕

刊 8 頁。『黒髪』『雪女』『耳なし芳一の話』『茶碗の中』のオムニバス映画（東宝配給）。 

『毎日新聞』1965 年 9 月 14 日、朝刊 12 頁。高島屋は「ボンドストリート」と称するイ

ギリスの一流品だけを並べた売場を広告で紹介している。 

37 1969 年に開催された英国週間で、都内を８台の二階建てバスが巡回することになる

が、西武の二階建てバスが人気を博したことによると考えられる。 

38『毎日新聞』1965 年９月 22 日、夕刊９頁。 

39『読売新聞』1965 年９月 18 日、朝刊７頁。 

40『毎日新聞』1965 年 9 月 14 日、朝刊 12 頁。高島屋は「ボンドストリート」と称するイ

ギリスの一流品だけを並べた売場を広告で紹介している。 

『朝日新聞』1965 年 9 月 25 日、朝刊 11 頁。 

41 『朝日新聞』1965 年 9 月 25 日、朝刊 11 頁。伊勢丹は「タータンで GO ! GO ! 」とい

うキャッチコピーでタータンコーナーを新たに設けたことを PR している。 
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意味することも文字通り、趣旨に賛同して協力するということのようだ。それでは、三越と

西武が力を入れたのはなぜなのか。 

三越は 1904 年の「デパートメントストア宣言」と同時に経営を任された日比翁助が、三

越を東洋のハロッズ（英国のハロッズ百貨店）を目指して百貨店づくりをしたことから、英

国との関係は深かった42。その象徴が百貨店玄関のトラファルガー広場のライオン像の複製

である。また、戦前の早い時期から、展覧会に取り組み、輸入品を取り扱い、洋風のライフ

スタイルの紹介に力をいれていた。西武は、1955 年に堤清二が店長となり、以後 10 年で赤

字百貨店から脱却し、1966 年には社長に就任する。堤はインタビューで、三越はともかく

銀座松屋を目指していたという発言をしている43。展覧会の充実によって百貨店のステイタ

ス向上と売上げ向上を目指していた時期であったと考えられる。 

このように、百貨店の英国博覧会への協賛は、百貨店側にとっても効果を期待できるもの

だったが、英国側にとっても、晴海という都心から離れた場所で行われた博覧会の宣伝を百

貨店が担ってくれるという形になったのだった。このことから、百貨店は、英国情報を発信

するメディアのひとつとして注目されることになった。 

東京・晴海で行われた英国博覧会は、日本の閣僚のほとんど全員と皇室からの来場もあり、

総入場者数は 77 万 5,000 人以上に達した44。また、英国博覧会の間、ラジオやテレビとい

ったメディアでは、英国があふれ、フランシス・ランドール（Francis Randall)駐日英国大使

は「英日関係にとってとりわけ素晴らしい年」と評した45。この英国博覧会開催に至るまで

の道のりは、戦後の何人もの駐日英国大使にとって厳しい道のりだった。日英が戦った歴史

から、両国はいくつもの困難な問題を抱えていたのである。それがどのように解決され、

1965 年の英国博覧会開催にこぎつけることができたのかを次の節でみていくことにする。 

 

 

42 宮野力哉『絵とき百貨店「文化誌」』日本経済新聞社、2002 年。44-45 頁。日比翁助

は、1906 年にアメリカからヨーロッパ各地のデパートを視察した際、ロンドンのハロッズ

を見て、東洋のハロッズを目指すと決意したという。 

43 御厨貴、橋本寿朗、鷲田清一編『わが記憶、わが記録：堤清二×辻井喬オーラルヒス 

トリー』中央公論社、2015 年、59 頁。 

44 コータッツィ、ヒュー「第 20 章 サー・フランシス・ランドール駐日大使 1963-67 年」

コータッツィ、ヒュー編著『歴代の駐日英国大使』文眞堂、2007 年、389 頁。 

45 オルダス、クリストファー、前掲書、309 頁。 
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第３節 戦後から英国博覧会までの日英関係 

戦後の日英関係は、厳しいものだった。その理由は、まず戦争捕虜の問題に端を発する反

日感情が英国で蔓延していたことにあった46。次に、戦後の日本の経済・文化の復興の要は

アメリカ合衆国であったことで、最後に最も重要だったのが貿易の問題である。英国政府は

輸出の領域で、競争相手であった日本に全く好意を持っておらず、信用のかけらもなかった

のである。さらに日本の経済的重要性も 1950 年代には、まだ確信するにいたってなかった

のである。 

しかし、1952 年に日本との交流をめざしていち早く来日したブリティッシュ・カウンシ 

ルの日本初代支部長クローズは、赴任した段階で日本社会の特徴をつかんでいた。それは、

当時の日本において「繁盛する書店」と「多彩な展覧会」にみられる「熱心かつ意識的な“文

化”の追求」から鑑みて、日本が英国文化を受け入れる素地があるとする見解で、もっと英

国文化を日本で普及させようと主張していたのである47。的確に日本社会を捉えながらも先

に述べた英国の状況と日本に対する評価から、彼自身の考える日本での文化行事の遂行に

は至らなかった。この 1950 年代に美術展に限らずさまざまなジャンルの展覧会を開いて、

多数の観客を集めていたのが百貨店であった48。 

駐日英国大使館もブリティッシュ・カウンシルと同様、英国政府に日本の輸出相手国とし

ての重要性を訴えたが、通商上の利害関係49から英国政府の理解を得るのは難しかった50。 

この状況を打開することになったのが、池田首相のときの「所得倍増計画」の成功による

 

46 ロウ、ピーター「第 III 部 戦後の時代 1945－1972 年 序文」コータッツィ、ヒュー

編著『歴代の駐日英国大使』日英文化交流研究会訳、文眞堂、2007 年、311 頁。英国では

戦争中のシンガポール陥落後の日本軍による捕虜虐待が大きな問題となっていた。オルダ

ス、クリストファー、前掲書、297 頁。 

47 オルダス、クリストファー、前掲書、297 頁。 

48 志賀健次郎、前掲書、10 頁、107 頁。 

49 英国も戦後の経済立て直しの時期であり、日本との自由貿易に抵抗があった。1958 年

にはダニエル・ラッセルズ大使が「世界大国として再出現する日本」に言及し、1959 年に

はオスカー・モーランド大使が日本とのより親密な関係を結ぶよう訴えた。 

オルダス、クリストファー、前掲書、306 頁。  

50 1958 年にはダニエル・ラッセルズ大使が「世界大国として再出現する日本」に言及

し、1959 年にはオスカー・モーランド大使が日本とのより親密な関係を結ぶよう訴えた。 

オルダス、クリストファー、前掲書、306 頁。 
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日本の経済発展であった。1960 年代にはいると、経済成長を続ける日本を目の当たりにし

英国の日本観が大きく変わることになった51。 

こうしたことを背景として、1961 年 11 月 14

日、戦後初めて英国王室からエリザベス女王

（ElizabethⅡ）の従妹であるアレクサンドラ王

女（Princess Alexandra of Kent）が国賓として、

エリザベス女王の親書を携え訪日した。日本の

皇室との緊密な関係を再開したいという意図

によるものだった52。 

 アレクサンドラ王女に対する日本の皇室、政

府関係者の歓待ぶり53はもとより、日本各地の

訪問先で日本の人々から熱狂をもって受け入

れられたと報道された54。これらのことにより、

これまで日英関係の改善に腐心してきた英国 

大使オスカー・モーランド（Oscar Morland）

（図 5）『朝日新聞』11 月 15 日、朝刊１頁（任 1959～63 年）やブリティッシュ・カウンシ

ル日本支部長 E.W.トムリン（E.W. Tomlin）はアレクサンドラ王女の訪日が、日英関係の最

良の出来事だったと 1961 年の年次報告書に記したのである55。 

 そして、ついに 1962 年 11 月 14 日には、日英の新しい貿易関係の幕開けを画する条約が

 

51  Thorne, Ben “British Week in Tokyo, 1969”, Hugh Cortazzi（editor）Britain and Japan 

Biographical Portraits volume IX, Renaissance Books,2015, p.79. 

52『朝日新聞』1961 年 11 月 16 日、朝刊 11 頁。 

53 君塚直隆『女王陛下のブルーリボンーガーター勲章とイギリスの外交―』NTT 出版、

2004 年、225 頁。日本での歓待ぶりは「『タイムズ』をはじめとするイギリス各紙から好

意的に受け止められた」と述べている。 

54「お人柄に集まる人気 みごとに“親善の務め”」『朝日新聞』1961 年 11 月 22 日、朝刊 10

頁。コータッツィ、ヒュー『日英の間で―ヒュー・コータッツィ回顧録―』松村耕輔

訳 、日本経済新聞社、1998 年、127-128 頁。行く先々で取材のカメラマンが殺到したと

ある。 

55 オルダス、クリストファー、前掲書、307 頁。 
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締結されることになった。日英通商居住航海条約の締結である56。英国は、戦後日本に対し

て厳しい差別的輸入制限を課してきていた。1955 年に日本がガット（関税と貿易に関する

一般協定）に加入した時にも、その承認を英国の内閣が拒否し、ガット第 35 条を援用して、

協定を不適用とし、関税、輸入制限などで、厳しく差別を続けたのであった。これに対して、

日本で反英感情が沸き上がったことにより、その対処策として英国側は日本との間に、通商

航海条約を結ぶ用意があると説明したのだった。しかし、1956 年から始まったそのための

交渉は、英国が特に輸入に関する規定に強く反対したこともあり難航したのである。7 年に

わたり交渉を続けた結果、1962 年にようやく締結の運びとなったのであった。この条約が

締結されたことにより、英国の貿易上の対日差別待遇が原則として撤廃された。また、英国

は日本の輸入自由化の推進を大いに期待することになった。こうして、日英貿易は新たなス

タートラインに立ち、1965 年の英国博覧会の開催が準備されることになったのであった。 

 

第４節 1969 年の英国週間 

第１項 英国週間へ向けての英国大使館の活躍 

英国博覧会の成功は、貿易額が約 6,000 万ポンドで、日英がほぼ均衡状態になり、商務省

の担当者にとって満足なものとなった57。駐日英国大使館はこれまで以上に日英関係と対日

輸出の改善に努力するようになった。さらなる日英貿易拡大へはずみをつけようとしたの

である。 

フランシス・ランドール（Francis Rundall）大使（任 1963～67 年）は、駐日英国大使館

の商務経済部職員の増員を実現し、商務経済部専用の建物をつくった。そのおかげで日本市

場開拓のために訪日するビジネス関係者の対応が可能になった。商務経済部は英国製品の

対日輸出促進の最前線で働くことが求められた。ランドール大使のリーダーシップのもと

に商務省、英国輸出振興会アジア委員会と連携関係ができていった。ランドール大使は、英

国政府に日英の文化交流の重要性も訴えていた58。 

 

56「わが外交の近況（第 7 号）昭和 38 年 8 月」五、貿易経済に関する諸外国との関係およ

び国際協力の進展」1 英国との通商居住航海条約の締結。 

57 コータッツィ、ヒュー「第 20 章 サー・フランシス・ランドール駐日大使 1963-67 年」

前掲書、2007 年、390 頁。 

58 コータッツィ、ヒュー「第 20 章 サー・フランシス・ランドール駐日大使 1963-67 年」

前掲書、2007 年、390 ｰ 392 頁。 
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次に着任したジョン・ピルチャー（John Pilcher）大使（任 1967～71 年）は、1936 年～

39 年まで、日本での勤務を経験しており、日本語が堪能で日本文化にも精通し、英国の対

日理解の改善に尽力した。大使館の仕事の中でも商務関係の仕事が重要になることを十分

に理解し、大使館員の仕事をサポートした。英国週間の企画の初期段階には大掛かりなキャ

ンペーンをすることには懐疑的であったが、英国週間が文化と抱き合わせの売込みの大き

なキャンペーンをめざしていることを理解してからは、成功に向けて精力的に活躍したと

いう59。 

英国大使館は、日英双方の企業とかけあい、また、英国政府に働きかけ、英国週間開催費

以外に販売促進のための資金も支払ってもらえるようにした。その結果、1000 社を超える

英国メーカーが参加し、英国政府は 36 万ドル、日本円にして 3 億円を支出し、これまで開

催された英国週間史上最大の規模となる日本での英国週間の開催が実現したのである60。 

こうして、1969 年の英国週間は、1965 年の英国博覧会を上回る大規模なものになり、以

前にも増して英国企業と日本企業の協力関係が強化された。さらに、今回も商品を売り込む

だけではなく、文化の紹介を前面に打ち出し、商品も背景にある文化や歴史にからめて積極

的に売り込むという手法を使うことになった。 

 

第２項 英国週間という輸出拡大キャンペーン 

英国のすべてを紹介する英国週間が 1969 年 9 月 26 日から 10 月 5 日まで東京で開かれ

た。この英国週間は英国商務省と英国輸出振興会（BNEC）が共同で主催した。商務省は駐

日英国大使館、とくに大使館の商務部と英国週間事務局を通じて、１年半にわたって開催準

備を進めてきた。一方、英国輸出振興会アジア委員会は、英国の消費財メーカーに対し、東

京にやって来て都内の百貨店、専門店などに販売促進活動を展開するよう呼びかけてきた

のであった61。 

英国週間というのは、1964 年からヨーロッパを中心に、英国政府が輸出の拡大を目指し

 

59 コータッツィ、ヒュー編著 コータッツィ、ヒュー「第 21 章 サー・ジョン・ピルチャ

ー駐日大使 1963-67 年」『歴代の駐日英国大使 1859-1972』日英文化交流会訳、文眞堂、

2007 年、404-406 頁。 

60 『読売新聞』1969 年 9 月 25 日、夕刊 13 頁。 

61 ランジ、ピーター「世界貿易の拡大に果す日英両国の役割：「英国フェア」にあたり日

本経済界へのメッセージ」（『経団連月報』17 巻 10 月号）、48-52 頁。 
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開催されたもので、日本開催はちょうど 10 回目となるものだった62。これまでの開催地を

（表３）にまとめた。この表からわかることは、英国は戦後 20 年の間に、植民地を手放し

てきたことから、まずはヨーロッパの国々との貿易促進、次に当時、英国統治下の香港、コ

モンウェルスの一員であるカナダの都市トロントというように、開催地の選択には従来の

関係と経済発展の度合いを考慮していたと考えられる。1969 年に日本で開催することにな

った理由と方法について、英国週間事務局長として開催の１年半前に赴任したベン・ソーン

は「英国週間立ち上げにおいて、最も重視したのは、敵対しない方法で、日本の保護貿易構

造に少しでも隙間をあけることだった。そのためには、まだ英国へ旅することのない一般の

日本の人々に、英国製品とライフスタイルの両方を知る機会を提供したいと考えた」と述べ

ている63。これらのことから、英国週間は、貿易立国としての英国が、貿易相手国の状況を

分析した上で、その国に応じて計画された一大輸出拡大キャンペーンであったことがわか

る。 

（表３）英国週間の開催地 

開催年 開 催 地 

1964 年 デュッセルドルフ・コペンハーゲン 

1965 年 アムステルダム ・ミラノ 

1966 年 香港      ・リヨン 

1967 年 トロント    ・ブリュッセル 

1968 年 ストックホルム 

1969 年 東京     ・ウィーン 

出所）『朝日新聞』1969 年 9 月 27 日朝刊 20 頁より作成 

  

第３項 日本武道館をメイン会場にして 

それでは、次に東京で開催された英国週間がどのようなものであったか見ていくことに

する。東京での英国週間のコンセプトは「東京の中の英国」とされた。 

メイン会場となったのは、東京北の丸公園にある日本武道館だった。英国政府及び朝日新

聞社主催で「伝統と発展の英国展」という英国が最も力を入れた展覧会が行われた。武道館

 

62 『朝日新聞』1969 年 9 月 27 日、朝刊 20 頁。 

63 Thorne, Ben, op.cit.,p.79. 
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は、本来、剣道や柔道の競技会場として建てられたもので、このようなイベントで使うのは

初めてのことだった。日本武道館を展示会場として使うためには、使用しない椅子席を見え

ないようにパネルや垂れ幕で囲み、展示物設置のためには、神聖な床を傷つけないよう細心

の注意を払わねばならなかった64。しかし、武道館をメイン会場としたのは、1965 年の晴海

会場と違い、東京駅に近く立地条件のよい、当時としては、屋根のある東京唯一の巨大な建

物であったからであろう。また、1966 年に、英国のロックグループのビートルズが日本公

演に成功した場所65であり、武道館の使用の難しさと効果の両方を英国大使館は知っていた

と考えられる。そうしたことを踏まえて英国大使館は、武道館を中心に「東京の中の英国」

を作り出そうとしていたのである。 

２階入り口から館内に入り、特別に作られた階段を降りると、会場の中心には、トラファ

ルガー広場が再現され、15 メートルの高さのネルソン記念塔が作られ、その前には「ロー

ドネルソン（ネルソン卿）」というパブが作られた。明治屋の経営で、本場のスコッチウィ

スキーが一杯 150 円で販売され、毎日の売上げが 150 万円を超える人気ぶりであったとい

う66。まわりを見渡すと、ビッグベン、セントポール寺院、ロンドン塔などが背景画として

描かれ、音響効果として、ビッグベンの鐘の音や市内を往来する騒音まで流し、まるでロン

ドンにいるかのような雰囲気が演出された67。展示場は「発明の国英国」68「英国グッドデ

ザイン商品」69と続き、展示場「ブラウン家」は、英国の中産階級の家庭を再現したものだ

った。最後に「日英関係のコーナー」70があり過去数百年の日英の諸資料を展示した。江戸

時代に徳川家康に仕えたことでも知られる英国人、三浦按針ことウィリアム・アダムス

（William Adams）から始まる日英交流の歴史を見せる企画は、ピルチャー大使をはじめと

する英国側の熱意によるものであったという。日英交流の歴史をより多くの人々に知って

もらいたいという思いの込められた展示であった。武道館の「伝統と発展の英国展」には、

 

64 Thorne, Ben, op.cit.,p.82. 

65 小林恭子『英国公文書の世界史：一次資料の宝石箱』中央公論新社、2018 年、52 頁。 

66 『朝日新聞』1969 年 10 月 5 日、朝刊 16 頁。 

67 『朝日新聞』1969 年 9 月 24 日、夕刊 10 頁。 

68 『朝日新聞』1969 年 9 月 25 日、朝刊 15 頁。ロールスロイス社製の巨大なジェットエ

ンジン、人工衛星ブラックアロー原子力発電系の機器などが出品された。 

69 『朝日新聞』同上。ロンドンのグッドデザインセンターにある展示品の中から英国産業

デザイン協会が選んだ約 400 点が展示された。 

70 『朝日新聞』同上。日英同盟議定書（明治 35 年）、海図、その他多数が出品された。 
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天皇、皇后はじめ皇室関係者、首相以下政府関係者も訪れ、入場者数は 12 万 5,000 人で、

大使をはじめ関係者は満足したようだ71。 

武道館と同じ北の丸公園に新築された東京国立近代美術館の「ヘンリー・ムーア展」（主

催：東京国立近代美術館、ブリティッシュ・カウンシル、毎日新聞社）では、英国が生んだ

当時存命の現代彫刻の巨匠ヘンリー・ムーア（Henry Moore）の絵画、彫刻 97 点が展示さ

れた。「グレンキルンの十字架」のような巨大な作品のいくつかは屋外に展示された。この

展覧会はこの後、日本各地を巡回したが、「ユネスコの横たわる像」「二つの部分からなる横

たわる像」「王と王妃」などの大作は、金属の重量感となめらかで美しい独特のフォルムが

印象的で、日本の人々の胸にヘンリー・ムーアの名を刻んだであろう72。 

この武道館と東京国立博物館を中心に、東京

都心をぐるりと一周する大きな円のなかで、2 週

間にわたり英国の文化の粋を集めたイベントや

スポーツイベントが開催された。８台の赤いロ

ンドン２階建てバスが東京のあちこちを走り、

都心、副都心に点在するどの百貨店でも英国フ

ェアが開催され、百貨店全館にユニオンジャッ

クの飾りつけがなされた。そこではバグパイプ

の演奏が随時行われていた。スーパーや小売店

に行っても英国商品があふれ、それらは、毎日の

ように新聞記事や広告、テレビのニュースやコ

マーシャルで紹介された。東京は英国ムードに

（図６）『朝日新聞』1969 年 9 月 25 日 包みこまれ、人々に英国を強く印象づけることに 

夕刊 10 頁         なったのである。 

 

第 4 項 英国週間のおもなイベント 

次の（表 4）のプログラムから、英国週間の広範囲にわたるイベントを確認することがで

 

71  Pilcher, John“British Week, Tokyo, 1969,”Cortazzi, Hugh (editor)The Growing Power 

of Japan 1967-1972, Renaissance Books,2015, p.114. 

72 安井収蔵「ムーア 躍動する生命感」『毎日新聞』1969 年 9 月 14 日、朝刊 17 頁。 
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きる。このプログラムを日程順に見ていくと、サッカー、映画、科学セミナー、ロンドン・

フィルハーモニーや軍楽隊の演奏、ファッションショー、競馬、ラグビー、バラ・コンテス

トとスポーツから音楽・園芸まで 70 近くの催しが東京で行われたことがわかる。 

この他に、1965 年の英国博覧会で人気だった軍楽隊は、今回は、英国の海軍、陸軍、空

軍、デュークオブウェリントン連隊、クイーンズ・オウン・ハイランダーズ連隊の 5 つの軍

楽隊で、各デパートで常時演奏した。同じく大人気だったロンドン２階建てバスも今回は 8

台に増え、16 人の英国人運転手が交代で運転し、都内 4 コースを巡回した73。また、英国ロ

ック界の草分け的存在のクリフ・リチャード（Cliff Richard）とシャドウズも英国週間協賛

で来日し、ロックコンサートを行って英国週間を大いに盛り上げた 74。 

 

（表 4） 英国週間プログラム 

出所）『読売新聞』1969 年９月 25 日夕刊、15 頁「おもなプログラム」より作成 

 

 

73 『読売新聞』1969 年 9 月 25 日夕刊、15 頁。Pilcher, John op.cit., p.115 日英交流に尽

力された秩父宮妃殿下をはじめ皇族方も武道館から大使館まで２階建てバスに乗車した。

バスはラッピングされ、百貨店の英国フェアや英国企業の宣伝を行った。本文（図６）に

はリプトン紅茶の名前が見られる。 

74 『読売新聞』1969 年 9 月 25 日夕刊、20 頁 東芝オデオンレコード広告。 

9月25日 17:00 レセプション ホテルオークラ 9月29日 10:00 マーガレット王女百貨店ご視察

19:00 サッカー競技大会 国立競技場 16:30 マーガレット王女、スノードン卿離日

20:30 映画「空軍大戦略」プレミア・ショー 日比谷劇場 16:30 サンケイ・レディズ・パーティ サンケイホール

9月26日 8:45 開会式 国立劇場 18:00
オックスフォード・ケンブリッジ対東京選抜サッカー試合

海軍軍楽隊演奏
国立競技場

10:00 シティ・オブ・ロンドン・パビリオン開幕 日比谷公園 9月30日 18:30
デューク・オブ・ウェリントン連隊軍楽隊公演及びラグビー競技

（対自衛隊ラグビーチーム）
秩父宮ラグビー場

10:00 原子力発電セミナー 経団連ビル 18:00 バーバリー祝賀ファッション・ショー ヒルトン・ホテル

11:00 ファッション・スペクタキュラ―・ショウ記者会見 虎ノ門ホール 10月1日 19:00 ジュリアン・プリームコンサート サンケイホール

11:00 伝統と発展の英国展開幕式 日本武道館 10月2日 17:30 サザビー競売 三越・日本橋

12:00 都内巡回バス始発 日比谷公園 15:10 英商務大臣、ロンドン市長来日

15:00 スノードン卿、英国モダンリビング展開会式ご出席 ソニー・ビル 10月3日 9:30 英商務大臣展示会視察 日本武道館、ソニービル

15:00 マーガレット王女百貨店ご視察 11:00 ロンドン市長、美濃部知事を訪問 都庁

18:30 ロンドン・フィル公演 文化会館 12:30 英国商業会議所21周年記念昼食会 ホテル・オークラ

18:30
デューク・オブ・ウェリントン連隊軍楽隊公演及びラ

グビー競技（対慶応現役OBチーム）
秩父宮ラグビー場 14:00 ロンドン市長、シティ・オブ・ロンドン・パビリオン視察

9月27日 10:00 マーガレット王女百貨店ご視察 18:30 ロンドン・フェスティバル・バレエ公演 厚生年金ホール

14:00 スコットランドフェスティバル 豊島園 18:30
デューク・オブ・ウェリントン連隊軍楽隊公演及び対早大ラグ

ビー競技

14:30 マーガレット王女百貨店ご視察 10月4日 11:00 バラ・コンテスト 三越・銀座

18:30 ロンドン・フィル公演 文化会館 13:00 バラ・コンテスト 三越・銀座

18:30 祝賀ファッション・スペクタキュラ―・ショウ 虎ノ門ホール 12:00 ロンドン市長横浜へ

20:00 マーガレット王女ロイヤルソサエティ舞踏会にご出席 ホテルオークラ 18:30
ロンドン・フェスティバル・バレエ公演、都知事、ロンドン市長

出席
厚生年金ホール

9月28日 10:20 マーガレット王女百貨店ご視察 10月5日 13:00 バラ・コンテスト 三越・銀座

14:30 マーガレット王女、ダンヒル店ご視察 新有楽町ビル 13:30 ロンドン・フェスティバル・バレエ公演 厚生年金ホール

15:00 英国フェア杯レース 中山競馬場 18:00 ロンドン・フェスティバル・バレエ公演 厚生年金ホール

18:30 ロンドン・フィル公演 文化会館 18:00 閉会式 日本武道館

18:30 ジュリアン・プリーム・コンサート 日生劇場
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さらに英国週間で、英国政府と英国輸出振興会が特に力を入れたのが美術品の販売であ

った。これから述べる展覧会は、鑑賞することが中心ではなく、主に販売を目的とするもの

であったことが注目に値する。これに都内の百貨店が大きく関わったのである。 

まず、丸紅アートギャラリーが、この英国フェアの時期に合わせて開設された。その開設

記念として開催されたのが「ヨーロッパ巨匠名画展」（主催：丸紅飯田株式会社 後援：英

国輸出振興会（古美術委員会）、英国大使館、英国フェア事 務局 協力：BOAC 入場料

350 円、学割 200 円）である75。この名画展は、これまで百貨店が行ってきたものとは全く

質がちがうものだとして、評論家の宗左近は、『芸術新潮』10 月号で「ボッティチェルリな

ど、その作品が日本にくるのはこれがはじめてではないかといわれるものをはじめとして、

いずれも美的価値の高い逸品ぞろいである。しかも、これは単なる展示会ではなくて、即売

会である。値段のほうも、これまた日本で始めてではないかといわれる１点 2 億数千万円

から、1 億円までがぞろぞろ。73 点で総額 10 数億円にのぼるだろうと取り沙汰されてい

る。」と述べている76。 

この丸紅アートギャラリーをはじめとして、英国人によるすぐれた作品および英国の著

名な美術商のコレクション約 400 点、総額 17 億円にのぼる傑作が、英国の美術商 19 社と

日本の画廊が協力して展示されることとなった77。百貨店が率先して美術展を行ったことを

（表 5）に示した。 

英国が官民一体となって、英国週間で大量の美術品の売り込みをはかったのは、経済成長

著しい日本市場での成果を狙ったと考えられる。それまでの日本では、西洋絵画は本や美術

館で鑑賞するだけのものであったと考えられるので、画期的な出来事であった。 

 

 

 

75 『毎日新聞』1969 年９月 26 日夕刊、8 頁。丸紅飯田が英国ラブラン社と契約した第 1

回分 71 点とある。 

76 宗左近「なだれこんだ英国フェア」『芸術新潮』新潮社、1969 年 10 月号、97-100 頁。 

丸紅アートギャラリーは日本美術業界初の卸売りであったと述べ、さらにこの美術品の大

攻勢は日本人の美術・絵画に関する考えを根本的に変えてしまうものだと述べている。 

77 『朝日新聞』1969 年 9 月 27 日、朝刊 20-21 頁。「サザランドの石版画」（芸術生活画

廊）、「ギリシャ美術品」（幸画廊）、「英国の有名画家」「ベン・ニコルソン展」（東京画

廊）、「英国の名画」（弥生画廊）といった東京の有名画廊が参加した。 
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（表 5）百貨店で開催された英国美術の展覧会 

展覧会名 会場 主催など 

サザビー・オークションプレ

ビュー 18 世紀と 19 世紀の

名画 英国の近代画家展 

三越  

サザビー・オークション  三越  

英国現代絵画展 三越 マルボロ社による現代英国画壇の展望 

欧州 17～20 世紀絵画展 三越 アグニウ社による欧州近代絵画の展観 

貴金属 銀製品 宝石 美術品  池袋西武  

印象派と後期印象派の名作 伊勢丹  

英国現代巨匠版画展 日本橋東急 主催：英国政府 

英国現代クラフト展 渋谷西武 主催：英国クラフトセンター 

後援：英国政府 

英国陶磁 4000 年展 松屋銀座 主催：英国政府 

後援：日本陶磁協会 

出所）『朝日新聞』1969 年 9 月 25 日夕刊、6 頁。『毎日新聞』1969 年 9 月 23 日朝刊、16

頁。『読売新聞』1969 年 9 月 19 日夕刊、7 頁。1969 年 9 月 25 日夕刊、16 頁。  

9 月 27 日朝刊、19 頁。 

特に三越は、2 つの美術展に加え、サザビー・オークション78を行った。サザビー社は、

世界の骨董・美術品のセンターともいわれるロンドンのボンドストリートに位置する売上

げ世界一を誇る競売会社であった。東洋や西欧の骨董美術品も競売にかけられたが、注目を

集めたのは日本で人気の印象派絵画、近代絵画だった79。三越はまず顧客にオークション前

にどんな作品が出品されるかを実際に見てもらうために「サザビー・オークションプレビュ

ー 18 世紀と 19 世紀の名画 英国の近代画家」展を開催し、この展覧会終了後、サザビー

社が総額 5 億円以上の美術品の競売を行った。プレヴューを行ったことで、日本人絵画愛

 

78 『朝日新聞』1969 年 9 月 27 日、朝刊 14 頁。三越のサザビー社によるオークションは

ルノアール、セザンヌ、ピカソ、フジタ、ロダンなど、巨匠の傑作 402 点アジア初の国際

オークションであった。（入場無料） 

79 宗左近、前掲書、98 頁。 
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好家は事前に絵画を吟味することができた。売上げは 6 億円に達したという80 

 

第５節 1969 年の百貨店の英国フェア 

第１項 英国週間の中心に据えられた百貨店 

1969 年の英国週間は消費財の販売強化のため、百貨店や専門店といった小売りの販売促 

進にポイントがおかれ、スローガンは「ロンドンのお買い物を東京で」であった。当時、英

国の輸入消費財の 70％以上を扱っていたのが百貨店であったため、英国側は東京の主要百

貨店を英国週間の中心に据えることに決めた81。 

英国大使館はそれ以前の調査から、日本の百貨店の輸入品の販売力と百貨店の社会的信 

頼度の高さを評価していた。さらに日本の百貨店には催事場があり、魅力ある展覧会を開催

することで集客をはかっていたことが重要であった。とくに 1960 年代は百貨店の展覧会が

充実していた時期で、多くの百貨店がよりよい展覧会を開くことでも競い合っていたので

ある82。 

たとえば、池袋の西武が 1961 年に「パウル・クレー展」を開催した時、銀座松屋で展覧

会を担当していた小林敦美が、当時下駄ばきでも行けるような西武に先を越され、危機感を

持ったということを書いている83 。西武の展覧会に対しての意気込みと質の高い展覧会開

催を自負していた銀座松屋という百貨店同士の展覧会での競争の一端がわかる。また、英国

週間の開催時期を 1965 年の英国博覧会の時と同様に 9 月中旬から 10 月初旬をあてたのも、

この時期が日本の百貨店が中元商戦を終え、年末商戦までの比較的催事の少ない時期だと

いうことを英国大使館が研究していたことによると考えられる。 

 

第 2 項 商務参事官コータッツィの三越へのアプローチ 

こうした百貨店に対しての熱心な研究は、三越への次のようなアプローチとして表れた。 

英国大使館の商務参事官であったヒュー・コータッツィ（Hugh Cortazzi）84は、1966 年に

 

80 『朝日新聞』1969 年 10 月 5 日、朝刊 16 頁。 

81 Pilcher, John, op.cit.,p.101. 

82 志賀健次郎、前掲書、11 頁。 

83 小林敦美『展覧会の壁の穴』日本エディタースクール出版部、1996 年、89 頁。 

84 コータッツィ、ヒュー、前掲書、1998 年、140 ｰ 141 頁。日本語の堪能なヒュー・コー

タッツィは、２度目の駐日大使館勤務（1966~1970）だった。 
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三越が「大ナポレオン展」85（主催：朝日新聞社、後援：フランス大使館・外務省）という

フランス展を開催し、成果をあげていたことから、ワーテルローの戦いでナポレオン

（ Napoléon Bonaparte）に勝利したウェリントン（Arthur Wellesley, 1st Duke of Wellington）

を展覧会で取り上げ、英国フェアを開催してはどうかと持ちかけた。三越は日本での知名度

を考慮し、ウェリントンではなく、トラファルガー海戦でナポレオンに勝利したネルソン提

督（Horatio Nelson）をテーマに展覧会「大ネルソン展」86（主催：英国大使館、後援：日

英協会、朝日新聞社）と英国商品展87を開催することにした。これが 1967 年の 10 月 10 日

～22 日に、三越が開催した英国フェア「大ネルソン展」のいきさつである88。新聞広告は期

間中に 3 種類も出され、そのうち 1 枚は広告いっぱいに描かれた銅版画風のトラファルガ

ー海戦のシーンで、それは芸術的でさえあり、さらに、英国政府直接主催という文字が目を

ひく。英国フェアに三越と英国大使館が力を注いでいたことが広告からも伝わってくる。三

越と同様、1966 年に「フランスフェア」89を開催した西武は、1967 年の 10 月 6 日～18 日

には、「大英国展」として展覧会「ビクトリア女王朝の栄光と美術 英国王室展」90（主催：

毎日新聞、後援：英国大使館、外務省、日英協会）と英国商品 1 万余点の商品展を開催した。

これらのことから、当時、英国とフランスとの間で競争があったことに加え、英国製品の販

路拡大を画策する英国大使館が積極的攻勢に出ていたことがわかる。 

1967 年に開催されたこの 2 つの百貨店の英国フェアは、英国大使館が主催者と後援者と

いう違いはあったものの、英国大使館商務部にとって重要で、英国が看板商品と考えていた

スコッチウィスキーや毛織物商品以外に、日本人が求める英国商品の知識を得ることがで

きたのである91。コータッツィは、この年の消費財の売り上げが伸び、この成功が 1969 年

の百貨店を主体とする英国週間につながったと自身の回顧録のなかで述べている92。三越と

 

85 『朝日新聞』1966 年 9 月 13 日、朝刊 10 頁。大ナポレオン展広告。 

86 『朝日新聞』1967 年 10 月 17 日、朝刊 14 頁。大ネルソン展広告。 

87 チョコレート・ビスケットをはじめウィスキーなどの食品から、衣料品、電気製品、ロ

ールスロイスまでさまざまな英国商品を扱った。 

88 コータッツィ、ヒュー、前掲書、1998 年、160-161 頁。 

89 『朝日新聞』1966 年 9 月 14 日、夕刊 6 頁。西武フランスフェア広告。 

90 『朝日新聞』1967 年 10 月 12 日、夕刊５頁。西武大英国展広告。 

91 Thorne, Ben, op.cit.,p.79. 

92 コータッツィ、ヒュー前掲書、161 頁。 
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西武という 2 つの百貨店の協力とその成果から、英国大使館は、百貨店を中心にすれば、英

国週間は成功すると確信をもったのである。 

 

第 3 項 阪急の危機を救ったマーガレット王女 

こうして、東京全部の百貨店の協賛が英国週間開催での重要課題となり、この任務に当た 

ったのが、香港での英国週間の実績のあるベン・ソーン（Ben Thorne）事務局長と商務部

一等書記官に昇格したコータッツィであった。しかし、百貨店との交渉は難航する。日頃、

競争相手である各百貨店の社長たちは、独自路線をとりたいと主張し、協力をとりつけるの

は難しかったのである93。百貨店に協賛を要請するため精力的に働きかけたコータッツィは、

その回顧録に「英国へ買いつけ使節団を派遣し、東京では英国から来日する販売担当者を受

け入れてもらうようにし、どういう展示を行い、英国から貸与する展示品はどういうものに

するかまで説明し、同意をとりつけた」94と記しているところから、販売する商品と展覧会

の両方ともが、英国大使館主導であったことがわかる。また、協賛を受けてもらうために、

バッキンガム宮殿にはマーガレット王女（Princess Margaret）の訪日を要請し、百貨店に対

しては協賛に応じれば王女が各百貨店を訪問するという約束で調整した95。 

ところが、協賛の交渉がほぼ終わり、マーガレット王女の訪問スケジュールの交渉も終盤

を迎えていた時、大阪に本店のある阪急百貨店の野田孝社長が、東京での状況を把握してい

なかったため、数寄屋橋阪急96がマーガレット王女の訪問しない東京唯一の百貨店だという

ことを知ったのである。阪急側と大使館がぎりぎりまで話し合い、商品の買い付けなどの交

渉が成立したが、既に王女のスケジュールの空きは、離日する日の午前中だけだったのであ

る97。しかもこの日は阪急の定休日であったため、野田社長は労働組合と交渉して店を開け

 

93 Thorne, Ben, op.cit.,p.81. 

94 コータッツィ、ヒュー、前掲書、161-162 頁。 

95 コータッツィ、ヒュー、前掲書、162 頁。 

96 数寄屋橋阪急は、1956 年５月から 2012 年８月まで東京の数寄屋橋交差点の一角にあっ

た。1961 年６月には、婦人服専門のデパートとして新装開店。英国週間のあった 1969 年

には、1966 年 11 月全面改装し、ストアコンセプト「モードのお城」に改め新装開店後の

時代である。女性をターゲットとして小さな店舗だった。 

97 マーガレット王女とスノードン卿の日程はかなりの過密スケジュールだった。最終日の

午前中に阪急訪問を承諾したのは、王女としての責務としての行動だったと考えられる。
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ることしたのである。こうして、阪急百貨店の面目は保たれ、その結果、阪急と英国大使館

には発展的な関係が築かれることになったのであった。「その後、大阪のビッググループの

一員である阪急百貨店が、毎年、英国フェアを開催してくれている」とソーン事務局長は述

べている98。野田社長はマーガレット王女の好意によって阪急が救われたという気持ちが大

きかったのではないかと推察される99。 

 これまで見てきたことから、百貨店と大使館の交渉の一端を知ることができる。協賛によ

ってマーガレット王女の訪問が決まり、買付け額の大きさにより、展覧会の規模が決まった

のだった。交渉を通して、大使館は各百貨店の内部のしくみを知り、百貨店側も英国フェア

を開催するためのノウハウを獲得することができた。そして、最終的には、阪急数寄屋橋店

の協賛によって、東京の全百貨店が英国週間協賛の英国フェアを開催するというところま

でこぎつけたのである。 

次の項では、協賛した各百貨店の英国フェアがどのようなものであったかを見ていくこ

とにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピルチャー大使も報告書の中で、英国週間の成功は、過密なスケジュールをこなした彼ら

の活躍と貢献が大きかったと謝意を表している。Pilcher, John “British Week, Tokyo, 

1969,” Cortazzi, Hugh (editor)The Growing Power of Japan 1967-1972, p.114,ｐ.117 

98 Thorne, Ben, op.cit.,p.82. 

99 訪問当日９月 29 日の写真には晴れやかな笑顔で王女を案内する野田孝社長が写ってい

る。故野田孝氏一周忌追悼編纂委員会編、『故野田孝氏の追想』阪急百貨店共栄会、1985

年、口絵写真。 



36 

 

第 4 項 百貨店の英国フェア―英国政府主催の展覧会― 

百貨店の英国フェアにおいて、英国政府主催の展覧会が意味するのは、英国大使館が中心

となり、展覧会の企画から展示物の搬入まで、英国側がすべてを取り仕切ったということで

あった。こうして準備された展覧会の企画であったが、最終段階で、どの百貨店がどの展覧

会を開催するかについて、百貨店同士の競争があったということだ100。日頃から競争関係に

ある百貨店にとって、集客の要となる魅力ある展覧会を奪取して、一人でも多くの客を店内

に招き入れることは、ライバルの百貨店に勝つために必要なことだったのである。その他に

も宣伝競争がさまざまな形で行われた。各百貨店のダイレクトメールは、最低 2 万通から

最高 14 万通、西武、高島屋、松坂屋、東急の 4 店は、東京・虎ノ門で行われた英国のファ

ッション・スペクタキュラ―・ショーのチケットを買い取り、顧客に配った101。極めつけは、

マーガレット王女がどこの百貨店を最初

に訪問するかを競い合ったことだ102。最初

の訪問がテレビ取材などで取り上げられ

る宣伝効果を狙ったものである。この争奪

戦は三越が勝利したようで、三越の新聞広

告103には、マーガレット王女の写真ととも

に「歓迎マーガレット王女訪問 26 日〈金〉

ご来店！」としっかり記されており、第 4

節 第４項に掲載したプログラム（表 4）

によるとこれが訪問の初日と確認できる。 

それでは、百貨店でどのような展覧会が

行われたのかを具体的に見ていきたい。 

（表 6）は英国週間に協賛した百貨店の英

国フェアでの展覧会についてまとめたも

（図７）『読売新聞』1969 年 9 月 23 日     のである。東京の 13 の百貨店（渋谷池袋 

朝刊４頁              を入れると 14 店となる）で展覧会が開催

 

100 Thorne, Ben, op.cit.,p.81. 

101 『朝日新聞』1969 年 9 月 8 日、朝刊 16 頁。 

102 Thorne, Ben, op.cit.,p.81. 

103 『読売新聞』1969 年 9 月 23 日、朝刊 4 頁、三越広告。 
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され、メインとなる展覧会のほとんどが英国政府主催だったことがわかる。協賛の時期が遅

れた数寄屋橋阪急は、英国政府主催の展覧会は開けなかったようで、英国観光庁後援での英

国観光写真展となっている104。また、展覧会のテーマは大きく２つに分けられる105。１つ目

は、歴史・文化と歴史的人物に関わるもので比較的大きな展示物が中心となる。２つ目は、

写真、版画、水彩画で、平面に展示できるものである。２つ目の展覧会のグループは、新聞

広告で展示内容の詳しい説明はない。どちらにも含まれないのが、大丸の行った「世界を翔

けるロールスロイス展」106である。キャッチコピーは「超高級車から、S・S・T《コンコル

ド》のエンジン紹介まで」で、英国の新しい科学技術を紹介する唯一の展覧会だった107。 

ひとつの展覧会を開くだけでも、企画、リサーチ、交渉、搬入などいくつもの行程が必要

となるのであるから、同時に開くこれら展覧会開催のために、英国側は相当のエネルギーを

つぎ込んだことが想像できる。日本の百貨店側もそれに応えるかのように、英国フェアの新

聞広告の紙面の大部分を展覧会の内容にあて宣伝に力を入れた。 

ソーン英国週間事務局長が、「1969 年での中心の百貨店は、三越と西武であった」と述べ

ている108。また、彼は、新聞の取材で展覧会のみどころを尋ねられた際、「企画の立場で、

これを見なさいと言えない」と断りながらも「人間 チャーチル展」（伊勢丹）「エリザベス

女王朝展」（西武）「オックスフォード・ケンブリッジ大学展」（松坂屋）「これが英国史展」

（小田急）をあげている109。これらの新聞広告を見ると、協賛や協力として、英国の著名な

博物館、美術館の名前が列挙され、英国を代表する研究者が展覧会を監修し、さらに来日し

て解説や講義も実施するなど英国側の展覧会に対する力の入れようがよくわかる。 

 

104 2021 年 12 月 12 日、愛知県立芸術大学サテライトキャンパスで行われた万博学研究会

第４回研究会合で研究発表した際に、一般財団法人日本カメラ財団調査研究部長白山眞理

に、観光写真展は比較的時間をかけずに開催できると聞いた。 

105 ソーン英国週間事務局長は、大きな展覧会が８つ、少し小さな展覧会が５つと述べて

いる。Thorne, Ben, op.cit., p.84.これは、英国商品の買い付け額によるものと考えられ

る。 

106 『毎日新聞』1969 年 9 月 25 日、夕刊 10 頁、大丸広告。 

107 Pilcher, John, op.cit.,p.102. ピルチャー駐日英国大使は、英国が過去の国になったと思

われないためにも、このロールスロイスをテーマとした展覧会と現代英国の写真展は意味

のあるものだと考えていた。 

108 Thorne, Ben, op.cit., p.82 

109 『毎日新聞』1969 年９月 22 日、夕刊５頁。 
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（表 6）英国週間に協賛した東京の百貨店 

 

出所）志賀健二郎の『百貨店の展覧会』114 頁の表をベースとして作成した。 

『朝日新聞』1969 年 9 月 22 日、夕刊 6-7 頁。9 月 23 日、朝刊 12 頁。9 月 25 日、夕刊 9

頁。『毎日新聞』1969 年 9 月 22 日、夕刊 3 頁、5 頁。9 月 23 日、朝刊 8 頁。9 月 25 日、

名称・場所 展覧会名　 会場 主催・後援など 日程

上野松坂屋 伝統に輝く世界の名門

オックスフォード・ケンブリッジ

大学展

本館６階催事場 主催：英国政府・毎日新聞社

後援：外務省・文化庁

協賛：ケンブリッジ・オック

スフォード協会

9/23~9/28

日本橋高島屋 現代英国の若い写真家たち展 ８階会場 主催：英国政府

後援：日本経済新聞社

9/23~9/28

英王室王冠・宝飾展 ８階会場 主催：英国政府 9/23~9/28

日本橋東急 今日の英国展 日本橋店グランドホー

ル

9/26~10/1

英国現代巨匠版画展 日本橋店グランドホー

ル

主催：英国政府・毎日新聞社　　　後援：外務省・文化庁　協賛：ケンブリッジ・オックスフォード協会9/26~10/1

新宿伊勢丹 絵筆をとる宰相 人間チャーチル

展

新館６階催物場 主催：英国政府・毎日新聞社 9/23~10/5

池袋西武 華麗なる栄光と征服への道

エリザベス女王朝展

７階　SSSホール 主催：英国政府　後援：外務

省・文化庁・毎日新聞社

9/23~10/7

ヨーロッパ古美術逸品展 ７階　特別大会場 主催：英国古美術輸出振興会

後援：英国政府

英国サーベル展 ２階紳士服特設会場

英国クラシック時計展 ６階時計売場

英国有名人ルーム展 9/23~10/8

渋谷西武 英国現代クラフト展 A館５階特別催事場 主催：英国クラフトセンター

後援：英国政府

9/23~10/1

日本橋三越 ロンドン展　シティの財宝と伝統 ７階 主催：英国政府　読売新聞社

後援：ロンドン市・ギルド

ホール  協賛：BOAC

9/23~10/5

英国現代絵画展 ７階 9/23~10/5

英国稀覯書展　 ７階 9/23~10/5

欧州17~20世紀絵画展 ７階 10月５日まで

サザビィ・オークションプレビュー欧州絵

画と古美術特別展示

７階 ９月28日まで

サザビィ社オークション 10月2日、3日

八重洲口大丸 世界を翔ける ロールスロイス展 ７階催場 主催：英国政府　読売新聞社 9/26~10/1

新宿京王 大シェークスピア展 ８階ホール・ロビー 主催：英国政府 　後援：朝

日新聞社　協賛：英国輸出振

興会・スコットランド振興会

監修：ブリストル大学教授

リチャード・サザン博士

9/26~10/7

新宿小田急 伝統と創造　これが英国史展 11階文化大催場 主催：英国政府・毎日新聞

後援：外務省・文化庁

9/26~10/7

数寄屋橋阪急 英国観光写真展　 ３階 後援：英国政府観光庁 9/23~10/5

英国の城と宮殿・井上宗和写真展 ２階 後援：小西六写真工業

銀座松屋 英国陶磁4000年展 ７階画廊 主催：英国政府

後援：日本陶磁協会

9/26~10/１

池袋東武 ジャックの国、英国

英国100年報道写真展

７階大催事場 9/23~9/28

有楽町そごう イギリス児童絵画展 9/25~10/7
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夕刊 10 頁、12 頁。9 月 27 日、夕刊 2 頁。10 月 2 日、夕刊 8 頁。『読売新聞』1969 年 9 月

23 日、夕刊 12 頁。9 月 25 日夕刊 18-19 頁。9 月 26 日、夕刊 6 頁から補填した。 

注）西武に関しては、池袋西武と渋谷西武の両方で展覧会を実施している。 

 

では、次に個々の百貨店の展覧会の具体的な内容を見ていこう。 

三越は、ロンドンのギルドホール博物館が後援

で、これまで門外不出だった財宝や貴重な資料

100 点をシティの同業者組合が特別に出品し

た110。また、ロンドン市長登院の儀式や装束な

ど、人形を使って展示し、ロンドン塔の大模型

とロンドンの５つのゲートの模型を展示する

など大掛かりなものであった111。西武は、展覧

会は「華麗なる栄光と征服への道 エリザベス

女王朝展」である112。このエリザベス１世

（Elizabeth I）の時代を象徴する意匠を凝らし

た美しい全面広告は、主要３紙すべてに掲載さ

れた。この展覧会にかける西武の意気込みが伝

わってくる。 

エリザベス１世の肖像画、衣装、彼女の臣下 

（図８）『毎日新聞』1969 年９月 22 日   で、世界一周を成し遂げたキャプテンドレイク 

夕刊８頁            の剣やその船ゴールデン・ハインド号の戦旗、

エリザベス１世と同時代に活躍したシェークスピアの「ベニスの商人」初刊本、16 世紀の

地球儀や英国地図、エリザベス２世の愛蔵品を含む約 200 点を公開した。 

松坂屋の「伝統に輝く世界の名門 オックスフォード・ケンブリッジ大学展」は、協賛し

たそれぞれの大学付属のアシュモリアン博物館、フィッツウィリアム美術館の所蔵品を中

 

110『朝日新聞』1969 年 9 月 27 日、朝刊 14 頁、三越展覧会広告。 

111『朝日新聞』同上。 

112『朝日新聞』1969 年９月 22 日、夕刊６頁、西武展覧会広告。 
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心とする所蔵品 200 余点だった113。 

新宿京王の「大シェークスピア展」は、広告には、展示品のカタログのように細かく展示

物の名称が書かれ、英国が海外において初めて開くシェースピアの全貌を明かす大規模な

展覧会114という触れ込みで、監修したブリストル大学教授リチャード・サザン（Richard 

Southern）博士115が来日し解説も行われた。会場内には翌年 1 月に英国ロイヤル・シェーク

スピア劇団が来日上演する『ウィンザーの陽気な女房たち』の舞台模型なども展示された116。

シェークピア劇の宣伝も兼ねた企画でもあったわけで、英国の緻密な文化戦略の一端が見

てとれる。小田急の「伝統と創造 これが英国史展」は、英国の太古から現代までの歴史を、

遺物、模型、写真など 300 点で通して見せる展覧会で、ロンドン博物館の D.B.ハーディン

（D.B. Hardin）博士 117が国立海洋博物館などから出品物を選び、会場構成のため来日した

118。 

伊勢丹は「絵筆をとる宰相人間チャーチル展」で、キャッチコピーは「とくに人間チャー

チルを物語る二十数点の絵画は、この展覧会のハイライトです」119とあり、各地から集めら

れたチャーチルの絵画は、英国でも一挙にみることができないもので貴重な展覧会であっ

た。また、チャーチルのボディーガードを長年務めた人物を招聘し話題を提供した。 

これらのことから、英国側は、東京の百貨店が、これまで美術館や博物館に劣らぬ質の高

い展覧会を実施してきたことを考慮し、展覧会の質と量にこだわったことがわかる。一方、

日本初公開となる物を呼び物にし、日本人が断片的にでも知っていて興味関心が持てそう

なもの、わかりやすいもの、それでいて、これこそ英国だと思わせるテーマを選んだことが

わかる。これは、百貨店と英国側がテーマと内容、展示物にいたるまで、話し合った成果で

 

113 『毎日新聞』1969 年 9 月 22 日、夕刊 6 頁、松坂屋展覧会広告。 

114 『朝日新聞』1969 年 9 月 25 日、夕刊 9 頁、新宿京王展覧会広告。 

115 英国を代表する中世史家で『西欧中世の社会と協会―教会史から中世を読む―』上條

敏子訳、八坂書房、2007 年や『ヨーロッパとイスラーム世界』鈴木利幸訳、ちくま学芸文

庫（2020 年）などがある。 

116 『毎日新聞』1969 年 10 月 2 日、夕刊８頁、小田急展覧会広告。 

117 1969 年国学院大学博物館学研究室での講演要旨「イギリスにおける博物館の現況とロ

ンドン国立博物館」が国学院大学博物館学紀要に掲載されている。 

118 「目で見る伝統４つの展覧会」『毎日新聞』1969 年 9 月 22 日、夕刊 6-7 頁。 

119 『毎日新聞』1969 年 9 月 23 日、朝刊 14 頁、伊勢丹広告。 
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あろう120。（表 6）を見ると、百貨店の展覧会の多くは、英国週間の始まる 9 月 26 日よりも

早く 23 日に始まっている。新聞には、連日百貨店の英国フェアの広告が掲載され、新聞記

事でも展覧会について紹介された。この英国政府主催の展覧会は、英国側も百貨店側も望ん

だとおり、多くの日本人が関心を持ち、英国を知る機会となったのである。 

 

第 5 項 百貨店の英国フェア―英国商品展とイベント―  

展覧会とともに同時に開催されたのが、催事場での英国商品展、全館での英国商品の販売、 

英国にかかわるイベントであった。展覧会と商品展を並行して実施という形態を今回の英

国週間では、協賛したすべての百貨店がとったのである。展覧会は入場料無料で、開催費は

各百貨店の負担になるため、百貨店が英国フェアで利益をあげるためには、英国商品をいか

に売るかにかかっていた。そして、これらの百貨店は隣接しており、電車で 30 分以内の圏

内にあった。中には三越と高島屋のように徒歩圏内に立地しているところもあった。同じ英

国商品を売る百貨店としては厳しい競争となることは目に見えていた。各百貨店は、各店の

特色を出し、他店との差別化をはかることで収益をあげようとしたのである。 

 まず、日本橋の三越は「よい品だから買うという客層をねらって、英王室御用達のマーク

付きや上質品をそろえた。結果は一般商品４億円」121と担当者のいうとおり、新聞広告によ

ると催事場では、ロンドンのカーナビィストリートやキングス・ロードといった有名ブラン

ドが並ぶ専門店街が再現され、1 階では、ロールスロイスが特別展示され、ダンヒルのパイ

プから三越専売の高級ウィスキーのアンチコリーの即売があった。2 階紳士服売場では英国

一流ブランド紳士服地グランドフェアが行われていた。「有名ブランド」「高級」「一流ブラ

ンド」ということばが強調され、いわゆる「紳士物ブランド」がズラリと並んだ感がある。 

次に、西武であるが、担当者は「有名銘柄は二割程度におさえ、八割近くは英国人が日常

使っている大衆品で特設会場を埋めた」と語り、それによって売上げは３億円になったとい

う122。新聞広告は、「英国直輸入品を空前のスケールで」のキャッチコピーが書かれ、展覧

会の広告（図８）とは、別々に作成された123。展覧会の広告がエリザベス１世の肖像画を描

 

120 Pilcher, John, op.cit.,p.102. ピルチャーの報告から、日本の百貨店が英国の文化や一般

的な歴史の展覧会を要望し、英国側はそれに応じたことがわかる。 

121 『朝日新聞』1969 年 10 月 5 日、朝刊 16 頁。 

122 『朝日新聞』同上。 

123 『毎日新聞』1969 年 9 月 26 日、朝刊 10 頁、西武大商品展広告。 
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いた美しく格調高いものであったのに対し、商品展の広告はスーパーの衣料品広告のよう

に見える。紳士服、婦人服、靴からウィスキーまで、写真と値段がわかりやすく表記されて

いる。 

そのほか西武はオリジナルな企画も実施している。そのひとつは西武大英国博コンパニ

オンを特別に募集し、会期中選ばれた 12 人のコンパニオンが会場で買物の案内をするとい

うものだった。また豊島園で英国マクビティ社との共同で「Mc Vitie’s スコットランドフェ

スティバル」124を開催した。新聞広告で「スコットランドの巨人がやってくる！」と PR し、

身長２メートルのタータンを着た男性が、相撲に似たレスリング、丸太投げなどスコットラ

ンドの「ハイランドゲーム」という伝統的競技を披露した。マクビティービスケットは 10

日間で１年分のストックを売り上げたという

125。家族連れが多く集まり、イベントとビスケ

ットの両方を楽しんだことであろう。読売新聞

の記事「英国フェアから」には、巨人と思しき

男性が４人の子どもたちを一気に抱き上げる

楽しい写真が掲載されている126。このようなイ

ベントは、話題を提供するとともに人を呼び込

み、売上げはもちろんのこと西武百貨店の新た

なファンをふやすことに貢献したと考えられ

る。 

ファッション部門で個性を発揮したのが、伊

勢丹で「男の新館127」完成一周年記念の英国フ

ェア'69 として、メンズファッションに力を入

（図９）『毎日新聞』1969 年９月 23 日、  れたことが広告に強調された。全面広告には、 

朝刊 14 頁           伝統ファッションの中年男性を「伝統派」、流行

 

124『朝日新聞』1969 年 9 月 22 日、夕刊 6 頁、西武展覧会広告。 

125 Thorne, Ben, op.cit.,p.84. 

126 「英国フェアから」『読売新聞』1969 年 9 月 26 日、夕刊３頁。 

127 『毎日新聞』1969 年 9 月 23 日、朝刊 14 頁、 伊勢丹広告。伊勢丹の「男の新館」は

1968 年にオープンした現在のメンズ館である。紳士服は売れないという当時の常識を打ち

破った。 
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のファッションの若い男性を「前衛派」として背中合わせで立たせて対比するイラストが描 

かれた。おしゃれな感じで引き付けられる。英国のメンズブランドとして既に定評のあった

バーバリーやアクアスキュータムなどに加えて、当時、日本で若者向け英国ブランドの人気

が高まっていたこともあり、ヤングファッションの教祖といわれたピーター・ゴールディン

グ（Peter Golding ）128を積極的に導入した。 

また、他店との違いを強調するために、新宿京王129は英国の老舗百貨店のハロッズの商品

で店内を満たし、小田急130は同じく王室御用達百貨店シンプソンとの提携を宣伝し、ロール

スロイスの販売も手掛けた。いずれも高級イメージを狙ったものである。各店に共通する英

国商品は、英国が主力商品としていたスコッチウィスキーと毛織物の服飾や生地で、ウィス

キーの試飲コーナーを設けている店舗も複数あった。英国商品のラインナップは、高級ブラ

ンドに関連する「紳士物ブランド」が特色であったといえる。 

ここまで、百貨店の英国フェアを見てくると、ひとつひとつが小さな博覧会であることに

気づく。1965 年の英国博覧会も 1969 年の英国週間も、その第 1 の目的は「日英貿易の拡

大」であり、第 2 の目的は「英国文化への理解」であったが、百貨店の英国フェアはこの 2

つの目的を見事に果たすものであった。英国大使館が、東京の百貨店すべてが協賛すること

が英国週間の成功の鍵であると考えた理由はここにあったと考えられる。 

実際に、英国週間中の東京の百貨店全体の入場者数は、延べ 250 万人を数え、売上げは

10 億 8,600 万円に達した131。多くの人々が、英国商品を購入し、展覧会で英国の歴史や文

化に接する機会をもったのである。1969 年の対日輸出額は 1 億 2,000 万円を越えたと報告

された132。これは 1965 年の 2 倍の額であった。 

 

小結 日本の百貨店の英国フェアのはじまりと英国フェアの文化的意義   

本稿のこれまでの議論から明らかなように、日本の百貨店の英国フェアのはじまりは、

1965 年の英国博覧会に協賛した東京の百貨店によるものだった。この博覧会開催の発端は、

 

128 「デニムのエリック・クラプトン」と呼ばれた、エリザベス女王からも認められたデ

ザイナー。 

129 『朝日新聞』1969 年 9 月 24 日、夕刊 10 頁、新宿京王広告。 

130 『毎日新聞』1969 年 9 月 26 日、朝刊 13 頁、小田急広告。 

131 Thorne, Ben, op.cit.,p.86. 

132 Pilcher, John, op.cit.,p.115. 
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1962 年に日英通商居住航海条約が締結したことにある。日本の高度成長に注目した英国は、

「日英貿易の拡大」を第 1 の目的とし、それを効果的に進める方法として、英国を知っても

らうための文化戦略を取り入れた。これが第 2 の目的「英国文化への理解」である。 

1965 年の英国博覧会は、生産財の見本市的性格が強く、晴海の見本市会場で博覧会のほ

ぼすべてが行われた。消費財を扱う百貨店は重要視されていなかったため、東京都内の各百

貨店は独自の参加形態で、博覧会に協賛した。その中で、三越と西武は、展覧会、商品展、

イベントそれぞれに力を注ぎ、英国フェアの先駆的役割を果たした。 

さらに 1967 年には、駐日英国大使館の参事官ヒュー・コータッツィは、三越に「大ネル

ソン展」開催をもちかけ、三越は承諾した。西武も「英国展」を開催し、共に英国商品販売

に大きな成果をあげ、この 2 つの百貨店の協力と成功を受けて、消費財の輸出促進をもく

ろむ駐日英国大使館は、1969 年の英国週間で百貨店を中心に据えようと考えた。英国大使

館は、百貨店の協賛を得るために、英国商品の買い付けと英国政府主催による展覧会の開催

に関して全面的にバックアップし、マーガレット王女の百貨店訪問を約束するなどして交

渉をすすめ、東京の全百貨店の協賛を得ることができたのであった。  

こうして、「東京の中の英国」というコンセプトのとおり、東京一円で、百貨店の英国フ

ェアが行われ、2 階建てバスが走り、各百貨店で軍楽隊の演奏が行われた。百貨店で開催さ

れた英国政府主催の展覧会は、英国側が全力で準備にあたり、さまざまな分野の専門家と英

国の美術館や博物館の協力により実現したもので、戦後衰退し、過去の国になってしまった

かのような英国のイメージを払拭し、その歴史や文化の魅力を伝えるのに十分なものであ

った。これにより英国側は「英国文化への理解」という目的達成はもとより威信回復の一助

となったのではないかと考えられる。百貨店は、メディアとしての機能を十分に発揮し、展

覧会、商品展の展示によって、圧倒的な量の英国情報を人々に伝えた。この文化的な意義は

大きい。 

また、展覧会は多くの人を呼び込み、英国商品展によって利益をあげることができた。こ

れは英国の「日英貿易の拡大」という目的に大きく貢献するものであった。 

こうして、1969 年の英国週間では東京すべての百貨店で英国フェアが行われ、英国の文

化や歴史を紹介する展覧会と英国商品展もしくは英国商品販売の組み合わせた催事が、

人々に英国フェアとして認知された。そして、これ以後、英国商品を効果的に販売する方法

として、日本の百貨店の催事としての英国フェアの基本的形態となったのであった。 

また、協賛の結果として、英国大使館と百貨店との提携の基盤が形成されたことは、双方
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にとって有効で重要であった。阪急百貨店もぎりぎりの状況で協賛できたことによって、そ

の恩恵を受けることになったのである。 
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第２章 阪急百貨店の概要と阪急英国フェアの特徴 

はじめに 

阪急百貨店で、最も人気のある催事が英国フェアである。2017 年の第 50 回英国フェアで

は、わずか１週間の会期で５億円の売上げを記録し、百貨店業界からも注目された催事であ

る。第１回阪急英国フェアは、大阪万国博覧会の熱気がまださめやらぬ 1970 年 9 月 29 日

から 10 月 11 日に英国政府主催で開催された。筆者は、阪急百貨店の社史を紐解いた際、

大阪万国博覧会閉幕後すぐに英国フェア開催されたという流れから、第１回阪急英国フェ

アの開催理由の背景には、万国博覧会があると考えた。しかし、この背景には、それ以上に

英国との特別な関係があった。 

本章では、1979 年から 1987 年まで阪急百貨店のヨーロッパ（ロンドン及びミラノ）での

駐在員を務め、帰国後はうめだ本店営業部海外業務推進課で勤務し、英国フェアにも関わっ

てきた石井直樹133に電話によるインタビューを行った。英国大使館の広報誌や雑誌

「R.S.V.P,」の元編集長で、阪急英国フェア、三越英国展に深く関わってきた新宅久起にも

三越英国展についてメールで質問した。資料の不足を補うために阪急百貨店をはじめ全国

の百貨店の英国フェアに出展しているヴィクトリアンミニチュアの「ハンテル」の北垣邦子

には、各百貨店の英国フェアのパンフレットの提供を受けた。これらの人々の協力のおかげ

で新たな情報を得ることができ、三越英国展との比較も可能になり、阪急英国フェアの特徴

が明らかとなった。 

 

第１節 阪急百貨店の概要 

第１項 ターミナル百貨店からの出発 

阪急百貨店は日本の百貨店としては後発ながら、世界初のターミナルデパートとして、現

在の阪急百貨店うめだ本店のある大阪市北区梅田の地に誕生した。有馬箕面電気軌道（現在

の阪急電鉄）の設立に参加した小林一三が、箕面方面、宝塚方面へと沿線開発を行い、さら

に乗降客の多い梅田に百貨店をつくろうと考えたのが始まりである134。それまでの百貨店

は駅から離れた場所にあり、顧客を駅からバスで運ぶなどして集客をはかっていたので、運

 

133 石井直樹は、ロンドンに 1979 年から 1982 年、1986 年から 1988 年に赴任している。 

134 津金澤聰廣『宝塚戦略』講談社、1991 年、69 頁､78-93 頁。 
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搬に費用がかかっていた135。駅に隣接した百貨店をつくることで、運搬費用を削減すること

はもとより、顧客が便利に利用できるようになったのは画期的なことであった136。 

阪急百貨店は阪急電鉄の大阪梅田駅と直結し、JR 大阪駅、阪神電鉄の梅田駅からも徒歩

５分という好立地にある。阪急の年間乗客数は６億 5,000 万人越え、関西大手私鉄では第１

位を誇り、大阪梅田駅は１日 50 万人以上の人が利用している137。 

大阪の梅田地区において隣接する阪急百貨店と阪神百貨店は長年ライバルであったが、

2007 年 10 月経営統合し、翌年、株式会社阪急阪神百貨店となり、エイチ・ツー・オー リ

テイリングの統括下の企業となった。経営統合後、それぞれの百貨店は、これまでのブラン

ドイメージを大切にするため百貨店名はそのままにしたが、顧客にとっては、ハウスカード

は両方で利用でき、共同のキャンペーンの実施で利点が増えている138。阪神百貨店梅田本店

の２期棟が 2021 年 10 月７日にオープンした。新聞記事には、この２つの百貨店について、

高級志向の阪急百貨店に対して、阪神百貨店は「食の阪神」を前面に打ち出し、すみ分けを

鮮明にしたということが書かれている139。 

阪急百貨店は、すでに 2012 年に全面リニューアルし、日本第２位の店舗規模をもつこと

になったが、この建て替えの際、商品を並べる売場を削減し、９階から 12 階にかけて４層

を吹き抜けにした巨大イベント空間「祝祭広場」を設置した。多彩なイベントで顧客を楽し

ませる「劇場型百貨店」を目指したのである。これが功を奏し、売上げにおいても、新宿伊

勢丹に次いで全国第２位という日本を代表する百貨店に成長した140。 

 

第２項 阪急沿線というイメージ―小林一三の文化戦略から― 

京都、大阪、神戸の３大都市間には私鉄が走り、通勤、通学、生活、行楽と大変便利であ

る。しかし、この３大都市を全部結んでいる私鉄は阪急電鉄だけであり、この３都市をつな

 

135 初田亨、前掲書、180 頁。 

136 初田亨、前掲書、179 頁。 

137 伊原薫『関西人はなぜ阪急を別格だと思うのか』交通新聞社新書、2021 年、10 頁。 

138 伊原薫、同上、219-220 頁。 

139 『読売新聞』2021 年 10 月６日夕刊１頁。阪神梅田本店は、2021 年 12 月８日には、 

１階から９階がフルオープンし、地下１階食料品売場は 2022 年春にオープンした。 

140 日経 MJ 2023 年８月 23 日、2022 年度百貨店調査。売上高は１位 新宿伊勢丹 3276 億

円、２位 阪急うめだ本店 2610 億円で、いずれも過去最高を記録した。   

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO75066730U1A820C2H11A00/ 

https://www.nikkei.com/
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ぐ起点、終点となっているのが梅田駅である。さらに、箕面線、宝塚線、池田線、今津線と

阪神間の住宅地を縦横につないでいる。これは、小林一三が、電鉄の乗客数を増やす手段と

して、沿線に宅地開発をし、行楽地をつくり、線路を延長させていった結果である。郊外に

規則正しい住宅をつくることで中産階級の人々を誘致することを目指していた141。 

また、小林一三は 1929 年に関西学院を、その後神戸女学院を今津線沿線に誘致するなど、

積極的に沿線に学校誘致を行なった142。今も阪急沿線には大学、私立高校など多くの学校が

ある。こうしたことは、定期的乗降数を増やしただけではなく、沿線の文化的イメージを高

めたと考えられる。 

現在、神戸と大阪の間は六甲山麓から海岸にいたる土地に三本の鉄道が東西に走り、利便

性が非常に高い。まず、1874 年に国鉄（現在の JR）が開通し、1905 年に阪神電気鉄道が、

古くからの酒造業の町を連ねて南側に建設された143。阪急電鉄の神戸線への拡張は 1920 年

のことで後発であった。そのため阪神間の最も北側、六甲山麓の御影144地区を通ることにな

った。この御影の地に大阪と神戸間の好立地と環境の良さに目をつけて、朝日新聞社の社主

を務めていた村山龍平が邸宅を構えていた。阪急電鉄は、現在は香雪美術館となっているこ

の宅地を避けて線路を轢いた145といわれるが、その後、沿線の御影、岡本、芦屋、夙川の山

の手一帯が、阪急電鉄開通によって、ハイカラな住宅街となり、それまでの風景を一変させ

ることになった。こうして阪急沿線には、相対的に中上流の人々が居住するブランド的交通

 

141 津金澤聰廣、前掲書、78 頁。 

142 津金澤聰廣、前掲書、16 頁、95 頁。 

143 山本賢治 松田敦志「 第１部 京阪神都市圏の生成と再編 ２章 郊外の形成」浅野慎

一、岩崎信彦、西村雄郎編『京阪神都市圏の重層的なりたち』昭和堂、2008 年、29 頁 

144 御影は朝日新聞社の社主を務めた村山龍平が一帯の山林を購入し邸宅を建てたのをき

っかけに大阪の名だたる財界人が別荘を建てるようになった。神戸っ子 坂本勝比古「自

然豊かな郊外住宅地として愛され続ける御影界隈」https：//kobecco.hpg.co.jp/21591/ 

145 山口益男『阪急電車―その全貌から個性とブランドを探る―』JTB パブリッシング、

2012 年、27 頁。  
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文化圏146が形成され、「阪神間モダニズム」147とよばれるブルジョワ文化を育んでいくこと

になった148。 

宝塚線の終点宝塚駅から、花の道と呼ばれる旧堤防を歩くと宝塚ホテルに続いて、宝塚歌

劇場が見えてくる。小林一三が創始した宝塚歌劇は、宝塚音楽学校の卒業生からなる女性の

みの団員で構成される世界的にみてもユニークな歌劇団で、今もこの大きな歌劇場には１

年を通じて多くのファンが集う。小林一三の文化戦略が今なお息づく象徴といえるだろう。

宝塚駅から今津線に乗り 15 分の阪急西宮北口駅の周辺地域は 1995 年の阪神大震災で打撃

を受け、阪急再開発事業149を西宮市、阪急電鉄、阪急阪神ホールディングスが一緒になって

取り組んだ結晶として 2008 年 11 月には西宮北口に阪急西宮ガーデンズが開業した。それ

よりも前の 2005 年に兵庫県立芸術文化センターが完成し、国内ではまれにみる稼働率の高

い人気の芸術ホールとして注目され、西宮北口にそれまでなかった文化的雰囲気づくりに

大きく貢献した。ここにやって来る文化レベルの高い阪神間の富裕層が、そのまま西宮ガー

デンズの顧客の中心となり、注目されるにつれ、さらに遠方からの顧客も集め、人気の高い

商業施設として成功している150。西宮ガーデンズの成功151は、それまでの西宮北口周辺の雑

多なイメージを一新するとともに、阪急沿線のさらなるイメージアップにつながり、新たな

収益を生み出したのである。 

小林一三の沿線開発は、当時、郊外生活者の新しいライフスタイルの形成という文化戦略

 

146 山口益男、前掲書、225-226 頁。阪急電車の車両は、創業以来マルーン色という独自の

カラーで、内部は木目調、シートは高級アンゴラ山羊の毛が使用されており、スプリング

が固めに仕上げられている。車内の中吊り広告も週刊誌などの広告はなく、厳選されたも

のであるので、落ち着いた雰囲気である。沿線の高級住宅地とともに阪急電車自体の上質

感は、阪神間の人々に「阪急」のイメージを高める要素となっているようだ。 

147 大正から昭和初期にかけて、阪神間に育まれた西洋文化の影響を受けた芸術、文化、

生活様式のことをいう。阪神電軌鉄道、阪急電鉄が開通したことで、財界人、文化人、芸

術家が住むようになり、独自の上品かつ洗練された文化が醸成された。 

148 山本賢治 松田敦志、前掲書、31 頁。 

149 2004 年４月に発表された「西宮北口周辺開発計画」のことをさす。 

150『阪急電鉄の“駅とまち”』MINTETSU AUTUMN 2011、12-14 頁。 

151 阪急西宮ガーデンズは、2018 年 10 月１日に別館開業、さらに 11 月 21 日にゲート館

が開業するなど発展拡充している。『朝日新聞』2018 年 11 月 21 日、朝刊 25 頁。 
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であった152が、その精神は、今も阪急電鉄や阪急百貨店に受け継がれているといえるだろう。 

 

第３項 阪急沿線と阪急英国フェア 

2004 年から 2018 年まで、阪急英国フェアの担当者として活躍した桑原渉の著書『阪急

英国フェアの舞台裏』（R.S.V.P.、2013 年）のあとがきでの一文「英国の生活文化と阪急沿

線のお客様」で、当時の株式会社阪急阪神百貨店代表取締役の椙岡俊一が「アフタヌーンテ

ィーやガーデニング、アンティーク収集など英国は独自の生活文化を持っています。阪急沿

線は関西エリアで、富裕層の多いエリアと言われています。英国の伝統的なライフスタイル

は、ある程度の経済的余裕がないと行うことができません。よって英国と阪急沿線には密接

な共通軸があると考えています」と記している。ここで椙岡のいう英国の生活文化とは、阪

急英国フェアが対象としてきたライフスタイルを指しているにすぎないが、英国フェアが

沿線の経済的余裕のある人々をターゲットとし、支持されてきたことがわかる。 

小林一三は百貨店の創設時に、そうした沿線の中産階級153の人々が電車に乗って行き着

く先に、ライフスタイルを提案し、それを実現するための商品が並ぶ阪急百貨店を構想して

いた。阪急英国フェアは、まさにこの小林一三の考えを受け継ぎ、阪急沿線に住む人々を想

定し、そのモデルとなる上質の英国ライフスタイルの提案を目指し、企画・運営をしてきた

のである。 

 桑原も先の著書で「特に紅茶に関して、関西のお客様は普段から紅茶を飲んでいる方が多

く、その分、求めているレベルも高いと感じます154」と英国フェアでの紅茶ブランドのライ

ンナップを構成する際の心構えを語っているのだが、桑原のいう関西とは、桑原が阪急英国

フェアを担当した 2004 年から 10 年間、紅茶消費量が全国第１位の座を占めていた神戸市

155を念頭においており、桑原は 2022 年６月に行ったインタビューの際にも「阪急百貨店で

 

152 津金澤聰廣、前掲書、150-156 頁。猿渡彬順「むらからまちへ～阪神間の住宅開発」阪

急沿線都市研究会編『ライフスタイルと都市文化―阪神間モダニズムの光と影―』東方出

版、1994 年、136 頁。 

153 津金澤聰廣は、中産階級のことを括弧付きで、（ホワイトカラーや自営業者など）と書

いている。 

154 桑原渉『阪急英国フェアの舞台裏』R.S.V.P.、2013 年、127 頁。 

155 https://www.stat.go./date/kakei/rank/backnumber.html.「家計調査（二人以上の世

帯）品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市ランキング」 紅茶（金額,ｇ）による。 

https://www.stat.go./date/kakei/rank/backnumber.html
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紅茶を核とした英国フェアが成功する背景には、日本の中でも紅茶をよく飲む地域を沿線

にもつというバックグラウンドがあった。そうしたお客様に支えられての英国フェアだっ

た」と語った156。こうしたことから阪急英国フェアは、英国文化を受け入れる素地のある阪

急沿線と貿易港として早くから紅茶文化が育まれたハイカラな神戸の恩恵を受けつつ、関

西圏で唯一続く百貨店の英国フェアとして成長してきたといえる157。 

 

第２節 阪急英国フェアと英国の関係 

第１項 阪急英国フェアのはじまり 

阪急百貨店の英国フェアは、大阪の梅田の本店の開催より、東京の数寄屋橋阪急の開催の

方が１年早い。それは、すでに第１章で述べたように 1969 年 10 月に、東京で行われた英

国政府主催の英国週間に協賛したことによるものであった。ここで注目すべきは、東京の他

の百貨店のように、協賛したことで、英国フェア開催の方法を理解し、翌年からも英国フェ

アを開催したという順調な流れではないということだ。 

英国週間の準備が進む中、野田孝社長158（任 1957 年 11 月～1981 年６月）は、数寄屋橋

阪急が東京の百貨店の中で、マーガレット王女が訪問しない唯一の百貨店になってしまっ

ていることを知った。数寄屋橋阪急が英国週間への協賛の意向を全く示していなかったた

 

神戸港は開港以来、いち早く紅茶を輸入し、貿易や六甲山開発に携わった英国人によって

英国紅茶文化が浸透した。1925 年に創業した神戸紅茶は、1961 年にリプトンと提携し、

日本で初めてティーバッグを機械で製造したことで知られる。日本紅茶協会も設立当初神

戸を拠点としていた。 

156 2023 年５月のインタビューでは「紅茶教室の先生方にも、多くのアンティークのカッ

プを購入していただいた」という発言もあり、阪急英国フェアのターゲットとする関西

は、単に紅茶を飲むだけでなく、紅茶を趣味として、また紅茶の知識を高めようと教室に

通う人が多くいる地域であることを桑原が認識していたことがわかる。 

157 京都大丸や神戸大丸、あべのハルカス近鉄本店でも英国フェアが行われたことはある

が、継続して実施されていない。神戸三宮のそごう神戸店が 2019 年 10 月に神戸阪急にな

り、2020 年４月に英国フェアが行われ、その後毎年開催されている。近鉄上本町店ではミ

ニ英国展が行われているが規模がとても小さい。 

158 50 年史編集委員会『株式会社阪急百貨店 50 年史』阪急百貨店、1998 年。206 頁、249

頁。野田孝は、２代目社長に就任後、24 年間の長きにわたり陣頭指揮をとり、阪急百貨店

を日本屈指のターミナルデパートに育てあげた人物である。80 歳を機に社長職を退き、

1984 年９月に亡くなるまで会長を務めた。 
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めである。野田社長は東京に出向き、自ら英国大使館員と交渉し、英国商品の買い付けに応

じると申し出たが、既にマーガレット王女の東京での日程は埋まっていた。英国側の努力と

マーガレット王女の好意から、滞在最終日のわずかな隙間に、マーガレット王女とスノード

ン卿夫妻の数寄屋橋阪急訪問が実現したという経緯があった。 

この事件ともいえる出来事以前に、翌年の大阪梅田の英国フェアが計画されていたとは

考えにくい。英国週間事務局長のベン・ソーンが、数寄屋橋阪急のマーガレット王女訪問（英

国週間協賛）を契機として英国と阪急百貨店をより深い絆で結びつけることになったと述

べている159ように、１年後の開催に向けて、英国政府や英国大使館の大きな支援のもと第１

回阪急英国フェアが企画されたと考える方が自然であろう。大阪で万国博覧会（1970 年３

月 15 日～９月 13 日）が開催された直後、人々の関心が世界へ向けられた絶好の時期に、

阪急英国フェアは始まった。 

第１回阪急英国フェア（1970 年９月 29 日～10 月 11 日）は、「英国伝統文化と王室宝飾

展」というテーマで英国文化を紹介する展覧会と英国の商品を販売する「英国大商品展」と

を併設して開催された160。テーマを冠したこのスタイルは、展覧会が行われなくなった 2023

年においても継承されている161。展覧会の主催は英国政府と英国総領事館、後援は BOAC

英国航空であった。社史によるとフェアの開場式では、サー・ジョン・ピルチャー駐日英国

大使が挨拶している162。その後の英国フェアでも駐日大使の来場は恒例163となり、阪急百貨

店が英国との関係を重要視したことがうかがえる。また、英国政府の厚意により英国から直

送された貴重な資料が特別に公開された。催し会場には、ロンドン市民に愛され、親しまれ

 

159 Thorne, Ben “British Week in Tokyo”,1969, Cortazzi, Hugh (editor)Britain and Japan 

Biographical Portraits volume IX, Renaissance Books,2015, P.82 

160 『朝日新聞』1970 年９月 28 日、夕刊 10 頁、阪急英国フェア広告。 

161 阪急百貨店では、2001 年から英国フェアのメインとなる展覧会は開催されなくなっ

た。 

162 50 年史編集委員会、前掲書、148 頁。 

163 「英国フェア開始日前日のオープニングパーティーには、毎年駐日英国大使が招待さ

れ、翌日開場のスピーチも恒例となっている。阪急百貨店で他に、フランスフェア、イタ

リアフェアなど長年続く海外フェアがあるが、大使が臨席するのは英国フェアのみであ

る。」桑原渉『英国フェアの舞台裏』R.S.V.P. 、152 頁。 
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ているパブ164が会場内のイートインコーナーとして「パブエドワース」という名前で設置さ

れ、ギネス黒生ビール、スコッチウィスキーが提供された。「英国大商品展」では英国政府

推奨の輸入品が並び、１階売場には 1932 年製のロールスロイスが展示され話題を集めた。

前年の数寄屋橋阪急での英国フェアとは比べ物にはならない充実した展覧会であり、大商

品展であった。 

阪急英国フェアは、その後毎年開催されたが、1975 年と 1977 年は１年に２度開催され

たことで、2022 年には 55 回目を開催することとなった。また、英国の歴史・文化を紹介す

る展覧会は 1980 年まで英国政府主催、1981 年から 1998 年まで英国大使館主催となり続け

られた。社史には、「英国フェアは毎年の恒例行事となり、平成４年の第 25 回開催時には皇

太子殿下のご臨席に浴した。英国商品の販売はもとより、英国文化の紹介を通して日英両国

の親善の一助として高い評価を受け、平成９年には第 30 回を数えるに至っている」と書か

れており、第１回の催事場の入り口付近の写真が掲載されている165。 

 

第２項 野田孝社長と英国王室および英国大使館との関係 

 阪急英国フェアのはじまりに自ら関わった野田孝社長は、1975 年３月エリザベス女王か

ら大英勲章を受けることになる。英国フェアを毎年続け、1970 年には半年間にわたり本店

屋上にジョセフィン・タッソーの蝋人形館を特設（1970 年６月 20 日～11 月 29 日）するな

ど166、英国の紹介と英国との友好に大きく貢献したことが受勲の理由である167。 

野田社長はこの他、フランスからもイタリアからも勲章を授与されているが168、英国との

関係をより重要視していたことは、英国王室や駐日英国大使との交流の記録からうかがえ

る。社史の年譜に記載された「1971 年５月マーガレット王女への答礼」169は、1969 年の数

 

164 パブは英国文化を代表するもので、酒や食事を提供すると同時に古くはコミュニティ

ーの中心であった。 

165 50 年史編集委員会、前掲書、149 頁。 

166 株式会社阪急百貨店社史編集委員会『株式会社阪急百貨店二十五年史』1976 年、910

頁。  

167 株式会社阪急百貨店社史編集委員会、同上、602 頁。  

168 1979 年４月、フランス大統領よりレジオン・ド・ヌール勲章受章。1980 年３月、イタ

リア大統領よりコンメンダトーレ勲章を受章している。 

169 株式会社阪急百科店社史編集委員会、同上、911 頁。 
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寄屋橋阪急訪問に感謝の意を示すため、英国へ行った際に、あらためて答礼を行ったと考え

られる。 

『野田孝氏の追想』170には、1979 年９月には英国王室ケント公を社長が表敬訪問した写

真や 1980 年７月にはエリザベス女王主催のガーデンパーティーに招待された写真が記録と

して残っている171。こうした英国との関係は、三越が創業当初より、英国老舗百貨店のハロ

ッズを目指していたことで、英国との密接な関係を築き、英国王室からの訪問も度々行われ

ていたことが知られており、三越の社史に記載されているが172、阪急も英国との関係を大切

にしてきたことがわかる。特に野田社長が、英国王室への特別な思い入れはあったことは、

ロンドン駐在員事務所はもとより、社長室にもマーガレット王女と撮影した写真が飾られ

ていた173ということや次の事例から推察される。 

 1967 年の三越の第１回英国展174とされる「大ネルソン展」開催や 1969 年の英国週間に

深く関わり、1980 年 10 月から 1984 年２月まで駐日英国大使を務めたヒュー・コータッツ

ィは、その回顧録で、「大阪では、阪急百貨店が毎年、英国展を開催しておられる。阪急百

貨店の野田孝会長は特に英国に友好的であり、阪急百貨店の英国展の開会式のあと、会長の

宝塚近くのお宅でいつもすばらしい夕食に招待された。以下（略）」と述べている175。この

夕食会では、毎年宝塚歌劇団の人たちが歌を披露していたことや野田会長が剣道をやって

いるシーンのフィルムが上映されたことが記載され、野田会長流の思いのこもったもてな

 

170 故野田孝氏一周忌追悼編纂委員会編『野田孝氏の追想』阪急百貨店共栄会、1985 年、

口絵写真。 

171 故野田孝氏一周忌追悼編纂委員会編、同上、口絵写真。石井直樹のインタビューか

ら、ケント公が大阪を訪問した際、阪急電車を貸し切りにして、宝塚山本にある英国庭園

に連れて行ったこともあったという。 

172 三越本社編『株式会社三越 100 年の記録―1904-2004：デパートメントストア宣言から

10 年―』2005 年。日本橋三越には、アン王女とフィリップ殿下（1983 年）チャールズ王

子とダイアナ妃（1986 年）、ケント公（1973 年、1987 年）アン王女（1990 年）が訪れて

いる。  

173 石井のインタビューによると、野田孝は明治生まれで、眼光鋭く気骨ある人物でかつ

剣道の達人、皇室や王室への尊敬の念をもっていたという。 

174 三越本社編、同上、2005 年、209 頁には、初の英国展は 1965 年とある。しかし、271

頁には、1987 年に 20 周年記念「英国展」を行ったことが記載されている。 

175 コータッツィ、ヒュー『日英の間で―ヒュー・コータッツィ回顧録』松村耕輔訳、日

本経済新聞社、1998 年、223 頁。 
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しであったことがわかる。英国フェアの開場式に大使が来るのは英国だけだと英国フェア

を 2003 年から 2018 年まで担当した桑原渉が述べている176が、こうした宴会が設けられる

のも英国フェアだけだった177。 

 

第３項 英国ロンドン駐在員事務所の開設と英国フェア 

 1973 年 10 月、阪急百貨店はロンドン駐在員事務所を開設した。社史には、阪急百貨店

が、1972 年 11 月の増築を機に、高級輸入品を販売する売場を充実させて、ハイクオリティ

百貨店への転換を遂げたことが開設の理由で、ヨーロッパでの商品買い付けの情報収集の

ための拠点が必要となったとある178。元ロンドン駐在員の石井直樹によると、開設の一番の

目的は、英国王室御用達の高級宝飾店アスプレイ社179と日本における独占販売契約を結ぶ

ことが目的で、他の百貨店にはない唯一無二の高級宝飾品を顧客に提供することで、阪急百

貨店の高級イメージにも大いに役立つものだったのである。ロンドン駐在員事務所開設と

同時に新設された「アスプレイコーナー」については、社史にも「イギリスきっての老舗、

アスプレイ社の製品をロンドン本店以外で、販売することになったのは、世界中で阪急百貨

店が初めてのことであった」と書かれている180。 

この時期の海外ブランドの導入については、三越では、1972 年にアメリカの超一流宝石

店ティファニーの海外初出店となるサロンの開設181、1973 年に英国王室御用達で、銀器ブ

ランドのマッピン&ウェッブショップを開設するなど182、他店との差別化、高級化をはかっ

ている。阪急百貨店では、それが英国のアスプレイに社だったというわけだ。きっかけはと

もかく、このロンドン駐在員事務所は、「ヨーロッパの情報の収集および日本から来たバイ

ヤーと現地マーチャンダイザーの意志疎通を図ることがその役割で、毎年好評の英国展の

 

176 桑原渉、前掲書、152 頁。阪急英国フェアと英国との密接な関係を示すものである。 

177 石井のインタビューによる。駐日英国大使を招いての夕食会は、1987 年から吉兆、阪

急インターナショナルホテルで継続された。 

178 50 年史編集委員会、前掲書、177 頁。 

179 1781 年創業、品質、洗練、革新をブランドの核とし、ライフスタイル全般に及ぶラグ

ジュアリーなラインナップを特徴とする。いわゆる宝飾品ブランドの枠を超え、王室。貴

族をはじめとする顧客の様々なニーズに応じて物を作って売る稀有な会社でもある。 

180 50 年史編集委員会、前掲書、177 頁。 

181 三越本社編、前掲書、227 頁。 

182 三越本社編、前掲書、228 頁。マッピン&ウェッブは三越の独占販売であった。 



56 

 

開催の陰には、ロンドン駐在員の奮闘があった」183と社史に記載されているように、英国フ

ェアでも大きな役割を果たすことになるのである。元ロンドン駐在員の石井から、英国フェ

アに関する自身の仕事の具体例として、1986 年の「古き良き倫敦の香りシャーロック・ホ

ームズ展」では、ロンドンに実在するパブ「ザ・シャーロックホームズ」を取材し、２階の

一部屋をそのまま英国フェアの会場で再現するアイデアを出し、パブの支配人も招聘した

ということや 1987 年の「アーガイル公爵とインヴァラーリィ城物語」では、企画の提案を

することから、インヴァラーリィ城への訪問、アーガイルブランドのウィスキーの導入を行

ったと聞いた184。また、第３章 第４節 第２項で詳述するが、1994 年の「ザ・ナショナル

トラスト展」開催の契機も、石井のロンドン駐在員時代に、プロパティを訪問したことから

得た情報がきっかけとなったものだった。阪急英国フェアの独創的な企画を陰から支えて

いたのが駐在員だったと言える。1995 年の英国フェアを企画した阪口恵子は、百貨店側か

ら「駐在員を目いっぱい使え」と言われ、実際、英国の各美術館との折衝から展示品の情報

収集といった仲介業務や紅茶研究家の招聘交渉など、多方面にわたりサポートしてもらっ

たということだった185。 

阪急の欧州駐在員事務所は、その後、パリ（1978 年）やミラノ（1979 年）にも開設され

るが、三越や伊勢丹などが設置した海外店舗を持つ駐在員事務所との違い186は、現地店舗で

商品販売、顧客対応の必要がなく187、ヨーロッパの情報収集および日本と現地との意志疎通

を図ることがその役割の中心であった188。このことが、他の百貨店にはない阪急の強みとな

り、英国フェアでも生かされたと考えられる。 

 

 

 

183 50 年史編集委員会、前掲書、177 頁。 

184 2021 年７月の石井のインタビューによる。 

185 1988 年、1995 年の英国フェアに関わった（株）テーブルアート代表取締役、テーブル

アーティストの阪口恵子のインタビューによる。 

186 土屋仁志「戦後におけるわが国百貨店の欧米展開」『関西大学商学論集』第 46 巻 第

１・２号合併号（2001 年６月）185 頁掲載の「戦後における百貨店の欧米進出状況」によ

ると、ロンドン駐在員事務所を開設した三越、伊勢丹、高島屋、そごうは、いずれもロン

ドンに店舗を構えていた。 

187 2021 年７月の石井のインタビューによる。 

188  50 年史編集委員会、前掲書、177 頁。 
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第３節 阪急英国フェアの特徴 

第１項 毎年開催し続けた阪急英国フェア―東京の英国フェアとの比較から― 

 ここで、本研究では阪急百貨店の英国フェアに焦点を当てて論じることから、東京の百貨

店で開催された英国フェアとの比較から、阪急百貨店の特徴を押さえておきたい。 

 １つ目の特徴は、本論の「はじめに」に触れたように、1970 年の第１回英国フェアを始

めて以来、毎年欠かさず行ってきたということである。 

三越と西武は、1965 年の英国博覧会に協賛し、1967 年には、三越は「大ネルソン展」、

西武は「大英国展」を開催し、英国フェアの先駆的役割を果たした。三越は、英国フェアと

フランスフェアを隔年で開催していたが、2013 年から毎年開催するようになり現在に至っ

ている189。西武は、その後、美術館に力を注ぎ、英国フェアは散発的にしか行われなくなっ

てしまった。現在、三越と並んで、英国展を開催している伊勢丹は、1969 年の英国週間後、

積極的に英国フェアを開催していた時期もあったが、次第にその回数は減り、1992 年、2002

年に開催後、10 年以上のブランクの後、2015 年から毎年開催している190。 

 阪急百貨店の場合、1998 年に発行された社史の巻末「主要催事記録」に、1970 年以降

1996 年まで、たとえば「英国フェア’70 英国伝統宝飾展」、1996 年「英国フェア’96 英国素

敵なニット物語」というように、各年６つから７つの催事しか記載されていないにもかかわ

らず、英国フェアは必ずそのテーマと共に記載されている。このことは阪急百貨店が重要催

事としていた表れのひとつと考えられ、筆者は、開催当初から阪急百貨店が、野田社長の思

い入れなどがあり英国フェアに特別に力を入れてきたと考えていた。しかし、当時、阪急百

貨店の社員で阪急百貨店の元社員で当時のことを知る石井直樹の話によると英国フェアは

開催当初から、毎年、前年を上回る利益を計上していたからということであった191。また、

 

189 新宅久起のメールによると英国大使館から要請があったということである。 

190 1992 年に伊勢丹リモデルオープンとして、大英国展を開催し、いち早く紅茶に注目

し、ティーストリートを展開。2002 年にも英国フェア開催しているが以後、開催されなか

った。2011 年４月に、英国展に力を入れている三越と経営統合したことが、開催の要因の

ひとつと考えられる。 

191 石井のインタビューによる。1970 年代は毎週のように催事が行われ、英国フェアは特

別なものではなかったが、売上げが多かったという。また、2000 年から 2015 年まで、阪

急百貨店の社長・会長を歴任した椙岡俊一も「英国フェアは当初から毎年開催を意図した

わけではなかった」と桑原渉『阪急英国フェアの舞台裏』R.S.V.P.､2013 年､207 頁で述べ

ている。 
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ロンドン駐在員やミラノ駐在員を経験した石井は、英国フェアの展覧会開催のため、英国政

府または大使館が尽力192し、1980 年代半ばまで展覧会の展示品など現物を提供していたこ

と、その後は開催費用を提供し、英国総領事館の職員とは仲間のような親密な関係があった

と語った193。阪急英国フェア開催の背景には、こうした英国との安定的な関係があったと考

えられる。それ故、1998 年の UK98 以後に英国大使館主催ではなくなったときに、展覧会

開催が外部企画になり、2001 年には阪急英国フェアの展覧会の消滅、内容の変更を迫られ

るという事態になっていく。そこで英国フェアをやめなかったのは、バブル期を経て不況の

さなかにあっても、多くの客が来る人気催事となっていたからであろう。阪急百貨店は、展

覧会に代えて英国を伝える方法を画策し、2001 年以降も毎年、英国フェアを続けていくこ

とになったのである。 

 東京の百貨店は、1975 年春には、エリザベス女王訪日記念として、1987 年秋には、英国

ブームに便乗して、三越、西武、高島屋、小田急の 4 つの百貨店が英国展を開催している

194。その他、英国政府が主催する UK90 英国祭が全国的に展開された 1990 年には、多くの

百貨店が協賛の形で英国展を行っている。散発的に行われるのは、英国関連のイベント、英

国ブームに乗じる形で行われているからで、催事実施の背景には、集客や利益が重要である

と考えられる。 

  ２つ目は、毎年開催してきたことと関わっていると考えられるが、時期が固定されている

 

192 阪急英国フェアは 1970 年から 1980 年まで、英国政府主催、1981 年から 1998 年ま

で、英国大使館主催であった。 

193 こうした費用は、フランス展やイタリア展を開催する時には全くなく、石井の言葉を

借りれば、「英国は太っ腹な国だと思った」ということだった。 

194『朝日新聞』1987 年９月 10 日、朝刊 25 頁。「英国フェア 東京で三つどもえ」という

記事があり、高島屋「007 の“秘密兵器”」、西武「「ポール」のラブレター」、三越「女王後

援管弦楽団」というように三つの百貨店の英国フェアが紹介されている。三越は、1967 年

の「大ネルソン展」から数えて 20 周年記念の英国フェアを開催、大ネルソン展の立役者

ヒュー・コータッツィを英国から招き、記念講演を実施している。スコティッシュ・ナシ

ョナル管弦楽団の演奏会をサントリーホールで開催。また、英国フェアにはメイポールダ

ンスの踊り手、各種実演者、トップモデル、英国航空スチュワーデスなど 42 名の英国人

を招聘した。新聞広告によると三越英国フェアでの英国人招聘のはじまりは 1985 年であ

る。 

『読売新聞』1987 年、10 月８日、夕刊 6 頁に、小田急百貨店の英国フェアの宣伝広告が

「大人の国です。豊かな国です。」というキャッチコピーで掲載されていた。 
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ことである。曜日も基本は、水曜日に始まり、月曜日に終わる。1970 年から 1974 は 10 月、

1975 年から 2004 年までは 11 月、以後、10 月開催が定着している195。阪急百貨店は、秋に

英国フェア開催というのが定番となっている。１年に２度行われたのは、1975 年と 1977 年

で、２回行われた理由はいずれもエリザベス女王に関連し、1975 年５月は「エリザベス女

王来日記念」、1977 年６月には「エリザベス女王戴冠記念」196の英国フェアが開催された。 

2022 年に、祝祭広場での英国フェアが、催事場より早く始まった。期間については、フェ

アの内容によって変わっていくと考えられる。 

 三越日本橋では、概ね９月、10 月に実施されてきた。（64 頁の（表７）に実施日を掲載）

2022 年はコロナの影響で秋に実施を断念し、翌 2023 年１月実施となった。開催期間は展

覧会やイベントの内容により長短があったが、2017 年からは PART１、PART２と食品や

イートインスペースの出展者を入れ替え、より多くの英国商品を提供し、客には２週にわた

って来場してもらえる工夫がなされている。 

 毎年開催する場合、お盆やクリスマスなどの年中行事と同様、同じ時期にあることが、そ

れを楽しみに待つ人々にとって重要だと考える。計画に組み込むことができるからである。 

３つ目は、阪急英国フェアが 2000 年「アードマンスタジオ展」を除いて併設展覧会の入

場料をとっていなかったことである。三越は 1977 年から、伊勢丹も 1970 年から展覧会で

の入場料を徴収していた197。この後、三越では早い時期に展覧会がなくなり、伊勢丹では英

国フェア自体開催されなくなるので、単純に比較できない。しかし、阪急百貨店で、1970 年

から 1999 年まで、入場料なしで展覧会を実施していたことは注目に値する。2000 年の英

国フェア「アードマンスタジオ展」の失敗については後述するが、失敗の原因のひとつは入

場料を徴収したことであろう。 

４つ目は、「英国フェア」という名称である。阪急英国フェアは第１回から、一貫して「英

 

195 2012 年は、うめだ本店の建て替え工事の関係で 11 月開催、2021 年は隣接する阪神百

貨店の「食祭テラス」オープンが 10 月となったことにより、11 月開催となったと考えら

れる。 

196 エリザベス女王の戴冠 25 周年記念である。 

197 三越では、1977 年、1979 年は英国政府主催の展覧会で、入場料大人 500 円、1981 年

は読売新聞社主催の展覧会で、入場料 600 円を徴収している。伊勢丹は、1970 年「サ

ム・ハスキンス写真展」女を撮らせると世界一の呼び声高いカメラマンとコピーがある。

入場料男 300 円、女 150 円とあり、当時は問題とならなかったのか不思議な設定だ。 

1973 年の英国政府主催の展覧会は無料。 
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国フェア」であるが、三越は、2015 年より「英国展」（催物会場）と「英国ウィーク」（各

階と１階中央広場）を組み合わせての開催であるが、それ以前は「英国フェア」と「英国展」

が混在するのである198。たとえば 1965 年の英国博覧会の協賛の時は「英国展」、1969 年の

英国週間の協賛の時は「英国フェア」であった。伊勢丹は、始まった時は「英国フェア」で

あったが、現在は「英国展」である。 

阪急百貨店の「英国フェア」という名称は、英国の歴史や文化に関する展覧会と英国の商

品を大々的に販売する大商品展で始まったことから、この２つを統合したものを「英国フェ

ア」としていたが、展覧会がなくなった 2001 年には、催事場の中に大商品展と展覧会と隔

てる障壁を設置する必要がなくなり、「英国フェア」という名称が残り、それがずっと使わ

れている。催事で同じ名称を使い続けることは、一貫性をもってやってきた証であると考え

られる。 

以上の４つの特徴を簡潔にまとめると、阪急英国フェアは、50 年以上にわたり、その名

称を変えず、毎年ほぼ同じ時期に行われる恒例行事であり、また、展覧会があるにもかかわ

らず無料で（最後の１回を除いて）開催された催事ということになる。まとめると簡単そう

にみえるが、継続するためには販売促進部（現在はスペシャリティコンテンツ開発部）を中

心として、それを支えた英国駐在員、出展者、企画者の協力、英国大使館の支援、そして、

何よりも英国フェアにやって来る多くの顧客あっての継続だった。継続することで、英国フ

ェアを企画運営するためのスキルアップをはじめ、情報の蓄積、信頼関係の構築、英国文化

の理解力の深化などさまざまな利点がもたらされたと考えられる。 

５つ目の特徴は、阪急英国フェアでは、毎年のテーマを設定してきたことである。このこ

とについては、阪急と同様に継続して英国フェア（英国展）を開催してきた三越との比較か

ら、次の第２項で詳しく述べる。 

 

第２項 阪急英国フェアのテーマの特徴―三越英国展との比較から― 

阪急英国フェアにおけるテーマの設定は、その特徴の中でも最も重要なものである。50

年以上の長きにわたって開催されてきたことから、テーマにはコンセプトの変更や展覧会

 

198 英国展と英国フェアを併記したのは、新聞広告や会場で配布されるパンフレットを調

べた結果、たとえば 1965 年は英国展、1967 年から 1983 年までは英国フェア、1985 年は

英国展というように、両方が使用されている。 
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の終焉など英国フェアの歴史的過程の変遷が如実に表れている。そのため、テーマについて

は、本稿では「第 3 章 第 2 節 第 1 項 阪急英国フェアのテーマから」以降、関連する部分

でその都度論ずることになる。 

東京の数ある百貨店の中で、隔年開催だったとはいえ、継続して英国フェア（英国展）を

行ってきたのは、三越日本橋本店だけである。ここでは、阪急英国フェアの特徴を浮き彫り

にするために、まず、三越の英国フェアのテーマに焦点を当てる。（表７）は、三越英国展

（英国フェア）のテーマを一覧表としてまとめたものだが、1971 年の「ヘンリ８世・エリ

ザベス１世英国興隆展」や 1979 年「日英通商 85 周年記念 栄光のビクトリア王朝展」とい

うように、英国展が始まった 1965 年から 1981 年までは、英国の歴史や文化に関するテー

マの大規模展覧会が開かれていた。 

（表７）三越英国展（英国フェア）のテーマ及び展覧会一覧（1965 年から 2023 年） 

 

年 昭和 開催期間 テーマ・併設展覧会 年 平成 開催期間 テーマ・併設展覧会

1965 40 9/14~9/19
日英修好100年 英国博覧会協賛 英国展

ザ・ タイムスと日本展
2001 13 10/16~10/21

ハロッズクリスマスベアコレクション/セレブリティベ

アコレクション展/三越限定ハロッズコレクション

1967 42 10/10~10/22 大ネルソン展 2003 15 10/14~10/19 英国伝統絵画展

1969 44 9/23~10/5 ロンドン展 シティの財宝と伝統 2004 16
 

10/19~10/29

三越100年記念 英国展 　100年記念「英国展」オリジナ

ルタータン「三越センテニアルタータン」をデザイン

ヨーロッパ伝統絵画展

1971 46 10/12~10/24 ヘンリ８世・エリザベス１世 近世英国興隆展　 2005 17 10/11~10/16
ミステリーツアー

「さぁ、英国の不思議めぐりの旅へ。」

1973 48 10/9~10/21 テームズ川物語展 2007 19 10/2~10/14 OLD&NEW　

1975 50 4/29~5/11 英国歴代女王展/王室ご用達コレクション   2008 20 11/5~11/9 伝統に愛される、新しい英国。

1977 52 10/7~10/23 エリザベス女王即位25周年記念 英国王室名城離宮展 2009 21 10/6~10/12　美しく暮らす英国のカントリースタイル

1979 54 10/9~10/21 日英通商85周年記念 栄光のビクトリア王朝展 2011 23
10/5~10/17

10/5~10/18
ラブリーが咲き誇る。

1981 56 10/6~10/18 
大英帝国勃興の歴史と共に歩んだ文豪シェイクスピアと

その生涯 シェイクスピアとエリザベス王朝展
2013 25

9/4~9/9

9/4~9/10
マイ英国スタイル

1983 58 10/4~10/10 
 スコティッシュビレッジ展/ウィンブルトン展

デビッド・スミス展
2014 26

9/3~9/8

9/3~9/9
英国はトラディショナル・英国はいつも新しい

1985 60 10/8~10/20 
暮らしのアーティストがいっぱいです。英国。

騎士道のロマン（バラエティショー）
2015 27

9/9～9/14

9/9~9/15
世代を超えて愛され、受け継がれる英国の魅力

1986 61 5/7~5/18 チャールズ皇太子・同妃両殿下ご来日記念 英国フェア 2016 28
9/14~9/19

9/14~9/20

時代を超えて、愛され受け継がれるティータイムの愉し

み

1987 62 10/6~10/18

20年周年記念 英国展   メイポールダンス

スコティッシュ・ナショナル管弦楽団　クラシックコン

サート  （サントリーホール）

2017 29
9/6~9/12

9/13~9/18
英国を代表する伝統、優雅なティータイムという愉しみ

1989
平成

元
10/10~10/15

眺めのいい暮らし。A room with a view  / スコットラン

ド国立美術展/ハントボール（狩猟収穫の舞踏会）
2018 30

9/5~9/10

9/12~9/17
知られざる英国とその魅力

1990 2 9/18~9/24 おとなの国の生活展 / UK90 協賛 英国のハイデザイン展 2019
令和

元

9/4~9/９

9/11~9/16
英国愛がとまらない

1991 3 10/8~10/13
レディの夢 Romanric Britain /日本・英国交流史 フォ

ト・ドキュメント：ロイター通信社の記録を中心に
2020 2

9/1~9/6

9/8~9/13
BRITISH  FAIR

1993 5 10/19~10/31

やさしいくらし / 皇太子殿下・雅子妃殿下ご成婚記念

オックスフォード展 /聖徳大学図書館コレクション公開

イギリス児童文学の夜明け展  /ダンヒル100年のあゆみ

展

2022 4
1/8~1/17

1/19~1/24
BRITISH  FAIR

1995 7 10/17~10/22 COLOURFUL BRITAIN  / セシル・ビートン写真展 2022 4
8/31~9/5

9/7~9/12
BRITISH PARTY

1997 9 10/14~10/20
The BRIT.STYLE   クラシックが新しい。

英国人とガーデンパーティとウェッジウッド展
2023 5

8/30~9/4

9/6~9/11
三越創業350周年記念　Hi there UK!

1998 10
4/21~4/27

4/14~4/27

UK98 協賛 サー・ウィンストン・チャーチル展「チャー

チル会 東京油絵展」同時開催/シャーロック・ホームズ

の世界/『チェルシーガーデン』オープン１周年記念

花と緑のガーデニング博'98
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出所）『朝日新聞』1965 年～1998 年 三越英国展（英国フェア）広告 

   2001 年～2019 年三越英国展（英国フェア）会場配布パンフレット（北垣邦子保管  

 資料）2020 年～2023 年三越英国展ホームページ より作成。 

 

1983 年に「スコティッシュヴィレッジ展」が開催されたが、新聞記事によると「英国版 

アメ横といわれる「スコティッシュヴィレッジ」の古い町並みが再現され、手作りパンやウ

ィスキーの安売りが人気となっている（略）」199とあり、展覧会ではなかったことがわかる。

以後は、小規模の美術展や写真展が開催されることはあっても英国フェアの全体のテーマ

として掲げるほどのものではなくなった。ただ、英国フェアとしての斬新な企画があり、た

とえば 1985 年「暮らしのアーティストがいっぱいです。」では、英国からの招聘者による

実演が行われ、テーマというより内容が紹介されたものとなっている。以降も 1989 年のテ

ーマ「眺めのいい暮らし。A room with a view」は、E.M.フォスター（E.M. Forster ）の小

説『眺めのいい部屋』（A room with a view）が映画化され、1987 年には日本でも公開され

ていたことから、女性を主人公とする上質な生活をイメージして設定されたと考えられる。

同様に、1991 年の「レディの夢 Romantic Britain」も女性ターゲットをテーマに込めたと

考えられるが、大きく商品展示の内容が変わったとは考えにくいうえ、併設して展覧会「日

本・英国交流史～フォトドキュメント」が開催されており、テーマを設定してフェア全体を

統一しようとしていたとは考えにくい。 

1987 年の 20 周年記念英国展は、新聞広告には「42 人の親善大使がやってきた。」として

英国からの招聘者によって、メイポールダンスをはじめ、彫金、銅版画、ケーキ製作、カシ

ミヤセーター製作など英国の一流の職人が一堂に会しての豪華な英国展だった。「42 人の親

善大使がやってきた。」はテーマではなく、キャッチコピーと考えられ、盛りだくさんの内

容からテーマを絞ることはできず、単に記念英国展とするのが内容に合っていた。 

近年は、「知られざる英国とその魅力」（2018 年）「英国愛がとまらない！」（2019 年）な

どのキャッチコピーがあるが、テーマとはいえない。そのため、テーマに沿って、商品が集

められるということはないようだ。阪急と三越の英国フェア（英国展）の違いとして、阪急

は毎回、テーマに沿って、英国からの出展者を含め業者の入れ替えがある程度行われるが、

 

199 『毎日新聞』1983 年 10 月５日、朝刊 20 頁。 
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三越は毎回、ほとんど同じ業者だったということだ200。 三越は、日本橋本店以外に、仙台、

名古屋栄、広島など各地の三越で英国フェア（英国展）を開催していたことから、毎年のテ

ーマに応じて出展者を変更することは難しかったと考えられる。 

次に阪急のテーマ設定について見ていきたい。（図 10）の第１回阪急英国フェアの広告を

みると、阪急英国フェアでは、英国商品を販売する大商品展と「英国伝統文化と王室宝飾展」

というテーマで、英国の歴史・文化を紹介する展覧会を開催し、この２つを合わせて英国フ

ェアであったことがわかる。この商品展と展覧会を併設するスタイルは、前年の 1969 年の

英国週間の際に協賛した百貨店の英国フェアを踏襲したものである。主催は英国政府と英

国総領事館201だったことがわかる。 

 

（図 10）『朝日新聞』1970 年９月 28 日、夕刊 10 頁 

 阪急では 2001 年から、英国フェアでの展覧会がなくなった後も英国の地域や英国のライ

フスタイルをテーマとして英国フェアを行った。また、毎年開催してきたことから、取り上

げたテーマは多岐にわたる。テーマを設定することで、商品をテーマに基づいて集めて展示

し、さらに催事場にはフェア全体を象徴する展示物を設置して、英国をわかりやすく説明す

ることができた。2012 年以降の阪急英国フェアでは、祝祭広場が設置されたことから、テ

ーマはより重要なものになったと考えられる。その例として、2018 年と 2022 年の阪急英

国フェアを見てみたい。（写真１）は、2018 年の第 51 回「さあ、ファンタジーの世界へ。」

 

200 阪急英国フェアと三越英国展の両方に関わっている新宅久起からの情報である。（2021

年 10 月 12 日）しかし、2022 年の三越英国展を見たところ、食品部門で新しい出展者が

多く見られた。 

201 大阪は、英国総領事館の管轄であることによる。 
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祝祭広場の中央には、Fantasy Market という映画『ハリー・ポッター』に登場するダイアゴ

ン横丁をイメージしたかのような煉瓦作りを模した建物が設置され、内部にはファンタジ

ーに関連する英国雑貨の店が配置された202。（写真２）は、2022 年の第 55 回「大人がとき

めく、マナーの国。」がテーマで、背景にロイヤルパレスを模した建物を配置し、正面には

バレエの衣装の展示を中心に赤を基調とした豪華なパレス内部が再現され、まわりには、ロ

イヤルパレスやロイヤルアスコットで販売される商品、エリザベス女王に関連する商品の

ブースが配置された。 

このように、阪急

英国フェアでは、毎

回テーマを設定し、

そのテーマに沿う

商品が集められ、フ

ェアが構成されて

いた。顧客の今年の

テーマは何かとい

う期待に応え、顧客

に英国の新たな情  

左（写真１）2018 年 10 月 10 日 阪急英国フェア会場にて筆者撮影 報を提供し続けてき 

右（写真２）2022 年 10 月 15 日 阪急英国フェア会場にて筆者撮影  たのである。 

最後に、展覧会開催に重要だった主催者にも言及する。阪急英国フェアの展覧会の主催者

は一貫して 1980 年まで英国政府、1981 年から 1998 年まで英国大使館と朝日新聞社であっ

た。203これは、英国が質の高い展覧会を開催できるよう現物や資金を提供したことを意味し、

そのおかげで阪急英国フェアは毎回、英国の歴史や文化に関連するテーマで展覧会を安定

 

202 『ハリー・ポッター』などのファンタジー映画のグラフィックデザイナーであるミナ

とリマのふたりとともにショップ＆ギャラリー「ハウス・オブ・ミナリマ」が招聘され

た。Alice’s Shop のコーナーには、紅茶会社ウィッタードのアリス柄のティーキャディ、

ヴィクトリアンミニチュアのハンテルの「不思議の国のアリス」シリーズ等、アリスに関

連した商品が集められた。 

203 石井のインタビューによると、阪急英国フェアの場合、主催者の変更は英国側の事情

によるもので、特に理由は説明されていないということだった。  
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的に無料で開催できたのである。第１章で、1969 年の英国週間の協賛した東京の百貨店の

英国フェアが、英国フェアの基本の形態を作ったと述べたが、それを踏襲し続けたのは、東

京の百貨店ではなく大阪の阪急英国フェアだった。 

東京の百貨店の英国フェアでは、三越では 1979 年まで、基本的には英国政府主催だが、

サンケイ、毎日などの新聞社が加わることもあった。1981 年には毎日新聞社が単独で主催

者となっている。その他の百貨店では、たとえば新宿伊勢丹の 1972 年の英国フェア「英国

服装史二百年展204」、上野松坂屋の 1973 年の英国フェア「ヨーク市展205」はいずれも英国

政府主催である。百貨店に英国商品を大量販売する英国フェアを開催してもらうことは、英

国商品を輸入することであるから、展覧会開催に英国政府は援助を惜しまなかったと考え

られる。 

阪急英国フェアの展覧会の英国政府主催や英国大使館主催は、阪急百貨店と英国との強

固な関係を表し、双方に安定的利益をもたらしたのである。そして、その効果は、単に売上

げに貢献しただけではなく、1965 年の英国博覧会開催の時の「英国文化への理解」すなわ

ち、英国の歴史や文化に加えさまざまな情報を百貨店の展覧会というメディアを通して、長

期間にわたって伝えることになったのである。 

第３章以降は、展覧会の内容や商品展の商品の詳細に注視し、どのようなコンセプトで英

国フェアを企画運営し、どのように新たな「英国イメージ」を創出したかを見ていきたい。 

 

小結 小林一三の経営理念と 1969 年の英国週間を受け継いだ阪急英国フェア 

阪急百貨店は、大阪という関西の中心に位置し、京都、大阪、神戸という３大都市をつな

ぐ阪急電鉄の梅田駅に隣接する世界初のターミナル百貨店としてはじまった。ターミナル

百貨店としての利点や宅地開発や学校誘致などによって沿線開発に力を入れた小林一三の

電鉄経営の理念は、多くの客を運び入れるだけではなく、上質な生活を求める沿線の人々に

よって、阪急英国フェアにも恩恵をもたらした。また、小林の百貨店は人々に買い物に来る

楽しみやエンターテイメントを提供し、ライフスタイルの手本を示すという場であるとい

 

204 『読売新聞』1972 年９月 18 日、夕刊７頁。「ジョージ王朝からベルエポック時代ま

で、由緒ある衣装のかずかず。いまここに初公開。その数約 100 点。舞踏会、競馬場など

その時代背景とともに立体的に構成しました」と展示内容が記載されている。 

205 『読売新聞』1973 年 10 月３日、夕刊６頁。芸術品のように中世の姿を今にとどめる

ヨーク市を松坂屋で再現し、キャッスル博物館から 300 余点の展示品が公開された。 
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う考えも英国フェアという催事に通じるものであった。 

阪急百貨店うめだ本店の英国フェアは、1969 年の英国週間で、東京の数寄屋橋阪急が協

賛したことが契機となり、その１年後から始まったものだった。その協賛に関して問題が生

じたことで、野田孝社長自らが交渉に関わり、英国側の協力で解決したことから、阪急百貨

店は英国大使館との強固な関係が築かれたと考えられる。そのため、1998 年までの長きに

わたって、英国からの援助を受けて、展覧会を開催することができた。また、1973 年に阪

急百貨店がロンドンに駐在員事務所を構えたことから、英国フェアへの情報提供など運営

をサポートすることができたことなど、他の百貨店にはない有利な条件があった。そうした

ことに加え、英国フェアは、小林の経営理念や阪急沿線を中心とした客層との共通軸から阪

急百貨店にふさわしいとして、重要催事と位置づけられていたと考えられる。 

開催以来「阪急英国フェア」という名称を用い、1970 年から 1999 年まで、毎年ほぼ同じ

時期に、最後となる 2000 年の展覧会を除いて無料で開催するなど一貫性もあった。内容の

ある展覧会が無料で提供された背景には、主催者が 1970 年から 1980 年まで英国政府で、

1981 年から 1998 まで英国大使館と朝日新聞ということがあり、この安定的関係が、展覧

会の開催費や情報提供、宣伝広告などで阪急英国フェアを支えたと考えられる。 

さらに、三越日本橋の英国展（現在の名称）と比較することで、鮮明となった阪急英国フ

ェアの特徴は、まず、三越などの東京の百貨店が 1980 年代になると、大規模展覧会をやめ

たのに対し、2000 年まで展覧会を開催し続けたことである。また、阪急は、2001 年の展覧

会終了後もテーマを掲げて英国フェアを開催し、テーマに沿って、商品などの展示品、催事

場の展示物が構成された。三越などのイメージによるテーマでは、毎年同じような出展者に

よるフェアに陥りがちで、単なる物産展となってしまうが、阪急英国フェアは、テーマを設

定することで、新しい英国情報を顧客に提供し続けることになった。 

展覧会がなくなっても 1969 年に東京で開催された英国週間での英国フェアの意義を受け

継いだのは、大阪の阪急英国フェアだけだったといえる。 
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第３章 紅茶が主役となった阪急英国フェア―「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ 

   ブリテン」への転換― 

はじめに 

第１章で見てきたように、1960 年代に東京の百貨店で英国フェアが始まった時の重要な

商品は、毛織物服地やスーツ、コート、ネクタイ、パイプなどの英国老舗ブランドのメンズ

商品とスコッチウィスキーであり、イートインコーナーには、英国の伝統的なパブが併設さ

れていた。英国が、百貨店を中心に毛織物製品やウィスキーを売り込もうとしていたことが

背景にあり、日本での英国イメージが「紳士の国・英国」であったことが一因と考えられる。

また、それは 1970 年に大阪で始まった第 1 回阪急英国フェアでも同様であった。 

しかし、1980 年代に入ると、百貨店の顧客の中心が女性であることから、集客の要であ

る催事において、女性をターゲットとした展覧会の開催への転換がはかられるようになっ

た。英国フェアでもこれまでの男性ターゲットから女性ターゲットへ変更するなかで、女性

作家の作品、女性のライフスタイル、女性の好む趣味といったものがテーマとして取り上げ

られるようになっていく。そうした中、紅茶もテーマとして取り上げられる。その理由を英

国の歴史から探ると、女性が歴史を動かした例として、17 世紀にポルトガルの王女キャサ

リン・オブ・ブラガンザ（Catherine of Braganza）（1638 年~1705 年）によって英国にもた

らされた喫茶の習慣をあげることができる。その後、喫茶の習慣は、王侯貴族をはじめ上流

階級の女性たちが中心となって英国文化として育まれ206、19 世紀のヴィクトリア朝時代に

は、貴族の女性がはじめたアフタヌーンティーが新しい茶の時間として確立する。これは上

流階級で流行したばかりでなく、当時、上流階級の生活に憧憬をもつ中流階級の人々が真似

をして広がっていく。さらに、この時代には大英帝国内での紅茶生産が可能となったことで、

紅茶は英国のあらゆる階級の人々の生活に浸透し、国民的飲料となった。こうしたことから、

紅茶は女性ターゲットの展覧会を企画する上で、必ずや俎上に載るものと考えられ、英国の

ライフスタイルを語るうえでも欠かすことのできないアイテムであった。 

 

206 英国ではキャサリン・オブ・ブラガンザが輿入れする以前は、茶は高級な薬として珍

重されていたが、彼女によって茶に砂糖を加え飲む習慣が英国にもたらされ、宮廷で茶会

が行われるようになった。以後、喫茶の習慣はメアリ・オブ・モデナ、アン女王ら王族が

主導し貴族へと広まり、17~18 世紀に流行したコーヒーハウス（1612 年にロンドンに登

場、1714 年は 800 を数えるまでに発展した）に女性は出入りできなかったこともあり、

女性が家庭内でティーテーブルを囲み、茶を楽しむようになっていった。 
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 そこで、本章では、阪急英国フェアでの女性ターゲットへの変更に言及した島永嵩子の研

究に着目し、女性ターゲットへの変更で、展覧会がどのようなテーマと内容で開催されたの

か。さらに女性ターゲットのなかで注目された商品として登場する紅茶に焦点をあて、英国

フェアで紅茶が主力商品となる歴史的過程と背景を明らかにすることを目的とする。さら

に、阪急英国フェアで紅茶が主役となったことは、英国紅茶イメージ普及の重要な契機とな

ったことを示したい。また、阪急百貨店の元ロンドン駐在員の石井直樹の証言によると、こ

の時期はちょうど展覧会がそれまでの英国からの支援が現物供与から開催費に変わった時

期で、阪急百貨店独自の企画ができるようになったということから、阪急百貨店の英国フェ

アの位置づけについても併せて考察する。 

 

第１節 先行研究と課題の発見 

阪急英国フェアについて言及される先行研究としては、島永嵩子の「第３章 第３節 百貨

店における文化催事の役割―阪急うめだ本店のケース―」『「お中元」の文化とマーケティン

グ―百貨店と消費文化の関係性―』（同文舘出版、2021 年）所収がある。島永の研究は 1980

年代後半から 2000 年までの阪急百貨店の文化催事全般を、阪急百貨店うめだ本店販売促進

部 2 人のインタビューを中心に考察したもので、阪急英国フェアのターゲット変更につい

て言及しており、以下の通り本研究に学問的示唆を与える３つの論点が示されている。 

１．阪急百貨店では、催事のターゲットを特定していなかったが、百貨店のメインターゲッ

トである婦人の集客に重きを置くようになった。海外催事の定番となっている英国フ

ェアにもターゲット変更が顕著に現れ、フェア自体のコンセプトまで男性向けの「ジェ

ントルマン・ブリテン」から女性向けの「レディ・ブリテン」へとシフトしてきた。 

２．1988 年以前では一週間の開催で売上高が約１億２～３千万の催しであったのに対し、

1988 年以降、婦人層をメインターゲットに、紅茶をテーマとした明確なコンセプトに

基づく英国フェアに切り替えたことで、一気に 2 億円を超える催しになったというと

述べられている 

３．英国フェアでの新しいスタンスとして、商品に隠された文化について紹介し、見るだけ

でなく顧客が参加、体験できる場を提供するということを打ち出したと述べられてお

り、この時期にそれまでにはなかった新しいプロモーションが行われたことが示され

ている。 

 島永の研究は、主に阪急百貨店の催事担当者のインタビューによる分析である点で貴重
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な研究であり、阪急英国フェアの転換期を考察する上での学問的基盤となる。この論文から、

ターゲットの変更があったこと、1988 年がターニングポイントであること、紅茶をテーマ

とした英国フェアの存在とその成果が示されている。しかし、英国フェアの歴史的過程、と

くに転換期と紅茶との関連については検討の余地が残されている。そこで、本章では、島永

の研究をベースに、「1988 年以降、女性をターゲットとし、「ジェントルマン・ブリテン」

から「レディ・ブリテン」へのコンセプトの転換をはかったことが、紅茶がフェアの主役、

中心的な商品となったのではないか」という仮説をたて、研究をすすめる。 

もうひとつ阪急英国フェアに直接言及した論文として、土井茂桂子の「‘貴婦人ビジネス’

にみる日本のサービス産業の展開と展望―アフタヌーンティーの側面から―」（『神戸山手

短期大学紀要』第 60 号、2017 年、23-34 頁がある。土井はアフタヌーンティーに着目し、

サービス産業素材の今後の展開と可能性について考察した研究で、2017 年の阪急英国フェ

アを「貴婦人ビジネス」催事として捉え、安定的かつ創造的商品展開だと論じている。英国

フェアをホテルでのアフタヌーンティーと同様のビジネス要素があると分析したものであ

る。土井は「このフェアで欠かすことのできないアイテムキーワードとしては、「王室御用

達」「王族の私的な」「日本初登場の伝統的アイテム」といったように、伝統に裏打ちされて

いながら、品格があり、何処か憧れを持っているところに触れることができる、レア（非日

常）な気分を醸す、ちょっと贅沢ではありながら手が届く程度の日常品というところであろ

う」と述べている。英国フェアの顧客層はホテルのアフタヌーンティー利用者よりも、もっ

と幅広く多様であるし、英国フェア自体‘貴婦人ビジネス’では語り尽くせないもっと多くの

側面を持っていることは、複数回の英国フェアを見れば明らかである。しかし、土井のいう

「伝統、品格、憧れ、ちょっと贅沢、手が届く程度の日常品」という要素は、アフタヌーン

ティーと英国フェアの共通の要素として押さえておきたい。 

百貨店の女性ターゲットを考える上で、重要な先行研究は、Rappaport, Erika. Shopping  

for Pleasure: Women in the Making of London’s West End . Princeton: Princeton 

University Press,2000. エリカ・ラパポート『お買い物は楽しむため―近現代イギリスの消

費文化とジェンダー―』佐藤繭香・成田芙美・菅靖子監訳、三井淳子・藤田晃代・阪口美

知子訳（渓流社、2020 年) である。19 世紀から 20 世紀、ロンドンのウェストエンドで、

百貨店が誕生し、女性が買い物を楽しめるようになった過程を百貨店の戦略、既婚女性財

産法、フェミニスト運動、女性参政権運動から考察したものである。特に中産階級の女性

たちが買物を通じて近代性を手に入れていく様子が描かれ、買物を女性のものとしてジェ
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ンダー化していく百貨店の戦略を新聞や広告などから読み解いており、内容はもとよりそ

の手法についても学ぶべきところの多い先行研究である。 

エミール・ゾラ （Émile Zola）の百貨店小説『ボヌール・デ・ダム百貨店―デパートの

誕生―』（吉田典子訳、藤原書店、2004 年）も参考になる。19 世紀末のパリを舞台として

発展した新興の商業施設である百貨店を、ボン・マルシェ、ルーブル、プラス・クリシー

といった実際の百貨店を、新聞、聞き取り調査、店員の生活調査、手紙から取材によって

描き上げたもので、ジェンダーの問題を明確に浮かび上がらせている。初期の百貨店が女

性をターゲットとして膨張していく過程が示されている。 

 神野由紀の『百貨店で趣味を買う』（吉川弘文館、2015 年）は、日本では明治期に、百

貨店などを中心とした資本による情報操作が始まり、女性のファッションは、近代モード

のシステムに巻き込まれていくが、男性消費は「紳士」という精神的卓越性を拠り所にし

た消費の形式を取ったとある。また、昭和 20 年代頃までは、百貨店も男性客に大きな比

重を置いていたという三越元社員の談話やいくつかの実例から、戦前期、自ら百貨店に赴

き、自由に買い物を楽しむことが可能だったのは女性でなく、むしろ男性であり、店自体

は実際に訪れる男性消費者を客としながらも、広告や企業誌などにおいては女性が主たる

消費者であるかのような扱いをしていたと書かれている207。明治期の紳士論にも言及して

おり、百貨店が初期の英国フェアでの「英国は紳士の国」というイメージや男性ターゲッ

ト設定を難なく受け入れた背景を理解するのに重要な研究である。 

 本章では、1988 年の英国フェアでシュガークラフトを製作し、1995 年の英国フェアの企

画・総合プロデュ―スを担当した株式会社テーブルアートの代表取締役で、テーブルアーテ

ィスト208の阪口恵子に、豊中のスタジオでインタビューを行い、写真、展示パネル、企画・

案内資料、英国陶磁器会社のミュージアムからの展示品のファイルを閲覧する機会を得た。

本文中に掲載した（写真３）から(写真 11)は、阪口恵子から提供されたものである。 

阪口恵子は大学卒業後、ヨーロッパに絵画の勉強に行った際に、テーブルアートの世界と

出会い、空間デザイン・テーブルウェア・菓子・料理などの伝統文化を学び、数々の資格を

取得した。ヨーロッパを舞台に活躍し、豊中にテーブルアートを学べる学校を設立し、多く

 

207 神野由紀『百貨店で趣味を買う』吉川弘文館、2015 年、56-57 頁。 

208 テーブルアートとは、食卓上の食器、カトラリー、花、料理などを芸術的にトータル

コーディネートしたもので、ヨーロッパで発展した。 



71 

 

の卒業生を輩出、日本ではホテル、百貨店などのさまざまなイベントでの演出などを手掛け

た日本におけるテーブルアートの第一人者である。阪急百貨店では食器やブライダル用品

の展示に関わっていたことが契機となり、1987 年の阪急英国フェアで、英国スコットラン

ドのアーガイル公爵家のインヴァラーリィ城を大型のシュガークラフトで再現した。1989

年には川西阪急の喫茶ギャラウェイの開店企画、1990 年には同じく川西阪急の本格デリベ

ーカリーレアールの開店企画およびコンサルティングなどの仕事を担当した。紅茶、陶磁器

に関するエキスパートであることから、1995 年の英国フェアの企画に抜擢されることにな

った。 

また、本章においても 1979 年から 1987 年まで阪急百貨店のロンドンとミラノの駐在員

を務め、帰国後はうめだ本店営業部海外業務推進課などで勤務し、ナショナルトラスト商材

を扱う会社の社長も務め、長年にわたり英国フェアに関わってきた石井直樹にも電話によ

るインタビューを行った。さらに、英国ロンドン在住の紅茶研究家で、1995 年の阪急英国

フェアでの紅茶講座の招請講師のひとりジェーン・ペティグリュー（Jane Pettigrew）209に、

メールで当時の状況について証言を得た。これらの人々の協力によって、これまで公に知ら

れてこなかったフェアの内情について知ることとなり、転換期の阪急英国フェアと紅茶に

ついて新たな分析が可能となった。 

次の節では、英国フェアでの「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ブリテン」へ

の転換について考察するために、まず、島永の研究で示されたターニングポイントとなった

とされる 1988 年の英国フェアのテーマを確認することから始める。さらに 1988 年以後、

紅茶をテーマにした英国フェアのテーマと開催年を確認し、それぞれの内容について検討

し、女性ターゲットと紅茶の関係について論じる。 

 

第２節 阪急英国フェアの転換期の考察 

第１項 阪急英国フェアのテーマから 

 1970 年第 1 回から 2021 年第 54 回までの阪急英国フェアのテーマと開催日を（表 8）に

まとめた。1975 年と 1977 年は、２回開催されている。このテーマとは、英国フェアにおい

て商品展と併設されていた展覧会のテーマを意味する。阪急百貨店では、2001 年から併設

 

209 ジェーン・ペティグリューは 1995 年、2001 年、2006 年と紅茶が重要となる阪急英国

フェアに招聘されている。 
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の展覧会がなくなった後も、たとえば、2021 年ならば、「スコットランドの日常にある宝物。

（原文ママ）」というように、毎年その年のテーマを設定して英国フェアを行ってきた。そ

うすることで、顧客に、今年の英国フェアはスコットランドの文化や歴史に焦点が当てられ、

スコットランドの商品が多く販売されると宣伝できる。また、催事場はスコットランドにま

つわる展示装飾に彩られ、顧客を迎えるのである。 

 

（表８）阪急英国フェアテーマ一覧（1970~2023 年） 

 

出所）「R.S.V.P . No21」巻末とじ込み 2017 年 10 月 10 日発行、『株式会社阪急百貨店 50 年

史』催事記録 420~423 頁、阪急英国フェアポスター、『朝日新聞』英国フェア広告（1970~2004

年、2009~2017 年）および『毎日新聞』英国フェア広告（2005~2008 年）、2018~2023 年

英国フェアのパンフレットより筆者作成。 

年 昭和 回 開催期間 英国フェアテーマ 年平成 回 開催期間 英国フェアテーマ

1970 45 1 ９/29～10/11 英国伝統王室展 1996 8 29 11/6~11/11 英国素敵なニット展

1971 46 2 10/5~10/10 天皇・皇后両陛下ご訪英記念 1997 9 30 11/5~11/10 憧れの英国庭園物語

1972 47 3 11/19~11/26 ビクトリア王朝と産業革命展 1998 10 31 11/11~11/16 英国の素敵なドールハウス展

1973 48 4 10/5~10/10 歴史と伝統の都　エジンバラ展 1999 11 32 11/10~11/16 BBC放送で見る２０世紀展

1974 49 5 10/25~10/30 古城と歴史のロマン　ウォーリック展 2000 12 33 11/8~11/14 アードマン・スタジオ展

1975 50 6 5/８～5/14
エリザベス女王来日記念英国儀典衣装と王室写

真展
2001 13 34 11/7~11/13 ウェールズフェア

1975 50 7 11/7~11/12 現代英国銀器展 2002 14 35 11/6~11/12 スコットランドフェア

1976 51 8 11/5~11/10 栄光に満ちた冒険とロマン　英国と海 2003 15 36 11/12~11/18 英国の素敵なカントリーサイド

1977 52 9 6/3~6/8 エリザベス女王戴冠記念　英国王室写真展 2004 16 37 11/10~11/16 英国ペットライフ

1977 52 10 11/18~11/23 世紀の宰相　チャーチル展 2005 17 38 10/5~10/11 イングリッシュガーデン・バラのある暮らし

1978 53 11 11/17~11/22 英国伝統陶芸展 2006 18 39 10/4~10/10 紅茶とタータンのある暮らし

1979 54 12 11/16~11/21
タータンとペイズリーの故郷「スコットランド

物語」
2007 19 40 10/3~10/9 More London

1980 55 13 11/14~11/19 ロンドントランスポート展 2008 20 41 10/1~10/7 Modern British 

1981 56 14 11/13~11/18 スコットの南極探検展 2009 21 42 9/30~10/6 カントリーライフ再発見 湖水地方

1982 57 15 11/12~11/17 ケンブリッジ大学展　嗚呼、伝統大国 2010 22 43 10/6~10/12 コッツウォルズ特集

1983 58 16 11/11~11/16 スコットランド風景画展 2011 23 44 10/5~10/11 可愛いロンドン特集

1984 59 17 11/16~11/21 英国の子供の世界展 2012 24 45 11/7~11/13 Scotland特集

1985 60 18 11/1~11/6
ウィリアム・モリスから現代まで

英国染色工芸展
2013 25 46 10/9~10/15  憧れの英国ライフスタイル

1986 61 19 11/7~11/12 古き良き倫敦の香りシャーロック・ホームズ展 2014 26 47 10/8~10/14 今、一番会いたい英国　The Best of  Britain 

1987 62 20 11/6~11/11 アーガイル公爵とインヴァラーリィ城物語 2015 27 48 10/7~10/13 憧れのカントリーサイドへ、ようこそ

1988 63 21 11/11~11/16
英国の絵本と原画「ファンタジーランドからの

贈り物」
2016 28 49 10/12~18

Heart of England, Wales and North Ireland

愛しき、豊かなローカルへ

1989
平成

元
22 11/10~11/22 英国クリスマス博覧会 2017 29 50 10/11~10/17 Celebration of 50th  THE BEST

1990 2 23 11/9~11/14 英国刺繍の中の花たち展（英国花物語） 2018 30 51 10/10~10/16 さあ、ファンタジーの世界へ。

1991 3 24 11/8~11/13 英国湖水地方の文化展 2019
令和

元
52 10/9~10/15 Lovely LONDON

1992 4 25 11/6~11/11 テムズ川物語 2020 2 53 10/7~10/12 Would you like a Cup of tea?

1993 5 26 11/5~11/10
英国のナイーブアート　バースミュージアムコ

レクションとヘレンブラッドリー作品展
2021 3 54 11/23~11/29 スコットランドの日常にある宝物。

1994 6 27 11/11~11/16 ザ・ナショナルトラスト展 2022 4 55 10/5~10/17 大人がときめく、マナーの国。

1995 7 28 11/8~11/13 英国紅茶物語　ようこそ紅茶の国へ 2023 5 56 10/5~10/23 さぁ、紅茶を巡る旅へ。
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1970 年の第１回から 70 年代の阪急英国フェアは、英国政府主催で行われた 1969 年の東

京での英国政府主催「英国週間」の時の展覧会の形式を踏襲している。英国の歴史、英国王

室、伝統文化、英国を代表する偉人などがテーマとなっているのが特徴である。しかし、10

年も毎年開催し続けると、こうしたテーマではマンネリ化し、新しいテーマに挑戦し続ける

ことが必要となる。1980 年代はそうしたテーマを模索したことがわかる。たとえば、1980

年は、その年に誕生したロンドン交通博物館を紹介する「ロンドントランスポート展」、1982

年は、英国映画「炎のランナー」210の日本公開に合わせるかのように「ケンブリッジ大学展」、

1984 年は、先進的な英国の教育分野に焦点をあてた「英国の子供の世界展」などである。 

また、ロンドン駐在員だった石井の「1980 年半ばから展覧会は、英国からの現物支給か

ら費用の支給に変わった」という証言や石井が 1986 年「古き良き倫敦の香りシャーロック・

ホームズ展」、1987 年「アーガイル公爵とインヴァラーリィ城物語」の英国フェアに関わっ

た経験を語っていることから211、既にこの頃になると、企画のすべてを阪急百貨店が担うよ

うになり、販売促進部とロンドン駐在員事務所の協力のもと英国フェアが作られたと考え

られる。1987 年の英国フェアは、阪急百貨店が始めた「実感劇場212」というキャンペーン

の１年目であり、第 20 回記念英国フェアとして開催されただけあって、英国からインヴァ

ラーリィ城主であるアーガイル公爵夫妻が招聘され、「ハイな気分、召しあがれ」とキャッ

チコピーにあるとおり、英国貴族の栄華な歴史と優雅なカントリー生活が紹介された。この

英国フェアで初めて英国のライフスタイルが取り上げられている。このテーマについて、石

井は「きっかけは、当時日本では、うすっぺらな貴族ブームだったので、英国の貴族をテー

マにしてはどうかということからだった」と語っている213。 

1988 年という年は、そうした延長線上にあり、阪急百貨店が、顧客が好むテーマを独自

 

210 「炎のランナー」は、1982 年８月に日本で公開された。ケンブリッジ大学の学生ハロ

ルド・エイブラハムスが、1919 年のパリオリンピックで活躍したことを描いた映画であ

る。ヴァンゲリスの作曲したテーマ曲『タイトルズ』が 2012 年のロンドンオリンピック

での開会式や表彰式でも使用された。 

211 石井のインタビューによる。 

212 50 年史編集委員会、前掲書、245-246 頁。1987 年は、日本人１人当たりの GDP が、

アメリカを抜いた年で、阪急百貨店創立 40 周年を迎えた年でもあった。「実感劇場」キャ

ンペーンは 1987 年１月１日の朝刊各紙で始まった。コンセプトは「一緒に呼吸する、一

緒になって新たな共感を生み出す百貨店をめ目指す」であった。 

213 石井のインタビューによる。 
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で模索し、企画する時期に入っていたと考えられる。 

（表８）から、ターニングポイントとなる 1988 年のフェアのテーマは「英国の絵本と原

画 ファンタジーランドからの贈り物」と確認できるが、そこに「紅茶」の文字はない。と

はいえ、島永の「1988 年以降、婦人層をメインターゲットに紅茶をテーマとした」5)との主

張をふまえ、ひとまず紅茶をテーマにしたフェアの出発点と仮定して考察をすすめる。 

次に、紅茶をテーマとした英国フェアを確認すると、意外にも 1995 年、2006 年、2021

年、2023 年と４回しかない。そのうち、島永の述べる「紅茶をテーマとした明確なコンセ

プトに基づく英国フェア」に相当するのは、1995 年の「英国紅茶物語」と確認できる。し

たがって、このフェアの詳細を明らかにすることは、本論文にとって最重要の課題となると

考え、1988 年と同様、焦点を当てることにする。 

 

第２項 英国フェアの新聞広告に記載された紅茶とティーカップから 

ここでは、1987 年以前の英国フェアの新聞広告から、紅茶と紅茶に関連するキャッチコ

ピー、ティーカップにも注目して、1988 年以後と比較できるようにしたい。 

紅茶がはじめて英国フェアの広告に登場したのは、第 2 回 1971 年で、この年の７月、紅

茶の輸入自由化が実施された。すでに 1969 年にはリプトン214は日東紅茶を抜いてマーケッ

トシェアでトップの座にあり、後発のトワイニング215も百貨店の贈答市場で実績をあげて

いた。自由化以来、英国は紅茶再輸出市場216のナンバーワン217になっていた。英国ブランド

としては、リプトン、トワイニング、ブルックボンド218が日東紅茶を含めてシェアの過半数 

 

214 1871 年にグラスゴーで食料品店をはじめたトーマス・リプトンが、1890 年にセイロン

島で大規模茶園の経営を始めたことを契機に、リプトン紅茶が広く知られるようになっ

た。日本では 1906 年に初めての外国産ブランド紅茶として、リプトン紅茶が輸入され

た。1961 年にティーバッグを製造販売し、リプトンブランドが浸透するようになった。 

215 英国王室御用達の老舗紅茶ブランドで、1964 年の片岡物産が輸入代理店となった。 

216 英国では紅茶が栽培されないので、輸入しパッカーとよばれる紅茶会社がブレンドし

て他国に輸出しているので再輸出という。 

217 日本紅茶協会編、前掲書、416 頁。 

218 ブルックボンドは 1869 年にアーサー・ブルックによって創業された英国の紅茶ブラン

ドである。 
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を占め、その他にジャクソン219、メルローズ220、リッジウェイ221が進出していた222。 

 阪急百貨店は、1974 年、76 年の広告で、テトレを直輸入したことを PR している。この

背景には 1973 年 10 月、阪急百貨店はロンドン駐在員事務所を開設したことがある。英国

商品に関する情報が得やすくなり、直輸入などで、他の百貨店との差別化をはかることがで

きた。テトレは、1837 年創業の英国紅茶の老舗であり、当時日本でもかなり普及していた

ティーバッグをいち早く英国で導入した大手紅茶会社であった。英国では、最もポピュラー

な紅茶で、1974 年、英国最大の食品メーカーのライオンズグループに参入、ライオンズ・

テトレーとなり、アメリカ、フランスでも高いシェアを占めていた。テトレ紅茶は、1978 年

に阪急百貨店が開設したワールドフーズプラザで常時販売された。 

1973 年３月 20 日から 25 日までの６日間、阪急百貨店で紅茶フェスティバル（紅茶試飲

宣伝並びに即売）が行われている223。これは日本紅茶協会224の宣伝事業のひとつで、同年の

英国フェアでも特設コーナーができているのは、英国紅茶ブランド各社の紅茶販売強化の

意図がうかがえる。また、この頃ティーバッグが主流になってきているのを反映して、1974

年、76 年の英国フェアでは、ティーバッグ（20 袋入り）を広告で PR しているのが興味深

い。ティーバッグでは紅茶の高級イメージや英国文化へのあこがれにはつながらないと考

えるからである。もとより、英国フェアで紅茶は主力商品ではなく、百貨店側にそうした意

 

219 1840 年頃、ジャクソン一族によりロンドンのピカデリーで創業。アールグレイの生み

の親ともいわれる。中国の着香茶を再現しグレイ伯爵に献上した。 

220 1812 年エジンバラでアンドリュー・メルローズによって創業。ヴィクトリア女王によ

って王室御用達に指定された。その後、ブレンダーとして有名なジョン・マクミランによ

って、さらに味と香りが向上した。 

221 1836 年、トーマス・リッジウェイがロンドンに店をオープンし、当時珍しかったブレ

ンド紅茶の提供を始める。評判を呼び 1886 年には、ヴィクトリア女王から注文を受け 

H.M.B. （Her Majesty’s Blend）を作った。今もリッジウェイで傑作ブレンド紅茶として発

売されている。 

222 日本紅茶協会編、前掲書、408 頁。 

223 日本紅茶協会編、前掲書、275 頁。 紅茶フェスティバルはこの時期、西武百貨店をは

じめ東京地区の百貨店でも行われている。  

224 1939 年に設立された紅茶関連業者の団体で、1984 年に改組、改称され、現在は日本紅

茶協会となっている。1988 年にはティーインストラクター制度を始めた。日本紅茶協会ホ

ームページによる。http://www.tea-a.gr.jp/about-us/ 
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図がないことがわかる225。 

1970 年に紅茶の国内消費量 5,700 トンであったのが 1975 年には 7,800 トンに伸び、紅

茶の普及が進んでいる226にもかかわらず、（表９）に見られるように阪急英国フェアの広告

での紅茶の掲載は少ない。相変わらずウィスキーや服飾の広告が目立つ。そして 1974 年に

は、テトレーコーヒー（100ｇ）590 円コーヒーというコーヒーの広告まで登場する。これ

は契約したテトレ社がコーヒーも販売していたからであろう。 

 

（表９）阪急英国フェアの新聞広告の紅茶・コーヒーの記載    （1971 年~1987 年） 

開催年・回 新 聞 広 告 の 内 容 

1971 年（第 2 回） 食糧品コーナーに小さくリプトン・トワイニングとある。 

1972 年（第 3 回） 食料品の欄にテトリー紅茶などと小さく出ている。 

1973 年（第 4 回） リプトン・トワイニング・リッジウェイ・ブルックボンドの紅茶コ

ーナー特設 

1974 年（第 5 回） 阪急直輸入テトレーティーバッグ（20 袋入り）180 円 

テトレーコーヒー（100ｇ）590 円 

1975 年（第 6,7 回） 食料品の記載がない。 

1976 年（第 8 回） 本場の香り英国直輸入 テトレレモンティー（20 袋入り）195 円 

1977 年（第 10 回） エリザベス女王即位 25 周年記念紅茶ダージリン 113g 1200 円 

（メーカー不明） 

阪急オリジナルスコッチウィスキー「グレンディ」をはじめテトレ

 

225 日本紅茶協会編、前掲書、「昭和 50 年度紅茶教室実施状況」、277 頁。この頃、日本各

地では、紅茶教室がさまざまな形で開催されている。主婦の友や講談社などの雑誌社、新

聞社主催で紅茶の入れ方などを伝授する単発のセミナー形式のものが行われたようだ。ほ

かに日本橋三越、東急、高島屋デパートの店頭、ホテルオークラ、豊島園などでも行われ

た。また、日本紅茶協議会も積極的に喫茶店経営セミナーを行っている。紅茶のおいしい

淹れ方を普及しようというのが主眼であったようだ。大阪では 1973 年から連続でエキス

ポランドにてティージャンボリーが行われ、アイスティーの普及が行われていた。1975 年

の第３回は２万人規模であったと記録されている。こうしたことから、阪急百貨店の地元

大阪でも最初の紅茶ブームが到来していたとみられる。 

226 日本紅茶協会、前掲書、412 頁。「バラ紅茶と紅茶ティーバッグの消費の推移」より 
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ー紅茶・ジャムなど品揃え 

1979 年（第 11 回） 女王様の国からたってきた自慢の味/スコッチウィスキー/チョコ

レート/キャンディ/紅茶 

1980 年（第 13 回） 紳士はスコッチ、レディは紅茶とビスケット。 

1985 年（第 18 回） 「テトレー」紅茶ストロベリー113ｇ1100 円、「テトレー」紅茶ア

ップル 113g1100 円 

1986 年（第 19 回） リッジウェイ紅茶ダージリン 250g 1800 円 

出所）『朝日新聞』の英国フェア（第 2 回~第 20 回）に関する広告記事より筆者作成 

注) 広告では、テトリーとテトレの２つの表記があり、広告表記のまま記載した。 

 

一方、1976 年より陶磁器が登場しはじめる。しかし、最初それはティーカップではなく

「コーヒーわん皿」と称するコーヒー用のカップであった。確かにカップにはコーヒー用の

高さのあるものと紅茶用のカップの丈が低いものを陶器メーカーが区別して販売していた。

ポットも背の高いものはコーヒーポット、比較的低く丸い形のものがティーポットと分け

て販売されていた227。新聞広告に掲載された陶磁器に関連するものをまとめたものが（表

10）である。 

 

（表 10）阪急英国フェアの新聞広告の陶磁器の記載       （1976 年~1987 年） 

開催年・回        新 聞 広 告 の 内 容 

1976 年（第８回） ロイヤルウースターコーヒーセット（12 ピース）20,000 円 

1977 年 （第 10 回） スタッフォードシャー228 コーヒー碗皿 680 円 

1978 年 (第 11 回） ウェッジウッドコーヒーポット 4,000 円 

ロイヤルウースターわんざら（1 客）3,400 円 

ロイヤルドルトンわんざら(6 客)15,000 円 

1980 年（第 13 回） さすがロイヤル。優雅なスタイル・色・デザイン。 

 

227 陶磁器ブランドのノリタケから背の高いティーポットが販売されたり、紅茶専門店ム

ジカが比較的背の高いティーポットを使うなど例外もある。 

228 スタッフォードシャーは、窯業が盛んなイングランドの州、広告に掲載されている写

真は銅版転写の陶器だった。 
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陶器を中心に、銀器、置物や、使い勝手のいい生活用品も  

ロイヤルアルバート社ティーわんざら（1 客）7500 円 

1981 年（第 14 回） ロイヤルクラウンダービー ティーわん皿（1 客）16,500 円（写真） 

1982 年（第 15 回） 誇り高き王室御用達のブランドたち、ようこそ。 

エッセンス・オブ・ブリテン 王室御用達老舗コレクション  

ミントン ブロケード コーヒーわん皿(1 客)40,000 円（写真） 

1983 年（第 16 回） 使って長持ち、食べておいしい…英国の暮らしを特集  

コーヒーポット 9,000 円 今回の催しの記念商品 英国のベストセ

ラーを現地価格で ディーナーセット（200 組限りミート皿、スー

プ皿、ケーキ皿、わん皿各６）6,800 円（写真入り） 

1984 年（第 17 回） ビルトン社 4 人用ショートディナーセット（ミート皿４ スープ

ボール４ ケーキ皿４ コーヒーわん皿４）5,500 円 

1985 年（第 18 回） 英国気分で朝は温か。 

ピーターラビット ティーポット 13,500 円 （写真） 

ショートディナーセット（ミート皿、ケーキ皿、コーヒーカップ、

ソーサー各６ピース 計 30 ピース）（写真） 

英国気分で夜はゆたかに。 

ロイヤルアルバートポット 13,000 円 ティーわん皿（1 客）3,670 円 

（シュガーポット、クリーマ、サンドイッチトレイとともにセット

の写真） 

1986 年（第 19 回） 「ウェッジウッド」「ロイヤルドルトン」から伝統の陶工も来店 

ウェッジウッド ティーわん皿（１客）11,000 円から 

ミントン ハンドペイント 23 ピースコーヒーセット 1,400,000 円 

1987 年（第 20 回） ハイな気分、召し上がれ 

〔女王陛下のロイヤルショップ〕    

陶器のウェッジウッドやロイヤルドルトンなど。王室御用達ブラン

ドをコレクション。 

「ウェッジウッド」コロンビアエナメル ティーわん皿(1 客)17,000

円 ケーキ皿(18cm 1 枚)10,000 円 スープ皿(27cm,1 枚)  
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「ロイヤルクラウンダービー」ロイヤル・アントワネットティーわ

ん皿(1 客)20,000 円  

「ロイヤルドルトン」カーライルコーヒーわん皿(1 客)12,000 円  

〔インヴァラリー城ショップ〕  

スコッチやアクセサリー、カップなどと表記 

〔不思議の国のアリスショップ〕 

 カップ＆ソーサー 1,900 円 

はるばる英国から、やってきました。 

素焼きのワインカラフェ 2,200 円 素焼きコーヒージャー 1,600 円  

ストーンウェアティーポット 6,300 円 ストーンウェアティーわん

皿(1 客)1,700 円   

出所）『朝日新聞』の英国フェア 1971∼1987 年（第２~第 20 回）に関する広告記事より筆者作

成。 (注) 表が 1976 年から始まるのは、それまでに陶磁器の記載がないからである。 

 

1970 年代後半から 80 年代にかけて洋食器の広告が増えるのは、洋式の生活が普及した

ためで、洋食器を買い求める客に対応するものだったと考えられる。「コーヒーわん皿」が

「ティーわん皿」に先行するのは、戦後、紅茶に先んじてコーヒーの輸入自由化が行われ、

インスタント商品もその簡便さからよく飲まれていたからであろう。コーヒーカップの方

が一般的だったと考えられる。一覧表と新聞広告の写真を見比べると、「わんざら」、「わん

皿」と表現したり、「ティーわん皿」と表現したりしているのは、前者はコーヒーと紅茶ど

ちらにも対応できる兼用カップのことであると判断できる。百貨店が陶磁器メーカーの製

品を正確に表現したものと考えられる。 

1980 年には、初めて「ティーわんざら」すなわちティーカップが登場し、ロイヤルアル

バート、ロイヤルクラウンダービー、ミントン、ウェッジウッドといった王室御用達の１客

１万円から２万円といった高価な陶磁器が広告に掲載されるようになる。1982 年には英国

王室御用達の陶磁器メーカーのコレクションが特別展示229されるなど少しずつではあるが、

紅茶への関心が高まってきていると感じられる。1985 年にはピーターラビットのティーセ

 

229『朝日新聞』1982 年 11 月 14 日、夕刊６頁、英国フェア広告。ミントン、ロイヤルク

ラウンダービー、ロイヤルウースター、ロイヤルドルトンが展示された。  
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ット、ロイヤルアルバートのティーセットが写真入りで出ている230が、すでに百貨店の陶磁

器売場で常時販売されている商品だった。特設されたキングス・バーの PR 欄には「名門ス

コッチや紅茶、サンドイッチをどうぞ」とある231。少しずつではあるが、紅茶が広告に単に

商品としての紅茶ではなく、ティーポットやカップを使って優雅に飲むもの、バーでも提供

される飲み物としてイメージが形成される様子がわかる。 

こうした紅茶と磁器の関係に関して、マークマン・エリス（Markman Ellis）が、『茶の帝

国―世界を征服したアジアの葉』の中で、次のようなユニークな考えを示していて参考にな

る。「東インド会社の磁器と茶の輸入量が最も著しく増加したのは同じ歴史的瞬間、つまり

18 世紀最初の茶の歴史を扱った著作には、茶が磁器を求めたと決め込んでいるものが少な

くない（略）しかし、元帳の記録を見る限り、逆のことも言えるかもしれない―すなはち、

中国磁器への欲求が、それを使って行うのにふさわしい何かに対する嗜好を促し、そして、

その何かとは次第に磁器で茶を飲むことになっていったのだ232」と述べている。エリスの考

えは、日本での英国陶磁器と英国紅茶の関係にもあてはまるのではと考えた。日本では、紅

茶が海外から入ってきた時233には、既に茶を飲む習慣があり、茶道を中心に器を愛でる文化

も存在していた。英国の紅茶文化や茶道に共通するのは、ただ喉をうるおすために茶を飲む

のではなく、茶を飲む行為を楽しむことである。その中で、欠かすことのできない最重要の

アイテムは、茶碗であり、ティーカップであったことから、紅茶の場合、美しい英国陶磁器

への希求が、紅茶を英国風に飲むという行為を促したというわけである。 

これまでみてきた広告の紅茶と陶磁器のラインナップから、陶磁器の広告の方が紅茶よ

り力点がおかれていることが、広告の分量から判断できる。まだこの時点では百貨店側に、

英国を紅茶の国というイメージで売り出そうとしているとは考えにくい。しかし、1987 年

まで、新聞広告に登場していたコーヒーという言葉が、1988 年以後は消え去るのである。 

 

230『朝日新聞』1985 年 10 月 31 日、夕刊 10 頁、英国フェア広告。  

231『朝日新聞』1985 年 10 月 31 日、夕刊 10 頁、英国フェア広告 。 

232 エリス、マークマン他『紅茶の帝国―世界を征服したアジアの葉』越朋彦訳、研究

社、2019 年、251 頁。 

233 荒木安正『新訂 紅茶の世界』柴田書店、2001 年、148-149 頁。 

荒木安正は『日本喫茶資料』に「1856 年、幕府に米国製の茶 50 斤を献上」とあることか

ら、これが「わが国に伝えられた最初の紅茶」と考えている。公式の記録としては、1887

年に外国産紅茶 20kg が輸入された。 
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次の節では、これまでと同様に紅茶とティーカップの関係にも留意して、英国フェアの転

換期と考えられる 1988 年の英国フェアを見ていくことにする。 

 

第３節 1988 年の「英国の絵本と原画 ファンタジーランドからの贈り物」―「ジェントル 

マン・ブリテン」から「レディ・ブリテン」への転換― 

第１項  絵本『ブランブリーヘッジ』を中心とした展覧会 

阪急英国フェアでは、1988 年から英国フェアのコンセプトを、男性をターゲットとする

「ジェントルマン・ブリテン」から女性をターゲットとする「レディ・ブリテン」へと変更

したということであったが、その起点となる英国フェアとして確認した「英国の絵本と原画 

ファンタジーランドからの贈り物」が、どのような内容であったかを見ていきたい。 

（図 11）は、1988 年の英国フェ

アの展覧会のポスターである。中

央にねずみの親子が描かれてい

るだけであるが、1980 年代に人気

のあったジル・バークレム（Jill 

Barklem）234の絵本『ブランブリー

ヘッジ』（日本では、『のばらの村

のものがたり』としてシリーズ最

初の本が 1981 年に講談社から出

版）であることがわかる。英国の

（図 11）阪急英国フェア 1988 年 ポスター      美しい四季の風景とともに、ねず

みたちの田舎暮らしを描いた作品である。すでに英国陶磁器メーカーのロイヤルドルトン

からブランブリーヘッジシリーズのティーセットやマグカップが作られ、百貨店などで販

売されていた。 

この展覧会の企画書の 1 ページ目には次のように書かれていた。「作者はロンドン郊外エ

 

234 ジル・バークレム（1951~2017）は、1980 年に英国で『ブランブリーヘッジ』４冊を

出版。日本では『のばらの村のものがたり』としてシリーズ最初の本が 1981 年に講談社

から出版し、1982 年にはボローニャ国際児童図書展でエルバ賞を獲得している。 
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ピングの森に住む女性絵本作家ジル・バークレム（1951～）英国ではピーターラビット235

（ビアトリックス・ポター作）以来 動物、自然の描写を彼女ほどクオリティー高く描いた

作家はいないといわれています。（原文ママ）」236そして、さらに続けて作者が若いこと、ね

ずみ達が世界的なキャラクターに育っていくだろうという可能性、いろいろな分野での商

品化が計画されていることが、ねずみ達のイラストを添えて簡潔に記されている。ここから

読み取れるのは、『ブランブリーヘッジ』の絵本が日本でも出版されており、ねずみ達がキ

ャラクター商品として、さらなる需要が見込めることが強調されていることである。企画の

段階で、展覧会と商品展の融合が提案されたこともわかる。 

このように企画された展覧会がどのようなものであったかは、11 月 12 日付の朝日新聞

東京版朝刊 19 面に、「英国の絵本と原画展」「歴史と魅力を紹介」という見出しで紹介され

ており、記事の内容から、この展覧会は展示数 350 点で、ジル・バークレムと並んで、19

世紀後半に活躍したケイト・グリーナウェイ（Kate Greenaway）が大きく取り上げられた

ことがわかる。グリーナウェイは、近代絵本の幕開けを飾った画家のひとりとして紹介され

ており、ジョン・キーツ（John Keats）の記念館に保存されている絵本、スケッチ、カード

など 1,000 点以上の作品から、約 160 点が初公開された。バークレムの作品は原画・スケッ

チなど約 60 点が展示されるとある。また、この記事が東京版で、東京の有楽町マリオンの

阪急百貨店での展覧会を紹介するものであることから「英国の絵本と原画展」が大阪のうめ

だ本店での開催（11 月 11 日~16 日）を終えた後に、東京に巡回（11 月 18 日～23 日）し

たこともわかる。1984 年に開店した有楽町阪急は、女性をターゲットとした店舗づくりが

行われており、この展覧会はそれに合うものであった237。また、阪急百貨店がこの展覧会に

 

235 1902 年に英国フレデリック・ウォーン社から出版された Beatrix Potter の作品。日本

では 1918 年以来多くの翻訳本が出版されたが、『ピーターラビットのおはなし』石井桃子

訳、福音館、1971 年がよく知られている。英国で 2002 年の出版 100 周年を機に全面的な

改訂がほどこされたことから、2022 年３月から小説家川上未映子の新訳で、早川書房から

絵本 シリーズ（全 23 巻）が刊行された。 

236 阪口恵子保管資料、「BRAMBLY HEDGE 企画書 JILL BARKLEM」と表紙に書かれ

た５頁のモノクロ小冊子で、絵本『ブランブリーヘッジ』ねずみのイラストがほとんどを

占めている。 

237 50 年史編集委員会、前掲書、228 頁。有楽町阪急について、「気品に満ちた店内、ゆっ

くり買物ができる。婦人服、婦人洋品にその特性が際立った」とある。 
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力をいれていたことは、63 ページに及ぶ展覧会図録238が作成されたことからもわかる。図

録には 19 世紀から現代までを年代別に 5 つのパートに分けて、その時代に活躍した画家が

紹介されており、展示された原画やスケッチを見ることができる。そこには多くの日本人に

とって馴染み深い『不思議の国のアリス』、『くまのプーさん』、『ピーターラビット』、『スノ

ーマン』、さらに当時、日本でチョコレートのおまけとして封入されていた美しいカードの

原画239などがあり、来場者が英国を身近なものだと感じることのできる展覧会であったこ

とがわかる。 

女性をターゲットとし、美しい英国の絵本と原画を展示するという素晴らしい企画であ

っても、原画の展示は平面での展示となり、地味になってしまう危険性があった。この展覧

会を一段と魅力あるものにしたのが、日本のテーブルアートの第一人者として国内外で活

躍していた阪口恵子のシュガークラフト（砂糖菓子）240で表現したファンタジーの世界であ

る。阪口が千里阪急で、英国のハロッズと一緒にブライダル菓子の展示をやっていたことか

ら、展覧会での菓子製作の依頼があったという。阪口の方から、阪急側に英国伝統のシュガ

ークラフトを提案し実現したものである241。 

展覧会では、「ケイト・グリーナウェイの世界」、『ブランブリーヘッジ』、『ピーターパン』、

『ふしぎの国のアリス』、『スノーマン』から、それぞれの有名シーンがシュガークラフトで

 

238 『英国の絵本と原画 ファンタジーランドからの贈り物』阪急百貨店、1988 年。展覧

会の主催は、英国大使館、英国総領事館朝日新聞社で、展覧会全体の監修は英国児童文学

研究の第一人者、立教大学教授の吉田真一が行い、図録に「英国の絵本を愉しむ」という

一文を寄せている。ジル・バークレム自筆の阪急宛ての手紙も掲載された。 

239 1964 年に発売された森永製菓のハイクラウンチョコレートに封入されていたイラスト

カードは、シシリー・メアリー・バーカーの 1923 年出版『花の妖精』シリーズだった。 

240 シュガークラフト（砂糖菓子）は、英国の伝統菓子で、結婚式や誕生日などお祝いの

ために製作される華やかで美しい菓子である。製作には技術とセンスがいることから、出

来上がったものは作品と呼ぶにふさわしく、英国では菓子専門店に特注することが多い。 

241 阪口のインタビューによる。阪口が阪急英国フェアでシュガークラフトを初めて披露

したのは、1987 年の第 20 回記念英国フェア「インヴァラーリィ城展」で、アーガイル公

爵の居城であるインヴァラーリィ城をシュガークラフトで表現し、阪急英国フェア開場に

招待されたアーガイル公爵夫妻は、このシュガークラフトでできた城を持ち帰りたいと望

んだそうだ。しかし、それは実現せず、英国フェア終了後、サンタクロースなどのクリス

マスの装飾が施され、百貨店を訪れる子どもたちを楽しませたということだった。 
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表現された。写真からは、かなり大型で手の込んだものであることがわかる。また、砂糖を

固めて作ってあるので、実際に食べることもできたのである。会場を訪問したバークレムも、

「これ、シュガーでできているの。」と感激したということだ。 

 

（写真３）ジル・バークレムと阪口恵子    （写真４）不思議の国のアリスの砂糖菓子 

阪急英国フェアの会場にて       出所）阪口恵子より提供 

出所）阪口恵子より提供 

阪口の話では、この絵本と原画

展には、子ども連れの女性客が多

く来訪し、シュガークラフトのま

わりには子ども達が集まり、とて

も賑わっていたという。この展覧

会の入場料は無料であるにもかか

わらず、島永の研究では、「一気に

2 億円を超える催しになったとい

（写真５）スノーマンの砂糖菓子と背景は原画の展示  う」と述べられていることから242、 

出所）阪口恵子より提供                集客に成功したことは間違いない。 

 

第２項 女性を全面に出した商品広告 

1988 年の商品広告を見る前に、あらためて百貨店のターゲットについて整理しておきた

い。19 世紀半ば、フランスのアリスティッドとマルグリッドのブシコー夫妻(Aristide 

 

242 島永嵩子、前掲書、49 頁。 
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Boucicaut, Marguerite Boucicaut) の作った世界初の百貨店ボン・マルシェの時代から、百

貨店は女性をターゲットとして、あらゆる企画を考え、さらにライフスタイルを提唱してき

た243。また、英国の百貨店セルフリッジは 1909 年 3 月 15 日の開店時に、「レイディ・ロン

ドン」という広告244を出している。この広告について、エリカ・ラパポート (Erika Rappaport) 

は『お買い物は楽しむため―近現代イギリスの消費文化とジェンダー―』の中で「セルフリ

ッジは、女性たちにロンドンまで来て、都市の群衆の一部となって、公的な場としての百貨

店を経験するように勧めている」とし、買い物は女性の楽しみとして売り込まれたと分析し

ている245。女性とライフスタイルは、日本でも同様に、百貨店の欠かすことのできないコン

セプトとなっていた。 

一方、英国フェアは、その日本でのはじまりから、特に男性ターゲットを意識して企画さ

れてきたのではなかったにしても、英国政府との関係が深く、英国の推奨品は、スコッチウ

ィスキーや毛織物製品で、女性のファッションブランドが注目されるフランスやイタリア

と比べても男性イメージが濃かったのであろう。また、神野由紀は、西洋化が進む明治の文

化を考える時、「紳士」という概念は重要な意味をもつとして、「「紳士」は Gentleman（原

文ママ）の訳語で、本来、イギリスの支配層で人格的にも優れた理想的人物を指す語であっ

たが、19 世紀西洋社会においては近代の理想的な人物像として中流階級社会全般に広まり、

これが明治期の日本にもたらされた」とし、さらに明治期から戦前にかけて男性の消費を考

える上で、「紳士」は重要なコンセプトあったと述べている246。「英国フェアをはじめた頃の

イメージは大昔から紳士の国ということでジェントルマン・ブリテンでした」247という催事

担当者の発言があるように、阪急百貨店では「ジェントルマン」をコンセプトとする英国フ

ェアの伝統を守って来たと考えられる。しかし、催事である以上、人が集まらなくてはどう

しようもない。1988 年の英国フェアで、女性ターゲットを掲げても、女性の心をつかむに

は、女性の好む英国をどう表現するかが重要であり、それをどう商品とつなげて、女性用の

 

243 鹿島茂『デパートを発明した夫婦』講談社新書、1991 年、99 頁。 

244 F．V. プールによって描かれたセルフリッジ開店週間の広告のひとつで、女神の彫像

が百貨店（新しいセルフリッジ）を両手で捧げもつ形で表現されている。 

245 エリカ・ラパポート『お買い物は楽しむため―近現代イギリスの消費文化とジェンダ

ー―』渓流社、2020 年、260-261 頁。 

246 神野由紀『百貨店で〈趣味〉を買う』吉川弘文館、2015 年、40 頁。 

247 島永嵩子、前掲書、2021 年、48 頁。 
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英国商品を開拓するかが課題であったのだ。どのように商品と結びつけたのかを見ていき

たい。 

1988 年の英国フェアの新聞広告は、「実感劇場」となって 2 年目、カラー版 8 ページの広

告である248。表紙に「少女の頃から、英国が好きでした」の文字、中央には英国製のマフラ

ーを巻き付け、コートに身を包んだ少女の写真。その周りには、左上にロイヤルドルトン製

ブランブリーヘッジのティーセット。右上に小物入れ、ブローチ、ペンダント、左下にアリ

スのビスクドールが配置され、女性向けだが、少女趣味さえ感じる表紙となっている。 

さらに、追い打ちをかけるように、「もちろん、厳格で、頑固で、それでいてやさしいジェ

ントルマンの英国も好きでした。でも、一番あこがれたのは、絵本で知った、アフタヌーン

ティーの優雅さでした。」と書かれて

いる。「紳士の国英国」というステレ

オタイプ化された英国イメージを脱

却し、アフタヌーンティーの優雅さ

へ誘おうというキャッチコピーであ

る。ここに阪急英国フェアは「ジェン

トルマン・ブリテン」から「レディ・

ブリテン」への転換を宣言している

かのようだ。さらに、次のページには、

「それぞれの国に性別があるとすれ

ば、英国は 10 人中 10 人までが、男

性をイメージするかも知れません。

でも、つぶさに見て行けば、思った以

上に女性っぽくって、やさしい英国

がみつかって…（原文ママ）」という

キャッチコピーがあり、これは、「英

国は紳士の国」というイメージを払

（図 12）朝日新聞 1988 年 11 月 10 日朝刊 25 頁  拭しようという試みにみえる。つま

り、意図するところは、これまでとは違い女性の好む品揃えをしましたよと強調しているの

 

248 『朝日新聞』1988 年 11 月 10 日朝刊 25 ｰ 28 頁。 
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であろう。絵本に関係したさまざまな商品、例えばくまのパディントンやスノーマンのぬい

ぐるみ、アリスがマッドハッターと茶会をするシーンを再現したヴィクトリアンミニチュ

ア、ケイト・グリーナウェイの絵柄のエナメルボックスといった可愛いいもの、小さいもの

が広告いっぱいにちりばめられている。展覧会を見た後に、その感動の一部を自分の物とし

て手に入れる楽しみが、この商品展には用意されていた。こうした愛らしさの強調された英

国商品は、その後の英国フェアでも、バリエーションを増やしながら販売されるようになっ

た。中でもヴィクトリアンミニチュア249は、コレクションする楽しみも加わり、英国フェア

になくてはならない存在となっている。 

 

第３項 絵本から生まれたアフタヌーンティー 

絵本『ブランブリーヘッジ』に描かれるねずみた

ちは、事ある毎にお茶を楽しんでいる。展覧会に

展示されたシュガークラフトは、切り株の家のキ

ッチンで、ねずみたちがケーキを作っているシー

ンで、『ブランブリーヘッジ』の世界観を見事に表

現していた。（写真６） 

広告の２ページ目には、「アフタヌーンティー

の時間でございます。」のキャッチコピーがあり、

「一日中ティータイムみたいな英国でもアフタ

ヌーンティーはとくに念入り。」と説明が続き、写

真入りで、陶磁器の町ストークオントレントの駅

（写真６）『ブランブリーヘッジ』の  前にあるウェッジウッド社の創始者であるジョサ  

場面を表わした砂糖菓子   イア・ウェッジウッド（Josiah Wedgwood）の像が 

出所）阪口恵子より提供         紹介されている。ウェッジウッドのティーカップ

やプレートなどの商品と価格が並ぶ。広告からは、アフタヌーンティーがレディ・ブリテン

 

249 全国の百貨店の英国フェアで、ヴィクトリアンミニチュアを販売するハンテルは、阪

急英国フェアで最も長く出展しており、固定客も多い。また、英国人の社長パトリック・

マンスフィールドは、阪急英国フェアの販売ブースで目をひく存在である。ハンテルの北

垣邦子によると 1 年に１度の買い物を楽しみに来る客やハンテルの全商品をコレクション

したという客もいるということだった。 
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の象徴とされたことがわかる。ただ、この商品展には、ティーポットやティーカップはあっ

ても、紅茶はない。紅茶のイメージはあるが、リプトンやトワイニングといった紅茶の広告

での記載は全くないのである。しかし、英国フェアに招待されたジル・バークレムを中心と

するアフタヌーンティーが企画された。広告には次のように記されている。 

 

ハロー！ジルさん はるばるようこそ「ジル・バークレムさんとアフタヌーンティ

ー」12 日土 3 時から / 8 階特別食堂 / 80 名様 / お一人様 1,000 円（紅茶とケー

キ付）250 

 

ジル・バークレムについては、上記の他に、彼女の住むエピングが森にかこまれた静かな

町であることや仕事と家事をバランスよく両立させ、忙しくてもティータイムは欠かさな

いといった生活ぶりが紹介され、彼女のアトリエや手製の菓子の写真が添えられている。初

めて女性のライフスタイルに焦点が当てられた英国フェアであった。 

このアフタヌーンティーの行われた特別食堂は、百貨店の食堂とはいえ、天井にはシャン

デリアが輝くホテル並みの豪華食堂であったそうだ。この時提供されたケーキは、ホストで

あるバークレムが英国でのティータイム251と同様、自分のレシピで作ったお菓子を出した

いとこだわったために、阪口恵子がバークレムのレシピで、急遽ヘーゼルナッツケーキを焼

いて対応した。それは小麦粉の全く入っていないヘーゼルナッツの粉で作る重たいケーキ

だった252。アフタヌーンティーといってもまだまだフランス菓子と紅茶の組み合わせが一

般的だった当時、申込み客は思いがけず英国菓子でのアフタヌーンティーを体験すること

になったのである。こうした阪急の英国らしさを大切にする姿勢は、実際の英国をよく知る

顧客にも「阪急英国フェアには、本物の英国がある」と評価され、ファン増大に繋がってい

ったと考えられる。 

これまで見てきたように、1988 年の英国フェアは、展覧会と商品展を融合するという構

想がいかんなく発揮され、「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ブリテン」へシフ

トしたことが明らかである。阪急英国フェアで、アフタヌーンティーが初めて取り上げられ、

 

250 『朝日新聞』1988 年 11 月 10 日、朝刊 26 頁、阪急英国フェア広告。 

251 英国のティータイムのしきたりとして、ホストである女性が茶会全体を取り仕切り、

ティーポットからカップに茶を注ぐのも、ホストのみに許された役割である。 

252 阪口のインタビューによる。 
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クローズアップされた。広告では紅茶商品は見られなかったが、商品展の広告ではロイヤル

ドルトン、ウェッジウッドのティーカップ等これまでより多く掲載されることから、紅茶が

主役とまでは言えないものの、紅茶を取り巻く様々なものが、英国フェアにとって重要度が

増したフェアだったと言える。 

この英国フェアの成功から、阪急百貨店は、ブランブリーヘッジのライセンス契約を結ぶ

ことになったのである253。商品としてのブランブリーヘッジの売れ行きも上々であったの

であろう。 

 さらに、この英国フェアを成功に導いたテーブルアートの第一人者阪口恵子と阪急百貨

店の共同の仕事が、このフェアを契機として増えていく。そして、それが 1995 年の阪急英

国フェア「英国紅茶物語」へと繋がることになるのである。 

 1988 年は、日本はバブル経済真っただ中であった。次の項では、この時期の紅茶をとり

まく状況を見てみたい。 

 

第４項 1980 年代の紅茶をとりまく状況と英国のライフスタイルへの関心 

英国フェアでアフタヌーンティーが行われるなど紅茶がクローズアップされる背景には、

1975 年をピークとする海外からの高級紅茶ギフト商品の人気の高まりや 1970 年代末から

一般家庭では、簡便なティーバッグが普及したことがある254。徐々にアフタヌーンティーと

いう言葉も浸透していく。 

1980 年代から 2000 年にかけて、数々の英国紅茶に関するエッセイを世に送り出した出

口保夫が英国紅茶同好会を設立したのが、1983 年である255。出口は『英国紅茶の話』の中

で、日本の一般的に出まわっている紅茶は高級化していて、英国の一般的な紅茶の飲まれ方

とは違うと述べている256。いわんとするのはトワイニングやフォトナム&メイソンなど日本

で知られる英国紅茶は、英国の市場占有率の 20%にも満たない高級紅茶であるということ

なのだ。『紅茶百年史』でも「トワイニングが贈答市場で高級品イメージを顧客に植え付け

て成功したことが、その後ジャクソン、リッジウェイ、メルローズなどの英国ブランドが市

 

253 石井のインタビューによる。キッチングッズ、トイレタリーなどのキャラクター商品

のライセンス契約を行った。 

254 荒木安正『新訂紅茶の世界』柴田書店、2001 年、158 頁。 

255 出口保夫『午後は女王陛下の紅茶を』中央公論社、1996 年、172 頁。 

256 出口保夫『英国紅茶の話』東京書籍、1982 年、44-47 頁。 
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場に参戦することにつながり、舶来品に弱い日本人のおかげで売上げを伸ばした。このこと

に日本人と英国人の紅茶に対する認識の違いが現れている」と書かれている257。贈答品とし

てパッケージの豪華さや美しさ、高級なイメージが大切だったのである258。これは英国の老

舗高級ブランドのトワイニングを非難するものでなく、日本人の紅茶についての認識不足

と紅茶の飲み方を指摘しているのだ。こうした紅茶のイメージはそのままティーカップな

どの陶磁器にもあてはまる。美しく豪華なティーカップは、来客用として、大切にカップボ

ードに飾られていたか、箱のまましまい込まれていた。英国のように日常的に紅茶を飲み、

楽しむ習慣はまだなかったのである。 

 一方では、キリンがペットボトル入り紅茶を開発して「午後の紅茶」と名付けたのは 1986 

年のことである259。このネーミングは、アフタヌーンティーをイメージし、ボトルにはアフ

タヌーンティーを始めたとされるアンナ・マリア・ベッドフォード公爵夫人の顔がデザイン

されている。ペットボトルや缶入りの紅茶は、英国ではみられないが、こうしたペットボト

ル入り紅茶はこれまで紅茶に親しむことのなかった若い層の人たちに普及した。 

また、国内唯一の紅茶関連業者団体である日本紅茶協会が、11 月１日を「紅茶の日」に

定めたのは 1983 年で260、紅茶の消費促進のため全国の喫茶店やホテルの中から「おいしい

紅茶のお店」を認定する制度を発足させたのは 1988 年のことである。日本の紅茶業界もさ

らに紅茶への関心を高めようと動き出していたのである261。 

 東京の三越では、1985 年にティーサロンフォトナム・メイソン 60 席を 3 階婦人服売場

で開店した。ロンドン・ピカデリーのサロンの雰囲気そのままにティーセットはすべてウェ

 

257 日本紅茶協会編『紅茶百年史』文生書院、2003 年、415 頁。 

258 トワイニングの代理店である片岡物産の金谷紀和のメールインタビューによると、日

本でのトワイニング紅茶の販売は、百貨店において中元・歳暮を中心としたギフト需要に

目をつけて売り出し、ダージリン・アールグレイを中心とし、優雅なひと時を過ごしても

らいたいという想いを伝えたのだという。 

259 「酒・飲料の歴史 紅茶の話 第７話 ペットボトル紅茶誕生」

https://museum.kirinholdings.com/history/tea/story7a.html  

260 ロシアに漂着した大黒屋光太夫が、エカチェリーナ２世の茶会で、日本人として初め

て紅茶を飲んだのが、1787 年 11 月１日だったという逸話から定められた。 

261 「認定店のご案内―日本紅茶協会」https://www.tea-a.gr.jp/shop/ 

https://museum.kirinholdings.com/history/tea/story7a.html
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ッジウッドを使用し、高級感を演出した262。翌 1986 年の英国展の新聞広告263には「英国式

アフタヌーンティーはいかがですか？」のコピーがあり、このフォトナム・メイソンで、英

国ティーフェアとしてアフタヌーンティーセットを提供したことがわかる。三越とフォト

ナム&メイソンの繋がりは、1971 年の英国展で、「英国王室ご用達の世界的食品舗フォトナ

ム&メイソン日本初登場264」と紹介されて以来続いているが、紅茶ブームや好景気で、ラグ

ジュアリーな喫茶を設置し、アフタヌーンティーが登場したのである。1987 年に日本はひ

とり当たりの GDP でアメリカを抜き世界トップとなった。多くの人が中流意識をもち、贅

沢することも可能になった時代である。 

 阪急の英国フェアでは、1970 年代の紅茶は英国の食料品のひとつとして、80 年代には紅

茶よりもその器である英国陶磁器が広告の紙面を飾った。背景には、一般家庭でも高級洋食

器が使われるようになり、日本国内の洋食器文化も成熟期を迎えていたことがある265。1988

年にフェアで、アフタヌーンティーが登場することで、紅茶を優雅に飲む、紅茶を介して会

話を楽しむなど、紅茶が具現化されていったのである。 

 さらに、注目したいのが、田園生活すなわちカントリーライフというキーワードである。

1987 年の英国フェア「インヴァラーリィ城展」では、スコットランドに代々の居城をもつ

アーガイル公爵の生活ぶり、とりわけ英国のカントリーライフが紹介された266。1988 年の

英国フェアでは、絵本『ブランブリーヘッジ』の作者ジル・バークレムのおだやかな田園生

活が紹介された。貴族でも庶民でも田園生活に共通するのは、自然と共存し、四季の移り変

わりを楽しみ、日々の生活を大切にするというスタイルなのである。こうしたライフスタイ

ルが注目されるようになったのが、この転換期の英国フェアの特徴である。 

1989 年から 1994 年の阪急英国フェアの広告では、紅茶のキャッチコピーが、いずれも

 

262 三越本社編、前掲書、263 頁。 

263 『朝日新聞』1986 年５月６日夕刊、６頁、三越フェア展広告。 

264 『朝日新聞』1971 年 10 月 23 日朝刊、23 頁、三越英国フェア広告。 

265 ノリタケパンフレット「戦後のあゆみ」より。 

266『朝日新聞』1987 年 11 月５日朝刊、26-28 頁、阪急英国フェア広告。 

「実感劇場」という新聞広告では、巻頭２頁にわたり、「九百年の歴史を生きるスコット

ランドの名門、インヴァラーリィ城にアーガイル公爵を訪ねて」というタイトルで、アー

ガイル公爵夫妻の暮らしぶりが写真とともに紹介され、英国フェアの会場でもアーガイル

公爵家の実際の調度品、インヴァラーリィ城と広大な敷地の映像が写された。英国フェア

初日の開場式には公爵夫妻が招かれた。 
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長文で、どんな場所でどんなシチュエーションで紅茶が飲まれるのかイメージが浮かぶよ

うな具体的なものになり、女性雑誌のグラビア写真のように美しくテーブルコーディネー

トされたティーセットのカラー写真が必ず掲載されるようになった267。紅茶のあるライフ

スタイルは、英国フェアにとっても重要なキーワードとなったことがわかる。 

 

第４節 1989 年から 1994 年の英国フェア―「レディ・ブリテン」の継承と新しい価値の創  

 造― 

第１項 「レディ・ブリテン」を意図した展覧会 

阪急百貨店の椙岡俊一会長（任 2007 年４月~2015 年４月）が、「英国フェアは、始まっ

た当初から毎年の開催は意図していたわけではなく、回を重ねる毎にファンが増え、またそ

のお客様の期待に応えるべく新たな価値を創出するという好循環が生まれた」と述べてい

る268。 

このことは、本稿で焦点をあてた転換期の 1988 年から 1995 年にも当てはまる。1988 年に

女性ターゲットの英国フェアを実施したことで、多くの女性を呼び寄せ、その心をつかんだ

のは、第一に魅力あるテーマの展覧会であった。しかし、百貨店である以上、商品を買うと

いう行為をもってその欲求は完成する。しかも英国フェアでしか買えないものがあれば、よ

り一層その価値は高まる。普段の百貨店にないものを手に入れる魅力が、英国フェアのよう

な催事にはある。 

あらためて 1988 年から 1995 年の英国フェアのテーマ（表 11）を並べて見てみよう。 

 

（表 11）英国フェアのテーマ                    1988~1995 年 

開催年 英国フェアのテーマ 

1988 年（第 21 回） 英国の絵本と原画 ファンタジーランドからの贈り物 

1989 年（第 22 回） 英国クリスマス博覧会 

1990 年（第 23 回） 英国花物語（花のある英国刺しゅう展） 

 

267 『朝日新聞』1989 年 11 月９日夕刊別刷４頁、1990 年 11 月８日夕刊別刷４頁、1991

年 11 月７日夕刊別刷３頁、1992 年 11 月５日夕刊別刷４頁、1993 年 11 月４日夕刊別刷

４頁、1994 年 11 月 10 日夕刊、別刷２頁、４頁、いずれも阪急英国フェア広告。 

268 桑原渉『英国フェアの舞台裏』R.S.V.P.､2013 年、207 頁。 
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1991 年（第 24 回） 英国湖水地方の文化展 

1992 年（第 25 回） テムズ川物語 

1993 年（第 26 回） 英国のナイーブアート（バースミュージアムコレクションとヘレン

ブラッドリー展） 

1994 年（第 27 回） ザ・ナショナル トラスト展 

1995 年（第 28 回） 英国紅茶物語 

出所）『朝日新聞』英国フェア（1988~1995 年）に関する広告より筆者作成 

女性ターゲットの継続という観点で、1989 年以降の英国フェアを見ていくと、1989 年の

「英国クリスマス博覧会」の冊子広告「実感劇場」の表紙は、ヴィクトリア朝時代に発行さ

れていた『イラストレイティッド・ロンドン』に掲載されたクリスマスツリーを囲むヴィク

トリア女王一家の絵で、ドイツから来た夫アルバート公によってクリスマスツリーの習慣

が英国にもたらされたというエピソードが掲載されている269。家族みんなで暖かいクリス

マスを祝う喜びが表現されている。英国の歴史の１ページを取り上げているものの、日本で

も馴染みのクリスマスが取り上げられたところが、1970 年代の阪急英国フェアが、産業革

命を取り上げた「ヴィクトリア女王と産業革命展」、英国の海洋進出の歴史を取り上げた「栄

光に満ちた冒険とロマン」、英国を代表する偉人を取り上げた「世紀の宰相チャーチル展」

など英国の歴史上の威光を示すような展覧会とは大きく違うところである。英国大使館主

催での英国フェアとはいえ、英国側が費用提供者に変わったことで、これまでは、英国から

の提案があった展覧会を受け入れ開催するというスタンスが、阪急百貨店が展覧会自体の

企画に関わるようになったことを意味し、「レディ・ブリテン」への変更も、こうしたこと

から可能になったのではないかと考えられる。 

1990 年の「英国花物語 花のある英国刺しゅう展270」では、ヴィクトリアンニードルポ

イント（針編みレース）と英国伝統刺しゅうの 17 世紀のアンティークコレクションから現

代英国刺しゅうの作品まで花をテーマにした展覧会を開催した。レースも刺しゅうも英国

女性が伝統を守ってきた手仕事である。さらに花をテーマにしたことから英国で人気のア

ーティストによるフラワーアレンジメントのコーナーや小花模様のプリントで人気のロー

ラ・アシュレイ（Laura Ashley）のコレクションを取り上げた。1990 年のこの英国フェアは

 

269『朝日新聞』1989 年 11 月９日夕刊、別刷 1-4 頁。 

270『朝日新聞』1990 年 11 月８日夕刊、別刷 1-4 頁、阪急英国フェア広告。 
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UK90 に協賛したものであるが、1990 年は大阪の鶴見緑地で花と緑の国際博覧会（４月１

日～９月 30 日）が開催された年でもあり、花をテーマにしたのは、そうした話題性も考慮

したのではないかと考えられる。次に示すように、1991 年以降のテーマは、英国の美しい

自然とそれを愛する英国の人々の紹介へと広がっていった。 

1991 年「英国湖水地方の文化展」は、詩人ウィリアム・ワーズワース（William Wordsworth）

の故郷として、また、ベアトリクス・ポターの絵本『ピーターラビット』の舞台として知ら

れるようになった湖水地方を特集するものだった271。ベアトリクス・ポターはナショナルト

ラストに貢献したことで知られる人物であり、ナショナルトラストの商品も広告で大きく

取り上げられた。キャッチコピーは「エコロジーと誰もが口にするはるか前から、しっかり

自然とつきあってきた国ビューティフルカントリー、英国です。（原文ママ）」とあり、トー

マス・ゲインズボロ（Thomas Gainsborough）、ジョン・コンスタブル（John Constable）と

いった 18 世紀から 19 世紀にかけて湖水地方を愛した風景画家の水彩画、版画約 80 点を展

示して紹介した272。 

1992 年「テムズ川物語」では、ロンドンミュージアムとロンドントランスポートミュー

ジアムの所蔵品約 80 点を通じて、ロンドンから少し離れれば、美しい自然が多く残る英国

の姿とその自然を大切にする人々の素朴で豊かな生活ぶりが示された273。この展覧会の目

玉は、当時、ケンブリッジ大学ダウニングカレッジの学長だったピーター・マサイアスがキ

ューレーターとして招聘されたことだ。この招聘についての詳細は次の項で述べる。 

1993 年「英国のナイーブアート～バースミュージアムコレクションとヘレン・ブラッド

リー展」の新聞広告には、「かわいい英国がありました。美しいと思ったとき、愛らしいと

思ったとき、いいなと思ったとき、つい口をついて出る。“かわいい”という言葉。英国には。

そんな“かわいい”が、意外なほどいっぱい、いっぱい、ありました。（原文ママ）」と宣伝さ

 

271 1989 年 NHK の番組「世界一愛されたウサギ～イギリス・ピーターラビットの田園」

では湖水地方を取り上げた。宮崎裕二「コンテンツツーリズムにおけるキャラクターを活

用した持続的な観光地づくり―「ピーターラビット」の故郷、湖水地方の事例研究―」

『コンテンツツーリズム学会論文集３』2016 年 3 月 31 日、２-11 頁。「湖水地方に日本か

らの観光客が訪れるようになったのは、1990 年以降のことといわれる」 

272 『朝日新聞』1991 年 11 月 7 日、夕刊、別刷１頁、英国フェア広告。 

273 『朝日新聞』1992 年 11 月 1 日、別刷１頁、英国フェア広告。 
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れ、展覧会では、ナイーブアート274を集めたバースミュージアムの作品とヘレン・ブラッド

リー（Helen Bradley）の素朴な絵画が紹介された275。ヘレン・ブラッドリーは、自分が子ど

もだった頃のことを孫たちに伝えようと 65 歳になってから絵を描き始めたという女性であ

る。彼女の作品は、20 世紀初頭のランカシャー地方の生活や風景が中心となっている276。 

以上、1989 年以降の英国フェアの概要を記した。これらの英国フェアの展覧会では、ヴ

ィクトリア女王、ベアトリクス・ポター、ヘレン・ブラッドリーといった女性が取り上げら

れ、刺繍や花など女性が興味関心をもつテーマが次から次へ設定されたことが特徴であっ

た。英国の生活に根ざした行事や手仕事、それを表現した絵画といった展示を通じて、英国

の人々のライフスタイルを表現した。テレビや出版物などのメディアを通じて人々が注目

し始めた英国、または実際に旅して知っている英国を切り取ってテーマにし、その魅力をさ

らに掘り下げて伝える役割を果たした。 

英国フェアの展覧会については、美しいポスターを作成、新聞広告にはフェアの内容を語

りかけるような語調のキャッチコピーを使用し、興味関心を高める工夫がなされている。 

特に朝日新聞の広告は「実感劇場」とのタイトルで、オールカラー８ページで、表紙とトッ

プページが展覧会の紹介となっている。展覧会で取り上げる作家や事物について、美しい写

真と解説で、女性誌のグラビア記事のように構成されている277。「実感劇場」という阪急百

貨店の広告媒体が女性向けに編集されたものと考えられ、英国フェアについては、美しく魅

力的な英国を紹介することで、多くの女性に百貨店に足を運んでもらおうとの狙いがあっ

たと考えられる。 

1988 年以降、阪急百貨店では、「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ブリテン」

への転換も含めて、もっと大きなねらい、すなわち 1970 年から 1980 年代前半の英国の伝

統、歴史といったテーマから脱却し、毎年の英国フェアを楽しみに待つファンの要望に応え

られる新鮮味のあるテーマを設定することが重要課題であったと考えることができる。実

 

274 正式な美術教育を受けていない人によって制作された独学ゆえの素朴で独創的な絵画

をさす。 

275 『朝日新聞』1993 年 11 月４日、別刷１頁、英国フェア広告。 

276 ４冊の画集のような絵本を出版した。日本では、暮らしの手帖社から３冊が翻訳され

主出版された。『ミスカーターといつもいっしょに』1981 年、『ミスカーターはいつもピン

クの服』1981 年、『お茶においでになった女王さま』1984 年。 

277 女性誌もさまざまだが、ここでは『家庭画報』や『婦人画報』のイメージである。 
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際、英国が推奨してきた世界史の教科書で学ぶような正統派歴史のテーマではなく、企画が

阪急百貨店に任されたことで、英国に関する知識や教養を高めるテーマに変わっていった。

その内容は、より日本の女性が好むものとして練りあげられ、既存の美術館の展覧会とは違

う百貨店として個性的で魅力ある展覧会が開催されたのだった。阪急英国フェアに行けば、

毎年、英国についての新しい情報を発見することができた。 

そして、それが次に述べる新しい価値を生み出すことにつながったのである。 

 

第２項 新しい価値の創造を意図した展覧会―1992 年「テムズ川物語」と 1994 年「ザ・ナ

ショナルトラスト展」― 

1992 年の「テムズ川物語」の企画は、オックスフォード大学に留学し、テムズ川の水運

で論文を書いた浩宮徳仁のことを軸として考えられたという278。英国から徳仁の恩師ピー

ター・マサイアス教授を招待することにしたところ、教授に会うために徳仁が阪急英国フェ

アを訪問することになった。皇太子が阪急英国フェア開催時にやって来たことは、全国紙で

も次のように報道された。「開場式に、18 世紀のテムズ川の水上交通などを研究されている

皇太子さまや、その恩師で英国ケンブリッジ大学ダウニングカレッジ学長のピーター・マサ

イアス（Peter Mathias）らが出席した。マサイアスは、皇太子さまが英国オックスフィード

大学マートンカレッジ留学中に、同大教授で指導教官だった279」 

翌 1993 年、徳仁の誕生日の 2 月 23 日には、徳仁のオックスフォード大学での思い出を

つづった『テムズとともに』という本が学習院教養新書として出版された。さまざまな情報

を駆使してのテーマ設定だったと考えられるが、徳仁が開場式に来たことは、話題性はもち

ろん大いに英国フェアの価値を高めることになった出来事であったに違いない280。 

 

278 石井のインタビューによる。『朝日新聞』1992 年 11 月５日夕刊、別刷 1-4 頁。阪急英

国フェア広告。 

279『朝日新聞』1992 年 11 月６日夕刊、14 頁。 

280 阪急百貨店の元社員山田実に、この時の英国フェアのようすを聞いた。厳重な警備体

制のもと、会場内の社員、出展者全員写真入りの名札をつけ、催事場では内線電話のベル

も鳴らないように注意し、マサイアスの講演を徳仁が聴講したという。徳仁の宿泊は、完

成したばかりのホテル阪急インターナショナル（開業 1992 年 11 月８日）で、ビジターブ

ックの１頁に、徳仁の名前が書かれたということだった。英国フェア「テムズ川物語」は

徳仁の招聘を起点に、綿密に計画されていたといってよいだろう。 
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新しい価値の創造ということで、重要なのは 1994 年の「ザ・ナショナルトラスト展281」

である。ナショナルトラストとは、1895 年、英国で、弁護士のロバート・ハンター（Robert 

Hunter）、社会事業家で婦人運動家のオクタビア・ヒル（Octavia Hill）、牧師のハードウィ

ック・ロンスリー（Hardwicke Rawnsley ）の３人によって設立された民間の環境保護団体

である。国民のために、国民自身の手で価値ある美しい自然と歴史的建造物を寄贈、遺贈、

買取りなどで入手し、保護管理し公開するものである282。 

阪急百貨店が、英国のナショナルトラストに関心をもった最初のきっかけは、英国ロンド

ン駐在員だった石井直樹が、1981 年秋にナショナルトラストのプロパティのひとつである

ロンドン郊外のオスタリーパークに、英国の友人に誘われ同行したことにあった。ちょうど

その頃、日本でも環境問題に関心が高まっていたこともあり、石井はナショナルトラストに

関心を持ち、その事業を阪急百貨店に導入することはできないものかと考えたのだった283。

その後、ナショナルトラストの活動理念に賛同した阪急百貨店は、その事業部門を担う英国

ザ・ナショナルトラスト・エンタープライズ284との独占契約を行い、N.T.E.ジャパンクラブ

285を設立した。1992 年には神戸阪急の新装開店時に、日本初の「ザ・ナショナルトラスト・

コレクションズハウス」を設置し、翌 1993 年には、梅田本店にも「ザ・ナショナルトラス

ト ギフトショップ」を設置し、オリジナル商品やライセンス商品を販売することになった

286。 

英国フェアで、ナショナルトラストの紹介が行われたのは、それより早く 1987 年の「イ

ンヴァラーリィ城展」の商品展で「ナショナルトラストショップ」を設け、ナショナルトラ

ストの商品を販売した。これは設置された５つのショップのひとつで、広告で「オリジナル

 

281 『朝日新聞』1994 年 11 月 10 日夕刊、別刷 1-4 頁、英国フェア広告。 

282 木原啓吉『ナショナルトラスト』三省堂、1998 年。36 頁。 

283 石井のインタビューによる。石井は、ナショナルトラストの導入に関して、英国フェ

アをインキュベーターとして新しいモノを誘致し、阪急の姿勢を示したかったと言った。 

284 英国のザ・ナショナルトラストは個人の会費や寄付だけでは賄いきれない費用をサポ

ートするためにナショナルトラストエンタープライズ（N.T.E）を立ち上げ、商品を販売

することにした。 

285 50 年史編集委員会、前掲書、313 頁。N.T.E.ジャパンクラブとは、日本におけるザ・

ナショナルトラスト商品の生産と販売を通じて、英国ナショナルトラストの理念に基づい

た環境貢献活動に寄与することを意図し、阪急百貨店の主導のもとに参集した企業集団。 

286 50 年史編集委員会、前掲書、311-313 頁。 
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グッズを集めて紹介」と取り上げられている287。1989 年の「英国クリスマス博覧会」では、

ナショナルトラストのティーポットなど紅茶関連商品やキッチングッズが写真入りで掲載

されており、次のようなナショナルトラストの説明もなされている。 

 

1895 年にスタートしたナショナルトラストは会員の寄付で運営される英国最大の環 

境保護団体。200 件以上の建物や庭園、森林、海岸などが、その手で破壊の危機から 

救われました。オリジナルグッズをロンドンから直輸入288。 

 

以降の英国フェアでも、引き続き上記のようなナショナルトラストの活動紹介が行われた。 

ナショナルトラストは、自然の残る海岸地帯や田園地帯を開発しようとする経済優先策に

真っ向から対立するものであった。背景には先に述べた英国の人々の大切にするライフス

タイルがあったと考えられる。 

1994 年には満を持して、「ザ・ナショナルトラスト展」が開催されたのである。1994 年

は英国でナショナルトラスト運動が始まって 100 周年という節目の年の前年であった。 

この英国フェアの展覧会では、ナショナルトラストの数あるプロパティから、日本での知

名度が高い人物に関連した４つのプロパティ289が紹介された。その中には湖水地方のヒル

トップというベアトリクス・ポターの寄贈した湖水地方にある農場からの出品 23 点もあり、

全体では 120 点の写真や文化財が展示された。すでに日本では、湖水地方やベアトリクス・

ポターの『ピーターラビット』290の認知度は高まっており、多くの人が関心をもったと考え

られる。 

 

287『朝日新聞』1987 年 11 月 5 日朝刊、27 頁。 

288『朝日新聞』1989 年 11 月 9 日夕刊、別刷４頁、英国フェア広告。 

289ウィンストン・チャーチルが 1922 年に購入したカントリーハウスのチャートウェル

（ケント州）、明仁が皇太子時代に訪問したクラッグサイド（ノーサンバーランド州）、ベ

アトリクス・ポターが住んでいたヒルトップコテッジ（湖水地方 カンブリア州）、ラディ

ヤード・キプリングが 1902 年に購入したカントリーハウスのベイトマンズ（イーストサ

セックス州）の４つのプロパティである。 

290 絵本の『ピーターラビットシリーズ』は 1971 年に福音館書店から出版されている。

1980 年から 90 年代にはキューピーマヨネーズのキャラクター、1988 年からは三菱信託銀

行のイメージキャラクター、図書カードの図柄にも使われた。また、ウェッジウッドから

はピーターラビットシリーズのベビー食器やティーセットも発売されていた。 
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トラスト運動そのものが、英国の人々のライフスタイルを反映したものであり、ナショナ

ルトラスト商品には、環境に配慮したさまざまな商品があった。そのなかにはティーカップ

やポットなど紅茶に関連した商品もあった。展覧会のテーマが商品展の商品に反映され、展

覧会と商品展の融合がはかられる英国フェアとなった。英国ザ・ナショナルトラストとの提

携は、ナショナルトラストの商品を販売することで、英国のザ・ナショナルトラストの活動

を広く伝えるだけではなく、社団法人日本ナショナルトラスト協会と連携することで活動

の幅を広げ291、阪急の企業価値を高めるものであった。 

 こうした阪急のステイタス向上や企業価値を高めるような英国フェアは、先に述べた個

性的で魅力ある「レディ・ブリテン」時代の英国フェアの一貫であり、こうした毎年の英国

フェアの積み重ねの上に「英国紅茶物語」が登場する。 

 

第５節 紅茶が主役となった 1995 年「英国紅茶物語」 

第１項 紅茶が主役となる過程 ―店内ティールームの設置と阪急による紅茶の製作― 

これまで見てきたように、1988 年のフェア以降は、魅力ある内容の展覧会が開催され、

阪急英国フェアの注目度も高まったのではないかと察せられる。一方、大商品展の広告から

は、愛らしい小物類に加え、紅茶がクローズアップされるようになったことがわかる。とは

いえ、モルトウィスキーなどは相変わらず広告に登場していた。 

大きな変化は、英国フェア会場内で、ティールームが設置されるようにとなったことだ。

英国フェアのイートインコーナーとしては、広告で見る限り 1970 年より 1974 年まで     

は連続してパブであった。また、1985 年にはキングスランド・バー、1986 年にはロンドン

にあるパブのザ・シャーロック・ホームズの再現、1987 年には、「インヴァラーリィ城展」

で、スコットランドのアーガイル公爵を取り上げたことから、スコッチウィスキーのパブが

設置された292という単発的なこともあった。しかし、1988 年以降に目を向けると 1991 年

にはウェッジウッドティーサロン、1992 年がロイヤルドルトンティーサロン、1993 年ティ

ーガーデンロイヤルドルトンが設置された。 

こうした英国フェアの動きと並行するように、三越と同様に阪急百貨店でも、1992 年に

 

291 50 年史編集委員会、前掲書、313 頁。石井直樹のインタビューによると人材育成の視

点から英国へのボランティア派遣を実施し、講演会を開催した。 

292 アーガイル公爵ブランドのスコッチウィスキーがあった。 
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３階婦人服売場に喫茶ティーハウスアールグレイが設けられることになる。企画は、1988

年の英国フェアにおいて、シュガークラフト製作で貢献した（株）テーブルアート代表の阪

口恵子に委ねられた。以下、阪口にインタビューで聞いた内容をまとめると次のようになる

293。 

ティールームは、黒を基調としたシックな設えにし、ティーセットは英国で最も古い高級

ブランドのロイヤルクラウンダービー294のロイヤルアントワネット295を使いたいと申し出

たところ、快諾された。当時 1 客 20,000 円という高級なティーカップを使用したこの喫茶

のコンセプトは「優雅」だった。百貨店側の考えには「婦人服売場にやって来た女性たちに、

ラグジュアリーなスペースで寛いでもらい、買うか買うまいか迷っていた洋服を買う決心

をしてもらう」という目的もあったと阪口は笑って話した。 

以前、阪口は阪急百貨店での展示をしていた時に、ロイヤルドルトンのスチュアート・ラ

イアン（ Stuart Lyons）会長にそのセンスと技術を見込まれ、その後、英国で面会すること

になる。1980 年代後半からロイヤルドルトンの製品の輸入に関わるようになり、1990 年の

英国におけるジャパンフェスティバルの企画演出、総合プロデュースをするなど、英国ロイ

ヤルドルトン社との多くの仕事を手がけ、信頼関係を深めていた。そうしたことから阪急百

貨店とロイヤルドルトン社の交渉においても大きな役割を果たすことになる。1991 年に英

国陶磁器メーカーのウェッジウッドが紅茶を発売し、阪急英国フェアでもいち早く販売し

好評を得ていた。阪急百貨店の福光尚次社長（任 1988 年 6 月~1994 年 6 月）は、「ウェッ

ジウッドの紅茶があって、ロイヤルドルトンの紅茶がないのはおかしいと思わないか」と切

り出し、ロイヤルドルトンの会長が来日した時に、面会する機会を作ってほしいと阪口に告

げ、面会が実現したということだ。その場でロイヤルドルトン紅茶が作られることも決まっ

たという。紅茶が OEM で作られることはよくあることだが、この時、ロイヤルドルトンの

紅茶を作ることになったのは、阪急の関連会社である共栄製茶であったのだった。英国の紅

茶会社に依頼すると思っていた阪口は大変驚いたということであったが、この紅茶は大変

 

293 阪口恵子のインタビューは、2021 年５月 12 日、豊中市の（株）テーブルアートのス

タジオで行った。 

294 ロイヤルクラウンダービーは、老舗ブランドは王室御用達の中でも最も格式のあるブ

ランドで、当時はロイヤルドルトン傘下だった。現在は、英国貴族が買い戻し、独立のブ

ランドとなっている。 

295 エリザベス女王がウィンザー城の食卓で使用しているということで知られている。 
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よく売れたということだった。 

このロイヤルドルトン紅茶の商品化は、まず、英国フェアなど阪急百貨店での販売を目指 

したようだ。1992 年４月、共栄製茶の木原修296は、ロイヤルドルトンのブランド紅茶の開

発に携わり、10 月には商品化した。11 月の英国フェアでは、イートインコーナーとしてロ

イヤルドルトンティーサロンが設置され、ティー&トライフルセット297が提供された。商品

展では、ロイヤルドルトン紅茶のオリジナルブレンドティーとセイロンティーが販売され

たことが広告からわかる298。催事で販売することで、広く商品の良さを知ってもらい、その

後、百貨店のグローサリーで購入してもらうというのが、百貨店催事で販売する利点である

299。テレビや雑誌での宣伝費用をかけることなく英国好き、紅茶好きが集まる英国フェアで

紹介するのは、実に効果的な方法といえる。ロイヤルドルトン紅茶は 1992 年以降の英国フ

ェアでも販売された。 

また、1992 年 10 月１日に、神戸ハーバーランドに新装開店した神戸阪急にロイヤルドル

トンティールームが設置され、そこでも提供されるようになった。神戸阪急の開店記念とし

て、1993 年 2 月には、ロイヤルドルトンドットウェル主催、神戸阪急と共栄製茶の協賛、

学研の女性雑誌『ラセーヌ』の協力で、阪口が英国風アフタヌーンティーのテーブルを再現

したロイヤルドルトンティーパーティが開かれている300。『ラセーヌ』の抽選で当たった 10

組 20 名の読者を含む 80 名の客が、２回に分かれて、阪口の本格的なアフタヌーンティー

の楽しみ方の講演の後、お茶とお菓子を楽しんだ。 

 

296 「活躍するティーインストラクターvol.07」https://www.tea-inst.jp/instructor/07.html 

木原修は 1992 年４月 日本紅茶協会のティーインストラクター養成研修参加と英国陶器

会社ロイヤルドルトン社とブランド紅茶を開発した事で、本当の紅茶を知ることになった

と述べている。 

297 トライフルは、英国の伝統的なプディングのひとつである。シェリーや白ワインをし

みこませたスポンジケーキ、カスタード、フルーツやジャム、生クリームを重ねたもので

ある。羽根則子『増補改訂 イギリス菓子図鑑』誠文堂新光社、2019 年、261-262 頁。 

298 『朝日新聞』1992 年 11 月５日朝刊、別刷１頁、阪急英国フェア広告。 

299 片岡物産の金谷のメールインタビューによる。 

300 阪口恵子保管資料、雑誌『ラセーヌ』1993 年３月号、記事切り抜き、「森瑤子さん、阪

口恵子さんをかこんで」この催しは、２月 17 日、神戸阪急開店記念として開催されたと

書かれている。 

https://www.tea-inst.jp/instructor/07.html
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さらに、ロイヤルドルトン紅茶は、５階リビングフロアのロイヤルドルトンショップ301で

も販売された。そして、共栄製茶から全国へ販売されたのである。 

阪急と英国ロイヤルドルトンとの関係は、このブランド紅茶製作によってより強固なも

のとなったと考えられる。このような背景から「英国紅茶物語」のテーマは設定されたと察

する。では次に、具体的な内容を見ていきたい。 

 

第２項 「英国紅茶物語」の展覧会―ヴィクトリア時代のアフタヌーンティーと魅惑のティ

ーカップ― 

はじめに、1995 年の英国フェア

のポスターを見てみよう。（図 13）

ポスター右側の写真は、英国の現

存する貴族の館ウォーバンアビー

のブルードローイングルームであ

る。1995 年当時、この写真をみて、

アフタヌーンティー発祥の地であ

るとわかった人は、まだ少なかっ

たかも知れない。キャッチコピー

には、「華やかなヴィクトリア朝

（図 13） 1995 年 阪急英国フェアポスター     時代の優雅を極めた貴族階級のア

フタヌーンティー風景を再現」とある。ポスターのまわりには、美しいティーカップがぐる

りと配置され、何とも楽しいデザインである。筆者はイラストだと思い込んでいたが、豊中

の（株）テーブルアートのスタジオで、阪口恵子から、1995 年のフェアのため英国のロイ

ヤルドルトン社から届いた展示カタログ３冊（ロイヤルドルトン、ロイヤルクラウンダービ

ー302、ミントン）の約 400 点に及ぶティーカップを見せてもらった時、展示されたティー

カップの写真であることがわかった。展示カタログには１点ずつに名称、年代、保険金額が

 

301 このショップでは、テーブルウェア、その他の王室御用達の品、ロイヤルドルトンテ

ィー、ロイヤルドルトンコーヒー、ロイヤルドルトンジャムも共栄製茶より発売された。 

302 1750 年、イングランド中部に位置するダービーで創業。1775 年にはジョージ３世が

「クラウン」の名を、1890 年にはヴィクトリア女王が「ロイヤル」の名を与えた。製品に

は１点ずつ、製造年と絵柄番号、責任者のイニシャルが記されている。 
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掲載されており、それぞれのミュージアムが、百貨店の英国フェアにこれだけの量のティー

カップを提供したことに、双方の展覧会にかける思いが見られた。当時、ロイヤルクラウン

ダービーもミントンもロイヤルドルトン傘下に入っていたのである。展示品は 1800 年代か

ら 1900 年初頭のものが中心であるが、1960 年代のものも含まれており、ポスターのコピ

ーどおり「18 世紀から 20 世紀の貴重なティーカップやポット約 400 点の展示」から英国

ティーカップのデザインの変遷を概観できる展覧会であった。 

この頃の英国フェアの準備には２年を要したそうで、阪口自身が、英国のロンドンから北

へ 70 ㎞にあるウォーバンアビーを訪れ、実際のブルードローイングルーム303と 1840 年に

アフタヌーンティーを始めた頃のアンナ・マリア・ベッドフォード公爵（Anna Maria,7th 

Duchess of Bedford）の肖像画を

英国フェアで展示するために撮

影した。その際、現在の公爵とお

茶を共にしながら、代々の公爵

家の人々についての話を聞いた

そうだ。こうして、英国フェアの

会場に再現されたのが（写真 7）

で、「ヴィクトリア時代のアフタ

ヌーンティー」として展示され

た。右側にはブルードローイン 

（写真７）ブルードローイングルームの再現      グルームを映写し、左の壁には入  

  出所）阪口恵子より提供           手した写真によって複製画が作成 

  され掛けられた。 

阪口が保存していた 1995 年の「英国紅茶物語」の企画書を確認させてもらったところ、

英国フェアの展開について 

1.華やかな英国紅茶文化 

2.英国紅茶文化発展の歴史 

 

303 ドローイングルームというのは、客間、応接間のことだが、英国では、紅茶は食事と

一線を画しているため、ディナーの後で、女性が休憩する部屋（紅茶と歓談で）を意味す

る。 
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3.紅茶研究 

4.紅茶に関する情報あれこれ 

というタイトルのもとに内容が簡潔に示されていた。このほか保管されていた当時の写真

やパネルからも、さまざまな紅茶関連情報を発信していたことが読み取れる。UK ティーカ

ウンシル304代表も阪急英国フェアへメッセージを寄せ、その活動、推薦する英国のティーシ

ョップをパネルで紹介している。展覧会のメインとなる「英国紅茶の歴史」の解説パネルを

監修したのは、当時の日本紅茶協会理事で紅茶研究家として知られた荒木安正だった。荒木

は阪口と協力しながら、一般に美術館で展示されているのと同じ方法で「ヴィクトリア時代

以前」「ヴィクトリア時代」｢18 世紀初め、上流階級のお茶の時間風景｣といった時代とテー

マに合わせて解説の書かれたパネルを作成し展示した。 

陶磁器コレクションの展示（写真 8）は、約 400 点の陶磁器を前ヴィクトリア朝時代から

1960 年代までを年代別に、さらにアールヌーボー、アールデコといった様式別に分類して

展示した。陶磁器の他、紅茶を楽しむ人々を描いた絵画や紅茶の宣伝画も展示された。また、

展示に合わせて、３つのテーマ「前

ヴィクトリア時代のティータイム」

（1750~1830 年頃）「エドワード朝

のティータイム」（1901 年~1910 年

頃）「アールデコスタイルのティー

タイム」（1920 年~1940 年頃）の展

示ケースが設置された。 

 

（写真８） 陶磁器展示スペース 

出所）阪口恵子より提供 

 

304 UK ティーカウンシルとは、1965 年に設立された英国国内での紅茶の消費促進、啓蒙

活動、教育活動をおこなっていた法人組織。 
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（写真 9）は、英国で製作されたと

いうその展示ケースの一例で、「エ

ドワード朝のティータイム」であ

る。エドワード朝時代（1901 年～

1910 年）のロイヤルドルトンのテ

ィーセットでテーブルコーディネ

ートし、やはり同時代の家具や額

などの調度品を配し、女性の服装

も当時のファッションで、ティー

（写真９）エドワード時代のティータイム       タイムの様子がひと目でわかるよ 

 出所）阪口恵子より提供                        うに工夫されていた。こうした具体

的な展示は、先に述べた時代毎の陶磁器の様式の違いを理解するのに効果的だった。 

 

第３項 紅茶のプロモーション ―講演、ティーブティック、ティールーム、新作紅茶― 

阪口保管資料の 3 および 4 にあった紅茶研究と紅茶の情報として、紅茶の起源、紅茶の

製造過程、生産地が紹介され、茶葉の現物も展示された。（写真 10）は、会場内に設置され

た紅茶のレクチャールームである。テーブル上に、テイスティングカップや茶缶が並べられ、

本格的な紅茶のレクチャーが行われたことがわかる。 

講師陣 4 名はいずれも英国

からの一流の講師が招請され

ている。まず、紅茶のブレンド

の実演とおいしい紅茶の作り

方のレクチャーは、長年ティ

ーテイスター、ティーブレン

ダーとして活躍の後、UK ティ

ーカウンシルの技術顧問をし

ているウィリアム・エッジ 

 （写真 10）ティーレクチャーの会場         (William Edge)であった。次に    

   出所）阪口恵子より提供                       ロイヤルドルトングループの

ミントンミュージアム館長で、陶磁器の研究家でコレクターのジョーン・ジョーンズ(Joan 
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Jones)は「英国紅茶文化の発展と茶器の変遷」の講演、3 人目は、伝統的なティータイムと

器の研究家ヘレン・ウォーカー(Helen Walker)で、紅茶をおいしくいただくためのテーブル

マナーの話をした。 

最後のひとりが、紅茶の歴史を“The History of Tea Drinking in Britain”と題して講演を

行ったジェーン・ペティグリュー（Jane Pettigrew）である。当時はティーインターナショ

ナルマガジン編集長の肩書で招請された彼女だが、現在は英国で最も有名な紅茶研究家と

して知られるようになり、UK ティーアカデミー305を主宰している。ペティグリューにメー

ルで、英国フェアに招聘された経緯、レクチャーの内容、参加者、90 年代と現在の日本人

の紅茶に対する姿勢の違い、阪急英国フェアの印象について尋ねた。彼女より 2021 年６月

５日に返信されたメールを次に示す。 

 

英国フェアの招請への交渉は、直接、阪急の人がロンドンの店（ティールーム）に来 

  ました。私の講義では、17 世紀半ばから 20 世紀までの英国紅茶の歴史を話しました。  

  講義の聴衆はほとんど女性でしたが、全員ということはありませんでした。彼らは本当  

  に講義の内容に興味を持っていて、講義の後、何人かは質問をしたり、写真を撮ったり 

  するために残っていました。英国からの講演者による講演はすべて、多くの関心を呼ん 

  だと思います。90 年代には、多くの日本人が英国のお茶の歴史や儀式を理解したいと 

  思っていたと思います。今日、おそらく彼らはお茶のより広い側面に興味を持っていま 

す。製造、さまざまなお茶の産地、味など。そして、私が会う日本の人々は、現在の英 

国での紅茶の傾向、英国の人々が飲んでいるもの、なぜ以前とパターンが変わったのか、 

そして、今のアフタヌーンティーがどのようなものかを知りたがっています。 

   阪急英国フェアは非常によく組織されていました。阪急うめだ本店の 7 階が通常の 

 小売スペースから美術館、講義室、カウンター、英国のすべての商品を展示・販売する 

コーナーに変わったのを目の当たりにしたことを覚えています。それはすべて驚くほ 

ど速くそしてとても効率的に行われました。フェアはとても忙しく、毎朝、開店すると 

同時に来店者が殺到し、講義、イベントなどすべてに、本当に多くの人が参加していま 

した。阪急はまた、別の英国人のグループを招請していて、英国のライフスタイルにつ  

 

305 2016 年にロンドンで発足した紅茶に限らず世界の茶類に関わるティープロフェッショ

ナル育成のための資格認定プログラムを提供する英国で唯一の機関。 
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  いての話とさまざまな実演がありました。それから、私はロイヤルドルトンとミントン 

の陶器会社からの多くの人々が来ていたことを覚えています。また、阪急百貨店は、私 

たち英国から招聘された人達をとても楽しませてくれて世話もしてくれました。近く 

のレストランや歴史的な場所に連れて行ってくれました。フェアが大変うまく組織さ

れていることに、私たち誰もが本当に感銘を受けました。 

日本人がなぜ英国の紅茶文化に興味があるかを考えると、紅茶そのものに最も興味

があるようです。日本人を含め世界中の人たちが、本場英国での紅茶の飲み方や淹れ方

に興味関心を持っていると思います。英国にはたくさんの魅力があり、世界中から歴史

的建造物、宮殿、庭園、ティールームを見るために訪問者が訪れます。もちろん、誰も

が「アフタヌーンティー」に行きたがっています。興味を持っているのは日本人だけで

はないと思います。ここロンドンと英国には、日本人と同じようにお茶を愛する北米か

らの訪問者もたくさん来ます。（筆者翻訳） 

 

ペティグリューのメールから、フェアでの紅茶に関する講義は、どの講義にもたくさんの

客が参加し熱心に受講していたことがわかる。さらに、当時の受講者は、茶の歴史や儀式に

ついて学ぶことに熱心であり、その後、日本人の茶について知りたい傾向は変わってきたこ

とが指摘されている。また、お茶に興味のある人は、英国のライフスタイルや英国の事物に

興味があるという指摘は興味深い。さらにペティグリューから見ても、ロイヤルドルトング

ループの存在感が大きく印象に残っていることがわかる。 

次にイートインのティールー

ムを見てみよう。1 日 1 回、30 名

限定で、アフタヌーンティーパー

ティが実施された。その中で、阪

口は「アフタヌーンティーについ

てのあれこれ」として、アフタヌ

ーンティーの由来、紅茶に合うメ

ニューやテーブルセッティング

の方法などティーパーティーの

（写真 11）ティールームでの講演する阪口恵子     開き方についての約 20 分の講演 

  出所）阪口恵子より                 提供を行った。（写真 11）は、紅
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茶を保管し、2 種類の紅茶をブレンドすることもできるティーキャディの説明をしていると

ころである。紅茶について詳しい解説がなされたようだ。右の女性は、英国式のエプロンを

着用したティーレディの服装で、このティールームでは、彼女らがティーポットでサービス

を行った。ティーポットは普通サイズでは大きくて使いにくいことから、ロイヤルドルトン

に小さいサイズを特別に作ってもらったということだった306。 

英国フェアの新聞広告で、このティールームのことは、ティーセットとスリーティアーズ

307の大きな写真に「英国紅茶物語のあとは、ティーブレイク、ロイヤルドルトン ソールズ

ベリーのティーカップで、香り高い紅茶をどうぞ ティーセット（ミルクティーと英国風洋

梨のタルト、700 円）」というコピーが添えられている308。写真に写し出されたソールズベ

リーのティーポットの大きく独特のカーブを持つフォルムとスリーティアーズがアフタヌ

ーンティーの優雅なイメージと直結する。 

 商品展の広告には、紅茶が主役となった英国フェアならではの企画がある。出展した紅茶

ブランドがティーブティックという形式で販売されたことである。4 つの紅茶ブランド、ウ

ェッジウッド、フォトナム&メイソン、ロイヤルドルトン、ベノアである。うち２つが、こ

のフェアのためにオリジナル商品を作った。ウェッジウッドは、6 種類のオリジナルアソー

トティーを販売した。ロイヤルドルトン紅茶は、先に述べたように 1992 年に阪急の関連会

社の共栄製茶がロイヤルドルトンと提携して作った紅茶であり、その年の英国フェアから

ずっと販売されてきた。この「英国紅茶物語」という英国フェアでは、アフタヌーンティー

を始めたベッドフォード公爵夫人をイメージしたオリジナルブレンド紅茶レディ・ベッド

フォードアフタヌーンティーブレンドの販売となった。ブティック形式にしたことで、それ

ぞれの紅茶ブランドの特色が明確になったこと、ブランド間で競争が生じ、独自の工夫が見

られるなど販売面での効果があった。客は専門の販売員から、各ブランド紅茶の説明を聞け

るようになり、自分の好みに合った紅茶を選べるようになったのである。現在の阪急英国フ

ェアでは、ティーブティックという呼び方はされていないが、ブランド毎に紅茶を販売する

方法は踏襲されており、試飲がふんだんに出来ることで、紅茶を選びやすくなっている。ま

た、各紅茶ブランドの阪急英国フェア限定キャディーや日本初登場ブレンドなどは、今も続

 

306 阪口のインタビューによる。 

307 三段スタンドのこと。縦に三枚の皿がセットできるため、給仕の手間を省き、狭いテ

ーブルでも使える利点がある。 

308 『朝日新聞』1995 年 11 月７日夕刊、別刷１頁、阪急英国フェア広告。 
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いており、紅茶販売において効果的な方法がこの 1995 年の英国フェアで生まれたのである。 

このほか、名門窯の陶磁器の実演販売が行われた。広告には、実演者の写真と名前も掲載

されている。ロイヤルドルトンはハンドペイント、スポードは銅版転写309、ウェッジウッド

はジャスパーウェア310に見られるレリーフ技法と三者三様の得意分野の披露がなされた。

こうした実演は阪急英国フェアでは 1985 年より続いており、製作過程を見せることで、技

術の高さや商品の価値を伝えている。 

陶磁器の販売では、ロイヤルドルトン、ミントン、ロイヤルクラウンダービーからは「英

国紅茶物語」にふさわしい特別コレクションが用意され、スポードからはエドワード朝時代

の手彫りの銅版転写からの復元品、ウェッジウッドからは、創立者のジョサイア・ウェッジ

ウッド（Josiah Wedgwood）没後 200 年ということで、記念コレクションからの復刻シリー

ズが販売された。 

 ナショナルトラストからも「気持ちのいい日はお庭で」とのキャッチコピーで、ティーセ

ットが販売された。そのほかバーミンガムのトレードフェアで、買い付けたティーセットや

雑貨類が販売された。高級品から手頃な価格のものを一堂に集めて販売できるのも英国フ

ェアの商品展ならではの強みである。そして 1995 年の「英国紅茶物語」は展覧会と商品展

が融合された英国フェアだったといえる。 

この 1995 年の阪急英国フェア「英国紅茶物語」の企画は、反響が大きかったようで、阪

口恵子と荒木安正は、1998 年に東京で開催された英国政府主催の UK98 の「大英国展～大

英科学博物展とライフスタイル展」（7 月 22 日～８月 30 日、主催：読売新聞社、NHK、英

国大使館、ブリティッシュ・カウンシル）で、阪急英国フェアと同様のヴィクトリア朝時代

の部屋での実物展示によるティータイムの再現、セミナー講師などを依頼された。阪口の

「英国ライフスタイルとアフタヌーンティー その華麗なる背景」には、開講された 23 講

座の中で最も多くの聴講者（全講座聴講数 2376 名中 189 名）311を集めたため、阪口はこの

 

309 銅版転写とは、銅板に彫った図案を転写紙に印刷し、一点ずつ手作業で陶器の表面に

貼りつけていく技法。 

310 ジャスパーウェアとはジョサイア・ウェッジウッドが発明した、古代ローマのカメオ

彫刻の技法にルーツを持つ美しい色合いと優美な文様が特徴のストーンウェア（炻器）。 

311 出口保夫の「英国紅茶への招待」140 名、荒木安正「紅茶の歴史/文化について」138

名、ジョーン・ジョーンズ「茶器の歴史」138 名など紅茶関係の講座に人気が集まった。 
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セミナーでの体験から、アフタヌーンティーついて知りたい人がこんなに多いのかと驚い

たという312。 

さらに同年、東京の東急本店では、UK98 に協賛し、東急英国祭を開催した313。阪急の「英

国紅茶物語」と同じ趣向で、ロイヤルドルトングループの陶磁器を展示する展覧会「英国陶

磁の名品展〈ヴィクトリア朝からアール・デコまで〉」が、毎日新聞社の主催、特別協力の

ひとつがロイヤルドルトンで、入場料は一般 800 円であった。展示数は 180 点で、阪急と

の一番の違いは、テーマに掲げられたとおり大型の飾壺や皿などの名品の展示があったこ

とだ。その技巧の素晴らしさ、装飾の美しさが際立ち、目をひく展示である。同時開催とし

て「「ロイヤルドルトン」で楽しむ紅茶とうつわフェア」が入場無料の展示即売会、イベン

トとして紅茶の入れ方教室、英国菓子スコーンの実演販売が行われた。ロイヤルドルトンの

協力なしではできないこの展覧会開催には、1995 年の阪急英国フェアの成功と紅茶人気の

高まりが影響したと考えられる。 

 

第 6 節 「レディ・ブリテン」の継承と紅茶 

第１項 1996 年から 1998 年の英国フェア―展覧会と商品展の融合― 

阪急英国フェアでは「英国紅茶物語」の後も「レディ・ブリテン」というコンセプトが 1996

年以降も継承されたことは、島永の論文での販売促進部の担当者 T 氏の「英国フェアで紅

茶をテーマにしたとき、英国での古いティーカップなどを借りて展示していましたが、そこ

に紅茶に関連するライフスタイルを、たとえば、アフタヌーンティーやティーセレモニーな

どを開催することによって、顧客がそこから急速に増えるようになりました。その後、英国

フェアではニットの話やガーデンの話などのように本当に婦人が興味を示すような催しを

 

「実施報告書“Great Britain Inspirations”大英国展」読売新聞社 英国祭 98 事務局、1998

年。 

312 阪口のインタビューによる。 

313 東急英国祭の「英国陶磁器名品展」と阪急の「英国紅茶物語」を比較すると、阪急の

1995 年の展覧会がそのテーマのとおり、ロイヤルドルトン、ロイヤルクラウンダービー、

ミントンという陶磁器メーカーの枠組みを越えて、紅茶と紅茶を飲むためのティーカッ

プ、ティーポットに特化した展覧会であったことがより一層明確になった。 

隣接する東急東横店では、渋谷英国祭としてテーマ「伝統と発見 英国 英国マーケッ

ト」（４月 29 日～５月 6 日）を開催した。東急百貨店 1998 年英国祭パンフレット。 
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続けてきました314」という発言からわかる。 

この項では、その具体的な内容を新聞広告「実感劇場」から読み取り、第１にレディ・ブ

リテンの継承、第２に 1995 年での成果である展覧会と商品展の融合、第 3 に体験型の催事

が行われたかを検証する。 

1996 年の英国フェアは「英国素敵なニット展」では、「ニットの国でふれてみる。」のキ

ャッチコピーで、続いて「千年におよぶ英国のウールヒストリー。そのなかでさまざまな物

語とともに生まれたニットが、今回の主役です。」と説明文が続いている315。中心となった

のは、シェトランド諸島の伝統的なセーターで、1860 年代から 1950 年代のオールドシェ

トランドコレクションのニット 50 点とフィッシャーマンセーターの元祖といわれるガンジ

ーセーターのミニチュアコレクションが展示された。さらに、こうした伝統的なものに加え、

色の魔術師ケイフ・ファセット（Kaffe Fassett）316のニット作品が展示された。商品展では

毛糸から阪急がダイレクトインポートセーターの数々が並んだ。そして「英国ニットに関す

るレクチャーも毎日開催」として、ケイフ・ファセットの他、英国からの編物研究家、シェ

トランドミュージアムのキューレーター、タータン研究家の４人が招聘され、レクチャーを

行った317。 

1997 年は、英国の人々の生活の一部ともいえる庭318をテーマとして「憧れの英国庭園物

語」を開催した。ちょうど日本のガーデニングブーム319がピークを迎えた時で、絶妙のタイ

 

314 島永嵩子、前掲書、48 頁。 

315 『朝日新聞』1996 年 11 月５日夕刊、別刷１頁。 

316 ロンドンで画家として活躍していたが、スコットランドの織物工場で毛糸に魅了され

たのをきっかけにニットの世界に入り、その後ニードルポイントやパッチワークの分野で

も活躍し、装飾アートの第一人者といわれる。ロンドンのヴィクトリア＆アルバート博物

館での個展をはじめ世界各地での展示・講演をおこなった。阪急英国フェアでは、オリジ

ナルのセーターだけではなく、自らセッティングしたルームコーディネートが紹介され

た。 

317 『朝日新聞』、同上、別刷２頁。 

318 世界的に有名なチェルシーフラワーショーが毎年５月に開催されている。また、イエ

ローブックというイングランドとウェールズの選りすぐりの庭が紹介される本が毎年３月

に発行され、自分の庭園をオープンする人や、個人の庭園をめぐる人が多く存在する。ま

た、ナショナルトラスト所有の庭園も人気である。 

319 ガーデニングブームのピークは 1997 年である。 
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ミングで開催されたことになる。この展覧会では、英国の著名ガーデンデザイナーがローズ

ガーデンやハーブガーデンなど４つのイングリッシュガーデンをデザインし、催事場を彩

った。また、日本のガーデニング雑誌『ビズ』320で人気の英国のガーデンフォトグラファー

の第一人者のアンドリュー・ローソン（Andrew Lawson）の世界と題して、作品 50 点が展

示された。英国ガーデン史の変遷を英国自然史博物館のボタニカルアート（17 世紀～19 世

紀）やパネルで紹介された。「英国屈指の講師陣をお招きし特別レクチャー」と広告に記載

され、５人の専門家によるレクチャーが毎日開催された。商品展では、「庭・花・植物を愛

する人のためのグッズ」として、バラの花をモチーフに集めたショップやガーデングッズを

取り揃えたショップ、そしてザ・ナショナルトラストのショップなど７つのショップ321が催

事場に設置された322。 

1998 年のテーマは「英国の素敵なドールズハウス展」だった323。ドールズハウスといえ

ば、中世ドイツのものが有名であるが、英国フェアで紹介されたモダンドールズハウスの分

野は、20 世紀の初めに、ジョージ５世の妻メアリ王妃がミニチュアに心酔していたことに

端を発する324。 

英国モダンドールズハウス界の第１人者であるキャロライン・ハミルトン(Caroline 

Hamilton)325の作品展「キャロライン・ハミルトンの世界」が開催され、ドールズハウス 28

点が展示され、彼女の暮らしぶりも紹介された。彼女は会場で作品を解説し、レクチャーも

 

320 1992 年に八木波奈子によって創刊されたガーデニング誌。日本にガーデニングブーム

を巻き起こしたという。 

321 他に、ハーブ、押し花、ガーデニング雑貨、ガーデニングの本のショップがあった。 

322 『朝日新聞』1997 年 11 月４日、夕刊別刷１-3 頁。 

323 『朝日新聞』1998 年 11 月 10 日、夕刊別刷 1-3 頁。 

324 日本ドールハウス協会「ドールハウスの歴史」 

https://www.dollhouse-association.jp/dollhouse_history 現代のようにいわゆる“定義づけ

られた”ドールハウスが登場したのは、20 世紀はじめのドイツ出身の英国のクイーン・メ

アリーのドールハウスが最初だったということである。定義づけの意味はその大きさを実

物の 1/12 スケールに決めたことによる。 

325 阪急英国フェア後の 2000 年に自身の著書『キャロラインさんのドールズハウス』磯貝

吉紀、工藤和代訳、エヌ・ヴイから出版している。翻訳を担当した二人もドールズハウス

の製作を手掛けており、1998 年の阪急英国フェアで、ドールズハウスを展示し、ハミルト

ンと一緒にレクチャーを行った。 

https://www.dollhouse-association.jp/dollhouse_history
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開催された。そのほかに、ドールハウスになくてはならないミニチュア家具、ミニチュアの

洋服などが展示され、それらの作家も英国から招聘され、レクチャーや実演が行われた。こ

の英国フェアでは、20 世紀の傑作といわれる「メアリー女王の人形の家326」パネル展も開

かれ、「公式ガイドブックや関連グッズも用意しました」と広告に記載されている。 

そのほか、デコパージュ作家やドライフラワーアーティストも招聘され、実演を行ってい

る。商品展では、ドールハウスのさまざまなパーツやミニチュア家具が販売された。 

さらに、展覧会では、展示品の背景にある歴史や物語、作り手の思いが紹介され、商品展

では、それぞれ、関連商品が豊富なラインナップで販売されたのである。今では美術館や博

物館もミュージアムショップを併設し、展覧会に関係する品物を購入できることが多く、そ

れも楽しみのひとつとなっているが、百貨店の品揃えには及ばない。こうした催事の手法は

百貨店の強みを生かしたものであり、百貨店の可能性が見られる。  

1996 年からの３年間は、「英国紅茶物語」に倣い、英国文化の中から女性が好みそうな趣

味的なものを選択し、展覧会のテーマとして企画された。紅茶やニットが顧客のニーズに合

致し、その商品の背景にある文化を英国の専門家を招聘して紹介する阪急英国フェアが、景

気が下降気味の時期にあっても売上げを伸ばしたことは、「なんとなく英国はニットという

イメージがあるのですが、なんでニットなのだという観点からもう一度組み立てて、やって

います。そうすると売上げがいきなりここで 150％アップしました。景気がかなり厳しくな

った時期に、やはり求めていらっしゃるものとうちの提案が一致したレアのケースといえ

ます」という英国フェア担当者 O 氏の発言から窺える327。顧客は展覧会を通してさまざま

な英国文化にふれ、レクチャーを通じて学び、商品展で気に入った品物を手に取り、「英国

イメージ」を作り上げていったと考えられる。 

 

第２項 紅茶を主役にする難しさ 

前項では、1995 年の英国フェアでの手法を継続して、魅力ある展覧会を企画してきたこ

とを確認した。それでは、次に 1995 年「英国紅茶物語」でのもうひとつの成果である紅茶

の継続について検証する。 

 

326 20 世紀ということで、正確には、メアリ女王ではなくメアリ王妃である。ウィンザー

城で展示されているドールズハウスのパネル展だった。 

327 島永嵩子、前掲書、51 頁。 
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阪口恵子の証言では、紅茶がよく売れたということだった。それだけでも紅茶は商品とし

て重要であるが、1995 年での成果は、紅茶を取り上げることで、ティーカップ、ポットな

どの陶磁器や英国貴族文化に関連するアンティーク品といった女性のあこがれるものを商

品として配置できることや英国からの招聘者による実演や紅茶関連のレクチャーが、集客

に大きな効果を上げることがわかった。この付加価値の多さが英国紅茶という商品の重要

性である。 

そこで、1996 年から 1998 年までの紅茶の販売の状況を知るため、朝日新聞の阪急英国

フェアの広告328から、紅茶に関するキャッチコピー、紅茶関連商品の掲載を調べ、（表 12）

にまとめた。 

 

（表 12）紅茶関連のキャッチコピーと紅茶              1996~2000 年 

開催年 テーマと主催 紅茶関連のキャッチコピーと紅茶 

1996 英国素敵なニット展 

主催：英国大使館 

   英国総領事館 

   朝日新聞社 

「今年も紅茶に注目」この催しで、日本デビュー、そんな紅茶

もいろいろあります。200 有余年の歴史を持つ陶磁器ブランド

「ミントン」から今年デビューした紅茶です。「ミントンティ

ー」ダージリン（80g 缶入り）1,200 円 アップルティー（ティ

ーバッグ 12 袋入り)400 円 インスタントレモンティー（７袋

入り）500 円 

1997 憧れの英国庭園物語 

主催：英国大使館 

   英国総領事館 

   朝日新聞社 

「ロイヤルドルトン」「ウェッジウッド」「スポード」英国を代

表とする３つの名門窯から陶工が来店。制作や絵付け実演など

見事な手仕事を披露してくれます。 

このフェアからのおひろめの有機栽培茶葉の紅茶です。 

「ロイヤルドルトン」オーガニックティー 

ニルギリ（オーツガーデン、100ｇ）1,000 円 ダージリン（セ

リンボンガーデン、100ｇ）1,800 円 

このフェアだけのオリジナル品です。 

「ウェッジウッド」オリジナルアソートティーバッグ(24

 

328 「実感劇場」というオールカラーの８頁の阪急百貨店の広告特集（企画・制作 朝日新

聞広告局）である。 
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袋)1,200 円 

「フォートナムメイソン」ロイヤルブレンド（250ｇ）1,800 円 

その他、リッジウェイ、ベノア、ミントンなど 

1998 英国の素敵なドールハウス

展 

主催：英国大使館 

   英国総領事館 

   朝日新聞社 

「テーブルをかこんで、話して、笑って、その繰り返しがいと

おしいのです。英国製のティーポット。大きいなって、思った

こと、ありませんか。ティータイムは、親しい人が集まる時間。

テーブルをかこんで、何杯も紅茶を飲みながらスコーンにサン

ドイッチ、そしてたくさんのおしゃべりを楽しむたいせつな時

間なのです。」英国フェア’98 でちょっといいこと。「ロイヤル

ドルトン」＆「ミントン」の紅茶をプレゼント。 

クラシックな缶につまった特別の茶葉。「フォートナムメイソ

ン」ブレックファースト(赤ラベル、250g)3,400 円 「リッジウ

ェイ」ダージリン紅茶(140g)2,400 円「リッジウェイ」ハーマ

ジェスティ―ブレンド(140g)1,600 円 「ロイヤルドルトン」ア

ッサム(125g)1,800 円 「ピーターラビット」リーフティースペ

シャルブレンド(50g)1,000 円 「ウェッジウッド」オリジナル

ブレンド(125g)2,500 円 「ミントン」オリジナルブレンド

(80g)1,000 円 

出所）『朝日新聞』広告特集「実感劇場」の英国フェア（1996~1998 年）に関する広告記事より

筆者作成。 

 

（表 12）を見ると、1996 年以降の英国フェアで、紅茶を積極的に販売しようという百貨店

の意図はキャッチコピーに表れている。 

まず、1996 年にはミントンの紅茶も阪急百貨店によって新たに作られたことが、「「ミン

トン」からデビューした紅茶」という言葉から、当時、陶磁器会社ミントン329はロイヤルド

 

329 トーマス・ミントンによって 1793 年にストークオントレントで創業。銅板転写の「ウ

ィローパターン」でも知られ、その後、ヴィクトリア女王から「世界で最も美しいボーン

チャイナ」と賞賛され、1856 年には王室御用達になった。日本では「ハドンホール」が人

気となった。1973 年にはロイヤルドルトンに買収。その後フィンランドのフィスカスに買

収され、ミントンブランドは廃止された。 
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ルトン傘下にあったことから、ロイヤルドルトン紅茶製作に続き、阪急系列の共栄製茶が作

ったことがわかる。紅茶を拡充しようという阪急百貨店の意欲の表れであろう。 

1997 年には、ロイヤルドルトン（共栄製茶）が英国フェアに合わせて新作の有機栽培紅

茶をつくり、英国フェア限定紅茶をウェッジウッドとフォトナム＆メイソンが販売するな

ど紅茶好きの客に向けてアピールしたことがわかる。陶磁器会社の陶工が招聘され、紅茶の

必需品となるティーカップ製作の実演を行っている。これは 1995 年の「英国紅茶物語」以

来のことで、新商品の紹介や英国と同じ価格での販売などの特典もあった。 

1998 年のキャッチコピーはやや長く「テーブルをかこんで、話して、笑って、その繰り

返しがいとおしいのです。英国製のティーポット。大きいなって、思ったこと、ありません

か。ティータイムは、親しい人が集まる時間。テーブルをかこんで、何杯も紅茶を飲みなが

らスコーンにサンドイッチ、そしてたくさんのおしゃべりを楽しむたいせつな時間なので

す。」とあり、なごやかな英国のティータイムの様子をイメージできる表現となっている。

また、ロイヤルドルトンとミントンの紅茶プレゼントの企画もあり、英国フェアで阪急が製

作に携わった紅茶を積極的に宣伝していこうという姿勢が見られる。 

このように、1996 年以降も紅茶は、美しいいくつもの紅茶缶の写真が、ロイヤルドルト

ンのティーポットやティーカップ、ショートブレッドやスコーンといった菓子と並んで広

告に掲載された。しかし、英国フェアの広告全体からみるとその分量は 10 分の１にも満た

なかった。実際、当時は食品の売上げは英国フェア全体の 20％程度だった330ということか

ら考えると、十分な宣伝量だったといえるだろう。 

紅茶の宣伝広告の少ない理由は、1996 年から 1998 年の英国フェアでは、ニット、庭園、

ドールハウスがテーマで、商品展での商品もそれに沿うものが集められていたからだ。 

2023 年、５月に現スペシャリティコンテンツ部（旧販売促進部）ディビジョンマネージ

ャーの内海敏夫に、阪急英国フェアでの紅茶の扱いについて尋ねた際、「1995 年の英国フェ

アについて、反応が大きかったという共通認識があった。紅茶がお客様にとって大切だとい

うことがわかった」と語ったことから、阪急百貨店内部では、紅茶が重要だという認識が共

有されていたのである。しかし、結局のところ、「英国紅茶物語」の時のようなプロモーシ

ョンを毎年行うことは、別のテーマで展覧会が開催される以上、難しいことであり、また、

服飾をはじめとする他の商品の重要度の方が高く、紅茶は真の意味での重要商品となって

 

330 内海のインタビューによる。 
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はいなかったといえる。 

 紅茶が英国フェアの核となるのは、2001 年に展覧会がなくなってからのことになる。そ

の詳細については、第４章で述べることにする。 

 

小結 「英国紅茶物語」による「英国紅茶イメージ」の創出と「レディ・ブリテン」の時代

の展覧会の意義 

最初に、本章の結果をふまえて、仮説として提示した 1988 年以降、女性をターゲットと

し、「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ブリテン」へのコンセプトの転換をはか

ったことが、阪急英国フェアにおいて、紅茶がフェアの主役、すなわち主力商品となったこ

とを検証し、結論をまとめる。 

まず、阪急百貨店が女性をターゲットとすることを明確に打ち出し、ターニングポイント

となったのは、1988 年開催の英国フェア「英国の絵本と原画 ファンタジーランドの贈り物」

であったことが確認できた。広告のキャッチコピーで、女性ターゲットへの変更が宣言され

ており、展覧会や商品展にもそれが反映されていた。企画の中心となったのは、ジル・バー

クレムの人気絵本『ブランブリーヘッジ』で、展覧会でも彼女の作品を中心に女性作家の作

品が多く展示された。バークレムをホストとするアフタヌーンティーパーティの開催や英

国女性のライフスタイルの紹介から、「ジェントルマン・ブリテン」から「レディ・ブリテ

ン」への転換をはかったことが明らかとなった。 

1988 年の英国フェアにおいて、重要な役割を担ったのが日本のテーブルアートの草分け

的存在である阪口恵子であった。阪口は阪急百貨店と英国陶磁器メーカーのロイヤルドル

トンに関連する仕事に貢献し、その経験と実績から、1995 年の英国フェア「英国紅茶物語」

の総合企画・プロデュースを担うことになった。フェアは、英国の紅茶文化、紅茶の歴史、

紅茶に関するさまざまな情報を総合的に紹介する構成で行われ、展覧会では貴重なアンテ

ィーク品が大部分を占めるティーカップやポットなど約 400 点が展示され、ヴィクトリア

朝時代に貴族の女性がはじめたとされる優雅なアフタヌーンティーについて、部屋の設え

やティーセットなどの展示を通じて紹介された。商品展では、ウェッジウッドやミントンな

どから特別なコレクションの販売と陶磁器製作の実演が行われ、紅茶は初めてブティック

形式で販売するなど新しいプロモーションの方法が用いられた。阪口自身もアフタヌーン

ティーについての講演を行い、体験の場を設け、英国から招請した一流の講師や職人も紅茶

への知的好奇心を喚起する紅茶のさまざまな側面を紹介した。 
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この「レディ・ブリテン」への転換の中で、その象徴としてアフタヌーンティーが登場し

たことで、紅茶は、単なる飲み物から、英国の歴史やライフスタイルを考える上で、欠かす

ことのできないアイテムと認識され、英国フェアでその後も欠かすことのできない重要商

品となっていく。 

1995 年の「英国紅茶物語」では、展覧会における陶磁器、アフタヌーンティーにまつわ

る展示を通じて、紅茶は高級なものという既存のイメージをさらに強固にし、さらに優雅さ

や上品さといったイメージが付与された。また、紅茶に関するさまざまな講義が顧客に提供

されたことから、紅茶を知識として学び、教養として身に着けるものといったイメージも生

まれた。これらは阪急英国フェアの「英国紅茶物語」によって創出された「英国紅茶イメー

ジ」である。 

1988 年から 1998 年の阪急英国フェアは、概ね女性顧客をターゲットとする「レディ・ブ

リテン」の時代だったといえる。それまでの英国側が推奨する英国の栄光の歴史や文化の展

覧会は終わりを告げ、企画内容を試行錯誤する中、日本で話題となったテーマや関心の高い

テーマを取り上げ、阪急百貨店のステイタスや価値を高める展覧会も行われた。展示品は、

英国の美術館や博物館の協力のもとに集められ、展示品の詳しい解説や展示品の背景まで

もが広告に掲載された。こうした延長線上に「英国紅茶物語」も生まれたのである。 

また、この時期には、英国のライフスタイルをテーマとする新しいタイプの英国フェアが

始まった。それは、顧客自身の生活に手本として取り込めるものもあったと考えられる。英

国紅茶文化もそのひとつであろう。 

日本の百貨店で、女性ターゲットを明確にし、女性作家の作品や手仕事に沿ったテーマの

展覧会や英国のライフスタイルに関するテーマで英国フェアを開催したのは阪急百貨店だ

けであり、この時期の阪急英国フェアの独自性を示すものである。 
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第４章 紅茶を核とする阪急英国フェアの新しい展開（2001 年から 2014 年） 

はじめに 

 現在の百貨店の英国フェアは、小さな展覧会を併設しているところは見受けられるもの

の、以前のような大規模展覧会を打ち出す英国フェアは存在しない。展覧会のない英国フェ

アは、英国商品を販売する催事となっており、単なる英国物産展と考える人は多いだろう。 

 阪急百貨店でも、1970 年に英国政府主催の展覧会「英国伝統文化と王室宝飾展」と英国

商品を販売する「大商品展」が併設されて、第１回英国フェアが開催されて以降、展覧会と

大商品展を併設するスタイルをとり続けていたが、2000 年の「アードマンスタジオ展」を

最後に展覧会は終わりを告げた。 

 それでは、これを機に阪急英国フェアは英国の歴史や文化を示すという特色を完全に失

い、単なる物産展となってしまったかというと決してそうではない。阪急百貨店は、英国の

ライフスタイルや地域文化をテーマに、英国食文化の中心を紅茶と捉え、紅茶を核とする新

しい英国フェアを作り出している。すなわち、展覧会に代えて阪急英国フェアでの紅茶に関

連する商品の増強、ティールームの招聘の強化、紅茶の友としてスコーンなどの英国菓子の

積極的導入など紅茶を中心に英国フェアを組織するという戦略をとったのである。 

 本章では、阪急英国フェア 50 年の歴史の中で、展覧会という英国フェアの文化的根幹を

失った 2001 年から、飛躍的に売上げを伸ばしたとされる 2014 年までの期間に焦点を当て

る。新しい英国フェアのあり方が模索される中、展覧会に代わる展示の内容、紅茶を核とす

る戦略の背景、過程、新しい展開を明らかにする。そうすることで、阪急英国フェアが、担

当者らの「本物の英国」を客に提供したいという強い意志と徹底したこだわりによって、英

国商品を売るだけの単なる物産展とはならなかったことを示すことになると考える。また、

そうして出来上がった阪急英国フェアが日本の百貨店の英国フェアを牽引することになっ

た理由について考察する。 

 

第１節 先行研究 

第１項 阪急英国フェアに関する先行研究 

阪急英国フェアを論じた先行研究には、島永嵩子の「第３章 第３節 百貨店における文化

催事の役割―阪急百貨店うめだ本店のケース―」『「お中元」の文化とマーケティング―百貨

店と消費文化の関係性―』（同文舘出版、2021 年）所収がある。2001 年 1 月 26 日、販売促

進部の 2 人の担当者に行ったインタビューを中心に、阪急百貨店の催事に対する考え方と



120 

 

その機能を分析している。1980 年代から 2000 年までの阪急百貨店の文化催事全般につい

て論じたもので、英国フェアに言及した部分があり、催事の企画や運営での問題点も指摘さ

れているため貴重な論文である。 

筆者は本稿の第３章で、この島永の論文をもとに、阪急英国フェアが 1988 年以降、女性

をターゲットとしたテーマを設定して展覧会を開催し、特に 1995 年の英国フェア「英国紅

茶物語」では、展覧会に加え、紅茶に関するさまざまな講義や茶会体験など顧客が参加でき

る場を提供し、新しい英国フェアの手法を作り上げたことを詳述している。さらに 1998 年

まで女性をターゲットとし、新しい手法を駆使した英国フェアが続いたことをその具体的

内容から説明している。 

島永の論文には、担当者の証言から「英国フェアは 1995 年から 98 年までの４年間は、

不況下においても売上げを伸ばした」と書かれている331。しかし、催事全般を担当する販売

促進部は、展覧会の入場者数の減少に加え332、催事を運営するための人手不足とコストの問

題を抱え、そのひとつの解決策として企画会社からの持ち込み企画を取り入れていたこと

も書かれている333。さらに「英国フェアのコストは、企画費と造作費を入れて 1 千万円でで

きる展覧会に比べて、倍以上かかる」という担当者の証言334もあり、英国フェアの売上げが

好調であっても、コストの問題に難があったと考えられる。島永の研究では、2000 年に阪

急英国フェアで展覧会が終わったこととそれ以降の英国フェアついては述べられていない

が、2000 年頃の阪急百貨店の販売促進部がおかれていた状況が理解できる。これらのこと

を踏まえた上で、2000 年に展覧会が終わる理由と 2001 年以降の新しい阪急英国フェアの

取り組みを明らかにすることが求められる。 

 

第２項 阪急英国フェアに関する文献 

本研究に関係する 2001 年以降の阪急英国フェアに言及した先行研究がない中で、阪急百

貨店の販売促進部の桑原渉が著した『阪急英国フェアの舞台裏』（R.S.V.P.、2013 年）は貴

 

331 島永嵩子「第 3 章百貨店における文化催事の役割―阪急百貨店うめだ本店のケース

―」『「お中元」の文化とマーケティング―百貨店と消費文化の関係性―』（同文舘出版、

2021 年）51 頁。 

332 島永嵩子、前掲書 53 頁。 

333 島永嵩子、前掲書 54 頁。 

334 島永嵩子、前掲書 53 頁。 
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重な著書である。桑原は 2004 年から 2018 年まで、阪急英国フェアをほぼひとりで企画し、

バイヤーとして英国での商品の買い付け、ティールームや出展者の招聘などの交渉にあた

った人物である。また、阪急英国フェアでの長年の功績により、2019 年 12 月、エリザベス

女王から大英褒章 BEM を授与されたという異例の経歴を持つ。著書では、2004 年から 2013

年まで担当した阪急英国フェアを 1 年毎に、その年のテーマ設定の理由、中心となった英

国商品、招聘された人物、英国での交渉のエピソード、商品の販売個数などが失敗や成功も

含めて忌憚なく綴られている。その他、英国で彼の仕事をサポートした阪急阪神エクスプレ

スの林啓司のことや祝祭広場という大空間の催事スペースの利用法など阪急英国フェアの

裏方から舞台までを紹介したものである。そのため、本研究の対象とする時期の阪急英国フ

ェアの状況を知ることができる重要な資料でもある。特に桑原が初めて担当した 2004 年の

英国フェア終了後に、英国商品の中で紅茶が重要だと気付き、紅茶商品を充実させようとし

た経緯や、英国フェアのテーマを英国のライフスタイルに絞っていった過程が書かれてい

る点で、本書は「新しい阪急英国フェア」の基盤について考察する上できわめて有益な内部

情報を含んでいる。そこで、桑原の著書をベースに、桑原が担当者となった 2004 年以降の

阪急英国フェアの新聞広告、会場配布パンフレットを分析した上で、桑原にインタビューを

実施し、著書では語られることのなかった英国フェアに対する桑原の考えや当時の状況を

詳しく聞き、紅茶を核とした背景や戦略を確かめることで、新しい阪急英国フェアの詳細を

明らかにしようと考えた。 

 

第３項 本章で用いた資料と構成 

本研究に先駆けて、2004 年から 2018 年まで阪急英国フェアを担当した販売促進部の桑

原渉に、2022 年 6 月 25 日に大阪梅田の阪急グランドビル 14 階阪急百貨店本社会議室で、

インタビューを行った。桑原の阪急英国フェアでの仕事をサポートした新宅久起との電話

によるインタビューも 7 月 20 日に実施した。新宅は、英国大使館発行の情報誌編集に携わ

った経験を活かし、2004 年から 2018 年まで英国情報誌『英国特集』、『R.S.V.P.』の編集長

を務めた人物である。これらの雑誌は、英国の歴史から最新情報、なかでも英国の紅茶やテ

ィールームの情報が多く掲載されており、桑原も含め英国と紅茶に興味のある人に購読者

が多いことから、全 27 冊を調査対象とした。また、阪急英国フェアを企画する阪急百貨店

スペシャリティコンテンツ開発推進部 OMO 推進部（旧販売促進部）のディビジョンマネ

ージャーで、2001 年から 2003 年の阪急英国フェアを担当した内海敏夫とのインタビュー
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を 2023 年５月５日に、大阪梅田ツインタワーズ・サウス阪急百貨店本社 14 階会議室で行

った。 

資料としては、阪急英国フェアの広告を 8 ページの「広告特集」という別刷広告の中で詳

しい内容を掲載していることから、主として朝日新聞の広告を採用した。マイクロフィルム

でも手に入らなかった 2005 年から 2008 年の朝日新聞広告特集と 2000 年代の会場配布パ

ンフレットを英国フェアに最も長く出店しているヴィクトリアンミニチュア「ハンテル」の

北垣邦子から提供を受けた。これらの人々の協力により、これまで公には知られていなかっ

た情報や資料を入手することができたことから、展覧会終了後の阪急英国フェアの展開に

ついて新たな分析が可能になった。 

 本章の構成は、次の第２節で、1990 年代後半の阪急英国フェアの概要を述べたうえで、

外部企画の展覧会を導入した 1999 年と 2000 年のそれまでとは異質な阪急英国フェアから

説き起こす。第３節以降は、展覧会終了後の英国フェアでの紅茶を核とした画策を、桑原渉

のインタビューから得た証言をもとに、2001 年の英国からのティールームの招聘、2004 年

の桑原の失敗、2005 年から 2007 年の紅茶を核としての起死回生、2008 年から 2013 年の

英国食文化の強化、2014 年のベティーズティールームの導入での飛躍というように年代順

に追いながら論じていく。 

 

第２節 英国フェアをとりまく環境の変化の中で 

第１項 英国フェアでの展覧会の終焉（1999 年および 2000 年） 

 阪急百貨店は、1970 年から英国政府を主催者とする英国の歴史や文化を紹介することを

目的とした展覧会と英国からのさまざまな輸入品を一堂に集めて販売する大商品展とを組

み合わせて「英国フェア」という催しを開催してきた。1981 年に展覧会の主催者は英国政

府から英国大使館に変わったが、英国からのサポートは続いたという335。 

1980 年代後半、阪急英国フェアではターゲットを男性から女性に変更して、女性に好ま

れる「レディ・ブリテン」をイメージした展覧会と商品展を開催してきた。1995 年の「英

国紅茶物語」以後の 4 年間の英国フェアは、担当者が「ミスター英国フェア」と呼ばれるほ

 

335 2021 年 6 月 29 日実施の電話インタビューでの阪急百貨店元社員の石井直樹の証言に

よる。英国政府は当初、英国フェアの展覧会の現物提供、その後資金援助をしていたとい

う。 
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ど売り上げは好調だったという336。 

しかし、1999 年に阪急英国フェアは様変わりする。1998 年の 1 年間を通じて日本各地で

行われた英国祭 UK98 の後、それまで阪急英国フェアの主催者であった英国大使館・英国

総領事館が後援者にまわった。そのため 1999 年の展覧会の主催者は BBC Worldwide 

Limited で、「BBC 放送で見る 20 世紀展」が開催された。催事場では、BBC が記録したニ

ュース映像、各階でも BBC の人気番組を放映するというものだった。映像機器などはシャ

ープ株式会社が協力した337。外部企画で時間とコストがかからない展示と考えられる。内容

からは、1999 年には「レディ・ブリテン」をコンセプトとした展覧会も開けなくなったこ

とがわかる。 

さらに 2000 年の展覧会「驚異の粘土アニメの世界 「ウォレスとグルミット」のアード

マンスタジオ展」は、ほとんどの展示物が初来日初公開で、数多くのアニメ映像、撮影用の

セットやモデルが展示された338。阪急英国フェアの展覧会が、1970 年の第 1 回以来ずっと

独自企画で、入場料は無料だったことから、次の 2 点において、この「アードマンスタジオ

展」は異質であったと考えられる。1 つ目が外部企画の採用に加え全国巡回したことである。

2 つ目が入場料の有料化で、一般客の入場料を 700 円としたことである。 

「アードマンスタジオ展」は、主催者は、アードマンスタジオ展実行委員会となっている

が、ネオスペースという企画会社、テレビ放映権を得た TBS 事業部、阪急百貨店の 3 社共

同で展示化権を取得し、ネオスペースが総合プロデュース、企画制作、全国巡回運営を担当

した。展覧会の巡回は、2000 年 11 月の阪急英国フェアを皮切りに、新宿高島屋、博多大

丸、仙台三越など全国 10 か所を 2003 年の 8 月まで巡回した。2001 年の夏休み期間中に行

われた新宿高島屋では、12 日間で 5.5 万人を超える入場者数を記録した339ものの、桑原に

よると阪急英国フェアでは集客できなかったという340。 

 

336 2022 年 6 月 25 日実施のインタビューでの桑原渉の証言による。 

337 『朝日新聞』1999 年 11 月 9 日、夕刊別刷 2-8 頁。 

338 『朝日新聞』2000 年 11 月 7 日、夕刊別刷 4-5 頁。 

339 「（株）ネオスペース事例集」https://www.neospace.co,jp/case/details/index-23.html

に記載されている。2022 年４月（株）ネオスペースに、阪急百貨店が企画を導入した経緯

や阪急英国フェアでの入場数などを聞くため連絡をとったが、要望を伝えた後、音信不通

となった。 

340 2022 年 6 月 25 日の桑原渉の証言による。 

https://www.neospace.co,jp/case/details/index-23.htmlに記載されている。2022
https://www.neospace.co,jp/case/details/index-23.htmlに記載されている。2022
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 1999 年および 2000 年の 2 度の展覧会は、外部の企画で、「英国もの」という共通点はあ

っても、阪急英国フェアの客層には合わず、収益は落ち込んでしまった341。すでに他の展覧

会の入場数も総じて落ち込んでおり、阪急百貨店では展覧会の見直しの時期であったと考

えられる。英国フェアの展覧会も 2000 年を最後に開催されなくなった。 

 次の項では、英国の情報を伝える役割を担い続けた展覧会という大きな柱を失った阪急

英国フェアが、それを別の方法で伝えるにはどうすべきかを画策した結果、新しくティール

ームを英国から招き入れることになるのだが、このティールームの詳細を見ていきたい。 

 

第２項 英国ティールームの招聘のはじまり（2001 年） 

2001 年の英国フェアは「ウェールズフェ

ア」と銘打って、ウェールズのラブスプーン

など名産品の展示、観光名所案内、フォトギ

ャラリー、特設ステージではウェールズの

伝統芸能を披露している。これまでの展覧

会の担ってきた文化の側面を残し、英国ウ

ェールズ地方の文化を紹介するものだった。

小さな展覧会として継続したと言える。し

かし、2001 年の英国フェアの目玉となった

のは、英国から招聘されたティールームだ

った。 

 2001 年の阪急英国フェアの新聞広告は

実にシンプルである。（図 14）全面広告の真

ん中に、ティーカップとスコーン、イチゴジ

ャム、クロテッドクリームの大きな写真が

（図 14）読売新聞 2001 年 11 月 6 日夕刊 8 頁 掲載され、「紅茶を愛する国」というキャッ

チコピーがあり、さらにこれがクリームティーだという説明書きがある。 

 

 

341 インタビューで、桑原渉は「1999 年 2000 年の展覧会は、ともに英国フェアを楽しみ

に来て下さる阪急沿線の客層の好むものではなかった」と語った。 
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  「クリームティーはクリームを浮かべたティーのことではなくて、 

  英国南西部デボンやコーンウォール地方がルーツの、カントリー風ティースタイル。 

  紅茶とスコーン、ジャム、そしてかならずクロテッドクリームを、 

  ということから、いつの頃からかクリームティーと呼ばれるようになりました。 

会場に特設したティールームでもお召し上がりいただけます。（原文ママ）342」 

 

これまでの阪急英国フェアで、スコーンは既に販売されていた。しかし、クリームティーが

登場するのは初めてのことだった。こうした説明がなければ、ほとんどの客はメニューを理

解できなかったと考えられる。 

イートインスペースとして設置されるティールームは、1992 年に始まり 1996 年を最後

に設置されなくなっていた。その時期のティールームが復活したかのようにみえるが、2001

年のイートインスペースとしてのティールームはこれまでのものとは、根本的に違う。これ

までイートインスペースに設置されたのは英国風のティールームだったが、このシェファ

ーズティールームは、実際に英国に存在するティールームで、英国の権威ある公的紅茶業界

組織である UK ティーカウンシルのティーアワードでトップティープレイスに何度も選ば

れている名店だった。新聞広告には「英国ナンバー1 のティールーム」と宣伝されている。

写真の大きさと説明の詳しさから、このティールームの宣伝に力を入れたことがわかる。 

この英国からオーナーも含めまるごとティールームを招聘するという発想と単なるティ

ールームではなく UK ティーカウンシルが選ぶトップティープレイスを招聘するというこ

とになった経緯について、2001 年の英国フェアで前任者のサポートをした内海敏夫に尋ね

た。インタビュー時には明確な返答を得られなかったが、後日、内海から「2001 年の英国

フェアに、講師として招聘されたジェーン・ペティグリューが、当時 UK ティーカウンシル

のライターをやっていたこともあり、アドバイスを受けた」との回答があった343。英国の紅

茶情報に通ずる人物の紹介がなければ、英国のトップティープレイスを招聘するという発

想には至らなかっただろう。また、ティールーム側にしても日本の百貨店の状況がわからな

いまま約１週間も出展することを承諾することはなかったであろう。ティールームのメニ

 

342 読売新聞 2001 年 11 月 6 日夕刊 8 頁。 

343 2023 年５月 17 日、阪急うめだ本店、阪急ワールドティーフェスティバルの会場で、

内海から直接聞いた。シェファーズティールームは、1990 年、1992 年、1995 年に UK テ

ィーカウンシルのトップティープレイスに選ばれている。 
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ューをクリームティー１本に絞ったことも画期的なことだったが、英国紅茶研究家ジェー

ン・ペティグリューが仲介したということであれば納得がいく。このクリームティーの登場

によって、スコーンはモサモサとした触感の素朴な菓子という印象から脱却し、紅茶に合う

菓子としてクローズアップされることになった。後の英国フェアで行列の絶えない人気の

菓子となっていく契機は 2001 年のメニューにあった。 

また、2001 年の英国フェアは紅茶をフェアの中心にしたことで 1995 年の「英国紅茶物

語」の時に好評だった手法が復活した。陶磁器コレクションの展示はないものの、1995 年

には４つしかなかった紅茶ブランド344のティーブティックは、フォトナム＆メイソン、ベノ

ア、ウェッジウッド、ロイヤルドルトン、ミントン、ウィッタードの６つに増え、各ブティ

ックには阪急でしか買えない特別の紅茶缶やブレンド紅茶が並んだ。特設ステージでは、紅

茶のオーソリティーによる講習会として、1995 年にも講師として招聘された紅茶研究家の

ジェーン・ペティグリューが「英国人の紅茶の楽しみ方」、そしてウィッタードのチーフブ

レンダーのジャイルズ・ヒルトン（Giles Hilton）が「おいしい紅茶の秘密」、シェファーズ

ティールームのオーナーのリチャード・スペンス（Richard Spence）が「英国 NO.1 ティー

ルームのおもてなし」という題目で講習会を行った。神戸のザ・クイーンズ・フィニシング

スクール校長の佐藤よし子345による２種類のティーテーブルセッティングが披露され、特

設ティールームでは、「おいしい紅茶のミニレッスン」として、料理研究家の上田悦子によ

る「英国のお菓子」や日本紅茶協会のシニアインストラクターの「おいしい紅茶のいれ方教

室」というレッスンも用意された346。こうして６年ぶりに「英国紅茶物語」の時に実施され

たあらゆる手法が復活した。 

2001 年の英国フェアは、紅茶を重視する百貨店の姿勢が明確になったことで重要であり、

阪急英国フェアの転換点ともいえる変化があった。それは、展覧会の終焉で新しく英国から

 

344 ロイヤルドルトン、ウェッジウッド、ベノア、フォトナム＆メイソンの４つブランド

である。 

345 英国ザ・イーストボーン・カレッジに留学、英国流のハウスキーピング全般を学ぶ。

1988 年に、神戸市東灘区にハウスキーピングや料理、テーブルセッティングなどを学べる

「ザ・クイーンズ・フィニッシングスクール」を開校。ＮＨＫ教育テレビ「趣味悠々」

「おしゃれ工房」をはじめ、テレビ・雑誌などで活躍している。 

346 この時、「ロイヤルドルトン紅茶」の製作にかかわった共栄製茶の木谷修もシニアティ

ーインストラクターとして他２名のティーインストラクターともに講師を務めた。 
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のティールームを招聘したことに顕著に表れている。英国を代表する紅茶研究家ジェーン・

ペティグリューのアドバイスを受けて、英国のトップティープレイスをオーナーから紅茶

にいたるまでまるごと招聘し、クリームティーという英国で最も一般的なメニューで紅茶

を提供したこのティールームは、英国フェアの会場内で、客に「本物の英国」を実感しても

らえるような展示となったのである。それは、これまでずっと展覧会の展示品を通じて、英

国の歴史や文化といった情報を客に伝えてきた阪急英国フェアの精神を受け継ぐものだっ

た。 

一方、佐藤よし子による本場英国仕込みのティーセッティングは、1995 年の「英国紅茶

物語」での阪口恵子のウォーバンアビーでのアフタヌーンティーのテーブルセッティング

の再現を受け継ぎ、英国紅茶の優雅さと高級感のある展示だったと考えられる。2001 年の

英国フェアの重要性を検証することで、あらためて 1995 年の「英国紅茶物語」が、阪急英

国フェアの紅茶の展示やプロモーションの原点だったことを認識させられる。 

 

第３項 ウィローティールームからの反省（2002 年） 

2002 年の英国フェアは、英国の地方を紹介する「スコットランドフェア」が企画された。

前年のサポートに続き 2002 年には英国フェアの担当者となった内海敏夫は、英国のティー

ルームの草分け的存在であるグラスゴーにあるウィローティールーム347を招聘した。ウィ

ローティールームは、キャサリン・クランストン（Catherine Cranston）が、1903 年に建築

家チャールズ・レニー・マッキントッシュ（Charles Rennie Mackintosh）に依頼し、建てた

ティールームである。マッキントッシュは、室内装飾、家具、ウェイトレスの制服までデザ

インし、洗練されたデザインは主に流行に敏感な女性たちを引きつけた348。ウィーローティ

ールームは、英国のティールームの歴史を語る上で重要なティールームだった。 

新聞広告にも「マッキントッシュがデザインしたインテリアで有名」と紹介されている349。

企画した内海の狙いは、「スコットランドフェア」というテーマに沿って、スコットランド

 

347 Pettigrew, Jane and Richardson, Bruce. A Social History of Tea. Danville: Benjamin 

Press, 2014. pp.154-155. マッキントッシュが設計した女性のための優美で明るい部屋や

ハイバックチェアなどの家具のデザインの斬新さから一躍人気店となった。 

348 サベリ、ヘレン『世界のティータイムの歴史』村山美雪訳、原書房、2021 年、72-73

頁。 

349 『朝日新聞』2002 年 11 月 5 日、夕刊 14 頁、阪急英国フェア広告。 
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の有名ティールームの招聘だった。前項で見てきたように展覧会に代えて「本物の英国」を

客に実感してもらうために招聘したティールームだった。そのため、マッキントッシュデザ

インの椅子や照明を用い、茶葉やポットも実際に現地で使用している物と同じ物を使用し

た。ただし、提供するスコーンは、当時大阪で人気の菓子店の英国人菓子職人ピーター・ジ

ョン・ブロードハースト(Peter John Broadhurst)350に依頼して製作した。こうして、できる

限りの努力をしたにもかかわらず、いざ、フェアが始まると来店者数は期待はずれのものと

なった。内海はインタビューの際、「外側を真似ても本当に紅茶好きの客を楽しませること

はできなかった」と反省の弁を述べた351。客は紅茶のみならずスコーンも英国で提供されて

いるものと同じものを味わえると期待したのだった。 

当時の日本では、ウィローティールーム自体の知名度はもとより、モダンデザインのパイ

オニアのひとりとしてのマッキントッシュの名前も、ウィリアム・モリス(William Morris)

ほど知られてはおらず、イートインスペースで、マッキントッシュ風のデザインを再現し、

顧客の興味を引きつけるという目論見は失敗した。その反省から、2003 年の英国フェアに、

2001 年と 2002 年連続で UK ティーカウンシルの選ぶ英国ナンバーワンのティールームに

選ばれたトレナンス・コテージ・ティーハウスを招聘した際、内海はスコーンの材料の小麦

粉も英国産のものを使い、英国の店舗と同じ味のスコーンを提供できるようにした。こうし

た細部にこだわる理由は、英国と同じ味を再現して客に提供したいという気持ちの表れだ

った。 

英国から招聘されたティールームは、以後、本場英国の紅茶とスコーンを楽しめるという

ことで、阪急英国フェアの目玉となり、毎回長蛇の列ができるようになった。英国のティー

ルームで提供されるのと同じ紅茶とスコーンをまるごと持ってきたことで、英国紅茶文化

を紹介する新しい展示となったと考えられる。ティールームは、中で人が動き、香りや音も

ある立体的実物展示で、実際に紅茶とスコーンを味わうこともできる体験型展示として登

場したといえる。 

 

350 パンフレットには、「ブロードハーストのスコーンが会場内特設ティールームでお召し

上がりいただけます」と書かれていた。2002 年に、大阪・玉造で英国菓子の店「ブロード

ハースト」をはじめ、関西在住の英国通には知られた人物であった。現在は、神戸に英国

菓子専門店「ザ・ビスケットバレル」が人気店となり、三越英国展に出展、阪急の通販サ

イト「英国ライフ」で英国菓子を販売している。 

351 2023 年５月５日、（株）阪急阪神百貨店会議室にてインタビューを実施した。 
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 第４項 新しい英国フェアとして 2003 年「英国の素敵なカントリーサイド」 

 2003 年の英国フェアでは、2 年続いた「ウェールズフェア」や「スコットランドフェア」

といった展覧会の名残ともいえる地域の文化を紹介する展示はなくなり、さらに 1970 年第

1 回から使い続けてきた英国商品の販売を意味する「英国大商品展」という名称も廃止され

た。「英国フェア」という名称に一本化したのである。テーマを「英国の素敵なカントリー

サイド」に設定し、英国商品の販売と英国のカントリーサイドを紹介するというスタンスで、

英国フェアが行われた。テーマを設定してフェアを行ったことが、物産展にならなかったひ

とつの理由だと考えられる。 

この 2003 年の英国フェアの企画は、前述の内海によれば「地方をテーマにやるとウェー

ルズ、スコットランドで終わってしまいました。展覧会をやめると大商品展との間にあった

区切りがなくなったため、会場の中にカントリーサイドを作ることになった」からだという。

もともと４つの王国からなるグレートブリテンだが、イングランドフェアという名称では

顧客にとって違和感があるだろうし、アイルランドフェアとなると別の国という印象を客

に与えてしまう。カントリーサイドをテーマにすれば、英国各地から多彩な商品が集められ

るという利点があった。 

会場において、カントリーサイドをイメージするメインの展示となったのは、「井形慶子

さんのカントリールーム」として、英国北部のコテージをイメージして作られたリビングル

ームが会場に再現された。井形慶子は 1988 年に英国情報月刊誌『ミスターパートナー』を

創刊した人物で、英国関連の多くの著書があった。内海が英国フェアの企画を考えている時、

阪急百貨店の椙岡社長が井形慶子と知り合ったというタイミングであったことから、社長

に命じられて井形慶子の家に取材に行き、カントリールーム展示が実現したのだった。井形

は特別講演会352として「生活大国イギリスのスピリチュアルな習慣」と題して、英国での自

身の経験から英国の田舎には神秘的で謎めいた世界が見え隠れしているとして、英国旅行

の楽しみや英国のライフスタイルに関する講演を行った353。 

2003 年の英国フェアでは、展覧会的な要素が全く失われたわけではなく、マシュー・ラ

 

352 11 月 12 日（水）11 時から、阪急ターミナルビル 17 階で行われた講演会は、定員 130

名で、整理券はカントリールーム前で配布された。 

353 2003 年 11 月『生活大国イギリスの知られざる習慣―大人のためのスピリチュアルラ

イフ―』（大和書房）が刊行され、本の宣伝になったと考えられる。 
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イス（Matthew Rice）354によるコッツウォルズ地方にある名園ヒドコード・マナーガーデン

などイングランドの田舎の風景を描いた原画展や、工藤和代がカントリーハウスをイメー

ジして制作したドールズハウスの展示がなされた。また、フォトジャーナリスト桜井寛がオ

リエント急行の英国車両ブリティッシュプルマンを撮影した「オリエント急行の旅 ミニ写

真展」もあり、テーマに沿った具体的な英国フェアが展開されたことがわかる。また第３項

で述べた英国からの招聘ティールームも新聞冊子広告355で「あたたかい紅茶が恋しい季節

になりました」というキャッチコピーで、マシュー・ライスの描いた窓辺にティーポットと

マグカップが並べられた大きな絵がカントリーサイドの寛いだ雰囲気のティールームの様

子を伝えている。紅茶のラインナップも阪急英国フェア初登場のウィリアムソン＆マゴー

やアーマッドが加わり７つに増えた。こうしたティールームのクローズアップや紅茶ブラ

ンドの拡充に、内海の紅茶好きの客に喜んでもらいたいという気持ちが表れている。 

展覧会のなくなった後、新しい英国フェアのスタイルが確立されたかにみえた阪急英国

フェアであったが、この時期は百貨店に経費削減が求められていた時代であったため、阪急

百貨店も例外ではなく、再び変更にさらされる。次の節では、2004 年に英国フェアの担当

者となった桑原渉へのインタビューから、桑原が新しい阪急英国フェアをつくり上げてい

く過程を見ていきたい。 

 

第３節 紅茶を核とした英国フェアのはじまり 

第１項 2004 年「英国ペットライフ」というテーマの失敗  

2003 年 10 月、販売促進部に異動してすぐの桑原は、上司から 1 か月後に迫った英国フ

ェアの担当者を手伝うよう命じられ、担当者のサポートに徹した。英国フェア終了後には、

次の英国フェア担当者に任じられた。桑原は、阪急百貨店に勤務して 15 年のキャリアをも

つ中堅社員であったが、英国赴任の経験はなく、英語が堪能であったわけでもない。本人の

言葉を借りれば、「右も左もわからないまま、やらざるを得なくなった」ということだった。

早速、1 年後の英国フェアについて動き出すことになったのだが、すぐに、大きな問題に直

面する。例年ならば、ロンドンにいる英国駐在員が次の英国フェアのネタをある程度仕込ん

 

354 英国ノーフォーク州在住の画家で、カントリーサイドの美しく、のどかな暮らしを表

現した作品は、英国はもとより、欧米各国で人気がある。 

355『朝日新聞』英国フェア冊子広告、３頁。 
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でいて、あとはタイトル（テーマ）をつけるという手順だったはずが、英国駐在員事務所が

2003 年 10 月に閉鎖され、駐在員も引き上げてしまっていた356。こうしたことは、2000 年

に社長に就任した椙岡俊一社長がはじめた構造改革のひとつ357だったわけだが、桑原にと

っては大きな痛手となったのである。 

この危機的状況を救ったのが、当時 N.T.E.(ナショナルトラストエンタープライズ)ジャ

パンの社長だった石井直樹だったという358。石井は 1979 年から 1987 年まで、ヨーロッパ

駐在員として活躍し、英国フェアをサポートしていた人物である。阪急百貨店が英国ナショ

ナルトラストとライセンス契約を結ぶことになったのも、石井の働きだったという経緯が

あり、当時うめだ本店 1 階にはギフトショップが設置されていた。桑原にとって石井は阪

急と英国を結ぶ第一人者であり、唯一サポートしてくれる人物だったので頼らざるを得な

かったという。石井からのアドバイスの内容は、「これまで取り組んだことのない新しい切

り口のテーマとして英国のライフスタイルはどうか」であり、長期の英国滞在の経験から

「英国では、犬はペットではなく、家族のように大切にするライフスタイルがある」という

ものだった。桑原は、石井の提案を受け「英国ペットライフ」というテーマを設定する359。 

文化の紹介の要素を残す展示として、当時、英国や欧米で人気のあった画家マシュー・ラ

イスによる犬と英国人の交流を描いた作品 20 点、宝塚ガーデンフィールズの協力で英国犬

22 種のパネルが展示された。英国と犬の関わりを書いた著作のある英国在住の入江敦彦の

講演が行われた360。そのほか英国からの招聘者による英国式愛犬のしつけ方講座を開催し、

陶器の犬の実演販売、犬関連の商品を多数販売するなど、桑原はテーマと関連づけての企画

 

356 『株式会社阪急百貨店 50 年史』50 年史編集委員会 阪急百貨店、1988 年、177 頁。 

1973 年に開設され、毎年好評の英国フェアの陰には、駐在員事務所の奮闘があったとあ

る。当時、阪急交通社国際輸送部（現・阪急阪神エクスプレス）で英国在住の林啓司が、

英国でのサポートの任についた、桑原と共に仕事をした後、現在も阪急阪神エクスプレス

UK の社員で、阪急英国フェアコーディネーターとして阪急英国フェアを支えている。 

357 2023 年８月 17 日の元阪急百貨店社員山田実に対する電話インタビューによる。椙岡

社長就任当時の阪急百貨店は３年連続の赤字で、危機管理のもと無駄を廃止するという考

えで、阪急英国フェアもそれまでの特に収益を求めない文化催事という位置づけではなく

なったという。 

358 桑原のインタビューによる。 

359 桑原のインタビューによる。 

360 『朝日新聞』2004 年 11 月９日夕刊、別刷広告特集 2 ｰ 3 頁。 
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に徹し、多くの時間を費やした。そうした中、看板のティールームは、前任者内海が目途を

つけてくれていたにもかかわらず、英国出張で訪問した際、双方の条件が合わず断念したと

いう。フェアに間に合わせるために、前年に招聘したトレナンスティールームに依頼し事な

きを得たという361。 

そうして英国フェアとしての体裁は整ったものの 2004 年は大きく売上げを落とす結果と

なった。桑原が苦い経験から学んだのは、顧客はリアルな英国を求めているのではなく、自

分自身の「英国イメージ」の中にある英国を求めているということだった362。 

2003 年の内海の失敗は、英国からの招聘ティールームという看板をあげているだけに、

顧客が求めたものは、自分の「英国イメージ」にないマッキントッシュのデザインした家具

よりも英国の現地でしか味わえない紅茶とスコーンを食べるという体験であった。 

 失敗の共通点は、企画者がよかれと思い提示した「本物の英国」が、顧客に拒否された点

である。それは、1999 年と 2000 年の展覧会の失敗にも通ずる。顧客が見たい英国ではなか

ったのである。筆者は 2017 年より 2023 年までの阪急英国フェアを観察したことから、阪

急英国フェアに顧客が来るのは、既に出来上がった自分の「英国イメージ」を英国フェアで

の展示を通じて再確認しながら、英国に行ったかのように体験できる「本物の英国」を阪急

英国フェアという場所で楽しみながら消費することだと考えている。 

桑原は今も 2004 年の広告やパンフレットを見る度に屈辱を感じるということだった。し

かし、すべてが失敗だったのではなく、桑原は 2004 年の英国フェアで、大幅な経費削減の

中、制作実演者や講師などの英国からの招聘者を前年の 11 人から 16 人に増やした。招聘

者の宿泊ホテルのランクを下げるという苦肉の策を使ってのことだった。そのため２年連

続で招聘された人の中には、前年との待遇の差に文句を言う人もいたということだ363。しか

し、「売り場に来られるお客様に、英国にいるかのような雰囲気を味わってもらいたい。経

費の問題がなければ、すべての店にひとりの英国人が理想」と桑原は語った364。この考えは

 

361 桑原のインタビューによる。英国からの招聘ティールームの出展要請は、担当者が直

接交渉に当たる。こうした事例から英国からティールームを招聘することの難しさが理解

できる。 

362 桑原のインタビューによる。 

363 桑原のインタビューによる。 

364 桑原のインタビューによる。 
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その後も受け継がれ、コロナ禍以前の 2019 年の招聘者は 47 人になった365。長年、阪急英

国フェアや各地の英国フェアに出展している英国雑貨「トゥーシェ」の森居烈は、英国から

の招聘は、経費の問題もさることながら、代理店の協力と交渉が必要で、大変な労力のいる

ことであり、他の英国フェアでは見られない阪急英国フェアの魅力のひとつだと語った。桑

原はフェアを盛り上げるため、販売する英国商品だけでなく、英国からの招聘者によって

「本物の英国」と「英国らしさ」を伝える工夫に担当当初から積極的に取り組んでいたと考

えられる。 

2004 年の英国フェアは、その後の英国フェアの展開を考えると、テーマを設定し、テー

マと商品を結び付けようと画策したことで、単なる物産展に陥ることなく、英国フェアの伝

統を維持したことになると考えられる。また、「モノ」ではなく「英国のライフスタイル」

の紹介を試みたことで、その後、桑原が担当する英国フェアのテーマとしてさまざまな英国

のライフスタイルにアプローチすることができる基盤となったと考えられる。 

 

第２項 2005 年「イングリッシュガーデン・バラのある暮らし」―紅茶を核に― 

桑原は、インタビューで、「2004 年の経験から、みんなが知らないものをやるより、みん

なが知っているものをやることにした。英国フェアも物産展のひとつだと考えると食品が

賑わわないといけない。英国の食文化を代表するものといえば、アフタヌーンティーだと考

えた」と語った。この発言には桑原の顧客のもつ「英国イメージ」を大切にしようという考

えと食文化を重視しようという考えが込められている。また、2004 年の売上げデータから

も紅茶がよく売れていることもわかったということだった。しかし、「紅茶は売れているの

に定番のブランドが数種類しかなく、全体の個数も少なすぎる。陶器などの紅茶関連商品も

少なすぎると思えた」という366。ここでも桑原は、弱いものを強化するより強みを生かすと

いう発想のもとに紅茶と陶磁器などの紅茶関連商品の販売を伸ばすことが重要と気づいた

のである。 

2005 年の英国フェアは、顧客が求める「英国イメージ」を重視し、これまでの英国フェ

アでよく売れたという情報をもとに、バラをモチーフとした商品を集めてはどうかと考え

 

365 「2019 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」1-8 頁。 

366 桑原のインタビューによる。 
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た。そうしてテーマを「イングリッシュガーデン・バラのある暮らし」として企画する367。 

商品ケースには、バラの絵柄のキャ

ス・キッドソン、ロイ・カーカム、ポー

トメリオンのティーカップやマグカッ

プがずらりと並び、英国からは陶磁器の

絵付師、アドバイザー、ボタニカルアー

トの画家も招聘された。会場には、国際

的にも有名なバラの育種家デイビッド・

オースティンの協力も得て、イングリッ

シュローズガーデンが再現された。また、

故ダイアナ妃の名前を冠したダイアナ・

プリンセス・オブ・ウェールズというバ

ラがあることから、このバラの鉢植えや

ダイアナ・メモリアル・タータンを販売

し、ダイアナ・プリンセス・オブ・ウェ

ールズ基金へのチャリティも行った。フ

ラワーアーチストの体験教室、英国庭園 

（図 15）英国フェア 2005 年パンフレット表紙 研究家の講演も行われるなど盛りだくさ

んの内容となった368。 

ここで、2005 年の英国フェアでの紅茶の扱いについて確認するために、会場で配布され

たパンフレットを見てみよう。（図 15）表紙一面に笑顔あふれる女性が、ティーセットを持

って、これからサービスしようとしている姿が掲載されている。桑原によると彼女に取材す

るため、阪急英国フェアとしては、初めて現地ロケが敢行されたという。当初はバラの写真

を予定していたが、桑原の考える日本人の「英国イメージ」を体現するこの女性の写真が表

紙に使われることになったということだった369。ここには、桑原の英国フェアを企画する上

 

367 桑原渉、前掲書、25 頁。 

368 「2005 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」2-3 頁。 

369 桑原渉、前掲書、28-29 頁。「雑誌でマーガレットさんを見た瞬間、「何て英国フェアに

ぴったりの人なんや！」、「究極のカントリーサイドのティールームや！」と思い、ひと目

で恋におちました」と綴られている。 
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でのひとつの「英国イメージ」が確立されたことが表れている。それはカントリーサイドに

ある落ち着いた調度品に囲まれた心地よいティールームで、美しい庭を眺めながらゆった

り紅茶を楽しむというイメージである370。 

女性はマーガレット・ヴォーン（ Margaret Vaughan）といい、英国コッツウォルズ地方

で村全体がナショナルトラストの保護地区に指定されているレイコック村にあるキング・

ジョンズ・ハンティング・ロッジという B＆B のオーナーであった。広い庭には、お茶を楽

しむことができるティールームが併設されていた。パンフレットには彼女のことは親しみ

をこめて「マーガレットおばさん」と書かれ、特集記事として２ページにわたって、英国の

カントリーサイドの彼女のティールームの様子が紹介された371。英国フェアの期間中、会場

のティールームでサービス精神旺盛にふるまうマーガレット・ヴォーンは大人気だったと

いうことだ。 

 導入された紅茶ブランドは 2003 年、2004 年の 2 年間は、トワイニング372、ウィッター

ド373、アーマッド374、ロイヤルドルトン375、ミントン376、リッジウェイ377、H.R.ヒギンス378

 

370 桑原のインタビューによる。桑原は、英国のよさはカントリーサイドの美しさ、自然

に親しむ穏やかなライフスタイルにあると考えており、企画の際にも重視したようだ。 

371 「2005 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」4-5 頁。 

372 1706 年にトーマス・トワイニングがロンドンに「トムの店」を開店したことに始ま

り、1717 年、紅茶を専門に販売する紅茶の店「ゴールデン・ライオン」を開業した。

1887 年にヴィクトリア女王が王室御用達に任命して以来、ずっと引き継いでいる。 

373 1886 年ロンドンで創業。英国内各地に店舗を展開している。紅茶だけでなく中国茶、

日本茶など世界中から極上の茶を集め、さまざまな種類のブレンド茶を展開している。  

374  1986 年に、ラヒーム・アフシャーと彼の兄弟が創業した。アーマッドというのは、彼

らの父親の名前である。現在世界 80 カ国で販売され、食品の国際大会であるグレートテ

イスト・アワードで、多くの紅茶が受賞している。 

375 阪急百貨店の提案により、陶磁器メーカーとして英国で 190 年の歴史を持つロイヤル

ドルンが共栄製茶と協力して作った紅茶（第３章 第５節 第２項で説明） 

376 当時ロイヤルドルトン傘下にあったミントンもロイヤルドルトン紅茶に続いて作った

紅茶ブランドである。 

377 1836 年にトーマス・リッジウェイがロンドンに創業し、いち早くブレンド茶をスター

トし、1886 年にはヴィクトリア女王から注文を受け、H.M.B（Her Majesty‘s Blend）を献

上し、英国王室御用達となったという歴史をもつ。 

378 ロンドンの高級住宅街メイフェアに本店のある英国王室御用達のコーヒー・紅茶専門
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の 7 つのブランドだったが、2005 年には、これにテイラーズ・オブ・ハロゲイト379、ヨー

クシャーティー380、セントクリストファー381、ロイヤルアルバート382、ウェッジウッド383、

ウィリアムソン＆マゴー384、ダッチーオリジナルズ385を加えて 14 のブランドに倍増した。

パンフレットや広告には、マーガレットおばさんのティールームを紹介する記事の下にブ

ランドを代表するブレンドの美しい紅茶缶がずらりと並べられ、それぞれにブランドの成

り立ちやブレンドの特徴が記され、紅茶図鑑を見るようだ386。詳しく紹介することで、顧客

に紅茶についての知識を提供し、関心をもってもらおうという姿勢の表れである。英国文化

を紹介する展覧会はなくなってしまったが、かわって英国商品の紹介をしていくという桑

原のスタンスであったと考えられる。 

 桑原によると、1 年でこれだけの英国紅茶ブランドを揃えることができたのは、輸入して

くれる会社（代理店）の存在、大使館や総領事館の協力があってこそ実現したものだという

 

店。2005 年の阪急英国フェアには、三代目社長デイビッド・ヒギンズが来店し、紅茶選び

のアドバイスをした。 

379 1886 年にチャールズ・テイラーがハロゲイトに創業した老舗の紅茶会社で、関西の百

貨店で初めて紹介された。 

380 テイラーズ・オブ・ハロゲイトが、ヨークシャーの有名ティールームのためにブレン

ドした紅茶。最高品質のアッサムとアフリカのお茶を使用し、英国紅茶市場で２番目に売

り上げている。 

381テニスウェアで知られるセントクリストファーがプロデュースした紅茶。日本の百貨店

では、2005 年の阪急英国フェアで初めて紹介された。 

382 1896 年にストークオントレントで創業した陶磁器メーカーの紅茶。陶磁器シリーズで

はオールド・カントリー・ローズが有名である。2005 年、阪急百貨店は紅茶を直輸入して

いる。 

383 1759 年にジョサイア・ウェッジウッドによって創始された陶磁器メーカーが、1991 年

に立ち上げた紅茶ブランド。 

384 1869 年に、ジェームス・ウィリアムソンとリチャード・マゴーにより創立され、130

年以上の歴史を誇るイギリスの老舗高級紅茶専門ブランドである。創業当初からインド北

部のアッサム地方とダージリン地方に進出、現地にて紅茶の製造事業に乗り出した。現在

は、東アフリカのケニア、タンザニアにも進出し、自社農場を持っており、茶葉の栽培か

ら選別・ブレンドに至るまでの全てを一貫して行っている。象を型どったティーキャディ

で知られる。 

385 当時皇太子だったチャールズの立ち上げたオーガニックブランド食品の紅茶。 

386 「2005 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」4-5 頁。 
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387。紅茶を核にし、たくさんの紅茶を並べるという意欲があったからこそのラインアップだ

ったと考えられる。 

また、英国では当時ハーブティーやフルーツティーの人気が高かったが、桑原は日本の英

国フェアでは売れないと見込んで、積極的には取り入れなかったそうだ388。インタビューで

は、2004 年の経験から本当の英国の状況を見せるのではなく日本人のもつ「英国紅茶イメ

ージ」を大切にしようとした桑原の意志が伝わって来た。その「英国紅茶イメージ」とは、

リーフティー紅茶だったのである。 

こうして、2005 年の阪急英国フェアは、ティールームが評判となり、紅茶ブランドも充

実し、紅茶が核となる英国フェアの基盤が築かれたと考えられる。 

 

第４節 2006 年「紅茶とタータンのある暮らし」―話題を集めた紅茶― 

第１項 幻のビートルズ展から紅茶へ 

2006 年の英国フェアのテーマは「紅茶とタータンのある暮らし」だったが、この年、桑

原はビートルズ来日 40 周年を記念し、「ビートルズ展」を企画していた。しかし、最後の最

後で社内事情のためできなくなったということは、彼の著書にも書かれていた389。筆者は、

2006 年の新聞広告や会場配布パンフレットでの紅茶の充実ぶりから、ビートルズからのテ

ーマ変更をそれほど重くは考えていなかった。インタビューした際、この年の広告やパンフ

レットの表紙となった英国人家族が庭で紅茶を楽しむ写真390は、実は急場しのぎで神奈川

県の湯河原町で撮影されたものだと語った桑原の様子は、この写真に対する不満を超えて、

再び苦い経験となったことを示すものだった。実際、「ビートルズ展」のために、出展を予

定していた輸入代理店に上司とともに謝罪に行き、最後に英国フェアのために買い付けた

限定品などを販売するスペースを設けて販売することでカバーしたということだった391。 

 

387 桑原のインタビューによる。 

388 桑原のインタビューによる。 

389 桑原渉、前掲書、45 頁。 

390 『朝日新聞』2006 年 10 月 3 日、夕刊別刷 1 頁。および「2006 年英国フェア会場配布

冊子」表紙。 

391 『朝日新聞』同上、広告特集には、非常に小さいが「特別出店ザ・ビートルズショッ

プ」が宣伝されている。「2006 年阪急英国フェア会場配布冊子」には、ビートルズの掲載

はなく、百貨店と桑原の折り合いのつけ方が表れている。 
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しかし、紅茶というアイテムを通してみた 2006 年の英国フェアは、紅茶を強化したこと

が十分に生かされた英国フェアとなったことがわかる。桑原自身もインタビューに答えな

がら当時のことを振り返り「紅茶のコンテンツのそれぞれは良かったですね」と笑顔で語っ

た。このコンテンツとは、「トップティープレイスの招聘」と「英国産紅茶トレゴスナンの

導入」である。次にその内容を詳しく見ていきたい。 

 

第２項 トップティープレイスの招聘 

これまで、論じてきたとおり 2001 年から設置されたティールームは、すでに阪急英国フ

ェアの看板となっていた。桑原は「初めて英国フェアを担当した 2004 年には、予定してい

たティールームに断られ大慌てした経験から、その後は、スコーンを食べまくり、毎年 4、

5 軒のティールームをストックしておくよう心掛けた」ということで、英国で初めて訪問す

る都市や町では、評判のよいティールームをリサーチし、必ず試食していたそうだ392。 

 桑原がティールームを選ぶ基準は、紅茶の美味しさ、次にスコーンの美味しさ、そして

2005 年の「マーガレットおばさん」の選択のように、桑原の「英国イメージ」に合うこと、

すなわち、カントリーサイドの心地よいティールームというイメージである。しかし、何と

いっても英国には紅茶業界の権威 UK ティーカウンシルの毎年行っているトップティープ

レイス・アワードがある393。このアワードは 1985 年から英国の紅茶普及に尽力してきた UK

ティーカウンシルが、英国の伝統的なティールームの復活と普及を目指すものとしてはじ

めたもので、阪急英国フェアには、これまでにシェファーズティールーム（2001 年）、トレ

ナンスティールーム（2003、2004 年）といった英国のトップに選ばれたティールームが招

聘されていた。 

 2006 年に桑原が挑戦したのは、過去のものではなく、その年度のトップティープレイス

を招聘するというチャレンジであった。UK ティーカウンシルの発表は毎年 4 月であるか

ら、発表後に交渉を開始しても、英国フェアが開催される 10 月に招聘するのは間に合わな

 

392 桑原のインタビューによる。 

393 Cha Tea 紅茶教室『英国紅茶の歴史』河出書房新社、2014 年、124 頁。このアワード

は、1985 年に UK ティーカウンシルが立ち上げたティーギルドに所属するティールームの

中から、覆面調査員により 125 項目に及ぶ細かい選考基準にもとづき、紅茶やスコーンの

質から店の雰囲気、スタッフの紅茶に関する知識、ホスピタリティーまで評価し、トップ

ティープレイスをはじめ優秀なティールームを選び、毎年４月に発表されるものである。 
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い。そのため、あらかじめどこのティールームが選ばれるか予想をたてて交渉しておかなけ

れば招聘は実現しない。その年のトップティープレイスに来てもらうのは至難の技である。 

2006 年、桑原が目標を見事に達成することができたことは、2006 年 10 月 3 日の朝日新

聞夕刊「広告特集」からわかる。「「ヘーゼルメア」は湖水地方にある英国ナンバーワンティ

ールーム」というキャッチコピーで、オーナー夫妻が 2006 と記載された表彰額の前で紅茶

を飲む写真もティールームを紹介する写真とともに掲載され、「クリームティー（スコーン

1 個・ハウスティー・ジャム・クロテッドクリーム）998 円〔1 日限定 600〕」と宣伝された

394。この実現はトップティープレイス招聘の効果を一段と高めたと考えられる。 

その後、桑原は 2007 年、2013 年と UK ティーカウンシルの選ぶトップティープレイス

を招聘するが、UK ティーカウンシルの運営者から、紹介料を請求されたことがあったとい

う395。また、2014 年の春、トップティープレイスの発表が行われなくなった。UK ティー

カウンシルが解散したのである396。発表を待ってから選ばれたティールームに交渉しよう

とかまえていた桑原にとって大打撃となり、2014 年は苦肉の策として、急遽前年に招聘し

たのと同じティールームに打診し承諾を得て事なきを得たが、ティールームのない英国フ

ェアとなったかもしれないという危機だった397。 

 

第３項 英国産紅茶トレゴスナンの導入 

2005 年、英国南部のコーンウォール州のトレゴスナン・エステートという貴族の領地で、

庭師のジョナサン・ジョーンズ（Jonathan Jones）の努力が実り、初の英国産紅茶（商業用

国内栽培紅茶）が誕生した。このニュースは英国で大きく報道され、450 グラム弱で、日本

 

394 『朝日新聞』同上、2 頁。 

395 桑原のインタビューによる。 

396 当時、UK ティーカウンシルは、ウィリアム・ゴーマンとアイリーン・ゴーマンという

二人の人物が中心となって運営していたようだ。UK ティーカウンシルは、英国内紅茶業

者と紅茶生産国政府機関の提携のもとに 1965 設立され、1985 年に「ティーギルド」を作

り、トップティープレイス選定をはじめた他、キャンペーンを中心に広く紅茶を普及する

活動を行ってきた。1995 年の阪急英国フェアでは、UK ティーカウンシルを紹介するパネ

ル展示も行われた。しかし、英国内でコーヒーの消費量が増えるなどの社会状況の変化か

ら、その役目を終えた。 

397 桑原のインタビューによる。 
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円で約 13 万円という高額で、フォトナム＆メイソンが購入した398。 

翌年の 2006 年の阪急英国フェアの新聞広告には、「むずかしいといわれた英国での紅茶

栽培に成功。英国人の情熱がつまった紅茶が日本初上陸します。」というキャッチコピーの

あとにトレゴスナンの説明が続き、「今回のためにアールグレイをベースに阪急限定ブレン

ドを特別につくってくださいました」とあり、紅茶缶 3 つの写真に加えて「「トレゴスナン」

紅茶（クラシック・アフタヌーンティー・アールグレイ、各 60ｇ）各 4,830 円」と記載さ

れている399。 

日本の英国紅茶ファンにとって、英国産紅茶トレゴスナンは、興味関心の対象で、どんな

味がするのか一度飲んでみたいと思うものだったろう。紅茶の強みを生かそうと考えてい

た桑原にとっても阪急英国フェアに導入したい紅茶だった。問題は価格、そして何よりも輸

入するためには、それを引き受ける代理店が必要だった。 

このトレゴスナン導入の経緯について桑原に聞いた。英国情報誌『英国特集』で、紅茶関

連の情報を調べていた桑原は、ジェーン・ペティグリューという紅茶研究家を見つける。す

ぐさま招聘しようと考えたわけだが、ペティグリューは、桑原が担当する以前の英国フェア

に 2 回（1995 年、2001 年）講師として招聘されており、交渉は順調にすすんだ。2006 年

の英国フェアでは、期間中 5 日間にわたって「英国人の紅茶の楽しみ方」という講演をする

ことに話は決まったという400。また、当時ペティグリューは 19 世紀から続く茶葉の仕入れ

会社とタッグを組み、紅茶メーカーのセントジェームスを設立させていたことから、この紅

茶も販売することになっていた。トレゴスナンを輸入したいが、輸入業者がみつからないと

なった時、ペティグリューの働きかけで、セントジェームス紅茶の輸入会社の北山社長が、

高額な紅茶で売れるかどうかわからないという大きなリスクを伴うにもかかわらず引き受

けてくれたということだった401。 

ペティグリューは、コーヒー飲用の習慣が広がりつつあった英国で、紅茶復権のためのさ

 

398 奥田美紀「お茶の木は育たないと言われていたイギリスで、お茶栽培がさかんに！」

静岡県茶業会議所『月刊茶』2018 年 9 月号、39 頁。 

399 『朝日新聞』同上、3 頁。 

400 桑原のインタビューによる。 

401 桑原のインタビューによる。 
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まざまな活動402をしていた人物で、英国紅茶の中でも特にスペシャルティーに力を入れて

いたことから403、英国産紅茶トレゴスナンをぜひ日本にも紹介したいと考えていたのだっ

た。桑原とペティグリューの紅茶への思いが繋がっての導入だったといえる。トレゴスナン

は、高額にもかかわらず売れたということだった404。 

 2006 年のテーマは桑原の望んだ「ビートルズ展」ではなく急遽「紅茶とタータンのある

暮らし」に差し替えたことで、結果的に 1995 年以来の紅茶を冠するテーマとなった。紅茶

はトレゴスナン以外にも、紅茶に関する本を出版したばかりのスチュワード麻子405がプロ

デュースしたインフューズの阪急オリジナル紅茶や老舗紅茶会社マックウッズファインテ

ィーの美しいレリーフが施され金色に輝く紅茶缶のゴールデンジュビリーブレンド、銀色

の紅茶缶の創業 160 周年記念シルバーチップスブレンドを販売した406。 

 この年の紅茶レクチャーは、先のジェーン・ペティグリュー、スチュアード麻子に加え、

英国で創立 300 周年を迎えたトワイニングの 10 代目の当主スティーブン・トワイニング

（Stephen Twining）も「トワイニングと英国紅茶」という講演を行うなど充実したものと

なった407。紅茶をテーマとしたことが功を奏した招聘者で、「ビートルズ展」ではこうした

企画はできなかったであろう。 

 

 

 

 

402 サベリ、ヘレン、前掲書、93 頁。1983 年に、ロンドン南部のクラパムにアールデコ様

式のティールームを始めたことで評判を呼び、新たな紅茶の流行を生み出した。また、

UK ティーカウンシルでのライターをはじめとする執筆活動、講演活動を通じて紅茶の復

権に尽力した。紅茶に関する多数の著作があり、英国ではプロ向け、外国人向けの紅茶教

室も開設している。 

403 奥田美紀、前掲書、39 頁。ジェーン・ペティグリューは、紅茶研究家としての活躍、

国内外で英国紅茶を普及した貢献により、2016 年に女王より BEM を授与されている。 

404 桑原渉、前掲書、39 頁、60 頁。 

405 英国で日本人向け紅茶教室を開き、『ロンドン、とっておきのティープレイスへ』を河

出書房新社から 2006 年５月に出版したばかりだった。阪急英国フェアのパンフレットに

は「英国と日本をおいしい紅茶でつなぐ」というキャッチコピーで紹介された。 

406 『朝日新聞』同上、2-3 頁。 

407 2006 年阪急英国フェア会場配布冊子パンフレット 2-3 頁、裏表紙。 
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第 5 節 2007 年「More！LONDON」―紅茶の伝統と革新― 

第１項 英国紅茶のニューウェーブ 

ロンドンをテーマに 2007 年の英国フェアを企画していた桑原は、ノッティングヒルにあ

る紅茶専門店ティーパレスに注目していた。ティーパレスは、店の外観、インテリア、販売

している紅茶缶などをすべてスタイリッシュに紫色に統一しており、165 種類ものオリジナ

ル紅茶を量り売りするコーナーと紅茶が飲めるティールームが併設されていた。新しいス

タイルのこの店は、英国での紅茶復権をめざしてタラ・キャルクラフト（Tara Calcraft）が

2005 年に立ち上げたものだった408。 

当時の英国は、コスタコーヒーやカフェ・ネロといったロンドン発祥のコーヒーチェーン

に加えて、1998 年にはアメリカからスターバックスコーヒーの参入もあり、年々、コーヒ

ーの消費量が増えていた。キャルクラフトはそうしたチェーン店で出される紅茶の品質の

悪さを嘆き、小売店でも良質の紅茶が販売されなくなってきた状況を少しでも変えたいと

奮起したのだった。同じく 2005 年には、世界各地の茶園を旅したティム・ドフェイ（Tim 

d'Offay）409によるハイクオリティのスペシャリティ紅茶の小売店ポストカードティーが高

級住宅地のメイフェアにオープンし、世界で良質の茶葉をつくる小さな茶園の紅茶栽培者

を守ろうと、販売する茶の生産地、茶園などの情報をパッケージの裏面のカードに書いて販

売することから始めていた。紅茶を愛する人たちの間で、紅茶の復活を求める動きが高まり

つつあった410。こうした動きを後押しするかのように、話題となったのが前節で述べた 2005

年の英国産紅茶トレゴスナンのニュースであり、紅茶のニューウェーブの先駆者的存在と

もいえるのが、紅茶専門店ティーパレスであった。 

桑原は、2007 年に招聘するティールームをティーパレスに決めて、交渉も進めていたが、

オーナーの個人的事情で不調に終わった。それでもなお、オリジナルブレンドのパレスシリ

ーズやオーガニックハーブティーなど 35 種類の紅茶が英国フェアの会場に並ぶことになっ

 

408 小関由美『イギリスでお茶を』主婦の友社、2006 年、84 頁。 

409 ティム・ドフェイは 2018 年の５月の阪急ワールドティーフェスティバルに出展および

紅茶レクチャー講師として招聘された。2023 年の阪急英国フェアに再び紅茶レクチャー講

師として招聘された。英国紅茶の歴史、現状、英国の茶と女性の関係、自身考案の紅茶の

試飲などのレクチャー３日間５回にわたり行った。 

410 Pettigrew, Jane and Richardson, Bruce, op. cit., p.225. 
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た411。 

紅茶をフェアの核に据えたことで、英国紅茶の新しい情報を念頭に入れて企画を進める

ことは、フェアを成功させるための必須の条件となった。そのため阪急英国フェアでは、日

本初登場という新しい紅茶ブランドを積極的に導入することになった。このことが、他の百

貨店の英国フェア（英国展）にはない阪急英国フェアの特徴となった。阪急百貨店が導入し

たものを他の百貨店も導入するという状況が生まれた。一方で、日本でよく知られた紅茶ブ

ランドも継続して販売していった。毎年、普段スーパーなどでは買えない紅茶をまとめて購

入するために来る人も多く、そうした紅茶はフェアの「英国イメージ」の形成に欠かせない

ものとなっていた。新旧両方のブランド数をどうするかというバランスやどの新しいブラ

ンドを導入するかという取捨選択が紅茶販売では重要なポイントとなった。 

2007 年の英国フェアでは、新しくティーパレスのほか、2000 年にロンドンで高品質の茶

の復活を求めて設立されたニュービーを取り入れた。阪急英国フェアで 1999 年以来ずっと

販売されているヴィクトリア朝時代に創業したウィッタード、エリザベス女王のロイヤル

ワラントを持つ高級食料品店パートリッジのリーフの紅茶缶、そして前年に続きマックウ

ッズファインティーのエリザベス女王献上高級紅茶が販売された。これらは阪急英国フェ

アの高級な「英国イメージ」を構成する老舗または王室御用達紅茶だった412。 

こうした英国フェアでの紅茶の選定に関して、桑原は「紅茶に関してお客様のスタンスは、

この 10 年全く変わっていません。皆様が求めていらっしゃるのは、ヴィクトリア朝へのあ

こがれ、貴族文化へのあこがれです。紅茶が売れるのは優雅、高級、リッチ感からです」と

回顧している413。また、「高級であるにはリーフティーが重要だ」という発言もあり、当時

の英国のティーバッグの普及率が約 96％だったことから考えて、リアルな英国の実態に即

するのではなく、顧客の求める高級な「英国イメージ」に沿って紅茶を選定していたことが

わかる。 

 

第２項 5 つ星ホテル クラリッジズホテルの招聘 

2007 年の英国フェア「More ! London」の朝日新聞広告特集の表紙は、ロンドンのクラリ

 

411 『朝日新聞』2007 年 10 月 2 日、夕刊別刷 2 頁。 

412 『朝日新聞』2007 年 10 月 2 日、夕刊別刷 2 頁、5 頁。「2007 年阪急英国フェア会場配

布パンフレット」9 頁。 

413 2017 年 10 月の桑原へのインタビューによる。 
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ッジズホテルを背景に、シルクハットをかぶったドアマンが穏やかにほほ笑む写真が掲載

された。クラリッジズといえば、「アールデコの宝石」といわれる美しさと格式の高さで知

られるロンドンの５つ星ホテルである。2006 年には、UK ティーカウンシルのトップロン

ドン・アフタヌーンティーアワードを受賞していた。前節で述べたティーパレスがティール

ームとしての招聘を辞退したことから、すでにスコーンのテイクアウトでの交渉がすすん

でいたクラリッジズホテルにティールームとして来てもらうための交渉が急遽始まった。

クラリッジズホテルは、日本の天皇が訪英の際、宿泊するホテルでもあったことからか、好

意的な対応で、順調に出展が決まった414。ホテルのティールームが阪急英国フェアに出展す

るのは初めてのことで、その後もホテルのティールームが招聘されたことは一度もない。ク

ラリッジズからは 2 人のシェフが会場にやって来て、スコーンを作る実演を見ることがで

きた415。クリームティーのメニューでホテルのハウスティーと一緒に味わえるのは、阪急英

国フェアの顧客への大きなサービスとなった。さらに英国ロンドンにある一流ホテルを招

聘したことが、大きな宣伝となったことに加え、その後、桑原が本格的にスコーンのテイク

アウト導入をはかるきっかけとなった。ブラウンズ（2011 年）サヴォイ（2012 年）ザ・ゴ

ーリング（2014 年）といったロンドンの一流ホテルのシェフを招聘して、催事場内で焼き

上げるスコーンは、毎回行列のできるほどの人気となるが416、その端緒を開いたのは、クラ

リッジズホテルだったといえる。 

以上のように、2007 年の阪急英国フェアでは、英国紅茶の「伝統と革新」の両方を取り

入れることになり、その後の英国紅茶を核とする英国フェアの方向性が決定づけられたも

のになったと考えられる。客がもつ高級感あふれる「英国イメージ」の老舗紅茶ブランドや

アフタヌーンティーの伝統を大切にしながら、新しい紅茶ブランド、紅茶関連の商品も積極

的に取り入れ、紹介していくという方針が確立された。 

ここまで見てきたように、2005 年から 2007 年の 3 年間で、桑原自身が英国出張、取材、

企画を通じて、ロンドンからカントリーサイドまでの紅茶シーンをひととおり経験し、紅茶

の美味しさもそれぞれのスコーンの違いもわかるようになっていた。紅茶ブランドに関し

 

414 桑原渉、前掲書、50-51 頁。 

415『朝日新聞』同上、2 頁。 

416 桑原渉、梅田本店販売促進部『阪急英国フェアの舞台裏』R.S.V.P.、2013 年、83 頁。 

「2012 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」2 頁。「2013 年阪急英国フェア会場配布

パンフレット」1 頁。 
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ては、王室御用達からニューウェーブに至るさまざまな英国紅茶ブランドを研究し導入を

はかり、国内外の紅茶研究家、ティーテイスターなど多くの紅茶に関わる人々を講演者とし

て招いた。紅茶を核とする英国フェアの基盤を作りあげたと考えられる。ただし、桑原によ

ると、この 3 年間の売上げは微増という状況で、桁違いに伸びたのは、2014 年ベティーズ

ティールームの導入だったということだった417。英国ヨークシャーの地にあるベティーズ

は英国でも紅茶の聖地と目される名店であるものの、ロンドンにすら出店しないという難

攻不落のティールームであった。 

次の節では、2007 年に紅茶を軌道にのせた後、大きな紅茶のトピックとしての 2014 年

にベティーズ導入に至るまでの間、桑原はかねてより目論んでいた英国の食に力を入れる

ことになる418。日本では一般的に英国の食に対する評価は低かったものの、桑原は英国出張

を通じて、現地の風土の中で確かめた味に自信がもてたことで、英国の食品の強化をはかる

ことになる419。英国の食を英国フェアのなかで、どのように企画したのかを見ていくことに

する。 

 

第６節 2008 年から 2013 年 英国食文化の強化 

第１項 2008 年「Moden Britain」での挑戦と失敗 

紅茶を核とする英国フェアが軌道に乗ったことで、桑原は新たに英国の食品のラインナ

ップ強化に力を入れようと考える。振り返れば、桑原が 2005 年に紅茶を強化した理由のひ

とつに、食品が豊富にあることで、英国フェアが催事として賑わうと考えてのことだった420。  

また、2008 年は日英修好通商条約調印 150 周年記念という年で、駐日英国大使館とブリ

ティッシュ・カウンシルが「UK―JAPAN 2008」というキャンペーンを展開した年だった。

このイベントは英国の歴史や伝統だけではなく、「現代の英国」を紹介することに主眼がお

 

417 桑原のインタビューによる。 

418 桑原とのオンラインインタビューによる。本稿の第４章第３節第２項でも述べたが、

桑原は催事では何よりも食品が賑わわないといけないと考えていた。まず、それまでの強

みである紅茶に着手し、いよいよ他の食品に手を広げることになった。 

419 日本百貨店協会、電子書籍『ヒト・コト・モノ語り（第 16 部）』「阪急うめだ本店 桑

原渉さんー名物催事「英国フェア」の凄腕ディレクター―」６頁。桑原着任した当初は、

全売上げのうち食が占める割合は、わずか１割強だったと語っている。 

420 桑原のインタビューによる。 
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かれ、桑原はこれに合わせて、この年のテーマを「Modern British」とすることをあらかじ

め決めていたようだ421。こうしたことからも阪急英国フェアと駐日英国大使館の密接な関

係が伺える。 

具体的に桑原のとった戦略は、2008 年のパンフレットの表紙に表れている。紅茶とスコ

ーンは消えてなくなり、代わりにローストビーフとワインが表紙を飾った422。２頁も「ニュ

ースです！英国はおいしい。」とのキャッチコピーのもと、モダン・ブリティッシュ料理423

を代表するシェフのひとりで、英国の放送局 BBC にも出演しているマーク・ブロードベン

ト（Mark Broadbent）が来店し、イートインスペースにローストビーフを提供するレスト

ランが設けられた。また、「英国王室も注目するワイナリーから、醸造家がやってきます。」

のキャッチコピーの記事では、「インターナショナルワインチャレンジ 2005」で、英国のス

パークリングワイン「キャメル・バレイ」が金賞を受賞したとして、醸造家でありソムリエ

でもあるボブ・リンド（Bob Lind）が紹介されている。 

しかし、ローストビーフもワインも期待したほど売れなかったという424。本場英国の折り

紙付きのローストビーフであったとしても、顧客がイートインスペースで、3,801 円という

高額な料金を支払って食べるのは躊躇したのであろう。また、ワインにしても、既に各国か

ら上質なワインが輸入されていることもあり、とりたてて英国産を購入しようとは思わな

かったと考えられる。桑原がこれらの失敗から学んだことは、客が英国フェアに求めるのは、

日本での日常にない「英国らしさ」を感じ、味わうことのできる品物や体験に期待するとい

うことだった425。 

さらに 2008 年の英国フェアでは、桑原は紅茶においても苦戦を強いられた。まず、看板

となるティールームであるが、桑原はコンウォ―ルのトレゴスナン茶園をのぞむ完全予約

制のティールームを招聘した。トレゴスナンは 2006 年に登場し、2007 年にも売れ行きが

好調だったことから導入を決めたということだった。パンフレット426には、招聘されたマル

 

421 桑原渉、前掲書、56 頁。 

422 「2008 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」１頁。 

423 素材を生かしながら、ハーブやスパイスを多用した新しいスタイルの料理。 

424 桑原渉、前掲書、57-58 頁。 

425 桑原渉、前掲書、58 頁。桑原が日常にない英国のものと考えたのは、アフタヌーンテ

ィー、アンティークの家具や小物、イングリッシュガーデンであった。 

426 「2008 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」２頁。 
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コム・スパークス（Malcolm Sparks）が焼きたてのスコーンを手にしている写真とトレゴス

ナン茶園を象徴する茶園に続く扉の写真が掲載され、「クリームティー（スコーン１個、ク

ロテッドクリーム、ジャム、紅茶〈アールグレイ427〉1,575 円）」と記載された。しかし、期

待して招聘したもののクリームティーの値段が、例年の 1.5 倍するこのティールームに行列

ができることはなかったという428。先に挙げたローストビーフもそうだが、イートインスペ

ースでの提供として高額であったことが不人気の１番の原因だったと考えられる429。 

次に、紅茶のラインナップにドゥルーリー430、パッカ431、ハイヤーリビング432といった紅

茶ブランドが初めて加わった433。このうちパッカとハイヤーリビングは、桑原が紅茶を核と

する英国フェアを目指した 2005 年時点で、英国ではハーブティーが売れているが、日本で

は売れないと見込んで導入しなかった商品であり、ティーバッグ紅茶でもあった。毎年、新

たな紅茶ブランドの導入を試みていた桑原が、テーマの「Modern Britain」に合わせて選択

したと考えられる。しかし、これらも含めて 2008 年は紅茶全体の売れ行きも思わしくなか

 

427 アールグレイはアール伯爵を意味する。1960 年代後半に英国で開発され、英国歴代の

宰相のうち国民的なチャールズ・グレイ（第２代グレイ伯爵）の名を冠して発売されたベ

ルガモットの香りをつけたフレーバードティー。現在はほとんど合成香料・香油が着香さ

れている。 

イートインのティールームで提供された紅茶がアールグレイというのは珍しく、苦手とす

る人もいることから、高額だったことに加え不人気の一因となったと考えられる。 

428 桑原渉、前掲書、60 頁。 

429 英国産ローストビーフはもともと高額な上、一流シェフのローストビーフということ

で、さらに高額になってしまった。トレゴスナン紅茶も紅茶自体が稀少であり、クリーム

ティーが高額になるのは当然のことであった。 

430 1936 年にイタリア系のオルミ 3 兄弟がロンドンで紅茶会社を設立。1946 年に The 

Drury Tea & Coffee Co.となり、現在 100 種類のリーフティーと 35 種類のティーバッグを

提供している。 

431 2001 年に英国のブリストルで生まれたオーガニックハーブティーブランド。元 IT 企

業コンサルタントのティム・ウエストウェルとアーユルヴェーダや西洋ハーブの知見を持

つ専門ハーバリストであるセバスチャン・ポールに 2 人により設立された。 

432 45 年の歴史を持つ英国サセックスに拠点をおく家族経営のオーガニックハーブブラン

ドで、これまでに２度国際貿易に優れた英国に贈られるクイーンズ賞を受賞している。 

433「2008 年 阪急英国フェア会場配布パンフレット」3 頁。 
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ったようだ434。こうしたことから、桑原は、「強いものをさらに伸ばす」という考えのもと、

再び従来の紅茶やスコーンに目を向けることとなったのである。それは、2009 年以降の会

場配布パンフレットの表紙のほとんどがティールームとスコーンの写真を用いて宣伝され

ていることにも表れている435。こうした表紙の写真も「英国紅茶イメージ」の形成を促すこ

とになったと考えられる。 

 

第２項 地域特集によるティールーム招聘と食品の強化（2009 年から 2012 年） 

 2009 年から 2012 年までの英国フェアは地域特集が続く。阪急うめだ本店の建て替え工

事が始まり、催事場面積が減ることが理由だった。そのため、英国の地域を絞ってのテーマ

となり、フェアの看板であるティールームはその地域から選ばれ招聘されることとなった。

さらに、英国食文化に力を入れようと桑原が企てたことにより、日本ではあまり知られてい

なかった地方独特の伝統的な英国菓子や食品が導入されることとなった。 

 この項では、地域特集とした 2009 年から 2012 年の４年間に阪急英国フェアで招聘され

たティールームについて説明する。初めて日本に招聘されたこれらのティールームのうち

３店436は、阪急英国フェアでの集客力の大きさによって知名度が高まり、その後、他の百貨

店でも、イートインスペースに設置され、紅茶商品が販売されるようになった437。阪急百貨

店が先鞭をつけたことで、これらのティールームの紅茶が輸入されるようになったと考え

られる438。 

 

434 桑原渉、前掲書、57-58 頁。「ローストビーフの匂いが紅茶の香りを消してしまい、紅

茶目当てに来店されたお客様の購買意欲を削いでしまう結果になったのです」 

435 桑原の担当した 2018 年までの「阪急英国フェアの会場配布パンフレット」の表紙を調

べると、2010 年と 2016 年を除いて、すべて招聘ティールームの写真となっている。ま

た、2010 年と 2016 年はテーマとなったカントリーサイドの写真が用いられており、表紙

には桑原の英国フェアを企画する上での「英国イメージ」が表れていると考えられる。  

436 2009 年のファラーズ、2010 年のハフキンス、2011 年のエチケットである。 

437 現在、ファラーズは TEA PASTRIES, ハフキンスはシャルマングルマン、エチケット

はデシーマジャパンが輸入代理店となり、各百貨店で催事を中心に販売されている。ハフ

キンスは 2018 年、2019 年に三越英国展のイートインスペースに登場した。 

438 桑原によると、日本に最初に英国からティールームを招聘する時の交渉のハードルは

高い。英国だけで十分商売として成り立っている上、ほとんどのティールームは、日本の
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 2009 年の阪急英国フェア「カントリーライフ再発見 湖水地方」に招聘されたのは、湖水

地方のケンダルという町にある 1819 年設立のファラーズ439で、「湖水地方は、日本と同じ

軟水系。だから“ファラーズ”の紅茶は日本でも格別おいしい！」とキャッチコピーで謳われ、

地元で人気のオリジナルブレンド「レイクランド・スペシャル」で淹れたクリームティーが

用意されると書かれている440。ファラーズは老舗紅茶メーカーで豊富なブレンドを持つこ

ともあり、その後、紅茶商品は、阪急はもとより他の百貨店での出展が相次ぐ人気ブランド

となっている。 

 2010 年「コッツウォルズ特集」に招聘されたティールームは、ハフキンスで 1890 年にコ

ッツウォルズのバーフォードに創業した老舗ベーカリー&ティールームである441。ハフキン

スも以降、イートインスペースのティールームとして、また、紅茶やスコーン販売を通じて、

各地の百貨店の英国フェアでの出展が続いている。 

 ２年連続で、1800 年代に創業した老舗ティールームが招聘されたことは、英国各地に古

くからのティールームが存在し、地域の人々に愛され続けているという英国独自のティー

ルーム文化を阪急の客に強く印象づけるものとなった。一方、次に示すように、2011 年、

2012 年には、2000 年代に開店した新しいティールームを招聘し、庶民が日常的に紅茶に親

しむティールーム文化がカントリーサイドのみならず、今なおロンドンやエジンバラとい

った都市にも息づいていることを伝えた。 

2011 年のテーマを「可愛いロンドン特集」としたのは、桑原によるとその翌年のロンド

ンオリンピックを見据えてのことだったそうである。また、ロンドンに可愛いという形容詞

をつけたのは、桑原がロンドンに関する情報を収集し、招聘候補の企業や店を訪問した際に

 

紅茶マーケットについての知識はない。しかし、２度目以降の招聘には、既に代理店がつ

き、ティールーム側も日本の状況が理解できており、よりスムーズに交渉が行われるとい

う。 

439 1800 年代初めに、ジョン・ファロウズが始めた茶、コーヒー、ココア、精糖の店を

1819 年に買ったのがジョン・ファーラーズで、その後 200 年にわたって続く老舗紅茶商

である。現在 100 種類以上のお茶が販売されている。 

440 「2009 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」１頁。 

441 「2010 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」2-3 頁。コッツウォルズ・ロンドン

に８店舗を展開する。オリジナルグッズのハフキンスのロゴ入りジュートバッグも販売さ

れている。 
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出会ったオーナーや商品の印象からのインスピレーションによるものだったという442。 

ティールームは、ロンドンのハムステッド・ヒースの北側に位置する高級住宅街ハイゲー

トの商店街に 2007 年にオープンしたばかりのハイティー・オブ・ハイゲートが招聘された

443。オーナーのジョージーナ・ワージントン（Georgina Worthington）も店の設えもテーマ

の「可愛いロンドン特集」にピッタリな雰囲気を持っていた。桑原は 2009 年に、英国在住

の阪急阪神エクスプレス UK の林啓司444から、この店の情報を入手していたが、テーマに沿

って満を持しての招聘となった。阪急英国フェアのイートインスペースでは、出来るだけロ

ンドンの店を再現しようと、使用する食器や装飾にも力を入れた。食器はバーレイ445のティ

ーポットやカップやソーサーをミックスマッチ446で使用し、店内にはバーレイの食器を飾

ったカップボードも展示され、この店の持つカジュアルな可愛らしさが演出された。 

このバーレイこそ、桑原が 2004 年の東京ギフトショーで発見したことを契機に、2006 年

に日本の百貨店で初めて導入した陶磁器だった447。イートインのティールームで実際に紅

 

442 桑原渉、前掲書、82 頁。後述するが、2011 年当時のロンドンでは、可愛いカップケー

キが流行しており、アメリカ起源ではあるが導入している。会場配布パンフレットから

は、テーマに即してさまざまな可愛い雑貨が集められたことが見てとれる。2007 年の阪急

英国フェア「More！ London」とは違う商品ラインナップとなり、新しいロンドンの側面

を紹介することになったようだ。 

443 「2011 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」１頁。 

444 2004 年から桑原の英国出張に同行し、以前の英国ロンドン駐在員のように販売促進部

の業務をサポートする役目を担った人物である。 

445 バーレイは、ストークオントレントで 1851 年に創業した陶磁器メーカーで、英国で

は、庶民に愛用される銅板転写の純英国産食器である。老朽化により工場が閉鎖される危

機にみまわれたが、チャールズ皇太子の慈善事業によって工場が再建された。1999 年、タ

スマンインターナショナルの岩谷好和によって輸入・販売されるようになった。 

446 ティーポットやティーカップのカップとソーサーをあえて違う柄や色合いのものを組

み合わせて楽しむカジュアルな方法。実際、ロンドンの「ハイティー・オブ・ハイゲー

ト」でも、バーレイと 1960 年から 70 年代のモダンアンティークの食器を用いてミックス

マッチで提供されていた。 

447 阪急英国フェア期間中の 2023 年 10 月 15 日、９階アートステージのバーレイ特設会場

「愛すべき英国カントリー」で、桑原との最初の出会いについて、タスマンインターナシ

ョナルの岩谷好和社長から直接聞くことができた。東京ギフトショーのブースに来た桑原

は、棚に展示されたすべての商品（アンティーク陶磁器も含む）を阪急英国フェアのため
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茶のカップとして使用されたことは、ティールームにとってもバーレイにとっても大きな

宣伝となったと考えられる。現在、バーレイは英国陶磁器メーカーとして、阪急英国フェア

はもとより全国の英国フェアで欠かせない存在となっている448。 

 2012 年の「Scotland 特集」では、エジンバラのエチケット449というティールームが招聘

された。2005 年に紅茶メーカーとして創業し、2008 年にティールームをオープンしたばか

りであった450。エチケットはその後、2013 年から 2015 年に三越英国展に出展している451。 

 ここまで、阪急英国フェアが 2009 年から 2013 年に招聘したティールームを見てきた。

いずれも現地で評判の良い人気店であり、中には雑誌など452に紹介されていたものもある

が、阪急百貨店が日本で最初にそのティールームを招聘し、その後、他の百貨店が導入した

という構図が見られる。阪急百貨店が他の百貨店の英国フェアを牽引した一例である。 

2009 年以降、阪急英国フェアが紹介した英国菓子をはじめとする食品は、日本では珍し

いものも多く含まれていた。たとえば、2009 年には、湖水地方のグラスミア村で 150 年前

の門外不出のレシピで作られるグラスミア・ジンジャーブレッドと「プディング・クラブ」

453というプディング愛好家ソサエティの４種類のプディングを販売した。「プディング・ク

 

買い付けると即決したということだった。タスマンインターナショナルという会社は、バ

ーレイの他、英国のアンティーク品やデンビーという陶磁器ブランドも扱っている。三越

日本橋のバーレイ導入は 2009 年である。 

448 読売オンライン「英国の陶器老舗の魅力 浦安の会社 販売に力注ぐ」2022 年 10 月 25

日（http://www.yomiuri.co.jp/local/chiba/news/20221024-OYTNT50158/）日本橋三越の

催事担当者は「洋食器が売れにくい最近の傾向を大きく裏切る人気ぶりだ」と語ってい

る。阪急英国フェアでは、2021 年英国フェアより毎年バーレイの特設会場「愛すべき英国

カントリー」（９階アートステージ）が設置されており、バーレイの人気を表している。 

449 「エチケット」は、2012 年には早くもミシュランのドリンク部門で 4 つ星を獲得し、

現在は、イギリス各地のホテルやレストランに紅茶を提供するなど、その実力が認められ

ている。 

450 「2012 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」表紙。 

451 「三越日本橋英国展会場配布パンフレット」から 2013 年から 2015 年に紅茶とスコー

ンで出展したことがわかる。 

452 小関由美『イギリスのティーハウス』主婦の友社、2008 年には、阪急英国フェアの出

展より早くハイティー・オブ・ハイゲートが紹介されている。 

453 湖水地方にあるスリー・ウェイズ・ハウスホテルで 1985 年に結成された純国産のプデ

ィングの人気復活を願って始めたのが「プディング・クラブ」である。 

http://www.yomiuri.co.jp/
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ラブ」では、英国伝統のプディング７種類を一晩で食べ尽くすというイベントを毎週おこな

っており、このイベントとともに製作実演を交えて、英国伝統の料理としてプディングを紹

介したのだった454。2010 年には、英国では調理に用いられるブラムリーという品種のりん

ごを使ったアップル・クランブルやジュース、2011 年には、当時ロンドンで人気のあった

カップケーキを取り入れ、ロンドンの有名ホテルであるブラウンズホテルのスコーンをテ

イクアウトとして初めて導入した455。2012 年には、既に英国フェアでは馴染みになってい

たスコットランドを代表するウォーカーのショートブレッドを、ウォーカー社の社長の息

子アラスター・ウォーカー（Alastair Walker）が来日して、英国以外では世界初の実演販売

で焼きたてを提供するなど、毎年テーマに沿って、その地の伝統的な菓子や食品を様々な趣

向を交えて紹介したのだった。ジンジャーブレッド、プディング類、ショートブレッドはい

ずれも紅茶との相性がよいものばかりだったことが興味深い456。 

このことは、顧客が新しい英国の情報を得ることに加え、阪急英国フェアでしか購入でき

ない珍しいものを手に入れる機会となった。それは反面、百貨店側つまり担当者桑原にとっ

ては、初めて導入する商品に付き物のリスクも背負うことになったのである。そのため、桑

原は何度も失敗している。しかし、桑原は新しい商品をどんどん紹介することが英国フェア

に携わる者としての使命であると捉えていたと考えられ、そのため、毎回新しいティールー

ムや新しい商品を導入していることが、阪急英国フェアの大きな特色となり、多くの英国フ

ェアファンをひきつける魅力となったのである。 

 

 

 

 

 

454 プディングとは、英国で古くから親しまれてきた小麦粉、卵、牛乳、ラードなどを混

ぜて固めて焼いたり、蒸したりした料理の総称で、代表的なものに、ライスプディング、

ヨークシャープディング、クリスマスプディングなどがある。 

455 桑原渉、前掲書、75-76 頁。84 頁。2010 年でパンの店として出展したホッブス・ハウ

ス・ベーカリーのテイクアウトのスコーンが売れたことから、翌年から、スコーンをティ

ールームとテイクアウトの２本立てにし、2011 年のブラウンズホテルのスコーン販売が１

日 5,000 個を超える人気商品となった。 

456 これらは紅茶に合うという理由で導入されたわけではない。日本でも饅頭、羊羹など

が緑茶と合うのと同じだと考えられる。 
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第３項 英国のソウルフード・フィッシュアンドチップスの導入（2013 年） 

 英国の食の強化は、英国の輸出の目標のひとつであったとみえ、駐日英国大使館は 2013

年８月から「Food is Great：A taste of Britain ためしてみて、美味しいイギリス」という

キャンペーンを始める。現代の英国が誇る美味しい食べ物や飲み物に焦点をあて、民間のパ

ートナー企業との協力、フード・キャンペーンや SNS を活用するなど様々な取り組みを通

して展開するとして、「駐日英国大使館 食の親善大使」にハリー杉山が任命された。この背

景には、「事前に実施した市場調査において、日本の消費者の多くが、英国の食に対する明

確なイメージを持っていないこと、既に時代遅れになっている情報しか入手できていない

こと、また、英国の食べ物や飲み物を体験したことのない方々が実に多いことが明らかにな

った」と書かれている457。 

2013 年の阪急英国フェア「憧れの英国ライフスタイル」のパンフレットには、２ページ

目に、このキャンペーンのことが小さくロゴマークとともに紹介されているのみである458

が、全体としては、英国の各種の食のアワードで、ナンバーワンに輝いた店や食品、王室御

用達の食品の紹介が大部分を占めた。表紙は変わらず、フェアの看板である招聘ティールー

ムとスコーンで、ティールームは 2013 年のカントリーサイドトップティープレイスに選ば

れたダベンポート・ティールームで、テイクアウトのスコーンは、2013 年のロンドントッ

プアフタヌーンティープレイスに輝いた五つ星ホテルのザ・ゴーリング459のスコーンだっ

た。つまり、この年の阪急英国フェアのスコーンは、UK ティーカウンシルの選ぶ２つのト

ップティープレイスのスコーンが揃ったということになった。さらに２ページ目には、

「2013 年全英№１。アバディーンの名店のフィッシュ＆チップス。英国フィッシュ＆チッ

プス協会が太鼓判。スコットランド産のコダラとチップスは最適な甘みのある英国産ジャ

ガイモを絶妙の揚げ加減で。」とのキャッチコピーでザ・ベイが大きな写真入りで「フィッ

 

457 駐日英国大使館 世界のニュース記事「英国フード＆ドリンク最前線を紹介するキャ

ンペーンが日本でスタート」2013 年８月 30 日

https://www.gov.uk/government/news/inspired-by-a-taste-of-britain-food-is-great-

campaign-launches-in-japan.ja 事前のアンケート調査では、日本人の英国の食のイメー

ジは、「不味い、紅茶、フィッシュアンドチップス」の３つだった。 

458 桑原のオンラインインタビューで、この Food is Great キャンペーンとのタイアップだ

ったかと尋ねたが、特にそうではなかったという返答だった。 

459 ザ・ゴーリングは、日本ではキャサリン妃が婚礼のために宿泊したことで知られるよ

うになった。ホテル業界で唯一ロイヤルワラントを保持しているホテルである。 

https://www.gov.uk/government/news/inspired-by-a-taste-of-britain-food-is-great-campaign-launches-in-japan.ja
https://www.gov.uk/government/news/inspired-by-a-taste-of-britain-food-is-great-campaign-launches-in-japan.ja
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シュ＆チップス（１パック）1.260 円」と掲載されている。その他には、チョコレートの老

舗シャルボネル・エ・ウォーカー、紅茶の老舗トワイニング、2009 年から桑原が力を入れ

てきたベーカリーとして、ワールドパスティーチャンピオンシップ２部門王者となったザ・

チャフ・ベーカリーのコーニッシュパスティ460、エリザベス女王のロイヤルワラントを持つ

チャマーズ・ベーカリーのバルモラル・ブレッドなどが商品として並んだ461。 

その他、英国からの選び抜かれたチーズ、ファッジ462、サーモン、ウィスキーと数多くの

食品が並び、駐日英国大使館のキャンペーンにも貢献する形で 2013 年の英国フェアは構成

された。食を中心とした英国フェアは、翌年以降も毎年続き現在に至っている。特にこの年

に初めて導入されたフィッシュアンドチップスは好評だったようで、翌年からの定番商品

となった。 

フィッシュアンドチップスの英国フェア導入は、三越日本橋の方が早く、2011 年には既

に導入していた463。桑原もフィッシュアンドチップスが英国の代表的な料理464であること

から、食の強化のために、担当当初より導入を思案していたそうだ。導入に踏み切れなかっ

たのは、納得のいく味に出会えなかったことが１番の理由だった465。さらにもうひとつの理

 

460 コーニッシュパスティは、牛肉、ジャガイモ、玉ねぎなどをパイ生地に包んで焼いた

コーンウォール地方の伝統料理である。2013 年の英国フェアで提供されたコーニッシュパ

スティの生地にはクロテッドクリームが練りこまれている。（ステーキ、チキン＆ベーコ

ン、チーズ＆オニオン）各 481 円で販売された。 

461「2013 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」1-4 頁。 

462 砂糖に牛乳とバターを加え、冷やし固めた柔らかい英国菓子。 

463「三越 NEWS 2011 年 10 月 12 日」１頁。「イートイン「ホブゴブリン」英国伝統の味

と本場パブ気分を満喫。英国人シェフが調理する本場の味をブリティッシュエールととも

にお楽しみください。フィッシュ＆チップス タルタルソース付き（スープ付き）1,313

円」と英国を代表するパブメニューとして写真入りで紹介されている。フィッシュアンド

チップスは、1990 年代には既に他の百貨店でもパブメニューとして導入されていることが

1990 年（小倉井筒屋）、1994 年（東京松坂屋）などのパンフレットから確認できる。 

464 『R.S.V.P.』第６号、R.S.V.P.、2010 年、106 頁。英国には 8,000 軒以上のフィッシュ

アンドチップスの店があり、アンケートから、月１回フィッシュアンドチップスを食べる

という英国人は 50％以上と記載されている。 

465 桑原渉、前掲書、107 頁。フィッシュアンドチップスは、もともとユダヤ系労働者の食

べる料理として発達してきたが、その後中産階級にも好まれるようになり、英国の伝統料

理として認められるようになった。しかし、その味は店によって大きく異なる。 
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由は、会場に油のにおいが充満すると、2008 年のローストビーフの二の舞になる恐れもあ

ったからだ。2013 年にようやく導入した背景には、阪急百貨店が建て替え工事を行ったこ

とで、催事場が広くなり、喚起も行き届いたことで、フィッシュアンドチップスを揚げる油

の匂いが紅茶やスコーンの香りを消してしまうというような心配がなくなったためであっ

た466。また、新しく設置された祝祭広場に階段席が設けられたことで、揚げたてのフィッシ

ュアンドチップスをこの階段に座って、すぐに食べられるようになったことも都合がよか

った467。実際、多くの人がフェアで買った飲み物と一緒に食べている姿を見かける。その材

料に関しては、招聘ティールームと同様、材料のすべてを英国から輸入して作った。こうし

て 2013 年の阪急英国フェアで、桑原は自信を持って薦められるフィッシュアンドチップス

を提供し、ティールームに次ぐ新しい看板を手に入れたのだった。ここで注目したいのは、

フィッシュアンドチップスが、ティールームと同じ手法をとったのは材料だけではなかっ

たということである。2013 年の英国フェアでは、英国フィッシュ＆チップス協会が選んだ

英国トップのザ・ベイが招聘された468。英国のアワードを獲得した店ということで、トップ

ティープレイスの招聘と同じ宣伝効果があった。また、オーナーがやって来て、その場でフ

ィッシュアンドチップスを作る様子をガラス越しに見せるというのは、スコーンの製作実

演と同じ展示としての効果があったと考えられる。 

次の節では、阪急英国フェアの全体の売上げが飛躍的に伸びたという 2014 年の目玉であ

ったベティーズティールームについて説明し、それから阪急英国フェア導入の経緯を述べ

ることにする。 

 

 

 

 

466 桑原にオンラインインタビューで、フィッシュアンドチップス導入の経緯を再確認し

た。   

467 英国のフィッシュアンドチップスは、パブやレストランで提供されることが多いが、

テイクアウトもあり、阪急英国フェアでは、紙箱入りでプラスチックのフォークを用いる

このスタイルを取り入れた。 

468 桑原渉、前掲書、107-108 頁。2013 年、桑原は招聘候補となった３店のフィッシュア

ンドチップスを試食して招聘する店を決定したということだったが、結果的にはアワード

を獲得した店ザ・ベイが選ばれ、翌年からアワードを受賞した店が招聘されることとなっ

た。 



156 

 

第 7 節 阪急英国フェアにおけるベティーズの登場（2014 年） 

第１項 伝説のティールーム 

2007 年 10 月 1 日発行の英国情報誌『R.S.V.P.』第 1 号には、8 ページにわたってベティ

ーズティールームのことが紹介されている。冒頭部を引用すると 

「ヨークシャー州の北、ハロゲイトに英国人なら誰でも知っている伝統的なティールー

ムがある。1919 年創業の「ベティーズ」。ここロンドンでも「行ったことがある」となつか

しそうに頷く紳士がいるかと思えば、「一度は行きたい」と羨ましそうに語る若者たちも多

い。「ベティーズでお茶をする」想像しただけで時の流れが急にゆっくりになり、ヨークシ

ャーの緑の谷あいにいだかれたような安らぎをおぼえるのはなぜだろう。とっておきの「ベ

ティーズの物語」をお届けしよう。」469 

 紅茶を飲んだり、談笑したりする人々が見開きの写真に映し出され、店内の雰囲気が自ず

と伝わってくる。飲み物を含む 140 種類というメニューの一部が同じ見開きで掲載され、

次のページには提供される個々の菓子の写真と説明、アールデコ調の装飾に金色で Bettys

のロゴ、ハンギングバスケットと花壇に花があふれる店の外観、菓子の並ぶ店内のショーウ

ィンドー、ベティーズ創業からの歴史、現在のオーナーまで紹介されている470。 

新宅久起が編集長を務めた 2018 年 22 号までの間に、『R.S.V.P.』では、ベティーズにつ

いては 4 回特集が組まれている。日本でベティーズが広く知られるようになるきっかけは

この『R.S.V.P.』の影響だったと編集長自らも語っている471。英国留学後、2000 年から兵庫

県西宮市と東京都世田谷区で紅茶教室を開く吉田直子にメールでベティーズについて取材

したところ、彼女がベティーズについて知ったのも、この『R.S.V.P.』の記事からであり、

これほど紅茶に特化した雑誌は他にないと返答があった472。この雑誌は 1 万 5,000 部発行

されたということで、多くの英国ファン、特に紅茶ファンにはインパクトを与えたものだっ

たと考えられる。 

ベティーズは 1919 年、スイスのアルプスに位置する小さな村で生まれたフレデリック・

ベルモント（Frederick Belmont）が、ヨーロッパ各地で修行した後、英国ヨークシャーに来

て店を開いたのが始まりだ。現在では、ヨークシャーに 6 店舗を展開するまでに発展した。

 

469 『R.S.V.P.』第 1 号、2007 年 10 月 1 日発行、54 頁。 

470 『R.S.V.P.』同上、54 ｰ 61 頁。 

471 新宅久起の電話インタビューによる。 

472 吉田直子からのメールでの返答による。 
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ヨークシャーの自然環境からもたらされる水や乳製品を大切に、ヨークシャーの地にこだ

わりを持って経営してきた。紅茶から菓子にいたるまで、その品質と味や香り、良心的なサ

ービスや価格にも定評があり、英国内で紅茶が衰退していた時期に、英国の雑誌『パンチ』

に、「ヨークシャーにはベティーズという優美な装飾に囲まれ、洗練されたサービスを受け

ることのできる昔ながらの素晴らしいティールームがある（筆者訳）」という記事が掲載さ

れたことも評判を高める一因となったようだ473。 

『R.S.V.P.』の記事の最後は、「日本からの出店オファーもあるが見向きもしない。なぜな

ら「土地に根付く生きる伝統と誇り」こそが、ベティーズのすべてだからだ」と締めくくら

れていた474。ベティーズは日本どころか、ロンドンにすら出店していなかった。 

 

第２項 ベティーズ導入の経緯 

2014 年の阪急英国フェアのテーマ「The Best of Britain」は、英国フェア担当者になって

11 年目の桑原の気持ちのこもったテーマである。桑原の念願がかない、2014 年にはと  

うとうベティーズを阪急英国フェアに迎えることになったからだ。会場パンフレットの表

紙は、ベティーズで埋め尽くされた。ハロゲイトのベティーズの写真とともに、ベティーズ

を代表する紅茶缶、ビスケット、ケーキの写真475が掲載された。（図 15） 

 

473 Pettigrew, Jane and Richardson, Bruce, op. cit., p.212. 1987 年 7 月の記事。 

474 『R.S.V.P.』同上、61 頁。 

475 ティールームブレンドキャディ（紅茶）ティーバッグ 250g 3,024 円[各日限定 500]、

リーフ 125g 3,348 円 [各日限定 500]やジンジャーブレッド（190g）1,728 円 [各日限定

600]、ヨークシャーティーローフ(400g)1,728 円[各日限定 600]、ヨークシャーショート

ブレッド（220g）2,592 円など。 
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桑原はベティーズとの出会いから

招聘を決意するまでのことを、今も

詳細に記憶している。 

桑原がベティーズに最初に行った

のは、2004 年 6 月、桑原 2 回目の英

国出張の日曜日、石井直樹（本章 第

3 節 第 2 項で述べた 2004 年の英国

フェア企画時に、桑原が唯一頼りに

した人物）に誘われてのことだった。

電車でロンドンからハロゲイトのベ

ティーズティールームに連れて行か

れたのだが、その時、石井は「ここは、

自分も何度も出店交渉に来たがかな

わなかった。桑原さんが担当の間に

必ず落とせ」と願いを託したという。

はじめはそれほど熱心ではなかった

（図 16）英国フェア 2014 年パンフレット表紙   が、桑原の心に火が付いたのは、先に

述べた 2007 年の英国情報誌『R.S.V.P.』第 1 号でのベティーズの記事を読んでからだった

という。出店交渉は英国出張の度に行われ、その度に断られた。2004 年から、桑原とタッ

グを組み、英国での出店交渉に常に行動を共にしてきた阪急阪神エクスプレスの林啓司も

毎回、断り続けられ、先の見通しも全くないと感じる交渉の連続だったという476。 

しかし、2014 年 6 月出張で、10 年以上にわたり、出店交渉を地道に続けて来た桑原は報

われることとなった477。2014 年 7 月 7 日に更新された阪急百貨店スタッフブログの人気ナ

 

476 林啓司によると、「何度も足を運んだことでベティーズが前向きになったというわけで

はない。なぜなら、欧米ビジネスシーンにおいて、浪花節的な日本文化はない」というこ

とだった。 

477 林啓司によると、この交渉が成立した理由は、「2015 年頃からネットビジネス（ハンパ

ーなどの販売）に力を入れるというベティーズ側の方針で、オーストラリア人で、日本と

ビジネス経験があるマネージャーが着任したことが大きな要因となった」この情報をベテ
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ンバーワン、桑原のブログで次のように報告されている。 

 

「ヨークシャーの、ハロゲイトの、あのお店がいよいよ日本初登場となる日がつい  

にやってきました。僕の悲願。このお店に始まり、今の僕がいるといっても過言じ  

ゃない。（中略）今回は R.S.V.P.の新宅編集長もミーティングに同席。ロンドン支 

局の福元さんも。打合せ場所は工場だったけど、そのあとハロゲイトの本店で紅茶 

で乾杯！ いよいよです。この秋に梅田阪急に伝説のお店がやってきます！！」478 

 

7 月のブログでは、店の名前が伏せられていたものの、「店の前で新宅さんと固い握手」

と題してベティーズを背景に二人が握手する写真が掲載された。 

2014 年 9 月の桑原のブログのタイトルは「英国フェア 2014―11 年目の悲願達成！ベテ

ィーズ―」には、ベティーズとの交渉が成立したことへの桑原の喜びの報告が綴られた。 

 

頑なにヨークシャーでのビジネスにこだわってきた「ベティーズ」。ロンドンにも

店舗はない。ヨークシャーに行かないとその味を楽しむことはできない。英国国内外

を問わず、ヨークシャー以外で「ベティーズ」の製品を買える日が来た。ニューヨー

クでもない。東京でもない。大阪で。479 

 

そして、阪急阪神エクスプレスの林啓司と輸入代理店に名乗りをあげた『R.S.V.P.』の新

宅久起への賛辞の言葉も書かれていた。 

 桑原がベティーズの招聘にこだわった理由は、英国からのティールームを看板にしてい

る阪急英国フェアにとって、紅茶の聖地とされるベティーズ招聘は、他のどんなティールー

ムの招聘より大きな宣伝になり、阪急百貨店のステイタスを上げることになるというのが

第 1 の理由であろう。石井のねらいもそこにあったはずだ。しかし、桑原には、英国フェア

（英国展）を阪急百貨店より先に始めて、英国フェアの先駆者で、第一人者とも目される東

 

ィーズクッカリースクールの渡邉美和子から『R.S.V.P.』の新宅久起が入手し、桑原渉に

伝わったことが始まりだったということだった。 

478 「阪急阪神スタッフブログ」https://hankyuu-dept.co.jp>hkblog>saiji-

service>Eventshop4. 2014 年 7 月 7 日。 

479 「阪急阪神スタッフブログ」同上、2014 年 9 月 22 日。 



160 

 

京の三越が早くから英国御用達の高級食料品店フォトナム＆メイソンや老舗百貨店ハロッ

ズと提携していることが常に頭にあったようだ。阪急英国フェアにも英国の確固たるブラ

ンドとの提携がほしいというのが第 2 の理由であったと考えられる。ベティーズはティー

ルームを経営しているだけでなく、工房をもち 200 人のパン、チョコレート、ケーキ、砂糖

菓子などの職人が働き、370 種類以上のオリジナル食品を作っていたからだった。桑原は、

阪急英国フェア一押しのブランドとしてベティーズの翌年以降の出展継続を望んでいたが、

それは叶わなかった480。 

 

第３項 ベティーズ導入に英国情報誌『R.S.V.P.』の果たした役割 

『R.S.V.P.』の編集長新宅久起は、1988 年に創刊された駐日英国大使館広報部発行の年

刊誌の制作にかかわった人物で、2004 年には、その経験をいかし『英国特集』という雑誌

を創刊した。2007 年には、『R.S.V.P.』というタイトルに変更し、「英国ファンのための雑

誌」から「英国ファンになってもらうための雑誌」へと編集スタンスを変えて、2018 年の

22 号まで編集長を務めた。2004 年から 2018 年という時期は、ちょうど阪急百貨店の販売

促進部で桑原が阪急英国フェアを担当した時期と重なる。 

 桑原によると、新宅との関係の始まりは、新宅の親戚が阪急百貨店にいたという縁で、創

刊したばかりの『英国特集』を英国フェアにおいてくれないかということからだったという。

この雑誌は当時、積極的に英国情報を収集し、研究していた桑原にとって、格好の情報源と

なったと考えられる。 

2005 年 5 月発売の季刊『英国特集』第 2 号は「アフタヌーンティーの誘惑」というテー 

マで、「紅茶に魅せられた人々」を紹介した特集があった。紹介された 5 人の中から英国在

住の紅茶研究家のジェーン・ペティグリュー、スチュワード麻子、紅茶ブランド・ウィッタ

ードの名物ティーブレンダーのジャイルズ・ヒルトン（Giles Hilton）の 3 人が阪急英国フ

ェアに招聘されている。この特集ではさらに、UK ティーカウンシルの代表が、1985 年に

設立したティーギルドによるトップティープレイスの選考方法を語っており、英国ナンバ

ーワンのティールームの重みが伝えられた。2006 年には、その年のトップティープレイス

 

480 桑原のインタビューによる。この頃の三越英国展は、三越がハロッズとフォトナム＆

メイソンと契約していることが大きな強みだったと考えられる。そのため、これらの商品

を阪急英国フェアで取り扱うことは容易ではなかった。 
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が阪急英国フェアに招聘され、大きな宣伝効果をもたらしたが、その後も桑原は実に巧みに

この UK ティーカウンシルという「英国の紅茶の権威」を利用して、阪急英国フェアが招聘

するティールームのクオリティーの高さをアピールし、英国フェア自体のステイタス向上

を行った。そして、ベティーズは UK ティーカウンシルのトップティープレイスにも選ばれ

ている481。 

 ベティーズ情報は、『英国特集』第 2 号でもふれられているが、小さい記事で、大々的に

紹介されたのは、この章の冒頭で述べたとおり、『R.S.V.P.』第 1 号である。2008 年第 2 号

では、ベティーズの味を学べるクッカリースクール482について、2010 年第 6 号スウィーツ

特集では、ベティーズの菓子部門の詳細、2011 年第 8 号では、ヨークシャーに展開する 6

店舗について、2012 年第 9 号と 2013 年第 12 号では、『R.S.V.P.』の編集長新宅久起が同行

するツアーで、ベティーズのクッカリースクールへの訪問も日程に含まれていることが宣

伝された483。ベティーズクッカリースクールと新宅をつないだのは、当時ベティーズの菓子

製作工房で働いていた渡邉美和子で、新宅の英国での顔の広さから、仕事上の相談をしてい

たという。こうした日本人スタッフの存在と編集長自らが同行する『R.S.V.P.』のベティー

ズツアーの実施から、日本との関係も少しずつできていた484。また、ベティーズはネットで

の商品販売も始めるなど事業の拡張もすすめていた。桑原にとって、こうした様々な要素が

追い風となって 2014 年のベティーズ招聘が実現したと考えられる。雑誌『R.S.V.P.』は、

日本人にベティーズの存在を広く知らしめたこと、桑原にもその価値を示したこと、取材や

クッカリースクールのツアーを通じて接点をもっていたことなど重要な役割を果たした。

また、ベティーズ側もこれまでの繋がりから新宅に信頼を寄せていたことから、新宅自身が

ベティーズ輸入の代理店を引き受けることになった485。このことについて新宅は、経営する

 

481 Pettigrew, Jane and Crocker, Anita. The Tea Council’s Best Tea Places 2000/2001. 

(London, The Tea Council Ltd,2000) p.97. 1994 年にトップティープレイスに選ばれてい

る。 

482 ベティーズは 2001 年にベティーズクッカリースクール（料理学校）を開設した。 

483『R.S.V.P.』第 10 号、2012 年 7 月発行、120 頁。「湖水地方＆ベティーズツアー」で参

加者募集。『R.S.V.P.』第 12 号、2013 年 3 月発行、127 頁。「デヴォン＆コーンウォール

ツアー、ベティーズクッカリースクール貸切 OP ツアー」で参加者募集。 

484 新宅の電話インタビューによる。 

485 新宅はインタビューで、この時の代理店としての詳しい内容は語らなかったが、西宮
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会社のホームページで、「阪急英国フェアの中で私にとっての最高の経験は、2014 年の「ベ

ティーズ出店」です。（中略）ハロゲイトでの最終打ち合わせの際、べティーズの幹部から

「シンタクがパートナーなら安心して出店できる」という言葉をかけられた時は天にも登

るような気持ちでした」という記事を掲載している486。ベティーズの阪急英国フェアへの導

入は、新宅にとっても重大だったことがわかる。 

阪急英国フェアと『R.S.V.P.』は、桑原と新宅それぞれが、英国と紅茶をテーマに仕事を

していたことから結びつくことになった。桑原が英国フェアを担当した頃、情報源としたこ

とから『R.S.V.P.』に掲載された人々が阪急英国フェアに登場し、新宅も阪急英国フェアで

物販を担当するなど仕事の幅をひろげ、阪急英国フェアの情報も『R.S.V.P』に掲載される

ようになった。そして、2013 年 10 月に桑原は、R.S.V.P.から『阪急英国フェアの舞台裏』

を出版することになった487。この本は、2013 年 10 月発行の『Ｒ.S.V.P』13 号のインフォメ

ーションというコーナーに大きく紹介されており488、それまで関西圏でしか知られていな

かった阪急英国フェアが、全国に知られる契機になったと考えられる489。桑原が阪急英国フ

ェアで紅茶を核にしたことは、日本人の「英国イメージ」の中心が紅茶であり、人気アイテ

ムが紅茶であるということを捉えた結果であったが、それは、日本で紅茶をこよなく愛する

人々が購買層である英国情報誌『R.S.V.P.』との密接な関係を生み出し、大きな成果をあげ

ることになったと考えられる。 

 

 

 

 

市甲東園のスシーラティー紅茶教室の吉田直子の話によると、ベティーズ商品はすべて新

宅が買い取ったという。 

486 ブリティッシュ・プライドホームページ https://british-pride.net/post-4701/「私の仕

事の舞台裏」 

487 新宅の電話インタビューによると、ビジネス書として企画していたが、数値目標や売

上げの掲載について、阪急百貨店からストップがかかり、変更したという。 

488 『Ｒ.S.V.P.』13 号、Ｒ.S.V.P.､2013 年 10 月 24 日発行、136 頁。「今年で 46 回を迎え

た超人気催事阪急うめだ本店「英国フェア」が１冊の本になりました」とのキャッチコピ

ーで表紙の写真入りで紹介された。 

489桑原のインタビューで、2014 年の阪急英国フェアから、英国フェアファン、紅茶ファン

がつき、売上げが伸びたと証言があった。 
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第 8 節 阪急英国フェアの新しい展開とその影響 

桑原は、2012 年から阪急百貨店の始めたスタッフブログで、開催 8 か月前の 3 月の英国

出張から、フェア開始直前まで、現地での交渉の様子や商品の情報を発信し続けた。交渉の

失敗も成功もストレートに表現し、毎年 8 月に英国フェアの開催日程を発表し、さらに「今

年のティールーム名」を発表するなど、軽妙な語り口に加え、期待感をもたせる読み物とし

ての効果も発揮した。ブログは毎回アクセス数ナンバーワンになり、阪急英国フェアファン

に担当者である桑原の顔と名前も浸透していった。 

2019 年、英国フェアの担当から退いた桑原に、英国エリザベス女王から名誉大英褒章

BEM が授与された。駐日英国大使館のホームページで次のように紹介された。 

 

桑原氏は阪急英国フェアを 14 年間担当し、多くの新しい英国企業と製品を日本の消 

 費者に紹介されました。その間、同フェアの認知度はますます高まり、英国消費財製品  

の売上も増え続けました。同フェアを通して日本の多くの消費者が英国の製品と文化 

を愛し、モダンな英国と伝統的な英国の両方を体験することができました。桑原氏は、

同フェアにトークショーやパフォーマンスを取り入れ、ソーシャルメディアを活用す

るなど、熱意を持って英国のライフスタイルとその多様性を、より多くの幅広い消費者

へ広め、日本中の人々を魅了し、阪急英国フェアは、福岡県の博多阪急においても毎年

開催されるに至りました。490 

 

 授与の理由に、ソーシャルメディアの活用も含まれていることに注目したい。桑原が地道

に綴ったブログの効果も評価されたということだ。さらに、授与式での受賞理由 (文末資料

１）からは、桑原が早い時期から日本で知られていなかった品質の高いものを作る生産者を

探し出し、広く英国の飲料品や食料品を紹介しようと挑戦してきたことが評価されている。 

英国の食文化の中で紅茶を核にした桑原は、英国で 2000 年以降に新しく誕生した紅茶ブ

ランドを積極的に取り入れた。既に述べたトレゴスナン、ニューパレス、ニュービーはもと

 

490 駐日英国大使館ホームページ「世界のニュース記事 桑原渉氏に名誉大英褒章 BEM」 

https://www.gov.uk/government/news/mr-wataru-kuwahara-honoured-by-the-queen.ja 
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より、ジンティー491、スキティー492、ティーピッグズ493、カメリアズティーハウス494、イン

グリッシュティーショップ495、ノーティーズ496などである。英国紅茶が過去のものではない

ことを示したということにおいても重要である。 

また、英国から招聘したティールームでクリームティーが提供されたことから、徐々にス

コーンが売れるようになったことに注目し、桑原は英国から選りすぐりの美味しいスコー

ンのテイクアウトを導入した。スコーンは 2012 年には、ロンドンのサヴォイホテルのスコ

ーンが 1 日で 1 万個以上が販売されるほどの目玉商品として成長した497。こうした阪急英

国フェアでの英国一流ホテルのスコーンの販売は、それまでのスコーンの「もさもさしてい

て、あまり味がしない小麦粉だけの菓子」というイメージを「シンプルで紅茶に最もよく合

う菓子」に変えたと考えられる。会場のティールームでクリームティーという英国らしいメ

 

491 2004 年にエドワード・アイスラーの最高品質の TEA を英国で根付かせたいという思

いで創設された新進気鋭の紅茶ブランド。 

492 2005 年に社長兼ティーブレンダーのオスカー・ウーレーが北アイルランドのベルファ

ストで創業。オーガニックでフェアトレードの茶葉を使いグレートテイスト・アワードで

三ツ星を獲得しているブランドで、2013 年の G8 で採用された。また、アフタヌーン発祥

の地ウォーバンアビーで提供されている。 

493 大手紅茶専門会社のテトレに長年勤めていたニック・キルビーとルイーズ・チードル

によって 2006 年に創業。選び抜いた品質の茶葉のみ使用し、英国ではまだ珍しい三角錐

のティーバッグを使用している。 

494 ホメオパシーと薬草学を学んだ姉のルブナと世界中の茶園をまわって厳選した茶葉を

選び抜いたティーソムリエの資格をもつ弟のアジット・マダンによって、2007 年にオープ

ンしたブランド。その品質は高く評価され、グレートテイスト・アワードでこれまでに 7

商品が三ツ星を獲得している。 

495 2010 年にスリランカ系の家族によって設立された紅茶会社。高品質の茶葉とおしゃれ

なパッケージから人気が出たブランドで、ロンドンのホテルでの採用を増やしている。 

496 2015 年にイギリス・ロンドンで創業したブランドで、世界を旅して茶文化を学んだテ

ィーブレンダーのカティア・ソコルスカヤが世界中の厳選された良質な素材を使いオリジ

ナリティあふれるブレンド茶を作っている。また、ブレンドからパッケージまで、全工程

を英国内で行っている。 

497 桑原渉、前掲書、84 頁。 
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ニューが紹介されたことで、スコー

ンを美味しく食べるには、クロテッ

ドクリームとストロベリージャムが

必需品であることも伝えていた。ま

た、英国からの招聘者が目の前で手

際よくスコーンを作る姿をガラス越

しに見せたことは、実物展示として

の販売効果が大きかったと考えられ

る。そのあと顧客はスコーンの艶や 

（写真 12）英国フェア会場でのスコーンの調理実演 かに焼き上った様子を目の当たりに 

    (2018 年 10 月 14 日、筆者撮影)     し、会場には甘い香りが漂ったので

ある。いずれも「本物の英国」の展示のもたらす効果だった。  

さらに、阪急英国フェアでは、世間では不味いと評判だった英国の食の導入に果敢に挑戦

してきたわけだが、2013 年には、英国の人々の「ソウルフード」として知られるフィッシ

ュアンドチップスの全英ナンバーワン店を招聘し、ティールームと並ぶ看板に育てた。この

ことは、2017 年 3 月 7 日に日本百貨店協会から、配信された電子書籍『ヒト・コト・モノ

語り（第 16 部）』で、桑原の英国フェアでの仕事が 8 ページにわたって紹介された。その

なかで、桑原自身が「いまや、ティールームとフィッシュアンドチップスは、英国フェアの

二枚看板となりました。着任してから 13 年、英国フェアにおける食の売上げは、約 4 倍以

上になりました。それが僕の自慢です」と語っている498。  

 ここまで、2004 年に桑原が失敗して以降、作り上げて来た英国フェアについてみてきた

が、その道のりは決して平坦ではなかった。2008 年にも桑原自身が強化しようとした英国

の食で失敗し、桑原が 10 年がかりで導入したベティーズの商品に関しては、当時のことを

知る人から得た情報を総合すると、鳴り物入りで導入したにもかかわらず、売り捌けなかっ

 

498 https://www.depart.or.jp/news/files/episode16.pdf 日本百貨店協会『ヒト・コト・モノ 

語り（第 16 部）』2016 年 3 月 17 日発行。「阪急うめだ本店、桑原渉さん―名物催事「阪急 

英国フェアの凄腕ディレクター」―」6 頁。 
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た商品も一部出たのではないかと推察される499。しかし、商品が売れ残ったからといって、

筆者は英国フェアにおけるベティーズ導入の価値や効果が下がるとは考えない。実際、2014

年には全体の売上げが飛躍的に伸びたと桑原は証言しており、何よりも難攻不落の英国の

紅茶の聖地と言われるベティーズが出展したことは、紅茶を核とし、ティールームが看板と

なっている阪急英国フェアにとって価値あるものだったと考えられる。そして、それは英国

のベティーズの商品を通じて、英国ヨークシャーの地に今もかわらず人々の憩いの場とし

てのティールームがあるということを多くの人々に紹介できたこと500に他ならず、英国紅

茶文化を考える上でも意義のあることだった。 

日本の百貨店では、紅茶がずらりと並び ティールームが設置され、さらにスコーンが積

み上げられ、加えてフィッシュアンドチップスのテイクアウトの店があるというのが今や

英国フェアの定番となったが、それこそが、ここまで見てきたように阪急百貨店が英国フェ

アとして毎年開催する中で作り上げたスタイルである。他の百貨店の英国フェアのモデル

となったスタイルであると考えられる。 

2013 年から、三越では、駐日英国大使館からのアプローチにより501、英国展をそれまで

の隔年開催から毎年開催へ変更し、イートインコーナーに英国でトップティープレイスを

獲得したティールーム502を設置し、その後、ティールームに本腰を入れるようになり、スコ

ーンをはじめさまざまな英国菓子を中心にして食品に力を入れている503。2015 年には名古 

 

499 2014 年の阪急英国フェアの同じ会場にいた出展者の証言と阪急西宮ガーデンズでベテ

ィーズのティールームキャディ（ティーバッグ 250ｇ）3,024 円を実際に購入した人がい

る。また、ティールームキャディは、2014 年 11 月 29 日～12 月 25 日の間 BRITISH 

MADE 青山本店と BRITISH MADE のオンラインショップで販売された。 

500 2004 年から続く吹田のローズティールームには、ベティーズのティールームキャディ

が飾られている。オーナーは、2014 年の阪急英国フェアで求めた品だということで、「並

びましたね」と長蛇の列ができていた状況を語った。（2023 年 12 月 19 日） 

500 新宅久起からの情報による。 

501 新宅久起からの情報による。 

502 2008 年にトップティープレイスになったジュリスティールームの宮脇樹里が日本に帰

国していたことから、新宅久起のコーディネートで三越英国展にティールームが出展し

た。新宅が目黒にオープンした本格的英国ティールーム・スリーティアーズも三越英国展

に出展し好評を博している。 

503 2022 年 9 月 11 日の三越日本橋英国展を観察。同日実施したインタビューで、三越英
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屋タカシマヤで英国展が開催されるようになり、ことらも毎年恒例の催事となっている504。

また、2022 年には阪急百貨店がプロデュースした他の百貨店の英国フェアも登場している

505。 

2015 年の阪急英国フェアでは、桑原が仕掛けた商品が予想を超える売れ行きとなり、他

の百貨店の英国フェアでも取り入れられることになる。このことは第５章で述べることに

する。 

 

小結 阪急英国フェアにおける「本物の英国」と「英国らしさ」の追求 

本章では、1970 年以来阪急英国フェアの文化的支柱であった展覧会を終えた 2001 年以

降の阪急英国フェアの展開をみてきた。2001 年に展覧会はなくなったが、その後も阪急英

国フェアの精神は継承されることになる。それはとりわけイートインスペースとして設置

されたティールームをはじめとする紅茶をめぐる展示の強化にみられる。 

展覧会に代わってフェアの新しい目玉となるべく登場したティールームは、これまでの

単なるイートインスペースと違い、英国からオーナーをはじめ提供する紅茶とスコーンを

阪急百貨店の催事場に持ち込んだことで、英国文化を紹介する新しい展示のひとつであり、

体験型の展示となった。それは英国紅茶といえば、貴族的な優雅なアフタヌーンティーをイ

メージしていた顧客に、英国には人々の生活に根ざしたティールーム文化があることを伝

えるもので、英国のライフスタイルを紹介するものであった。 

2004 年に英国フェアの担当者となった桑原渉は、食が賑わわないと催事は成功しないと

いう考えのもと、これまでの英国フェアでの強みを活かそうとまず紅茶商品の拡充をはか

 

国展担当バイヤー山崎陽介は「英国文化を通じて、お客様に楽しんでもらいたい」と語っ

た。日本国内からでも美味しいものは積極的に取り入れるという姿勢で、各地で評判のス

コーンや英国菓子を集めて販売し、東京都内の有名店のアフタヌーンティーを取り入れる

など新しい試みが人気を呼んでいる。阪急英国フェアが英国産のものにこだわるのとは方

向性が違うが、紅茶とティールームの重要視、スコーンの販売、フィッシュアンドチップ

スの導入などに、英国の食文化を中心として阪急が積み上げてきたものが見られる。山崎

は、三越伊勢丹で、スコーンパーティ with TEA という催事をはじめ、全国各地の百貨店

で大人気の催事となっている。これも英国展でのスコーン人気に端を発している。 

 

505 2022 年に開催された小田急新宿店、熊本鶴屋、松屋銀座の英国フェアは、2021 年から

阪急百貨店が運営する「英国ライフ」がプロデュースしたものである。 
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る。顧客のもっている「英国イメージ」を想定し、英国の食文化の中心をアフタヌーンティ

ーに代表される紅茶と捉え、紅茶を核とする戦略をとることにした。紅茶をそれまでの定番

ブランドから、毎年新しいブランドを取り入れながら数を増やし、売上げも伸ばした。また

ティールームは、桑原の考える「英国らしさ」が感じられるカントリーサイドにあるティー

ルームや UK ティーカウンシルの選ぶトップティープレイスを招聘するなどや英国にある

制度を巧みに取り入れ、宣伝効果も高めると同時に、英国のティールームのイメージも涵養

した。また、紅茶研究家ジェーン・ペティグリューやトワイニング 10 代目当主スティーブ

ン・トワイニングなどの一流講師を招聘して紅茶レクチャーの拡充をはかり、また、英国初

の国産紅茶トレゴスナンを日本ではじめて販売するなど、日本の紅茶シーンにおける阪急

英国フェアのステイタスを向上させた。こうして、紅茶を核とする英国フェアは、2005 年

から 2007 年にその基盤ができたと考えられる。 

2008 年から、紅茶以外の英国の食文化に力を入れ、その中で有名ホテルのスコーンのテ

イクアウトを拡充させていくが、これは 2001 年から始まったティールームの定番メニュー

であるクリームティーからの発展の形である。また、2013 年には、英国の「ソウルフード」

といわれるフィッシュアンドチップスを英国でのアワードを獲得した店をまるごと招聘す

るというティールームと同様の手法で提供した。このテイクアウトの店もまた、調理の過程

をすべて見せるというスコーンの調理と同じ方法を用い、実物展示としての効果をあげた。

桑原は、日本で英国食の定番とみなされた紅茶とフィッシュアンドチップスの２つを軌道

に乗せ、阪急英国フェアの２大看板としたのである。 

2014 年には、桑原の 10 年越しの目標だったベティーズティールームの阪急英国フェア

出展を実現することになる。これは、桑原の紅茶を核とする戦略と「本物の英国」としての

ティールームを阪急英国フェアで紹介したいというこだわりによる実現で、この年から飛

躍的に売上げが伸びたという桑原の証言から、多くの紅茶ファンを阪急英国フェアに引き

付けることになったと考えられる。 

阪急英国フェアが、毎年開催し、集客と売上げにおいて成功を収めてきたことは、出版物

やＳＮＳなどのメディアを通じて広く知られることになった。また、英国は、桑原の阪急英

国フェアでの実績を名誉大英褒章 BEM 授与という形で認めた。近年は、日本各地の百貨店

が阪急英国フェアと同様の英国フェア（英国展）を開催するようになっている。阪急英国フ

ェアは、日本の英国フェアを牽引する存在になったと考えられる。 

また、阪急英国フェアでは、2001 年に展覧会がなくなってからも、阪急百貨店が、英国
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フェアで英国の情報を発信しようという使命をもって、テーマを設定し、それに沿う企画と

展示を行ってきたことや、桑原が一貫して顧客の「英国イメージ」に沿いながら、彼の考え

る「本物の英国」を見せようとしたことが、単なる物産展とは一線を画すものとなったもう

理由と考えられる。さらに桑原は、顧客の既存の「英国イメージ」を更新するような新しい

英国情報の提供を続けた。こうしたことが、阪急英国フェアを文化的意義のあるものに高め

たと考えられる。 

 

（資料１）英国大使館における BEM 授与式での桑原渉の授与理由（2019 年 12 月 12 日） 
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第５章 新しい紅茶イメージの誕生―リーフティーからティーバッグへ― 

はじめに 

阪急英国フェアの歴史において、1995 年の阪急英国フェア「英国紅茶物語」は、華やか

な英国紅茶文化と英国紅茶文化発展の歴史を伝えることを目的とし、さらに紅茶研究やさ

まざまな紅茶に関する情報を提供しようと企画された。（本論 第３章、第２項）、そのため、

ティーカップなどの陶磁器が約 400 点展示され、ヴィクトリア朝時代にアフタヌーンティ

ーを始めたとされる第７代ベッドフォード侯爵夫人アンナ・マリアのブルードローイング

ルームも再現されたアフタヌーンティー講座をはじめ、英国から紅茶研究家やティーブレ

ンダーなどを招聘し、英国紅茶の歴史など紅茶にまつわる数々の紅茶レクチャーが行われ

た。このフェアは人気を博し、これ以降、阪急百貨店販売促進部では、紅茶を重要商品と位

置づけ、高級リーフティーを中心としたラインナップになっていた。 

 しかし、この頃、日本では液体紅茶ドリンクが急成長して大市場が形成され506、ティーバ

ッグの消費量がリーフティーの消費量を上回っていた507。2021 年の日本の紅茶消費を見る

と半数以上を占めるのは、「午後の紅茶」や「紅茶花伝」のような紅茶飲料で、ペットボト

ルや缶の蓋をあければ、すぐに飲めるよう工場で生産されたものである。残りの包装紅茶の

内訳がティーバッグ 83％、リーフティー13％というように、ティーバッグが主流である508。

英国では日本のような紅茶飲料は販売されておらず、紅茶消費の約 97％がティーバッグで

あるため、英国と日本の紅茶をめぐる状況は大きく異なっている。 

 日本でのティーバッグ紅茶は、1961 年に西ドイツ製の紅茶自動包装機「コンスタンタ」

 

506 荒木安正、小池滋『紅茶の楽しみ方』新潮社、1993 年、118 頁。 

507 「ティーバッグ市場の挽回めざす紅茶業界」『酒類食品統計月報』日刊経済通信社、

2005 年 10 月号、21 頁。1996 年の紅茶の消費量は、工業用（主に紅茶飲料に使用）

9,100t、リーフティー2,000t、ティーバッグ 6,000t である。 

508 「紅茶市場、巣ごもり反動も業務用回復へ―形態別ではティーバッグが奮闘―」『酒類

食品統計月報』日刊経済通信社、2022 年 11 月号、26-29 頁。2021 年の日本の紅茶の種類

別消費量は、工業用が 8,850 トン対して、包装紅茶といわれるリーフティーとティーバッ

グの合計は、7,090 トンで、その内訳はリーフティーが 1,210 トン（約 17％）、ティーバッ

グが 5,880 トン（約 83％）である。包装紅茶の主要銘柄販売量では、日東紅茶が 2,620 ト

ン、リプトン紅茶が 2,180 トン、次がトワイニングで、710 トンとなっており、それらを

牽引しているのはティーバッグである。 
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１号機が、リプトンと提携していた神戸紅茶に導入されたことを契機に509、市場に出回る量

が一気に増えると510、その手軽さから消費者に受け入れられ、1975 年にはティーバッグの

消費が紅茶国内需要の 65％に達した511。阪急英国フェアでも、新聞広告から 1974～1975 年

には、英国で 1953 年に最初にティーバッグを製造し、最もよく飲まれている紅茶会社のひ

とつであるテトレのティーバッグ紅茶が直輸入で販売されていたことが推察される。しか

し、女性をターゲットとする英国フェアに変わった 1988 年以降は、ティーカップなどの高

級陶磁器の宣伝が目立つようになり、「英国紅茶物語」以降は、高級リーフ缶の紅茶が主力

商品となっていった。このようにリーフティーが好まれるようになったのは、阪急英国フェ

アだけではなく、他の百貨店の英国フェアにもみられる特徴である。百貨店の紅茶販売の傾

向は、世間一般のそれとは違うということがわかる。 

本章では、2015 年の阪急英国フェアで、祝祭広場という展示スペースに英国紅茶会社リ

ントンズの本物の馬車が展示され人々の関心を集めたことで、百貨店の英国フェアでのテ

ィーバッグのイメージが大きく変化した過程について論じる。それまでの英国フェアでは、

紅茶は高級感のあるリーフティーが売上げの中心であったのに、2015 年の英国フェアでは、

一気にリントンズのティーバッグが売れることとなった。この変化に関して、リントンズ導

入の経緯と馬車の展示の動向を詳細に調べ、祝祭広場の展示によってもたらされたものを

明らかにする。その中で本来、高級志向の百貨店でティーバッグという大衆的商品が導入さ

れ、それが顧客に受け入れられた意味を明らかにしたい。 

 

第１節 先行研究 

検討すべき先行研究として、高柳美香の『ショーウィンドー物語』（勁草書房、1994 年）

がある。日本の百貨店の成立と日本でのショーウィンドーの導入から定着までの過程を明

 

509 1957 年にリプトンの日本国内初生産工場に指定された神戸の須藤信治商店（現・神戸

紅茶株式会社は、「コンスタンタ」導入以前は、ミシンを使って手作業でティーバッグを

作っていた。https://kobehassyo.ko-co.jp/e117106html「紅茶ティーバッグ発祥物語」 

510 日本紅茶協会編『日本茶業史資料集成第 19 冊―紅茶百年史―』文生書院、2003 年、

250 頁。リプトンの他、日東紅茶、ヒノマル紅茶、明治、森永の４社も「コンスタンタ」

を導入し、ティーバッグの製造を開始した。 

511 日本紅茶協会編、同上、234 頁。 
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らかにしたものである。百貨店の展示を美術的な観点からではなく、百貨店経営を念頭にお

いて考察していることから、百貨店催事の展示を検討する上で、貴重な先行研究である。 

 高柳は、この研究で百貨店での商品陳列の歴史について詳述している。日本で初めてショ

ーウィンドーを導入したのは、明治 28 年の三井呉服店であった。ガラス張りのショーケー

スに商品を陳列して客が自由に品物を選べるようにし、評判をよんだことから、他の呉服店

もこれに追従し、百貨店改革にもつながっていった過程が詳しく述べられている。これを機

に店の通りに面した部分にショーウィンドーが設けられ、商品を飾ることで客を店内に誘

導することが可能となったと述べている。さらに、高柳は、ショーウィンドーの展示装飾を

するには「テーマ」が必要512であるとし、各百貨店のショーウィンドーを例にあげて、魅力

的に美しく商品を飾るという工夫だけでなく、斬新な試みによって話題を集めるための

様々な努力がなされていたと指摘している513。また、ショーウィンドーは、演出家が商品を

ディスプレイすることによって、商品に情報を与えて演技をさせる街頭の舞台である514と

も述べている。ただし、阪急英国フェアでの展示装飾の中心となる祝祭広場は、百貨店の内

部に設けられた大空間であるため、百貨店の展示装飾といえどもショーウィンドーとは違

う機能や役割を持ち合わせていると考えられる。 

鹿島茂の『デパートを発明した夫婦』（講談社新書、1991 年）には、百貨店の創始者アリ

スティッド・ブシコーが百貨店の中にスペクタクル空間を作り、人々に消費欲求のみならず

買物の楽しみを提供したと述べている515。また、ブシコーがパリ万国博覧会から、商品と祝

祭空間の結合による潜在的消費願望の掘り起こしという手法を学び、万国博覧会と同じ機

能をもつ「常設博物館」としての百貨店を作ったと述べている516。本稿での展示の舞台とな

る阪急英国フェアの祝祭広場は、百貨店の内部に設けられた大空間で、ボン・マルシェのク

リスタル・ホールと同様に、人々にアトラクティブな展示物と演出されたドラマを見せるス

ペクタクル空間として、百貨店に出かけていく楽しみを提供する機能や役割517を持ち合わ

せていることを示唆するものである。 

 

512 高柳美香『ショーウィンドー物語』勁草書房、1994 年、162 頁。 

513 高柳美香、同上、150 頁。 

514 高柳美香、同上、141 頁、162 頁。 

515 鹿島茂、前掲書、69-70 頁。 

516 鹿島茂、前掲書、72 頁。 

517 鹿島茂、前掲書、67 頁。 
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次に、紅茶に関する先行研究として、荒木安正の『紅茶技術講座Ⅱ―市場別商品管理と抽

出法―』（柴田書店、1981 年）がある。荒木は国内外の３つの紅茶企業で 20 年以上にわた

る実務経験を持つ。その経験と研究から、紅茶の実務家・専門家向けの指導教本として書か

れたもので、その中で戦後の日本国内市場の動向が時期ごとに特徴がまとめられている。テ

ィーバッグに関しては、1961 年１月、日本に西ドイツ製「コンスタンタ」完全自動ティー

バッグ製造機が導入されて以後、順調に受け入れられ、1965 年には「紅茶＝ティーバッグ」

という考えが定着し、家庭における紅茶消費の拡大に大きく貢献したとある518。また、荒木

は英国の紅茶銘柄間の競争について言及し、当時、英国紅茶会社から日本への売り込みは少

なく、輸入されていた英国紅茶ブランドは、日本側からオファーを受けた英国側が代理店に

指定したものだと述べている519。 

加えて、1971 年の紅茶自由化以降、日本の紅茶が「一般単品市場」と「イメージ・ギフ

ト市場」に二極分化した結果、安価で簡便なティーバッグの消費が拡大した一方で、百貨店

のギフト市場が紅茶の高級イメージを形成する契機となり520、英国とは違う路線を進むこ

とになったと論じている。荒木は 1995 年の阪急英国フェア「英国紅茶物語」の際、企画の

中心を担ったテーブルアーティストの阪口恵子とともに展覧会や紅茶レクチャーの監修に

関わったが、この著作ではそれについては触れていない。しかし、荒木の研究は、百貨店が

紅茶の高級イメージ形成のきっかけを作ったと示している点で有益である。 

 本研究では、2015 年に阪急百貨店の祝祭広場で繰り広げられた展示を考察する。そのた

め、2004 年から 2018 年まで、英国フェアを担当した阪急百貨店の元販売促進部の桑原渉

に、祝祭広場の活用と 2015 年の阪急英国フェアでのリントンズ馬車の展示に的を絞りイン

タビューを実施した。また、荒木の主張する英国とは違う路線となった日本の百貨店での紅

茶の高級イメージを検証しつつ、それとは対極のリントンズ紅茶の動向を分析する。そのた

め、リントンズジャパンの代表取締役である岡田奈奈恵に、日本にリントンズを導入する経

緯から、展示の展開や阪神百貨店に店舗を出すまでの経緯とリントンズジャパンが直面し

た問題についてのインタビューを実施した。 

 また、朝日新聞に掲載された英国フェアの広告、英国フェアポスター、英国フェア会場配

 

518 荒木安正『紅茶技術講座Ⅱ―市場別商品管理と抽出法』柴田書店、1981 年、117 頁。 

519 荒木安正、同上、135-136 頁。 

520 荒木安正、同上、120 頁。1965 年からトワイニングを輸入した片岡物産が英国王室御

用達であることを宣伝し、百貨店でのギフト市場で成功したことが契機となった。 
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布パンフレット、そしてリントンズジャパンから提供された 2015 年の英国フェアの写真を

分析した。 

 

第２節 祝祭広場のある阪急百貨店 ―「劇場型百貨店」というコンセプト― 

第１項 祝祭広場の設置とストアデザイン部の役割 

 阪急百貨店うめだ本店は 2012 年 11 月 21 日、７年に及ぶ工事期間を経てグランドオープ

ンした。この新しい阪急百貨店のコンセプトが「劇場型百貨店」であり、「かつての百貨店」

にあった文化的雰囲気に浸りながら店内を歩く楽しみや「エキサイティングな買物体験」を

取り戻そうというもので521、その中心的存在が祝祭広場だった。ここに表現された「かつて

の百貨店」こそ、創業者の小林一三がめざした百貨店の姿であろう。当時の百貨店のようす

を津金澤聰廣は、『宝塚戦略』のなかで「装飾装置やイベントの配置によって、デパートは

単なる物を売る大商店ではなく、「見る場所」であり、何も買わないで回ってみるだけで、

視覚的な快楽と新しい情報を提供してくれる遊学・消費の「情報・文化」空間となったのだ」

と書いている522。それでは「劇場型百貨店」というのは、原点回帰だったかというとそれだ

けではなさそうだ。百貨店の置かれた立場は、創設当時とは大きく変わっていたからである。 

阪急百貨店に「劇場型

百貨店」の象徴ともいえ

る祝祭広場が誕生する

までには、次のような経

緯があった。百貨店業界

が下降線をたどり始め

た 2000 年に、阪急百貨

店の社長に就任した椙                  

岡俊一（任 2000 年～ 

 （写真 13） 第 51 回阪急英国フェア祝祭広場               2007 年）は、すぐに構造  

       （2018 年 10 月 14 日、筆者撮影）         改革に着手した。まず、

 

521 阪急うめだ本店『うめだ本店 STORY BOOK－暮らしの劇場物語―』阪急阪神百貨

店、2012 年、4-5 頁。 

522 津金澤聰廣『宝塚戦略』講談社、1991 年、75 頁。 
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百貨店の売上げ縮小の背景には、少子高齢化によるマーケットの縮小に加え、モノが十分あ

り、今すぐ買わなくてよいという成熟化によるモノ離れがあると判断し、こうした状況への

対処について社内で議論した。たどり着いた結論が、百貨店が着目すべきは、安くて良いモ

ノの追求ではなく、「コト」を売ること、すなわち目に見えない文化的価値を重視すること

だった523。それは、これまでも百貨店が重視してきた「モノ」から「コト」への転換を意味

し、それだけでは特別新しいことではなかったと考えられる。しかし、椙岡はこの見えない

価値を視覚化し、客に確実にアピールするには、「突き抜けたエンターテイメント」を繰り

広げることのできる大きな舞台と、舞台を演出するさまざまな舞台装置が必要と考えたの

だった。そして、2005 年初頭の社内会議で、阪急百貨店うめだ本店のリニューアルに際し、

祝祭広場を設置するという構想を立ち上げたのだった524。 

「劇場型百貨店」の中心となるのが９階のフロアで、6,000 ㎡に及ぶフロアのすべての場

所525が、多彩なイベントの繰り広げられる情報発信空間となった526。その中央に位置し、９

階から 12 階の４層吹抜けで、高さ 16ｍ、2,000 ㎡の大空間が祝祭広場である。まわりには

10 階へ向けて放射線状に、ギリシア時代の屋外劇場を彷彿とさせる階段状の大理石の階段

が設けられている。客席として約 300 人が腰を下ろすことができ、広場での催しを見たり、

店内で購入したものを食べたり、休憩したりすることもできる自由なスペースとなってい

る。天井には直径 1.2 メートルの巨大ミラーボールを吊るすこともできる。阪急百貨店では

この祝祭広場で、毎週のように催事やイベントが開催され、テーマに応じてデザインされた

装飾や展示物が来場者を迎えている。 

この展示装飾を一手に引き受けているのが、この道 50 年のキャリアを持つアートディレ

クターの亀山和廣が率いるストアデザイン部の存在だ。こうした百貨店の装飾に関わる部

署は戦前から大手百貨店におかれ、日本のインテリアデザイナーのパイオニアという人々

 

523 椙岡俊一「劇場型百貨店が感動を生み出す」『PHP 松下幸之助塾』2015 年 7､8 月号

Vol,24、7-9 頁。 

524 読売オンライン 2017 年５月 17 日 祝祭広場（阪急百貨店梅田本店）の記事による。

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature (2018 年５月 6 日閲覧) 

525 祝祭広場のほか、「阪急うめだギャラリー」「阪急うめだホール」が設けられた。 

526 『阪急うめだ本店 STORY BOOK 暮らしの劇場物語』阪急阪神百貨店、2012 年、 

6-7 頁。 

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature
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が在籍し活躍していた527。近年、百貨店の多くが展示装飾を外注に頼るようになり、こうし

た部署が廃される状況となった。そうした中で阪急百貨店は現在も 13 人のデザイナーを抱

え、彼らが店内すべての装飾デザインをこなし、提携する施工会社に製作を指示している。

阪急百貨店のポリシーを維持するには、阪急百貨店の人間が守らねばならないという考え

があると考えられる。亀山は「我々の「展示」という概念は、演出を加えたもの。演出を加

えて商品を魅力的に伝えること。そしてメッセージを伝えること。そういったことが私たち

の考える展示であり陳列で、僕らは「ディスプレイ」と呼んでいます。どういった演出をす

れば商品を魅力的にご紹介できるのか、日々そんな魔法の粉を探し求めています528」と述べ

ている。亀山は「魔法の粉をかける」という表現を使うが、この「魔法の粉」が、阪急百貨

店に来る客にまるで劇場にきたようなワクワク感やドキドキ感といった感動を与える演出

となる。それこそが、リニューアルした阪急百貨店の求める「劇場型百貨店」の姿であり、

このストアデザイン部の存在により、作り上げられるものだと考えられる。 

2015 年の阪急英国フェアにおける祝祭広場での英国紅茶リントンズ馬車の展示は、祝祭

広場という空間と展示装飾を長年重要視してきた阪急百貨店のポリシーなくしては実現で

きなかったのである。 

 

第２項 祝祭広場を活用した阪急英国フェア 

第１節で述べたとおり祝祭広場は、「劇場型百貨店」の中心に据えられたのだが、2012 年

11 月に開業後、この売場ではない大空間の使い道は難しく、客はイベントには集まっても

その場限りで、百貨店全体の売上げに貢献はしなかったようだ529。そうした中で、2013 年

10 月この祝祭広場で２回目の英国フェアが開催されることになる。「憧れの英国ライフスタ

イル」というテーマで、担当者の桑原は、祝祭広場を英国のカントリーサイドにあるファー

 

527 高橋信裕、藤井一比古、石渡強冶『ディスプレイ デザイン』魚成祥一郎監修、SD 選

書、鹿島出版会、1996 年、64 頁。「戦前より、高島屋、三越、大丸、松坂屋などの大手の

百貨店には、営繕やインテリア装工部があり、（略）百貨店のデザイナーたちは、日本の

インテリアデザイナーのパイオニア的な存在でもあった」 

528 亀山和廣「百貨店と展示：商戦誘導型ショーウィンドーについて」『展示学』（65）日

本展示学会編 2023 年、31-36 頁。 

529 読売オンライン 2017 年５月 17 日 祝祭広場（阪急百貨店梅田本店）の記事による。

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature (2018 年５月 6 日閲覧) 

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature


177 

 

マーズマーケットをイメージして、来場者がピクニック気分で、試食したり試飲したりしな

がら、買い物を楽しむという場にしようと考え530、バラなどを植えたゆっくりくつろげる庭

園を祝祭広場の中央に設け、その周囲ではスコッチウィスキーや生ビールを販売し、英国名 

物フィッシュアンドチップス531も食べられるようにした532。広場近くにはアンティークの

店を配置し、蚤の市のような雰囲気を作り上げた。このフェアは成功し、百貨店全体の売上

げに貢献した。これを機に単にイベントをやるのではなく、商品の背景にある作り手の思い

や産地の臨場感を味わってもらうという方法が、他の催事にも応用されていったという533。   

 その後の英国フェアでも、祝祭広場での音楽の生演奏や建物を模した展示物を通じて現

地の臨場感を演出する手法は続けられ、他の百貨店では見られない大規模な劇場型の英国

フェアが設営された。結果として全国から客が集まる534ようになり、売上げ535も順調に伸び

ていったと考えられる。 

本章の中心となる祝祭広場での 2015 年のリントンズの馬車の展示について、催事担当者

の桑原渉は次のように述べている。 

 

阪急うめだ本店という西日本一と言われるステージ、その象徴的な場所とされる祝

祭広場。少なくとも京阪神の人々から見れば、憧れの聖地であるからこそ、非日常の場

所でなければならず、普段日本にいて経験できないことを提供することが必要だった

 

530 桑原渉、前掲書、102-103 頁。 

英国カントリーサイドで見かける広い芝生スペースのあるガーデンの周囲にテントが並ぶ

ファーマーズマーケットをイメージしたという。 

531 第４章 第６節 第３項で述べたおり、阪急英国フェアに初めて、フィッシュアンドチ

ップスの名店を英国から招聘した。 

532 桑原渉、前掲書、102-103 頁。 桑原が考える英国ライフスタイルのうち、「カントリ

ーライフ」「ガーデニングライフ」「パブライフ」を会場で体験してもらおうと計画した。 

533 読売オンライン 2017 年５月 17 日 祝祭広場（阪急百貨店梅田本店）の記事による。

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature /(2018 年５月 6 日閲覧) 

534 2018 年４月 21 日 阪急百貨店グランビル本社で行った桑原渉のインタビューから。阪

急ハウスカード等の記録から、沖縄を除く日本各地から客が来ているということだった。 

535 2016 年には 3.5 億円、2017 年には５億円535を売り上げ、2019 年にはそれを上回る歴代

最高の売上げを記録したという。 

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature
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のです。あの年は馬車だったということです536 

 

この答には桑原の考える祝祭広場の意義が示されているとみてよいだろう。また、2015

年のリントンズの馬車の展示の重要性も読み解ける。阪急英国フェアでの紅茶の話題にな

った時に、今でもリントンズの馬車が来ていたと口にする人は少なくない537。馬車の展示は、

来場者に強烈な印象を残したと察せられる。 

次の節では、リントンズと馬車の関係を知るために、まず、リントンズという英国紅茶会

社と販売する紅茶について、次にリントンズが阪急百貨店で販売されるまでの経緯につい

て述べることにする。 

 

第３節 リントンズの阪急英国フェアへの登場（2011 年） 

第１項 リントンズという英国紅茶 

 2011 年博多阪急の英国フェアに、初めてリントンズが導入されることになった。そして、

翌年には大阪うめだの阪急百貨店に出展する。それ以前にリントンズは、英国に暮らしてい

た人や紅茶通を自任する人たちの間でもあまり知られていないブランドだった。その理由

は、イングランド北部からスコットランドの一部地域538のみで宅配されている紅茶であり、

ロンドンなど他の地域のスーパーなどでは売られていない紅茶だったからだ。 

リントンズは、1907 年にニューカッスルで創業し、今なおファミリービジネスを続けて

いる紅茶商である。創業当初より、馬車による紅茶の宅配ビジネスをはじめ、現在でも自動

車による宅配事業を継続しており、22 万世帯に紅茶を届けている。また、英国内に 24 か所

の事業所を持ち、高級カフェ、レストラン、ホテル、職場に紅茶とコーヒーを卸売している

539。また、リントンズは長年にわたり社内でティーテイスターを養成しており、今では稀少

 

536 2023 年６月 18 日に日本展示学会での発表後、「リントンズ馬車の展示は、必要ではな

かったのでは」というコメントを国立民族学博物館名誉教授の森田恒之からもらったた

め、６月 22 日に、担当者はどう考えるかという質問に対する回答の一部である。 

537 西宮の甲東園にあるスシーラティー紅茶教室での生徒達の会話や阪急英国フェアでリ

ントンズを購入するため列に並ぶ人たちの発言である。 

538 マンチェスターとリーズを結ぶラインより北、拠点とするニューカッスル、湖水地方

を含み、グラスゴーとエジンバラを結ぶラインより南の地域。 

539 「リントンズ UK」ホームページ https://www.ringtons.co.uk/our-story-i1 
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となった英国国内でのブレンド540を維持しつづけている。そのため、英国ブレンドにこだわ

るロンドンの有名百貨店をはじめ高級スーパーマーケット541や有名紅茶会社の紅茶も

OEM として作っている542。つまりリントンズという会社の名前が前面に出ることはなくと

も、英国紅茶業界で、品質、ブレンドの技術を認められた紅茶会社ということである。 

 この認知度は低いが実力派のリントンズの日本への輸入を敢行したのが、2011 年７月に

福岡でリントンズジャパンを立ち上げた岡田直也と奈奈恵夫妻である。夫妻が、リントンズ

紅茶を輸入しようと思ったのは、直也の義兄がランカスター出身の英国人で、長年のリント

ンズ紅茶愛飲者だったことがきっかけだった。二人は土産にもらったリントンズ紅茶を気

に入り、この紅茶を輸入しようと思い立ったという。岡田はパッケージのメールアドレスを

頼りにリントンズとの交渉に挑んだが、難航した543。理由は「日本の紅茶は、敷居が高い544」

というものだった。英国で４世代にわたって続いてきた紅茶商リントンズは、英国人のため

に紅茶を作るという強い信念で事業を続けてきた。近年、英国の有名紅茶企業が次々と海外

の企業に吸収されていく中で、「リントニアン」と呼ばれるリントンズ紅茶の愛飲者のため

に、宅配という伝統を守り続ける堅実な会社だった。つまり、リントンズ紅茶は英国人が日

常的に飲む紅茶だったのだ。交渉の中で、それを理解した岡田は、企画書を求められた際、

表紙にテレビアニメーションで知られる「サザエさん」の家族が茶の間でくつろぐ場面を選

び、卓袱台の上の急須と湯呑茶碗のかわりに、紅茶のポットとティーカップを切り貼りした。

岡田は「日本の日常にもお茶があり、お茶で一息つくという英国と同じ文化がある545。日本

 

540 現在、英国紅茶ブランドは、ブレンドをポーランドなど英国以外の国で行うようにな

った紅茶会社やブレンド紅茶をドイツから輸入している紅茶会社、インドの大企業の傘下

に入ったブランドなどがほとんどとなった。しかし、リントンズでは、自社でティーテイ

スターを育て、100％英国ブレンドを頑なに守ってきたという伝統がある。 

541 英国の高級スーパーマーケットには、パートリッジやウェイトローズのように王室御

用達に認定される所もあり、日本のスーパーマーケットの概念よりはるかに高級である。 

542（株）リントンズジャパン取締役岡田奈奈恵のインタビューで確認した。英国のスーパ

ーマーケットは、ほとんどが自社ブランドの紅茶を販売している。 

543 岡田のインタビューによる。 

544 岡田のインタビューでの表現。高尚という意味と捉えた。 

545 寺本益英は、「1980 年代半ば頃までに、茶は家族団欒やもてなしの心を表す象徴として

日本人の「生活文化」を形成してきた」と述べている。「データからみたリーフ緑茶消費
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人にはリントンズを受け入れる素地がある」と伝えたかったのである。この企画書によって、

岡田のリントンズの紅茶を日本の人々に届けたいという思いは、ようやくリントンズ幹部

に認められ、正式な契約へとこぎつけた。リントンズの紅茶商品には、リーフティーもあっ

たが、あえて岡田はティーバッグのみの輸入に踏み切った。自分たちがリントンズの紅茶を

気に入ったのは、ティーバッグの紅茶だったからという単純な理由だった546。こうして、紅

茶ブランドにしては珍しくティーバッグのみの展開というリントンズが日本に輸入される

ことになった。 

次の節では、博多阪急での先行導入を経て、うめだ阪急でも導入されることになったリン

トンズ紅茶をとりまく 2012 年当時の状況について、当時の英国フェア担当者の桑原渉とリ

ントンズジャパンの岡田奈奈恵のインタビューを中心に述べる。 

 

第２項 博多阪急からうめだ阪急へ (2012 年) 

リントンズジャパンが会社を立ち上げた 2011 年という年は、３月 23 日に九州新幹線が

開業し、JR 博多駅構内に誕生した大型商業施設「JR 博多シティ」内に博多阪急が誕生した

年であった。９月にはこの博多阪急でも英国フェアを開催する運びとなった。 

岡田は同年７月に起業した後、すぐに福岡三越にリントンズ紅茶を売り込みに行き、その

２か月後の英国フェアで出展が実現することになった。その後、博多阪急にも出展すること

になるのである547。 

桑原渉は、リントンズ導入を振り返って「リントンズを教えてくれたのは、当時博多阪急

の催事担当者の左手巧でした。ティーバッグしかないということがちょっとひっかかった

のですが、味は美味しかったので導入をすぐに決めたのです」と語った。その頃の英国での

ティーバッグの普及率は 90 パーセントを越える状況であったが、桑原が念頭に置いていた

のは、日本の顧客が求めるリーフティーだったのである。 

しかし、バイヤーとしての桑原の紅茶を見る目、この場合、紅茶を味わう舌といったほう

がよいのだろうが、それが正しかったことは、2014 年から 2019 年にかけて、リントンズの

 

の実態と展望①はじめに―喫茶史における現在の位置づけと本稿の課題―」茶 60（1）

2007 年、20-24 頁。  

546 岡田のインタビューによる。 

547 岡田のインタビューによる。 
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紅茶が英国で権威ある食品の国際大会グレートテイスト・アワード548で立て続けに星を獲

得していったことで証明されたといえるだろう。日本に輸入されている紅茶３種類とアー

ルグレイ、ルイボスティーは、すべて星を獲得するなど、味に関して評価されたからだ549。 

リントンズは９月に福岡で、福岡三越英国フェア（９月 21 日～26 日550）、博多阪急英国

フェア（９月 28 日～10 月２日）と連続して出展することになった。博多阪急での販売は、

在庫の関係から２日間としていたが、1 日で完売してしまったという。売れ行きが好調だっ

たことからリントンズ紅茶は、翌年にはうめだ本店でも販売されることになった551。 

2012 年の阪急英国フェアのパンフレットには、「英国といえは Tea ティーを知りつくす

英国の人たちが、ここは別格というスペシャルを取り揃えて」というキャッチコピーのもと、

ジンティー552は、「アールグレイ（75ｇ缶入り）2.100 円、ダージリンファーストフラッシ

ュ（50g 缶入り）2,310 円」、テイクアウトのスコーン販売で招聘されたザ・サヴォイ553のテ

ィールームの紅茶も「イングリッシュブレックファースト、アールグレイ 各 4,601 円 [各

限定 60] （いずれも 50g）」と宣伝された。この２つは、価格からわかるようにかなりの高

級リーフティーであった。そして、リントンズも「2012 年 英国フェア初登場！本格的な味

わいを手軽なティーバッグで。「リントンズ」ミレニアムティーキャディーケニアゴールド

 

548 1994 年に始まった高級食品組合「ザ・ギルド・オブ・ファインフード」が主催する食

品の国際大会で、その特徴は審査対象が「味」のみである。「食のオスカー」ともたとえ

られる審査会は、世界中の優れた農産物や加工品を評価し、食品産業の底上げを図るため

に設けられたもので、毎年１万点以上がエントリーしている。 

549 三つ星は、総エントリー数の上位１～２％未満、二つ星は上位およそ 10％未満、一つ

星はおよそ上位 25％未満である。リントンズの紅茶「ゴールド」（旧名「ケニアゴール

ド」）は 2016 年に三つ星、「ブレックファスト」「トラディショナル」は 2015 年に二つ

星、「アールグレイ」は 2014 年に二つ星、「レッドブッシュルイボスティ」は 2019 年。 

550 福岡三越では在庫切れとなり、24 日までの販売だった。 

551 岡田のインタビューによる。 

552 2004 年創設の高級紅茶ブランド。英国フェアのパンフレットには、「世界中から選りす

ぐられた最高品質の茶葉として、ブランドアンバサダー林原真澄さん来店」と宣伝されて

いる。 

553 ザ・サヴォイについて、英国フェアのパンフレットには、「海外への出展は。今回が初

めて！」「1889 年創業、世界のセレブリティが顧客にもつロンドンの象徴的な５つ星ホテ

ル」と紹介され、エグゼクティブパティシエのマーティン・シファーズがスコーンを製作

実演すると記載された。 
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（ティーバッグ３g×40 包入り）2,300 円[限定 200]、トラディショナル（ティーバッグ３

g×80 包入り）1,700 円」と記載され、販売される紅茶のパッケージとティーキャディの写

真も掲載された554。 

「本格的な味わいを手軽なティーバッグで」というキャッチコピーはリントンズ紅茶を

一文で表現した絶妙なコピーだが、催事場での販売場所は紅茶コーナーの一番奥の隅だっ

た555。阪急百貨店で販売する紅茶の中心はティーバッグではなくリーフティーだったこと

による配置だったと考えられる。ティーバッグ仕様の美味しい紅茶を広めたいと意気込ん

でリントンズを輸入しはじめた岡田にとって、百貨店とその顧客の間で定着した「紅茶はリ

ーフティーで」という英国と異なる志向は悩ましい問題だった。 

 

第４節 リントンズの「英国紅茶イメージ」に対する抵抗と努力 

第１項 日本における「英国紅茶イメージ」の形成 

英国紅茶や英国商品を販売する輸入業者にとって、うめだの阪急英国フェアへの出展は

願ってもないチャンスであり、リントンズジャパンは起業して２年目でそのチャンスをつ

かんだ。しかしながら、その道のりは決して順風満帆ではなく、岡田奈奈恵の証言によると、

百貨店における紅茶の主力商品がリーフティーであるなど、百貨店業界内の「常識」に悩ま

され続けたとのことである。つまり、岡田夫妻は、日本における既存の「英国紅茶イメージ」

と戦っていたといえそうだ。 

日本ではスーパーマーケットでも紅茶は買える。ティーバッグは 1962 年に登場し、家庭

における紅茶消費の拡大に貢献し、現在も包装紅茶の主流はティーバッグである。しかし、

百貨店の英国フェアで求められていたのは、そうした安価で簡便な紅茶ではなく、「優雅さ

やリッチさを求めて高級リーフティー」だと、英国フェアのバイヤーであった桑原は主張し

ているが、これは日本の「英国紅茶イメージ」の一面を代弁している。 

 日本の紅茶は、明治時代に高級な舶来品として普及した歴史556があった。英国人と関わり

 

554「2012 年阪急英国フェア会場配布パンフレット」 

555 岡田のインタビューによる。 

556 荒木安正、前掲書、149-150 頁。153 頁。「当時（明治時代）わが国に紹介された紅茶

の扱い方・飲み方は、「ヴィクトリアン・ティ」のそれであり、上流のハイカラ層専用の

嗜好品として、位置づけられていたと推定できる」「大正末期でもリプトン紅茶黄缶は、

庶民感覚からして文字通りの高嶺の花であった」 
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のある政府高官や貿易商、留学経験があり、紅茶を知る機会のあった人々や高価な茶葉を購

入し、ティーセットを揃えることのできる裕福な家庭で紅茶が飲まれていた。それは小説に

もしばしば登場557し、日本では紅茶がハイカラなもののひとつとなっていたことがわかる。 

また、日本ではティーバッグの普及によって、紅茶は大衆化したと考えられる一方で、1965

年に、英国老舗紅茶ブランドのトワイニングが東京の高島屋百貨店、続いて三越本店で缶入

りリーフギフト商品を高級品イメージで販売して成功すると、ジャクソン、リッジウェイ、

メルローズなどの英国ブランドが市場に参戦した558。 

トワイニングは創業 1706 年の王室御用達ブランドで、宣伝広告のキャッチコピーは「250

年前から英国上流社会で愛用された紅茶の古典559」であった。テレビコマーシャルでもロン

ドンのストランド通りにある創業時からの店舗を映し、上品さと格式の高さを前面に押し

出し宣伝した560。1971 年の紅茶の輸入自由化後の 1972 年頃から、日本で販売される紅茶

の 60％以上が英国ブランドで占められるようになったが、日本に輸入された英国紅茶ブラ

ンドの多くは、英国で一般的に親しまれているわけではない高級ブランドの紅茶だった561。 

兵庫県西宮市と東京世田谷区で紅茶教室を主宰している吉田直子562は、2001 年に紅茶教

室を始めた時に、紅茶の師匠とあおぐ当時大阪堂島にあった紅茶店ムジカティーの堀江敏

樹563から「紅茶は日常で楽しむものだから、セレブな感じにはしないでほしい」と言われた

 

557 松浦いね「文学の中の紅茶」日本紅茶協会『紅茶会報』1989 年３月~1993 年３月 

558 日本紅茶協会編、同上、415 頁。 

559 片岡物産がトワイニングの輸入代理店となった 1965 年ごろの広告である。  

560 片岡物産の金谷のメールインタビューによると、金谷は「トワイニングでは、中元・

歳暮のギフト需要期にテレビコマーシャルを集中して流すことで重要喚起を行い、定期的

に紅茶セミナーを実施することで、感度の高い消費者向けにアピールし続けてきたこと

が、今日の日本での紅茶文化の発展に繋がったと考える」述べており、トワイニングの紅

茶販売戦略とその効果の分析がわかる。 

561 日本紅茶協会編、同上、415 頁。 

562 英国ロンドンのブラマー紅茶ミュージアムで、館長のエドワード・ブラマーから直々

に紅茶の歴史や紅茶の淹れ方を学び、帰国後、兵庫県西宮市でスシーラティー紅茶教室を

始める。その後、東京都世田谷区にも紅茶教室を開設、スリランカ南部サバラガムワ地区

に茶園を所有している。2018 年５月 29 日「マツコの知らない世界」に出演。2018 年９月

三越英国展出展。2023 年６月阪急ワールドティーフェスティバルに出展。 

563 大阪の堂島に日本で初めてのティーハウスをはじめ、ティーポットでの紅茶提供やチ

 



184 

 

という564。裏を返せば、一般的な紅茶教室は、アフタヌーンティーが始まった頃のヴィクト

リア朝英国貴族文化に注目し、紅茶をハイカルチャーと位置付け、教室を開設した所が多か

ったということになるのではないだろうか。 

2023 年、NHK の番組に登場したアフタヌーンティー研究家の藤枝理子565は、アフタヌー

ンティーにも日本の茶道と同様にマナーがあると解説した566。形式や作法を重んじる茶道

を引き合いに出すことで、アフタヌーンティーでのマナー567を強調したかったのだろうが、

茶道とアフタヌーンティーでは、茶を通じて客をもてなし、時間と空間を共有するという共

通点はあっても、その成り立ちと様式は根本的に違う568。アフタヌーンティーのはじまりは、

1841 年に、第７代ベッドフォード侯爵夫人アンナ・マリアが空腹をしのぐためにバター付

きパンなどの軽食と紅茶を召使に運ばせ、上流階級の友人たちとの茶会を楽しんだという

ものだ569。日本では、英国貴族文化への憧れやハイカルチャーとしての茶道の存在が、表面

 

ャイを広めるなど紅茶業界の草分け的存在。現在は芦屋に拠点を移し、ムジカブランドの

紅茶販売をしている。2023 年４月、神戸阪急にムジカティーの常設コーナーが設けられ

た。 

564 2023 年３月 10 日スシーラ紅茶教室インスタライブ「私が尊敬し、大好きな紅茶のお

師匠さんたち パート２ 日本のお師匠さんたち」での話による。 

565 東京で紅茶教室「エルミタージュ」という自宅開放型サロンを開いており、『仕事と人

生に効く教養としての紅茶』PHP 出版、2023 年発行はすでに重版となっている。ほかに

『英国式アフタヌーンティーの世界』誠文堂新光社、2021 年などがある。 

566 2023 年４月 23 日「チコちゃんに叱られる」に出演した際の発言であるが、著書にも

茶道からアフタヌーンティーを説明する部分が多々見られるが、「茶道の流派にあたるも

のが、イギリスの階級というわけです」と述べるなど明らかな間違いがある。『英国式ア

フタヌーンティーの世界―国内のティープレイスを訪ねて探る紳士淑女の優雅な習慣―』

誠文堂新光社、2021 年、77 頁。 

567 アフタヌーンティーはもともと紅茶と菓子を媒介として、コミュニケーションを楽し

むティータイムなので、常識の範囲のマナーで十分対応できると考える。 

568 マークマン・エリス他、前掲書、225-228 頁。18 世紀の貴族の間でおこなわれた茶の

儀式は、茶入れを用い、女主人が自ら、集まった人が見ているところで茶をいれると書か

れており、表面的には茶道の作法と類似するようにみえるが、日本の茶道学者熊倉功夫の

文献を参考にし、エリス「両者はほとんど全くの別物である」と述べている。 

569 Pettigrew, Jane Richardson, Bruce A Social History of Tea. Danville: Benjamin Press,  

2014. 130-131 頁。ジェーン・ペティグリューはアンナ・マリアの手紙などの調査を行っ

た。義弟に送った手紙の内容からの記述である。 
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的な類似性から英国の紅茶文化と茶道を結びつけ、紅茶を知ることは教養を高めることと

捉え、紅茶を高尚な趣味にしてしまったところがあると考えられる570。 

また、紅茶は嗜好品であるので、さまざまな味を試したいというのが日本の消費者の傾向

ということを捉え、トワイニングがバラエティパックを販売していることに表れている571。

その時の気分や状況に応じて飲む紅茶を選ぶというものだ。一方、英国の消費者の傾向は、

同じ紅茶を長年にわたって飲み続けるというもので、「紅茶の本家では、あれこれとっかえ

ひっかえ飲むような真似はしない（略）毎日、同じように飲み続ける」と英国紅茶に関する

著作の多い英文学者の出口保夫は述べている572。このことは英国と日本の紅茶の飲まれ方

の違いを表している。 

紅茶についての考え方が英国とは大きく違う日本で、販売する紅茶は 4 種類573（現在は

３種類）のみ、しかもティーバッグのみとしたことから、リントンズジャパンは、結果的に

日本の百貨店における「英国紅茶イメージ」と戦うことになった574。趣味的な高級紅茶では

なく、英国のように日常に飲む紅茶の販売にこだわったのである。 

 

 

 

570 片岡栄美『趣味の社会学』青弓社､2019、226 頁。「わが国で、芸術文化資本は女性の

ステイタス・カルチャーとして位置づけることができるだろう」茶道や華道は芸術文化資

本に位置付けられている。 

571 金谷のメールインタビューによると、「ブレンドバラエティ感」がトワイニングの強み

であり、これが日本における紅茶販売戦略だったという。紅茶商品「トワイニングベスト

ファイブ」では人気のアールグレイ、レディグレイ、イングリッシュブレックファスト、

プリンスオブウェールズ、ダージリンが詰めあわされている商品で、「その日の気分や好

みにあわせて選べるバラエティパックです」と宣伝している。 

572 出口保夫、林望『イギリスはかしこい』PHP 研究所、1997 年、136-137 頁。 

573 輸入開始当初、リントンズジャパンの扱った紅茶は４種類であったが、現在は「コノ

シュア」が 2019 年に製造中止になったことで３種類となり、商品名も変更している。「ゴ

ールド」（旧「ケニアゴールド」）「ブレックファスト」（旧「エクストラフレッシュ」）「ト

ラディショナル」 

574 金谷のメールインタビューによると「日本で紅茶文化を根付かせたいと考える「片岡

物産・トワイニング」と付加価値の高い輸入商材で百貨店のあるべき姿をアピールしたい

と考える「百貨店」側の思惑が一致。それ以降時代の流れに合わせて、百貨店が求める商

品を百貨店の催事等で販売して日本に根付かせていくという商流が確立された」 
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第２項「リントンズの啓蒙」―試飲・パンフレット・SNS を通じて― 

それでは、リントンズは、日本の百貨店の「英国紅茶イメージ」とどのように戦ったのだ

ろうか。2015 年から三越英国展を担当しているバイヤーの山崎陽介575は、それを「リント

ンズの啓蒙」という言葉でわかりやすく表現している。この山崎の言う「リントンズの啓蒙」

とは、自社の製品の良さをアピールし、これまでの「英国紅茶イメージ」を変えるべく、消

費者に英国本国の紅茶関連情報を地道かつ丁寧に発信する宣伝活動を意味する。具体的に

は、試飲販売、パンフレット、SNS の３つを通して徹底されているリントンズの宣伝活動

を指すと考えられる。阪急英国フェアでは、出展している多くの紅茶ブランドが試飲販売を

行っている。筆者が 2017 年以降、阪急英国フェアでの試飲販売の状況を観察した結果、輸

入代理店の社長（代表）自らが店頭に立ち試飲をすすめているのは、リントンズとカメリア

ズティーハウス576だけであった。棚に並べられたさまざまな紅茶の中から自分の好みの紅

茶を選ぼうとする客にとって、試飲は重要な決め手となる。一方、リントンズ代表の岡田直

也が会場で試飲販売を重視するのは、客と交流できる唯一の場であると考えているからと

いうことだった577。 

パンフレット578は、紅茶を買うと必ず付けてもらえるもので、オールカラー８ページのも

ので、リントンズの歴史、ミルクティーの淹れ方、アイスティーの作り方、ティーバッグの

保存方法など８項目の記載がある。ミルクティーの淹れ方では「牛乳は必ず冷たいまま使う」

というような細かな指示も書かれている。他の紅茶ブランドにもパンフレットはあるが、自

社商品のラインナップの宣伝が多く、項目ごとに必要最低限の情報がわかりやすくまとめ

られているのはリントンズだけである。 

次に SNS であるが、一番重要なのはブログで、リントンズ紅茶の丁寧な商品説明はもと

より、リントンズの馬車で始まった宅配ビジネスの歴史、英国紅茶の現状、なかでも英国で

は 98％がティーバッグであること、リントンズの紅茶は茶葉の鮮度や品質を保持するため

 

575 山崎は 2019 年に三越英国展にサイモン夫妻を招聘し、日本初のリントンズのティース

タンド設置を実現させ、その後も三越伊勢丹の英国展や新たにはじめた「スコーンパーテ

ィ with TEA」を担当している人物でリントンズとの関わりが深い。 

576 2015 年から阪急英国フェアに導入されたブランドである。 

577 岡田のインタビューによる。 

578 阪急導入時は一枚を二つ折りにしたものであったが、現在はオールカラー８ページの

冊子となった。 



187 

 

にティーバッグの開発に努めているということが高頻度で繰り返し発信されている。さら

に紅茶を淹れるための水にも言及し「ニューカッスル（リントンズ発祥の地）は日本と同じ

軟水なので、美味しく飲める」と宣伝している579。また各百貨店での英国フェアや英国展へ

の出展情報も逐一アップされている。 

そして、このブログの最大の特徴は、ティーバッグ紅茶の良さをあらゆる角度から丁寧に

説明していることにある。これまでの紅茶会社はティーバッグの良さを「紅茶が手軽に飲め

る」と宣伝しても、ティーバッグ紅茶がリーフティーに劣らないことを宣伝することはなか

った。リントンズは、他社のようにリーフティーを売る必要がなかったからこそティーバッ

グ内の茶葉の品質からティーバッグの良さを説明できた。 

そこには、発信者である岡田奈奈恵の抵抗と努力の跡がある。美味しい紅茶はリーフだと

考える日本の「英国紅茶イメージ」への反発とリントンズのティーバッグの良さを伝えたい

という思いが、「リントンズの啓蒙」へと結晶しているのである。 

こうした「リントンズの啓蒙」の効果を正確にはかることはできないが、リントンズは

2012 年から 2014 年の間、阪急英国フェアでのリピーターを増やしつつ着実に売上げを伸

ばしたという580。それでも、岡田奈奈恵は紅茶業界の人たちからの「初登場ブランドは売り

やすい」、「日本での紅茶は趣味のような扱いなので、その商品サイクルは短く、長くて２～

 

579 英国では、紅茶の淹れ方の「ゴールデンルール」として、ティーポットに入れる茶葉

は人数分プラス一杯というルールがあった。この一杯は「ポットのための一杯」と言わ

れ、英国のロンドンは硬水地域であるため、茶葉の成分が抽出されにくかったため必要と

されたものだった。Cha Tea 紅茶教室『紅茶のすべてがわかる本』ナツメ社 2008 年、64

頁には、「西洋圏のブレンドティー又はアッサム種の紅茶に適する水として、中硬水（硬

度 100～300 程度）」と述べている。日本人の中には紅茶は硬水で淹れるのがよいと思って

いる人もいる。こうした情報が紅茶を難しいものにしている。 

580 岡田のインタビューによる。リントンズジャパンは、阪急英国フェアをはじめ、それ

ぞれの百貨店の英国フェアでの出展に際し、毎回必ず、限定販売のティーキャディや記念

マグカップなどリントンズ紅茶ファンが手に入れたいと望むような商品を販売しており、

初日に行列ができる一因となっている。こうした商品を提供できるのは、英国のリントン

ズが、社内にグッズ開発の部門を設け、毎年新しいティーキャディなどを顧客サービスと

して製作してきた歴史があることによるが、リントンズジャパンの岡田が、催事毎にアイ

デアを出し、英国リントンズと交渉する中で可能にしたと考えられる。2023 年阪急英国フ

ェアでは、リントンズクラシックバンという車の形をしたティーキャディにリントンズ紅

茶ゴールド１袋（50 包入）3,000 円（限定 500）だった。             
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３年。新しい紅茶ブランドを求められる傾向にある」、「輸入会社は紅茶だけでは生きていけ

ない」という声に常に一抹の不安があったようだ。 

リントンズは不安を抱えながらも、2015 年の阪急英国フェアでは爆発的に売れることに

なる。以後、紅茶商品の販売としては異例の行列ができるようになり、全国の百貨店の英国

展ではなくてはならない存在となっていく。次の節では、2015 年の阪急英国フェアで、リ

ントンズが爆発的に売れるようになった理由を契機となったと考えられる祝祭広場でのリ

ントンズ馬車の展示から説きおこしていくことにする。 

 

第５節 祝祭広場におけるリントンズ馬車の登場（2015 年） 

第１項 リントンズ馬車導入の経緯  

2015 年、阪急英国フェアは「愛しのカントリーサイドへ、ようこそ」というテーマで開

催され、祝祭広場に展示されたリントンズ馬車は、ひときわ異彩を放ち、人々の関心を集め

ることになった581。英国の紅茶会社リントンズにとっての馬車は、ロゴマークにデザインさ

れ、紅茶商品のパッケージにも宅配時代の馬車の写真が印刷されているように、宅配事業を

100 年以上続けるリントンズの象徴である。この節では歴史的価値のある馬車が、わずか６

日間の会期の阪急英国フェアで展示された意図や導入までの経緯を明らかにするため、

2004 年から阪急英国フェアをほぼひとりで企画してきた桑原にインタビューを行った。 

桑原は、これまでの英国フェアで強みをより強固なものにするという考え方で、紅茶を核

とした英国フェアの企画を展開してきた。うめだ阪急でのリントンズ紅茶の販売は、過去３

年間順調に売上げを伸ばしてきたことから、リントンズの次の一手として、英国からリント

ンズの社長を招聘して何らかのイベントをしようと考えた。2015 年６月の英国出張の際、

桑原は、阪急阪神エクスプレス UK の林啓司とリントンズジャパンの岡田直也代表を伴っ

て、ニューカッスルの本社に出向いた。話を始めた直後、桑原の脳裏にニューカッスルとい

うローカルな都市の情景とカントリーサイドを走るリントンズの馬車の姿が思い浮かび、

突然、「リントンズの馬車で残存するものはありませんか。現存するのであれば、ぜひ日本

 

581 英国のカントリーサイドは、その絵画のような風景から英国でも観光地としての人気 

が高まった。関戸明子「４イギリスのカントリーサイド文化―ツーリストのみる風景―」 

千田稔編『風景の文化誌Ⅰ―都市・田舎・文学―』古今書院 1998 年、93 頁。日本からの

旅行者も増加し人気が高まったことで、阪急英国フェアでは、2003 年、完全に展覧会がな

くなって以降、カントリーサイドに焦点が当てられることが増えた。 
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に持って行きたい」と申し出たそうだ。これに対してリントンズのサイモン・スミス（Simon 

Smith)社長は「いいですよ。問題ない」と快諾し、その場で現存するリントンズの馬車２台

のうち１台が大阪へ送り出されることが決まったが582、この段階では企画書も何もなかっ

たという583。 

しかし、この「思いつき」が生まれた背景には、祝祭広場が設置されて以来、英国フェア

ファンが期待する「英国らしさ」のある展示、しかも高さのある広場の中心となる展示物を

何にするかという、毎年の英国フェアを企画する上での大きな課題があった。さらに、それ

はテーマに沿うものでなければならなかった。そのため、2013 年以来、祝祭広場のある英

国フェアを大いに盛り上げて来た彼には、馬車を借り受けが決まった段階で、祝祭広場の展

示のイメージはある程度できていたと考えられる。 

リントンズ馬車輸送の大型プロジェクトは、まず、100 年前の馬車を安全に運ぶため、職

人に依頼して、本体を固定するための木枠を特別に作成することに始まり584、約２カ月を要

して日本へ輸送し、最後は阪急百貨店の祝祭広場での荷下ろしまで、多くの課題を克服する

必要があった。この馬車展示にかかった費用は、想定していた金額の数倍かかったというこ

とだった585。そのため、桑原は輸送費を見た時に、このプロジェクトは失敗だったかと思っ

たそうだ。わずか１週間の英国フェアの会期の展示にかけられた努力と費用を想像するに

つけ、桑原の英国フェアにかける「本物の英国」を見せて、楽しんでもらいたいという思い

586と、それに応えた英国と日本双方のリントンズ、英国で常に桑原と仕事を共にして来た阪

急阪神エクスプレス UK の林啓司、輸送に関わった日英のスタッフ、桑原の仕事を信頼した

阪急百貨店販売促進部の上司まで、プロジェクト成功にむけて一丸となっていたことがわ

かる。このリントンズ導入には、桑原本人も１人体制587で英国フェアを手がけて 10 年を経

 

582 ２台のうち１台はニューカッスルの博物館に展示されており、日本に輸送されること

になった No.220 号の馬車は、南イングランドのヘイスティングス近くの農場に保管され

ていた。交渉成立後、桑原はこの馬車を自分の目で確かめに行っている。 

583 桑原のインタビューによる。 

584 英国の輸出梱包のスペシャリスト Vanguard が担当した。 

585 桑原のインタビューによる。 

586 桑原は投資する部分と儲ける部分を明確に分けるべきだという考えを持っており、英

国フェアファンを作ることに力を入れていた。 

587 企画を担当するのは１人で、各カテゴリーのバイヤーがいて、営業部がサポートする

という体制。桑原渉『阪急英国フェアの舞台裏』R.S.V.P.､2013 年、154 頁。 
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過していたから出来たと言い、リントンズジャパンの岡田奈奈恵も輸入開始して５年目の

ことだったから出来たと語った。それぞれの実績が評価されたことは言うまでもないが、さ

まざまな条件が揃ったことでリントンズ馬車の展示は実現したのだった。 

現地の英国新聞経済欄からは、英国のリントンズの考えが読み取れる。「100 年前のリン

トンズの馬車が大阪へ６週間かけて輸送され、50 万人以上の来場者が予想される阪急英国

フェアでの重要な展示となります」と報じられたこの記事の中で、リントンズのサイモン・

スミス社長は「現存する馬車の１台が日本に行くことは、私たちにとっても歴史的な出来事

で、紅茶輸出ビジネスにおいても非常にエキサイティングな時期を迎えることになった」588

と述べている。さらに阪急阪神エクスプレスの林の「英国フェアは常に成功を収めており、

英国フェアを通じて、日本に英国紅茶市場を開拓する絶好の機会になると信じている。昨年

は本物のロンドンタクシーが注目を浴びた」とのコメントも掲載された。英国のリントンズ

も、日本への輸出に手応えを感じており、意欲的にこの企画に協力したことがわかる。 

 次の項では、こうして阪急英国フェアにやって来たリントンズ馬車を核として、祝祭広場

という舞台で、リントンズ紅茶の宅配物語が演出される様子を説明する。 

 

第２項 リントンズ馬車による展示の広がり 

2015 年の英国フェアのテーマは「愛しのカントリーサイドへ、ようこそ」で、フェアの

看板となる英国からの招聘ティールームは、イングランド西部、ブラッドフォード・オン・

エイヴォンにあるティールームのザ・ブリッジ・ティールームが招聘された。祝祭広場は、

会場配布パンフレットで「カントリーサイドを旅する気分」と紹介され、リントンズの馬車

の展示を中心に、ケント州にあるナショナルトラストの「シシングハースト・キャッスル・

ガーデン」のホワイトガーデンをイメージした小さな庭が設けられた589。コッツウォルズ地

方590に見られるような石造りの家を模した外観の雑貨の店やアンティーク品を売る店をま

 

588 「英国新聞」経済欄、2015 年９月 16 日（月）」 

https://www.chroniclelive.co.uk/business-news/ringtons-delivers-japanese-tea-maeket-

10071355 

589 ヘッドガーデナーのトロイ・スミスが、展示された庭のデザインを手がけ、講演も行

った。 

590 英国カントリーサイドで人気の観光地で、バイブリーやカッスルクームなどは、はち

みつ色の石積みの家並みがあること知られている。 
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わりに配置して、英国カントリーサイドにある村のような雰囲気を作り上げた。 

リントンズの馬車は、実物大

の馬の模型591が馬車を引く様

子を再現した。この模型は、本

物の馬車のもつ雰囲気を損ね

ることがないよう、桑原が宝塚

市 の仁 川に ある 阪神 競馬 場

（JRA 日本競馬協会）から借り

てきたものだった。写真を見る

とサラブレッドであることが

（写真 14）祝祭広場に設置されたリントンズ馬車        わかるが、この馬の模型がある 

出所）リントンズジャパン                         ことで、より馬車の存在感が増

したと考えられる。馬具も英国のリントンズから送られてきた本物を装着した。また、馬車

で紅茶を届けたようすを再現するため、「リントニアン」というリントンズ紅茶を愛飲する

人が住む家をイメージした家も作られた。この家は、リントンズ紅茶を販売するブースを兼

ね、石積みを模した壁面には、岡田の発案で、リントンズの歴史を物語るアンティークやビ

ンテージの陶磁器592が収められたガラス製の展示ケースを設置した。これらはリントンズ

紅茶の歴史を伝える展示となり、桑原らの思い描く「英国らしさ」を表現した。    

家の前のスペースは、庭に見立てられ、テーブルにユニオンジャック模様のテーブルクロ

スが敷かれ、花を飾ったティーキャディ、ドット柄のニワトリ型ティーコジィ593、「1907 ヘ

 

591 リアルな馬の模型でなければ、本物の馬車にそぐわないと頭を悩ませていた桑原が、

梅田紀伊国屋前行われていた催しでリアルな馬の模型を見つけ、阪神競馬場（JRA 日本中

央競馬会）から借りてきたものだった。 

592 これらの陶磁器は、顧客サービスとしてリントンズが英国の有名陶磁器メーカーに依

頼して製作したティーポットやティーキャディで、アンティーク市やオークションで集め

られたものだった。 

593 ニワトリ型コージィはリントンズが販売している紅茶関連グッズのひとつで、2015 年

には、紅茶レクチャーで使用したものと同じデザインのものが「スー夫人モデル」として

限定販売された。 
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リテージセット594」のリントンズのロゴ入りマグカップと大きなティーポットが用意され

た。ティーキャディ、ティーコジィ、ティーセットはいずれもリントンズの製品だった。 

菓子は、二段トレイにビスケットとファッジがのせられた。カジュアルな雰囲気のテーブ

ルセッティングで、このテーブルを使って、リントンズの社長サイモン・スミスとスー・ス

ミス（Sue Smith)夫妻の紅茶レクチャーが行われた。 

2015 年 10 月 7 日の阪急英国フェア開幕の朝には、朝日放送の「おはよう朝日です」とい

う番組595で、リントンズ紅茶の馬車が大きく取り上げられた。現地ロケでは 100 年前の英

国の街並みを再現した Beamish museum を英国リントンズが費用を出して貸切り、リント

ンズの馬車を走らせ、サイモン・スミス社長がティーマンに扮し宅配の様子を再現したとい

う596。こうした英国リントンズの全面的な協力が功を奏したようで 10 時の開店と同時に、

祝祭広場には長蛇の列ができ、翌日からも好調な売れ行きとなった。岡田奈奈恵は、リント

ンズでは、これまでの英国フェアの 1.5 倍の紅茶商品を準備していたものの開催４日目の土

曜日になくなり、岡田は福岡の倉庫まで商品を取りに帰ることになったと語った。そして、

この年のリントンズ紅茶の売上げは、「阪急英国フェアでも紅茶がこれほど売れたことはな

いといわれ、信じられない数字が出た」597ということだった。桑原に売上げを聞くと、それ

までの英国フェアでの紅茶の売上げは 2,000 万円がボーダーラインだったが、一気に 3,000

万円になったということだった。英国フェアでの紅茶売上げの記録を更新したことは間違

いない。 

 

 

594 2014 年にリントンズと 1875 年創業の陶磁器メーカーハドソン＆ミドルトン社のコラ

ボレーション商品。ボーンチャイナで、1907 という数字とリントンズのロゴマークが描か

れている。 

595 ABC 朝日放送の「おはよう朝日です」（午前 6:45~8:00）では、阪急英国フェア開催初

日に、その年のトピックや目玉商品を現地ロケなど交えて紹介する。毎年、紹介された商

品を目当てに、阪急百貨店に来店するという客が多くいることから、テレビの効果は大き

い。 

596 岡田のインタビューおよびリントンズジャパンブログ https://ringtonstea.blog.fc2.com 

2015 年 10 月 7 日および 10 月 16 日による。 

597 具体的な数字は聞けなかったが、リントンズはそれまでも売上げが前年 200 万だった

ものが 400 万になるという具合に増えており、顧客に少しずつ浸透していると感じていた

ということだった。 

https://ringtonstea.blog.fc2.com/
http://ringtons-japan.jp/hpgen/HPB/entries/リントンズジャパンブログ2015年10月7日および10月16
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第 3 項 リントンズ社長夫妻の紅茶レクチャー 

朝日新聞の阪急英国フェアの広告598には「英国フェア 2015」ホームページ599で、リント

ンズのイベントとして、オーナー夫妻による紅茶レクチャーに参加する人を募集すると掲

載された。 

祝祭広場に展示された馬車とリン

トニアンハウスの前に設置されたテ

ーブルでは、英国からやって来たリン

トンズの社長夫妻のティータイムイ

ベント“How to make a Ringtons cup 

of tea”  が行われた。10 月 7 日から

11 日までの５日間、毎日２回開催さ

れたイベントは、事前のネット予約で

（写真 15）サイモン・スミスのティーレッスン   は、開始から 10 分ですべてが満席に 

出所）リントンズジャパン           なったということだった。ただ、申し

込みができなくとも祝祭広場の構造上、広場を囲む階段から誰でも見ることができるもの

だった。当初このイベントは、紅茶の講義として企画されていたのだが、英国リントンズの

社長夫妻がレクチャ―を受ける客と同じ目線でティータイムを楽しみたいと申し出たため、

変更されたのだった600。このイベントのために社長サイモン・スミスは、英国フェアに合わ

せて髭を伸ばし、ボーラーハットを着用した。同じく妻のスー・スミスも馬車での宅配が始

まったエドワード朝時代の英国レディのファッションを身に着け、英国紳士と淑女の雰囲

気を演出した601。 

 

 

 

 

598『朝日新聞』2015 年 10 月６日夕刊。 

599 英国フェアホームページは、2014 年から開設され、商品の宣伝の他、各種イベント情

報も掲載され、参加者募集も期日を決めて行われた。 

600 桑原のインタビューによる。 

601 岡田のインタビューによる。こうしたファッションは、スミス夫妻のアイデアで、英

国のビンテージショップで二人の衣装を購入して日本にやって来たという。 
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いよいよレッスンが始まると、サイ

モンが英国の紅茶の歴史を語り、会話

する傍らで、妻のスーはスミス家のお

茶の時間と同様に、黙々とティーポッ

トに人数分のリントンズ紅茶のティ

ーバッグを入れ、湯を注ぐと、マグカ

ップに先にミルク602を注ぎ、全員が一

律にミルクティーを飲むことになっ

た。通訳なしの紅茶レクチャーという

（写真 16）ミルクを先に注ぐスーザン・スミス   体裁ではあったが、スミス夫妻は参加 

  出所）リントンズジャパン               者をスミス家に招いた客であるかのよ

うにもてなし、サイモンのトークを楽しみながらスーの淹れた紅茶を楽しむという会とな

った。 

しかし、こうしたレクチャー終了後には、必ず何人かが「私はここに英国式の紅茶の淹れ

方を学びに来たのだが、全く知ることができなかった」と不満を述べたという。そこで、岡

田からサイモンに「みんな紅茶の淹れ方を知りたがっているようだから、会話にそれを入れ

てほしい」と頼んだところ、２回目のレクチャーでは、サイモンはリントンズの紅茶がいか

に上質に作られているかを説明しだしたそうである。そしてリーフロック製法603で作られ

たティーバッグは誰が淹れても美味しく淹れられると語ったという604。技術や作法に関す

る説明を求めた岡田の意図がサイモンに通じない背景には、日本と英国の紅茶に対する考

え方の違いがあったと考えられる。 

英国で日常的に飲まれているティーバッグ紅茶は、誰でも美味しく淹れられるので、自分

の好みで楽しめればよいというのがサイモンの考えだった。また、英国では家庭の紅茶の淹

 

602 ミルクインファーストという紅茶の淹れ方。スーは、英国で紅茶はミルクティーで飲

むという前提のもとにリントンズが推奨するミルクインファーストでサービスしたと考え

られる。 

603 茶葉摘採後、48 時間以内に素早く紅茶に仕上げ、真空パックし英国へ輸送後、ティー

ブレンダーにより 48 時間以内にブレンドし、パッキングするリントンズ独自の紅茶の製

法。 

604 岡田のインタビューによる。 
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れ方は他人に教えるものでも、学ぶものでもないのだった605。そのため、英国にはプロ向け、

外国人向けの紅茶講座や紅茶教室はあっても、一般向けのものはない606。サイモンは、英国

でスミス家に客を招いた時と同じように、コミュニケーションを楽しみ、美味しく紅茶を飲

んでほしいと考えていた。阪急百貨店に到着したサイモンは、まず大阪の水道水を試飲し、

新鮮な水を使えるのかを調べるため水道栓から会場までの歩数を計るなど、紅茶を美味し

く淹れるための準備を怠らなかったという607。そうして始まったティータイムで、サイモン

は紅茶と水の関係の重要性については語っても、紅茶の淹れ方について語ることはなかっ

た608。 

客のクレームの原因は、リントンズという英国紅茶商による「本物の英国」の紅茶の淹れ

方を学ぼうとレクチャーを受講したにもかかわらず、客が期待していた日本でよく行われ

ている紅茶教室や紅茶講座のレクチャー609とは全く違うものだったからだ610。 

しかしながら、実際には学ぶところのあるレクチャーだったと筆者は考える。ティータイ

ム形式に変わったとはいえ、英国の一般的な方法611で、スーは紅茶を淹れる所作を見せてく

れた。また、英国で紅茶を飲むのに一般的なマグカップを用い、ティーバッグを使用した「ミ

ルクインファースト」という淹れ方で、英国でなじみ深いミルクティーを提供したのである。

ここには、ポットを使うティーバッグでの紅茶の淹れ方が示されている。参加者が期待した

貴族的なアフタヌーンティーではなかったが、ティーバッグによる現代的な「本物の英国」

 

605 松山洸一「老人施設への環境適応におけるリーフ緑茶活用に関する研究」学位論文、

2017 年３月１日、1 頁。リーフ緑茶飲用の変遷によると日本でも緑茶が同様のものだった

ことがわかる。紅茶は学ぶものという考え方には、阪急英国フェアも一役買っている。 

606 英国の紅茶研究家ジェーン・ペティグリューがプロ向け、外国人向けの紅茶講座のあ

る UK ティーアカデミーを設立しており、日本からも受講する人がいる。 

607 岡田のインタビューによる。ここには茶道と同じ、もてなしの茶をふるまう際の亭主

の心構えが見られる。 

608 岡田のインタビューによる。 

609 一般的な紅茶レクチャーでは、ポットなどの道具の説明、扱い方、お湯の温度、使う

茶葉の種類、茶葉の計り方、茶葉を蒸らす時間、茶葉のジャンピングの様子など説明しな

がら、紅茶を淹れて見せる。そのあと、ティーカップに注がれた紅茶を飲む。 

610 担当者桑原に、クレーム対応について聞くと、こういった場合、英国からの招聘者が

やりたいようにやってもらうのが一番だと考えていたという。 

611 招いた側の女性が客の目の前で紅茶を作淹れ、客にふるまうというもの。 
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のティータイムが紹介されたのだった。 

 

第 4 項 新しい「英国紅茶イメージ」の誕生 

サイモンとスーの紅茶レクチャーには不満を述べ

る人がいる一方で、「本物の英国のティータイムを楽

しめた」、「ティーバッグでも美味しく紅茶が飲めると

わかった」、「サイモンさんの家のお茶会に招かれたよ

うな貴重な体験だった」、「英国そのままだと感じられ

る時間だった」と感動を述べた人や「紅茶がすごく好

きになった」という人もいた612。ティータイムは総じ

て評判がよかったのである。阪急英国フェアの開催期

間中に、５日間で計 10 回行われたこのティータイム

は、リントンズ馬車の隣で行われ、祝祭広場の構造上、

テーブルの周りや広場を囲む階段席から誰でも見る

（写真 17）エドワード朝の服装を  ことができた。スーがティーバッグを使って手際よく 

    身に着けたスミス夫妻  紅茶を淹れる様子や席についた客がビスケットやフ

出所）リントンズジャパン  ァッジといった菓子をつまみながら楽しそうに語らう 

様子を多くの客が目にした613。岡田奈奈恵は、「多くの人で混み合う雑踏のなかで、エドワ

ード朝の服に身を包んだサイモンとスーの様子から、まるで映画で見るようなティータイ

ムだった」と語った。これまで英国のティータイムといえば、格式あるアフタヌーンティー

を連想していた人たちも、それとは違う「本物の英国」の一端を垣間見ることになった。 

 こうして祝祭広場という舞台では、ひときわ豪華さの目立つリントンズ馬車の展示を背

景に、馬車の時代にタイムスリップしたかのような紳士淑女が優雅なファッションで登場

し、それと相反するかのようなティーバッグとマグカップを使った気軽で親しみやすい雰

囲気のティータイムを見せたのである。この演出は「本物の英国」を見せようとするもので、

見た人々は歴史あるリントンズの世界へ引き込まれ、ティーバッグを用いたティータイム

に新たな紅茶の魅力を発見することになったと考えられる。 

 

612 岡田のインタビューで聞いた参加者の感想の一部をあげた。 

613 岡田のインタビューによる。 
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2015 年のリントンズ馬車の展示から１年後の 2016 年の阪急英国フェア初日に、百貨店

側が予期せぬ事態が起こった。再び、リントンズ店舗前に多くの客が殺到したのだ。急遽、

係員を増やし対応したが、行列はなかなか途絶えなかったということだ614。リントンズ紅茶

を求めるリピーターがやって来たのだった。この年、阪急英国フェアの新聞広告にはリント

ンズの宣伝は掲載されていなかった。もはや広告など関係がなかった。これ以降の阪急英国

フェアでも同じ状況が続き、この現象は同じく 2016 年９月に行われた東京の三越英国展で

起こり、その後毎年続いているということだ615。リントンズ紅茶にはティーバッグしかない

ので、リントンズが売れるということは、ティーバッグが売れるということであり、１パッ

クに 100 包入っている紅茶616なので、贈答用とは考えにくく日常的に紅茶を飲むようにな

った人が増えたということになると考えられる617。 

2023 年３月、ジェイアール名古屋タカシマヤ英国展618で、リントンズは英国展の入り口

ともいうべき位置にブースを構え、英国でのティースタンドのように紙コップで販売され

るミルクティーを購入しょうとする人の列ができていた。英国展の担当者の食品催グルー

プセクションチーフ大澤匠に、リントンズがタカシマヤ英国展にとってどういう存在かを

尋ねると「何といってもすべてが本物の英国ではないですか。品質もいい。だから、正面に

配置している」と答えた。ここでも初日は行列ができたということだった。興味深かったの

は、筆者が英国フェアの研究を始めた 2017 年の阪急英国フェアでは、既にリントンズが売

れていたにも拘わらず、桑原が語ったのは「客の「英国紅茶イメージ」には、担当して 10

年変わらずヴィクトリア朝の貴族の紅茶に対するあこがれがある」で、それはリーフティー

 

614 岡田のインタビューによる。 

615 三越日本橋で英国展を 2015 年から担当する山崎陽介に 2022 年９月 11 日に行ったイン

タビューによる。この時にリントンズは、2015 年の阪急英国フェアと同じ、時計付きキャ

ディーを販売し、このキャディーが初日からよく売れたということだった。 

616 プラスチック削減問題に対応することから、2022 年６月１日から 1 パック 50 包に変

わった。 

617 2023 年阪急英国フェアでリントンズの列に並ぶ人に話を聞いたところ、それまで紅茶

を全く手にしたことのなかった人やずっと紅茶の選択に迷っていた人にも受け入れられた

ようだ。 

618 ジェイアール名古屋タカシマヤ英国展は、開店 15 周年を記念する催事として、2015

年に初めて開催された。大澤の話によると開催当初から英国展が人気なのは、名古屋の客

層が求めるものが英国展で提供されているからではないかということだった。 
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が重要という意味でもあった。販売されている紅茶のラインナップからもそれを感じるこ

とができた。しかし、今回のタカシマヤの大越の発言は、もはやリーフティーとかティーバ

ッグにこだわるものではなかった。 

桑原が 2004 年から阪急英国フェアを担当し、紅茶を核として英国フェアを展開する上で

大切にしてきたリーフティーに代表される優雅でリッチで高級な「紅茶英国イメージ」は、

2015 年に奇しくも桑原自身の手によって、覆されることになった。 

しかし、このリントンズ躍進によって、桑原は英国フェアでの紅茶販売をさらに拡大する

ことになった。他社のティーバッグ商品も売れるようになったのだった。桑原は、2023 年

５月のインタビューでは、リントンズが英国フェアの中で「ティーバッグ紅茶」という新し

いジャンルを作ったと語った。 

それは、英国フェアで、これまでの中心だった優雅で高級な紅茶を求める層に加えて、新

たに日常的に紅茶を飲むという新しい紅茶ファン層が加わったことを意味する。また、両方

の紅茶を楽しむファン層の拡大も意味する。 

 以上から、2015 年の阪急英国フェアでのリントンズ馬車の展示の効果によって、紅茶販

売の中心がリーフティーからティーバッグへ転換し、それは他の百貨店にも波及していく

ことになったと考えられる。 

リントンズは、2021 年に新装開店した大阪梅田阪神百貨店に世界初の直営店舗ができる

までになった。１階エントランスを入ると黒地に金色の馬車のロゴの大きな看板が目をひ

く。英国でみかけるティースタンドもあるスタイリッシュモダンな店舗である。ここでは、

ティーバッグはそれまでの単に便利で大衆的な商品というイメージを払拭し、英国紅茶を

代表する商品となっている。それは 2015 年に阪急英国フェアによってもたらされた新しい

「英国紅茶イメージ」である。 

 

小結 祝祭広場の展示の効果―リーフティーからティーバッグへの転換― 

阪急百貨店に 2012 年に設置された祝祭広場は、阪急うめだ本店のストアコンセプト「劇

場型百貨店」の象徴となる大空間展示スペースである。当時の椙岡俊一社長は、百貨店に来

る客に「突き抜けたエンターテイメント」を提供する舞台にしようと考え、それを形にした

のだった。 

 阪急英国フェアの担当者だった桑原渉は、2013 年の英国フェアでこの空間を効果的に活

用し、イベントと商品販売をつなげるという祝祭広場利用のモデルを提示した。しかし、彼
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にとってこの大きく高さのある空間を生かし、何をメインに展示するかは、毎年の英国フェ

アの成否を決める大きな問題だったと考えられる。 

2015 年の企画に思いを巡らしていた桑原にとって、英国紅茶商リントンズの馬車は、そ

の年の英国フェアのテーマ「愛しのカントリーへ、ようこそ」に合致し、しかも祝祭広場に

ふさわしいインパクトのある展示物だったのである。 

桑原が意図したように、祝祭広場に展示されたリントンズの馬車は、その大きさと実物の

もつ存在感から呼び物としての宣伝効果を発揮した。また、そこに存在するだけで、英国の

人々に紅茶を宅配してきた 100 年にわたる英国紅茶商リントンズの物語を表現したのであ

る。 

馬車の展示は、リントンズ社長夫妻に阪急英国フェアで、自らリントンズ物語の役者を演

じるというシナリオを描かせることになった。祝祭広場を舞台に、馬車での宅配が始まった

エドワード朝時代のファッションを身に纏って現れるという演出により、彼らはその華や

かさから注目される存在となった。ホストとして客に紅茶をふるまうティータイムは、見る

人に映画をみているかのような効果をもたらした。馬車の展示を起点に、カントリーサイド

の情景展示、ファッション、ティータイムまで、トータルな演出効果によって、ティーバッ

グの大衆的イメージは払拭され、英国らしい紅茶という新しい情報を提供することになっ

た619。これらの展示による新しい情報によって、ティーバッグ紅茶を購入する人が増え、

2015 年にリントンズ紅茶が阪急英国フェアの歴代の紅茶売上げ記録を更新したと考えられ

る。 

さらに、これらの展示は桑原が意図した以上の効果も生み出した。翌 2016 年の英国フェ

アでもリピーターが殺到し、長蛇の列ができたことである。その後もリントンズは、リピー

ターに新規の購入者を加えることを繰り返し、毎年その販売数を増やしていった。また、他

 

619 英国では、この 50 年の間にリーフティーからティーバッグに劇的に転換したという。

英国でのティーバッグの普及は、日本より遅かった。伝統的なリーフティーでの紅茶の淹

れ方を知る人々にとって、茶葉がみえないティーバッグは受け入れがたかったようだ。ロ

ンドンでポストティーカードという紅茶専門店のティム・ドフェイによると、英国では

1969 年にはティーバッグの普及率は３パーセントだったが、2023 年には 97％となり、逆

転したということだった。2023 年阪急英国フェアでの英国紅茶の歴史のレクチャーによ

る。 
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の英国ブランドのティーバッグ紅茶が次々と導入されるようになった。これは、高級志向の

百貨店の英国フェアで、紅茶の主力がリーフティーからティーバッグへ転換したことを示

しており、新しく「ティーバッグ紅茶」というジャンルができたことを意味する。英国フェ

アでの主役の座を失ったとはいえ、リーフティーを求める客は依然として存在することも

忘れてはならない。 

2015 年のリントンズ馬車の展示を契機に、百貨店で紅茶を購入する人々の紅茶への向き

合い方も変化させたと考えられる。これまでの贈答用やお客様用といった特別な紅茶や趣

味やファッションといった自己表現の紅茶から、日常的に飲む紅茶への変化である。それは、

百貨店における新しい「英国紅茶イメージ」の誕生を意味するものであった。 
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終章 

結論 

第１節 阪急英国フェアの歴史的過程と文化的意義 

 日本の百貨店における英国フェアのはじまりは、1965 年に東京・晴海で開催された英国

博覧会に東京のいくつかの百貨店が協賛して、英国フェア（英国展）を開催したことにある。

英国博覧会は輸出強化を目的としたものだったが、主催者である海外英国博覧会は、単に商

品を売り込むだけでなく、商品の背景にある英国の歴史や文化を日本に紹介するという文

化戦略を用いた。ついで 1969 年に東京一円で開催された英国政府主催の英国週間では、英

国大使館の積極的働きにより、東京のすべての百貨店が英国週間に協賛し、展覧会と商品展

が併設して行われる英国フェアを開催した。この時の英国フェアのスタイルがその後の百

貨店の英国フェアを規定した。すなわち、英国の歴史や文化などをテーマとする展覧会と英

国商品を販売する商品展が組み合わされたものが英国フェアとなったのである。 

 大阪の阪急うめだ本店の英国フェアは、1969 年の英国週間に東京の数寄屋橋阪急が協賛

したことを契機とし、翌年の 1970 年から始まった。その後、2001 年に展覧会がなくなるま

での間、展覧会と商品展を併設するという 1969 年の英国週間の形態を踏襲し、独自に発展

させたのが阪急英国フェアである。阪急英国フェアはどの百貨店よりも長期にわたって展

覧会を継続し、それがなくなった後も毎回個別テーマを設定し、それに沿った展示を通じて、

多くの人々に英国の歴史や文化などの情報を提供し続けたという意味で、その文化的意義

は大きい。 

この展覧会の動向は、主催者である英国側の事情や日本の社会的背景、百貨店の構造改革

等によって変化してきた。1980 年代半ばから、主催者であった英国大使館から阪急百貨店

の展覧会への提供が、展示品の現物提供から展示費用に変わったことにより、阪急百貨店の

視点からの独自の展覧会の企画ができるようになった。とりわけ、博物館や美術館では開催

されることのないような英国の地域や文化、ライフスタイルをテーマとした展覧会を百貨

店が開催したことは注目に値する。 

1988 年の英国フェア「英国の絵本と原画 ファンタジーランドからの贈り物」では、それ

までの「ジェントルマン・ブリテン」から女性をターゲットとする「レディ・ブリテン」へ

の転換がはかられた。このとき、女性客へアピールするために独自の企画が必要とされたた

め、英国女性のライフスタイルと新聞広告で参加者を募集してアフタヌーンティーを実施

した。 
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また、1995 年の英国フェア「英国紅茶物語」では、日本のテーブルアートの草分け的存

在・阪口恵子が、英国紅茶文化を総合的に紹介する目的で展覧会を企画した。アンティーク

のティーカップを中心とした 400 点に及ぶ陶磁器を時代毎のセクションに分け、パネル展

示による解説に加え、大型ショーケースに時代毎のティータイムの様子を再現するという

大がかりな展示手法を用い紹介した。また、メインとなる展示として、ヴィクトリア朝時代

にアフタヌーンティーが始まったとされる部屋と豪華なアフタヌーンティーのテーブルの

再現も行った。これらの展示から、それまで断片的にしか知られていなかった英国紅茶の歴

史が体系的に紹介され、英国から招聘された一流講師陣による紅茶レクチャーによって、紅

茶に関する知識を浸透させようという積極的な取り組みが、来場者の紅茶イメージに与え

た影響は少なくなかったと考えられる。美しい陶磁器や貴族文化へのあこがれに基づく優

雅で高級感のある紅茶イメージが生まれ、英国紅茶について知的好奇心を刺激する学びや

体験学習を通じて、紅茶は学ぶものというイメージも付与された。 

2001 年に展覧会はなくなったが、展覧会を通じて企画者が真摯に取り組んだ「本物の英

国」を伝えるという精神は、その後も継承されることになる。それは紅茶をめぐる展示の強

化にみられる。展覧会に代わる英国文化発信のひとつの手段として考案されたのが、英国か

らティールームを招聘するというものだった。メニューも英国のティールームで最も一般

的なクリームティーに限定した。英国からまるごと招聘したことにより、このティールーム

は実物展示であり体験型展示となった 

2004 年に英国フェア担当者になった桑原渉は、これまでの強みをさらに強化しようと紅

茶を核とする英国フェアを展開する。新しい紅茶ブランド導入に努め、ブランド数を倍増さ

せた。また、2006 年の初の英国産紅茶トレゴスナンの日本で初めての導入や 2014 年の英

国で紅茶の聖地といわれるベティーズティールームの世界初出展などは、紅茶ファンから

注目され、阪急英国フェアとしての価値を高めるものとなったと考えられる。 

イートインスペースのティールームは、毎年、英国のどこのティールームが招聘されるか

が話題となり、長蛇の列ができる英国フェアの看板として成長した。2001 年以降、ゆっく

りと時間をかけてティールームによる「英国紅茶イメージ」が浸透していった。この「英国

紅茶イメージ」は、カントリーサイドの心地よいティールームで、美味しい紅茶を飲みなが

ら、ゆったりと過ごすという英国ティールーム文化に基づくイメージである。 

 2015 年、祝祭広場では、英国の老舗紅茶ブランドのひとつであり、ティーバッグのみ販

売するリントンズの馬車の展示とリントンズ社長夫妻のティータイムレクチャーが、展示
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としての効果を発揮する。ティーバッグの大衆的イメージが払拭され、リントンズ紅茶が歴

代紅茶販売の最高額を記録し、阪急英国フェアにおける紅茶商品の中心がリーフティーか

らティーバッグへと転換されたのである。それはカジュアルなティーバッグによる「新しい

紅茶イメージ」の誕生を意味するものであった。このことは英国での紅茶飲用の実態を示し

た点において、文化的意義があったと考えられる。 

 

第２節 本研究の意義 

本研究を通じてこれまでの東京中心の百貨店史を、少なくとも英国フェアを基軸にして

再考し、大阪うめだ阪急百貨店の重要性について明らかにすることができたと考えている。 

まず、日本の百貨店の英国フェアで、50 年以上にわたって毎年継続して開催されたのは

阪急うめだ本店の英国フェアだけである。本研究では、阪急英国フェアをそのはじまりから

現在にいたるまでの５０年以上の内容を、特に展覧会の内容や展示に注目し、その特色を明

らかにした。 

阪急英国フェアは、展覧会や文化展示を通じて、英国の歴史や文化、英国のライフスタイ

ルなどの英国の情報を顧客に伝えることを重視してきたが、それは英国フェアを行う百貨

店の使命が英国文化情報を発信することにあると捉えていたことによるものだった。 

また、阪急英国フェアは一貫してテーマを設定して、フェアの企画を行ってきた。三越や

他の百貨店では、阪急のような明確なテーマ設定はほとんどなく、英国商品が並べられるだ

けの物産展となったのに対し、阪急英国フェアでは、テーマに沿ったティールーム、商品が

集められ、毎回、新しいテーマによる英国情報が提供されたのである。テーマを掲げ続けた

ことにより、多彩な商品と展示装飾、イベントやレクチャー、それに基づく英国からの招聘

者によるフェアが展開されるという阪急英国フェアの特色となった。それは、阪急英国フェ

アが物産展と化すことがなかった理由でもあり、他の百貨店の英国フェアと一線を画す理

由である。 

そうした阪急英国フェアの独自の取り組みやこだわりが、とりわけ紅茶をめぐる展示や

手法に凝縮して見られる。また、これらの展示から「英国紅茶イメージ」を創出したことに

も着眼した。 

1995 年の「英国紅茶物語」の重要性は、英国紅茶について展覧会を通じて紹介しただけ

ではなく、紅茶に関するレクチャーや紅茶に関するあらゆるプロモ―ションが考案され、そ

の手法が以降の英国フェアで、引き継がれていく価値あるものだったことにある。阪口恵子



204 

 

の行ったアフタヌーンティーの講義や参加体験型のアフタヌーンティーをはじめとし、英

国からの一流講師によるさまざまな英国紅茶に関するレクチャーが行われ、紅茶の販売は

ティーブティックという紅茶ブランド毎に販売ブースが設けられるなど顧客に対するサー

ビスが充実していた。紅茶に関するレクチャーから、紅茶は日本の茶道のように学ぶものと

いうもイメージも顧客の間で生まれた。紅茶は単なる嗜好飲料という枠組みを超え、非日常

のあこがれの対象となり、紅茶をハイカルチャーと位置付け、その知識を身につけようとい

う人が現れたことを意味する。こうした紅茶商品を単に売るだけでなく、レクチャーを通じ

て、紅茶にまつわるさまざまな情報を提供したことも阪急英国フェアの特色である。 

阪急英国フェアでは、1995 年の英国フェアの「英国紅茶物語」を起点として、「英国紅茶

イメージ」を創出した。まず、1995 年の「英国紅茶物語」での美しい陶磁器と優雅な貴族

のアフタヌーンティーの展示による「英国紅茶イメージ」と紅茶レクチャーによる英国紅茶

は学ぶものという「英国紅茶イメージ」である。紅茶が重要商品であるということを認識し

た英国フェアから生まれたこのイメージは、その後の英国フェア企画上の方針となってい

った。それは、高級紅茶缶に詰められたリーフティーを主力にする紅茶販売や話題となる人

物や一流講師による講演やレクチャーの充実だった。これは阪急英国フェアがある種の教

育的機能を持つことを意味している。 

次に 2001 年に始まる英国からの招聘ティールームという実物展示によって涵養された

「英国紅茶イメージ」である。ホテルなどの豪華アフタヌーンティーではなく、カントリー

サイドの英国らしい心地よいティールームのイメージを伝えたものである。このティール

ームの意義は、英国のティールーム文化を伝えたことはもとより、クリームティーというメ

ニューの存在を知らしめ、スコーンの認知度を高めたことに価値があると考えられる。現在、

日本の百貨店の英国フェア等でのスコーン人気の原点と考えるからである。 

さらに、2015 年のリントンズ馬車の展示と紅茶レクチャーの演出がもたらした新しい「英

国紅茶イメージ」である。阪急英国フェアばかりでなく、他の百貨店の英国フェアにもティ

ーバッグが浸透することになったのである。 

こうした「英国紅茶イメージ」の創出は、阪急英国フェアの紅茶にまつわる展示の効果を

示すものである。また、商品を通じて文化を示し、レクチャーや販売方法に工夫し、英国紅

茶文化を多角的に伝えたようとしたことが大きく影響している。これらはすべて、紅茶を核

としてフェアを構成するという意図の上に企画されたもので、阪急英国フェアの特色であ

る。ここに阪急英国フェアが英国紅茶文化を伝えたという文化的意義を見出すことができ
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る。 

阪急百貨店が日本の百貨店での英国フェアを牽引したことについては、2004 年に桑原が

英国フェアを担当して以降の先鞭をつけたティールームや新しく導入した紅茶商品、バー

レイという陶磁器メーカー、リントンズ紅茶のブレイク、スコーンの積極的導入、フィッシ

ュアンドチップスに代表される英国食文化の強化などに顕著に表れていた。こうした阪急

英国フェアでの取り組みが認められ、桑原がエリザベス女王から名誉大英褒章 BEM を授与

されたことにも表れている。また、2022 年以降、阪急百貨店がこれまでに英国フェアで培

った経験を生かしプロデュースした他の百貨店の英国フェアが出現したことによっても明

らかである。 

 

第３節 今後の課題 

最後に今後の課題について述べることとする。 

阪急百貨店では、2021 年 11 月に「＃英国ライフ」という英国ファンのための情報を発信

するサイトを立ち上げた。これまで、阪急英国フェアで蓄積した方法を駆使し、年間を通じ

て、オンラインで最新の英国情報が紹介されている。また、オンラインストアで英国商品を

紹介し、販売も行っている。これまで１年に１度、阪急英国フェアに足を運ばなければ購入

することのできなかった英国紅茶、英国菓子などが次々にアップされている。また、これま

で、英国フェアの中でのレクチャーを通じて行われていた紅茶の淹れ方や紅茶に関する情

報が詳しい記事や動画によって提供されている。阪急英国フェアの位置づけに変化が生じ

る可能性が懸念される。今後この E コマースとの共存には注視する必要がある。 

英国フェアを企画する際、テーマ設定の難しさに加え、テーマに沿う展示を企画する難し

さがある。また、装飾や展示にかける費用の問題が大きいと考えられる。昨今は装飾展示に

かける費用の削減と SDGs の観点から、新しい展示装飾のあり方が模索されている620。阪

急英国フェアは、単に商品を売るだけでなく、英国の文化情報発信基地としての重要な役割

 

620 2022 年６月 18 日、日本展示学会研究大会シンポジウムで、阪急阪神百貨店 ストアデ

ザインアートディレクター亀山和廣の話より、阪急百貨店のショーウィンドー「LOVE 

ACTION for the EARTH」では、ロスフラワーや再生ペットボトルで製作したと説明があ

った。また、2022 年 12 月 17 日の VMD 協会、Zoom セミナー「World Wide Christmas 

2022」で、銀座松屋のショーウィンドーの展示物の説明で、再利用の例が紹介されてい

た。 
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を担ってきたというのが、本研究の主張するところであった。また、百貨店は、老若男女誰

にでも開かれたエンターテイメントの場であるというのが、「劇場型百貨店」をストアコン

セプトとする阪急百貨店の目指すところであろう。そのため、祝祭広場では、英国情報を盛

り込み、英国の雰囲気を醸し出す展示物や心がワクワクするような展示装飾の工夫が必要

となると考えられる。これらが損なわれると阪急英国フェアの文化的意義はなくなり、単な

る物産展と化してしまう。 

コロナ禍を経験したからこそ、顧客にとってリアルに英国が感じられ、気軽に英国を味わ

える場として、１年に１度の祝祭として開催される阪急英国フェアの価値を見直す必要が

あると考えている。そのためには、さらに阪急英国フェアが及ぼした影響や顧客がどう受け

止めているかの考察が必要となる。これらの研究は今後の課題としたい。また、この研究を

通じて、展示の効果を見極める難しさを痛感した。VMD（ビジュアルマーチャンダイジン

グ）の視点を取り入れた新しい百貨店研究が必要ではないかと考えている。 

英国がそうであったように日本でも人々の紅茶に対する考えは変化し多様化すると考え

られる。英国フェアとしては、これまでも取り組んできたように英国紅茶の動向を見据え、

顧客に新しい情報を伝える使命がある。筆者は 1995 年の英国フェアでの優雅で高級感のあ

る「英国紅茶イメージ」からの脱却を図らなければならないと考えている。歴史や伝統を重

んじる英国の精神は尊重しなければならないが、来場者が古いと感じるようなものを発信

してはならない。今後、幅広い層の人々が気軽に足を運べる百貨店催事だからこそできる英

国紅茶文化へのアプローチ、さらに英国文化へのアプローチが期待される。 

本研究では、阪急英国フェアが、日本全体の紅茶消費文化へどのような影響を与えたかに

ついては、十分に証明できていない。このことについては稿を改めて議論したい。 
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